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序
章第

一
節

問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
方
法

本
論
文
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
の
様
相
を
み
せ
て
い
る
大
江
山
の
鬼
退
治
の
説
話
、
酒
呑
童
子
説
話
の
展
開
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
文
学
・
映
画
・
演
劇
・
ま
ん
が
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
み
ら
れ
る
「
酒
呑
童
子
」
の
多
様
な
表
現
を
通
時
的
に
た
ど
り
、
そ
の
変
遷
の

様
相
を
整
理
し
、
出
典
論
の
立
場
か
ら
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
。

酒
呑
童
子
説
話
は
、
中
世
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
広
く
流
布
し
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
登
場
す
る
。

従
っ
て
、
本
論
文
が
辿
る
近
現
代
に
お
け
る
酒
呑
童
子
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
は
、
直
接
的
に
は
、
江
戸
時
代
の
「
御
伽
草
子
」
の
酒
呑
童
子
説
話
の
イ
メ
ー
ジ
の
展

開
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

酒
呑
童
子
は
「
御
伽
草
子
」
の
な
か
で
最
も
有
名
な
物
語
の
一
つ
で
あ
る
。「
御
伽
草
子
」
と
は
、
江
戸
中
期
に
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
の
書
肆
・
渋
川
清
右
衛
門
が
刊

行
し
た
二
三
編
の
「
御
伽
文
庫
」
に
由
来
し
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
成
立
し
た
、
広
く
こ
れ
に
類
す
る
、
通
俗
的
な
短
編
物
語
を
さ
す
。
酒
吞

童
子
は
渋
川
版
「
御
伽
草
子
」
二
三
篇
の
最
後
に
配
さ
れ
る
、
英
雄
勇
者
譚
・
怪
物
（
鬼
神
）
退
治
譚
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
酒
吞
童
子
説
話
に
は
、
酒
呑
童
子
の
住
処
に
よ
る
二
系
統
の
説
話
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
大
江
山
系
統
で
あ
る
。
そ
の
代
表
作
は
、
南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
の
成
立
に
な
る
、
現
存
す
る
最
古
の
酒
呑
童
子
絵
巻
、
逸
翁
美
術
館
所
蔵
・
重
要
文
化
財

『
大
江
山
絵
詞
』
で
あ
る
。
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第
二
に
、
伊
吹
山
系
統
で
あ
る
。
逸
翁
美
術
館
所
蔵
『
大
江
山
絵
詞
』
の
約
一
世
紀
後
に
成
立
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
『
酒
伝
童
子
絵
巻
』
を
代
表
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
大
江
山
系
統
と
伊
吹
山
系
統
の
相
違
を
表
す
代
表
的
な
二
つ
の
絵
巻
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
酒
呑
童
子
説
話
の
淵
源
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
ほ
ぼ
二
つ
の
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
中
国
の
類
書
に
引
用
さ
れ
た
「
白
猿
伝
」「
蚩
尤
伝
説
」
等
の
小
説
か
ら
、
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
形
成
し
た
と
み
る
、
出
典
論
の
立
場
か
ら
の
説
、
第

二
に
、
比
叡
山
周
辺
で
説
話
が
生
成
し
た
可
能
性
と
み
る
、
生
成
論
の
立
場
か
ら
の
説
で
あ
る
。

中
世
・
近
世
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
す
で
に
酒
吞
童
子
説
話
の
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
現
代
の
酒
呑
童
子
の
イ
メ
ー
ジ
に
直
ち
に

つ
な
が
る
最
も
代
表
的
な
作
品
は
「
御
伽
草
子
」
渋
川
版
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、「
御
伽
草
子
」
渋
川
版
の
プ
ロ
ッ
ト
を
、
以
下
に
示
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

丹
波
国
大
江
山
の
鬼
神
が
、
都
か
ら
若
く
美
し
い
女
性
を
さ
ら
っ
て
い
く
こ
と
が
度
重
な
っ
た
。
公
卿
詮
議
の
結
果
、
源
頼
光
に
そ
の
鬼
神
退
治
が
命
じ
ら
れ
た
。
頼

光
は
、
貞
光
・
季
武
・
綱
・
公
時
・
保
冒
と
と
も
に
、
山
伏
姿
に
身
を
や
つ
し
て
大
江
山
に
赴
く
。
酒
呑
童
子
の
瑠
璃
の
宮
殿
に
潜
入
し
、
童
子
に
取
り
入
っ
て
宴
を
開

か
せ
る
。
鬼
達
を
う
ま
く
酒
に
酔
わ
せ
、
童
子
が
鬼
の
姿
で
寝
て
い
る
す
き
に
、
頼
光
達
は
童
子
の
寝
所
を
探
り
、
童
子
の
首
を
斬
る
。
家
来
の
鬼
達
も
退
治
し
て
、
生

き
残
っ
た
姫
君
を
伴
っ
て
都
に
凱
旋
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
い
た
る
酒
呑
童
子
説
話
の
概
略
は
、
ほ
ぼ
、
こ
の
「
御
伽
草
子
」
渋
川
版
に
集
約
さ
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

大
江
山
の
酒
呑
童
子
が
悪
鬼
で
、
都
人
の
源
頼
光
が
英
雄
と
し
て
定
位
さ
れ
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
勧
善
懲
悪
譚
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
勧
善
懲
悪
と
い
う
近
世
ま
で
の
酒
呑
童
子
説
話
の
テ
ー
マ
が
、
西
欧
の
読
者
層
に
紹
介
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
英
訳
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
文

学
・
映
画
・
演
劇
・
ま
ん
が
な
ど
近
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
本
稿
は
、
新
た
な
る
酒
呑
童
子
説
話
創
出
へ
と
向
か
う
リ
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
過
程
を
た
ど
り
、「
酒
呑
童
子
」
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
辿
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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第
二
節

本
研
究
の
構
成

本
論
文
は
、
南
北
朝
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
展
開
の
様
相
を
み
せ
る
大
江
山
酒
呑
童
子
説
話
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
御
伽
草
子
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
古
典
文
学
を
原
拠
と
し
、
近
代
の
英
訳
ち
り
め
ん
本
、
現
代
の
映
画
・
演
劇
・
ま
ん
が
な
ど
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
表
現
の

変
遷
を
た
ど
り
、
出
典
論
の
立
場
か
ら
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
た
。

本
論
文
は
、
次
の
五
章
よ
り
成
る
。

「
序
章
」
「
第
一
節

問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
方
法
」
で
は
、
酒
吞
童
子
説
話
の
多
様
な
表
現
に
つ
い
て
、
そ
の
意
図
、
構
想
を
実
証
主
義
的
な
文
献
学
の
立
場
か

ら
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
論
文
で
用
い
る
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
和
漢
比
較
文
学
（
日
中
比
較
文
学
）
の
出
典
論
・
源
泉
論
、
ま
た
、
主

題
論
で
あ
る
。

「
第
二
節

本
研
究
の
構
成
」
で
は
、
本
論
文
の
各
章
お
よ
び
各
節
の
趣
旨
と
論
証
の
内
容
に
つ
い
て
要
約
し
た
。

「
第
三
節

酒
呑
童
子
説
話
の
研
究
史
」
に
お
い
て
は
、
日
本
文
学
、
美
術
史
、
歴
史
学
、
民
俗
学
の
各
分
野
に
お
け
る
酒
吞
童
子
の
研
究
史
を
た
ど
り
、
今
日
の

酒
吞
童
子
研
究
の
各
方
法
論
を
の
べ
、
最
後
に
そ
れ
ら
の
方
法
論
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

「
第
一
章

ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

ofO
Y

EY
A

M
A

』
の
翻
訳
」
で
は
、
明
治
初
期
に
長
谷
川
武
次
郎
が
刊
行
し
た
ち
り
め
ん
本
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
に
収
録
さ
れ
た
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
の
大
江
山
酒
吞
童
子
説
話
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
邦
題
『
大
江
山
』
）』
を
と
り

あ
げ
た
。

『JA
PA

N
ESE

FA
IR

Y
TA

LE
SER

IES

』
は
、
日
本
の
昔
話
・
説
話
を
収
録
す
る
ち
り
め
ん
本
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
翻
訳
言
語
と
し
て
、
現
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在
、
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
ち
り
め
ん
本
は
、
御
伽
草
子
な
ど
の
日
本
語
版
か
ら
直
接
翻
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
刊
の
ち
り
め
ん
本
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

』
以
前
に
も
、
酒
吞
童
子
説
話
の
英
訳
が
存
在
す

る
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』（
頼
光
と
シ-

テ
ン
童
子
）

で
あ
る
。

両
者
の
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
間
に
は
共
通
す
る
表
現
が
数
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
れ
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
が
グ
リ

フ
ィ
ス
訳
を
参
看
し
つ
つ
、
ち
り
め
ん
本
を
英
訳
し
た
こ
と
を
、
第
一
章
で
は
論
証
し
た
。

「
第
一
節

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
と
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

』
」
で
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
と
、
彼
女
の
英
訳
に
な
る
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of

O
Y

EY
A

M
A

』
の
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
た
。

「
第
二
節

御
伽
草
子
と
ち
り
め
ん
本
『The
O

G
R

ES
of

O
Y

EY
A

M
A

』」
で
は
、
従
来
、
説
か
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
が
御
伽
草
子
に
依
拠
す

る
部
分
に
つ
い
て
論
じ
た
。

「
第
三
節

グ
リ
フ
ィ
ス
と
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』
」
で
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
っ
て
英

訳
さ
れ
た
酒
吞
童
子
説
話
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
と
概
略
を
示
し
た
。

「
第
四
節

ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

』
と
グ
リ
フ
ィ
ス
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』
」
で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
の

本
文
を
詳
細
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
の
翻
訳
の
意
図
と
構
想
、
手
法
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
従
来
、
日
本
語
版
か
ら
の
直
接
翻
訳
と
考
え

ら
れ
て
き
た
ち
り
め
ん
本
の
英
訳
が
、
先
行
す
る
別
の
英
訳
本
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

「
第
二
章

八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
論
―
酒
呑
童
子
の
歌
舞
伎
と
シ
ナ
リ
オ
―
」
で
は
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』『
茨
木
』
、
五
都
宮
章
人
の
シ
ナ
リ
オ
『
羅
生
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門
の
妖
鬼
』、
八
尋
不
二
の
シ
ナ
リ
オ
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
を
比
較
し
た
。

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
大
映
映
画
、
田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
八
尋
不
二
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
川
口
松
太
郎
の
短
編
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子

記
』
を
原
拠
と
す
る
。
こ
の
映
画
を
軸
と
し
て
、
原
作
・
シ
ナ
リ
オ
・
映
画
を
比
較
し
、
同
じ
場
面
を
抽
出
し
て
そ
の
相
違
点
を
検
討
し
た
。

八
尋
不
二
の
シ
ナ
リ
オ
に
は
、
川
口
松
太
郎
の
原
作
に
は
見
ら
れ
な
い
場
面
が
あ
る
。
そ
の
出
典
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
は
歌
舞
伎
に
依
拠
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
時
代
劇
映
画
に
お
け
る
酒
吞
童
子
の
変
貌
の
背
後
に
は
、
当
時
の
日
本
映
画
界
に
お
け
る
「
歌
舞
伎
」
か
ら
「
時
代
劇
映
画
」
へ
の
転
換
が

あ
り
、
ま
た
、
当
時
の
映
画
界
・
シ
ナ
リ
オ
界
の
複
雑
な
事
情
が
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。

「
第
一
節

「
戻
橋
」
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
―
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
と
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』
の
影
響
―
」
で
は
、
田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
映
画
は
酒
呑
童
子
説
話
を
基
調
と
し
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
色
濃
く
受
け
継
い
で
い
る
。
特
に
、「
戻
橋
」
の
場
は
、
川
口
の
原
作
で
は
、
わ
ず

か
数
行
の
絵
巻
描
写
で
し
か
な
い
。
こ
れ
が
、
映
画
で
は
大
幅
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。「
戻
橋
」
の
説
話
は
、
『
平
家
物
語
』
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
、
田
中
本
、
長
禄

本
に
み
え
る
「
剣
巻
」
を
原
拠
と
し
、
さ
ら
に
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
新
古
演
劇
十
種
の
一
、
河
竹
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』『
茨
木
』
と
な
っ
た
。
映

画
は
、
特
に
歌
舞
伎
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
て
い
る
。

一
方
、
田
中
徳
三
・
八
尋
不
二
に
よ
る
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
四
年
前
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
、
東
映
映
画
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
が
公
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
映
画
も
ま
た
、『
戻
橋
』『
土
蜘
蛛
』
な
ど
の
鬼
退
治
を
題
材
と
し
て
、
佐
伯
清
監
督
と
「
五
都
宮
章
人
」
な
る
人
物
が
脚
本
を
手
掛
け
た
作
品
で
あ
る
。

い
つ
の
み
や
あ
き
ひ
と

つ
ま
り
、
川
口
松
太
郎
原
作
・
田
中
徳
三
監
督
・
八
尋
不
二
脚
本
の
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
以
前
に
は
、
先
行
作
品
と
し
て
、
佐
伯
清
監
督
・
五
都
宮
章

人
脚
本
の
東
映
映
画
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
が
存
在
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
ふ
た
つ
の
映
画
は
、
い
ず
れ
も
典
拠
と
し
て
、『
平
家
物
語
』
「
剣
巻
」
を
原
拠
と
す
る
河
竹

黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』『
茨
木
』『
土
蜘
蛛
』
を
踏
ま
え
て
い
る
。
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こ
れ
ら
三
作
（
歌
舞
伎
・
五
都
宮
章
人
シ
ナ
リ
オ
・
八
尋
不
二
シ
ナ
リ
オ
）
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、「
戻
橋
」
の
場
面
全
体
に
わ
た
っ
て
、
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の

妖
鬼
』
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
シ
ナ
リ
オ
に
一
致
す
る
表
現
が
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
た
。

「
第
二
節

『
茨
木
』
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
―
歌
舞
伎
『
茨
木
』
と
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』
の
影
響
―
」
で
は
、
第
一
節
と
同
じ
観
点
か
ら
「
茨
木
」
の

場
面
を
分
析
し
た
。

「
茨
木
」
の
場
面
は
、
川
口
松
太
郎
の
原
作
で
は
、
絵
巻
の
描
写
と
し
て
数
行
の
み
触
れ
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
と
、

八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
ふ
た
つ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
河
竹
黙
阿
弥
『
茨
木
』
を
原
拠
と
す
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

「
第
三
節

八
尋
不
二
と
五
都
宮
章
人
」
で
は
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
と
、
こ
れ
に
先
行
す
る
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
を
比
較
し
、
両
者
が

酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
さ
ら
に
、
五
都
宮
章
人
が
、
八
尋
不
二
を
含
む
五
名
の
脚
本
家
の
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
り
、
八
尋
不
二
自
身
が
五
都
宮
章
人
で

あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ふ
た
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

「
第
三
章

酒
呑
童
子
の
ク
ロ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
―
川
口
松
太
郎
・
田
中
徳
三
・
木
原
敏
江
―
」
で
は
、
現
代
日
本
の
小
説
・
映
画
・
少
女
ま
ん
が
に
お
け
る
酒
呑
童
子

説
話
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
具
体
相
を
た
ど
り
、
出
典
論
の
立
場
か
ら
考
察
を
加
え
た
。
こ
れ
ら
三
作
は
、
い
ず
れ
も
酒
呑
童
子
説
話
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
古
典

的
な
酒
吞
童
子
説
話
を
大
胆
に
改
作
し
、
新
た
な
酒
呑
童
子
説
話
の
創
出
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

「
第
一
節

川
口
松
太
郎
と
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』」
で
は
、
川
口
松
太
郎
と
彼
が
書
き
下
ろ
し
た
小
説
に
お
け
る
酒
吞
童
子
異
聞
に
つ
い
て
述
べ
た
。

「
第
二
節

田
中
徳
三
と
『
大
江
山
酒
天
童
子
』」
で
は
、
映
画
と
川
口
松
太
郎
の
原
作
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
川
口
の
原
作
が
大
き
く
改
変
さ
れ
、
あ
ま
り
映

画
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
映
画
は
川
口
の
原
作
の
絵
巻
の
部
分
だ
け
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

「
第
三
節

木
原
敏
江
と
『
大
江
山
花
伝
』
」
で
は
、
木
原
敏
江
の
少
女
ま
ん
が
『
大
江
山
花
伝
』
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
た
。『
大
江
山
花
伝
』

は
木
原
敏
江
の
代
表
作
で
あ
り
、
昭
和
期
の
酒
呑
童
子
の
改
作
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
に
は
、
柴
田
侑
宏
氏
が
脚
本
を
手
掛
け
、
宝
塚
歌
劇
『
大
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江
山
花
伝
―
燃
え
つ
き
て
こ
そ
―
』
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
さ
れ
、
今
日
も
な
お
、
再
演
を
重
ね
て
い
る
。
現
在
も
人
気
の
高
い
こ
の
作
品
に
は
、
現
代
の
酒
呑
童

子
説
話
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

「
第
四
節

『
大
江
山
花
伝
』
の
画
像
表
現
―
渡
辺
綱
と
茨
木
の
出
会
い
ー
」
で
は
、
田
中
徳
三
の
映
像
表
現
と
木
原
敏
江
の
画
像
表
現
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、

木
原
敏
江
の
ま
ん
が
の
画
像
が
、
田
中
徳
三
の
映
像
表
現
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
田
中
徳
三
か
ら
木
原
敏
江
へ
と
展

開
し
た
昭
和
の
酒
呑
童
子
作
品
の
ビ
ジ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
独
自
性
と
創
造
性
を
論
じ
た
。

「
第
五
節

「
藤
の
葉
」
の
誕
生
―
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
に
お
け
る
女
主
人
公
の
造
型
―
」
で
は
、
酒
吞
童
子
説
話
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
初
め
て
女
性

が
主
人
公
、
な
い
し
は
、
そ
れ
に
準
じ
る
存
在
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
作
品
を
と
り
あ
げ
た
。

日
本
の
古
典
で
あ
る
説
話
・
御
伽
草
子
、
あ
る
い
は
、
能
・
歌
舞
伎
、
そ
し
て
、
絵
巻
な
ど
に
み
ら
れ
る
酒
吞
童
子
説
話
で
は
、
女
性
は
あ
く
ま
で
も
脇
役
で
あ
っ

た
。
女
性
は
鬼
に
喰
わ
れ
た
り
、
襲
わ
れ
た
り
す
る
だ
け
で
、
説
話
の
文
脈
の
な
か
で
、
主
要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
、
川
口
松
太
郎
の
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
で
は
、
初
め
て
、
「
す
み
子
」
と
い
う
主
体
的
な
女
性
が
主
要
な
役
割
を
演
じ
る
。「
す

み
子
」
は
作
家
を
実
家
に
誘
い
、
酒
吞
童
子
異
聞
の
絵
巻
を
見
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
田
中
徳
三
監
督
の
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
で
は
、
川
口
の
原
作
は
八
尋
不
二
に
よ
っ
て
大
幅
に
改
変
さ
れ
、「
す
み

子
」
は
姿
を
消
す
。
そ
の
代
わ
り
、
八
尋
不
二
は
「
こ
つ
ま
」（
中
村
玉
緒
）
と
「
渚
」（
山
本
富
士
子
）
と
い
う
ふ
た
り
の
女
性
を
登
場
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
映

画
の
影
響
を
受
け
た
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
の
少
女
ま
ん
が
、
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
は
、
主
体
的
な
意
思
を
貫
く
少
女
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
を
女
主
人

公
と
し
、
人
間
と
し
て
育
て
ら
れ
た
美
し
い
鬼
「
茨
木
」
と
の
恋
物
語
を
新
た
に
創
出
し
た
。

第
五
節
で
は
、『
大
江
山
花
伝
』
の
女
主
人
公
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
が
、
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
ふ
た
り
の
女
性
「
こ
つ
ま
」
と
「
渚
」
か
ら
大
き
な
影

響
を
受
け
、
ふ
た
り
の
女
性
像
を
融
合
し
て
造
型
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
、
女
性
主
人
公
の
質
の
変
化
を
論
じ
た
。
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「
終
章
」
で
は
、
本
論
文
の
考
証
で
得
ら
れ
た
成
果
を
要
約
し
、
整
理
し
て
示
し
た
。

文
学
、
翻
訳
、
演
劇
、
映
画
、
ま
ん
が
の
よ
う
な
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
酒
吞
童
子
説
話
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
実
態
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

第
一
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

』
は
、
三
人
の
翁
な
ど
、
御
伽
草
子
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』
を
参
看
し
つ
つ
英
訳
し
て
い
た
。

第
二
に
、
八
尋
不
二
の
シ
ナ
リ
オ
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
は
、
川
口
松
太
郎
の
原
作
に
は
な
い
河
竹
黙
阿
弥
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』『
茨
木
』
を
取
り
入
れ
て
い
た
。

ま
た
、
八
尋
不
二
は
、
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
五
都
宮
章
人
の
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』
を
参
看
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
八
尋
不
二
自
身
が
五
都
宮
章
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。第

三
に
、
川
口
の
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
の
着
想
は
、
田
中
徳
三
の
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
で
川
口
・
田
中
の
協
力
体
制
の
も
と
で
映
像
化
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
さ
ら
に
、
木
原
敏
江
の
『
大
江
山
花
伝
』
に
お
い
て
ま
ん
が
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
論
証
に
よ
り
、
近
代
の
英
訳
ち
り
め
ん
本
、
演
劇
、
昭
和
の
小
説
・
映
画
・
ま
ん
が
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
ク
ロ
ス
す
る
状
況
の
な
か
で
、
酒
呑
童
子
説
話
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
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第
三
節

酒
呑
童
子
説
話
の
研
究
史

酒
呑
童
子
退
治
の
話
は
、
室
町
時
代
以
降
、
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
、
長
い
時
代
に
わ
た
っ
て
、
現
代
に
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
の
様
相
を
み
せ
て
い
る
。
酒

呑
童
子
説
話
は
『
御
伽
草
子
』
の
ひ
と
つ
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
絵
巻
物
の
よ
う
な
絵
画
資
料
か
ら
も
、
た
び
た
び
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、

酒
呑
童
子
説
話
の
諸
伝
本

絵
巻
物
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
酒
呑
童
子
説
話
を
研
究
す
る
場
合
、
ふ
た
つ
の
系
統
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
の
成
立
と
さ
れ
、

現
存
す
る
最
古
の
酒
呑
童
子
絵
巻
で
あ
る
逸
翁
美
術
館
所
蔵
・
重
要
文
化
財
『
大
江
山
絵
詞
』、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
か
ら
約
一
世
紀
後
に
成
立
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
蔵
『
酒
伝
童
子
絵
巻
』
で
あ
る
。
両
者
は
大
江
山
系
統
と
伊
吹
山
系
統
の
相
違
を
表
す
代
表
的
な
二
つ
の
絵
巻
で
あ
る
。
両
者
の
比
較
研
究
は
数
多
い
が
、
特
に
文

学
研
究
で
は
、
黒
田
彰
氏
は
、
中
国
の
類
書
に
引
用
さ
れ
た
「
白
猿
伝
」「
蚩
尤
伝
説
」
等
の
小
説
類
の
直
接
的
な
影
響
に
よ
っ
て
酒
呑
童
子
説
話
が
形
成
さ
れ
た
と
す

る
（1

）。
ま
た
、
高
橋
昌
明
は
、
こ
れ
ら
二
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
絵
巻
の
絵
を
比
較
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
（2

）。

『
酒
呑
童
子
』
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
昭
広
氏
が
「
シ
ュ
テ
ン
童
子
」
の
意
味
、
大
江
山
系
か
ら
伊
吹
山
系
が
生
じ
た
由
来
、
諸
本
に
つ
い
て
、
す
ぐ
れ
た
考
察
を
加
え

た
（3

）。
そ
の
後
、
池
田
敬
子
氏
は
、
高
橋
氏
の
香
取
本
と
古
法
眼
本
の
比
較
に
、
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
蔵
本
と
渋
川
版
本
と
の
異
同
の
様
相
を
加
え
て
一
覧
表
を
作
成

し
、
慶
応
本
の
独
自
の
挿
入
説
話
や
異
文
の
意
味
付
け
を
試
み
ら
れ
て
い
る(4

)

。
さ
ら
に
、
勝
俣
隆
氏
に
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
大
江
山
系
・
伊
吹
山
系
に
か
か
わ
ら

ず
、
童
子
登
場
の
絵
柄
と
本
文
を
重
視
し
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
（5

）。
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①
古
形(

笛
を
持
つ)

香
取
本

②
鉄
杖
系(

鉄
杖
を
つ
く)

渋
川
版
本

③
中
間
系

④
童
子
系(

二
人
の
童
子
の
肩
に
よ
り
か
か
っ
て
登
場)

❶
小
尾
鹿
系(

「
小
尾
鹿
の
歩
が
ご
と
く
」
と
あ
る
）

古
法
眼
本
ほ
か

❷
蔵
王
系(

「
ざ
う
わ
う
の
あ
ゆ
む
が
ご
と
く
」
と
あ
る
）

東
京
国
立
博
物
館
蔵
伝
孝
信
筆
本(

以
下
伝
孝
信
筆
本
と
略
称)

ほ
か

❸
そ
の
他

酒
呑
童
子
説
話
に
つ
い
て
の
絵
巻
を
初
め
と
す
る
諸
伝
本
は
数
多
く
、
松
本
隆
信
氏
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（6

）。

〈
伊
吹
山
系
〉
別
名
伊
吹
山
絵
詞

（
一
）
島
原
松
平
・
狩
野
元
信
筆
絵
巻
の
転
写
本(

詞
書
の
み)

大
一
冊

〈
酒
呑
童
子
異
聞
〉

東
京
博
物
館
・
絵
巻

大
三
軸

書
陵
部
・
絵
巻
有
欠

大
三
軸

岩
瀬
・
絵
巻
有
欠

大
五
軸

〈
古
典
室
物
四
・
大
成
二
〉

舞
鶴
西
糸
井
・
正
徳4

年
写
本
三
巻

半
一
冊

東
大
国
文
・
写
本
〈
題
簽
「
伊
吹
山
も
の
が
た
り
」)

大
一
冊
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ス
ペ
ン
サ
ー
・
絵
巻

大
三
軸

（
二
）（
イ
）
大
東
急
・
奈
良
絵
本

大
三
帖

〈
古
典
室
物
四
・
大
成
二
〉

龍
谷
大
・
〔
江
戸
初
〕
写
本

一
冊

〈
龍
大
国
文
学
会
出
版
叢
書
第
四
輯
〉

静
嘉
堂
・
写
本

大
一
冊

山
岸
徳
平
・
同
右
影
写
本

一
冊

〈
古
典
室
物
四
解
題
〉

竜
門
・
奈
良
絵
本

横
三
冊

根
津
美
術
館
・
〔
室
町
末
江
戸
初
間
〕
絵
巻
残
巻

大
一
軸

天
理
・
絵
巻(

目
録
題
「
大
江
山
絵
巻
」)

大
五
軸

（
ロ
）
中
野
荘
次
・
絵
巻

大
五
軸

(

ハ
）
天
理
・
絵
巻

大
三
軸

（
ニ
）
舞
鶴
西
糸
井
・
写
本
三
巻

半
一
冊

（
三
）
曼
殊
院
・
絵
巻

大
三
軸

〈
酒
呑
童
子
異
関
・
平
凡
社
お
伽
草
子
〉

（
四
）
九
大
国
文
・
奈
良
絵
本

半
三
帖

（
五
）
舞
鶴
西
糸
井
・
文
政6

年
序
写
本(

題
簽
「
丹
州
大
江
山
」）

半
一
冊

(

大
江
山
系)

別
名
大
江
山
絵
詞

逸
翁
美
術
館
・
〔
南
北
朝
〕
絵
巻
有
欠

大
二
軸
付
別
巻
詞
書
一
軸

〈
御
伽
草
子
絵
巻
・
続
日
本
絵
巻
物
集
成
一
・
大
成
三
〉

A
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彰
考
館
・
同
右
模
木

折
本
二
帖

静
嘉
堂
・
同
右
転
写
本(

詞
書
の
み)

大
一
冊

（
一
）
東
洋
大
・
伝
尊
純
法
親
王
筆
絵
巻

大
二
軸

B
（
二
）
大
東
急
・
絵
巻

大
三
軸

（
三
）
慶
応
・
絵
巻

大
三
軸

〈
大
成
三
〉

（
四
）
東
北
大
狩
野
・
写
本

半
一
冊

（
五
）
麻
生
太
賀
吉
・
写
本

大
六
軸

〈
大
成
三
〉

（
六
）〔
寛
氷
〕
刊
絵
入
大
本
二
巻(

無
鶴
西
糸
井
上
欠)

〔
江
戸
前
期
〕
刊
丹
録
絵
入
横
本(

日
木
民
芸
館
）

御
伽
文
庫
木

舞
鶴
西
糸
井
・
奈
良
絵
木

横
三
冊

東
大
国
文
・
奈
良
絵
本

半
三
帖

（
七
）
赤
木
旧
・
絵
巻

大
三
軸

〈
古
浄
瑠
璃
正
本
集
一
付
録
〉

（
八
）
ス
ベ
ン
サ
ー
・
絵
巻

大
三
紬

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
・
絵
巻

大
三
軸

〈
（
八
）
は
伊
吹
山
系
の
（
二
）（
イ
）
と
本
文
同
系
〉

※
サ
ソ
ト
リ
ー
美
術
館
・
伝
狩
野
元
信
画
絵
巻

大
三
軸

※
山
岸
徳
平
・
伝
正
親
町
実
有
筆
土
佐
光
久
画
絵
巻
三
巻
の
安
政4

年
転

写
本(

詞
書
の
み
〉

一
冊
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さ
ら
に
、
島
津
忠
夫
氏
は
、
右
の
松
本
隆
信
氏
に
よ
る
の
分
類
に
、
勝
俣
氏
の
分
類
を
併
用
し
て
掲
げ
て
い
る
（7

）。

伊
吹
山
系

A（
１
）
童
子
・
小
尾
鹿
系

※
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
本(

古
法
眼
本)

狩
野
元
信
画
絵
巻

三
軸

肥
前
島
原
松
平
文
庫
本

東
京
国
立
博
物
館
蔵
本

絵
巻

三
軸

模
本
（
探
幽
本
と
略
称
）

岩
瀬
文
庫
蔵
本
絵
巻

絵
巻

五
軸

末
三

末
尾
欠
（
岩
瀬
本
と
略
称
）

※
東
洋
大
学
蔵
本

絵
巻
「
酒
伝
童
子
絵
」

五
軸(

東
洋
絵
巻
と
略
称)

※
逸
翁
美
術
館
蔵
本

絵
巻

三
軸

舞
鶴
市
郷
土
資
料
館(

旧
舞
鶴
西
図
書
館)

糸
井
文
庫
蔵
本
「
大
江
山
の
記
」

一
冊

舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
糸
井
文
庫
蔵
本
「
酒
伝
童
子
物
語
」

一
冊

（
２
）
童
子
・
蔵
王
系

東
京
国
立
博
物
館
蔵
本(

伝
孝
信
筆
本)

絵
巻

三
軸

龍
谷
大
学
蔵
本

写
本

一
冊
（
龍
谷
本
と
略
称
）

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

奈
良
絵
本

三
軸
（
大
東
急
絵
本
と
略
称
）
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龍
門
文
庫
蔵
本

奈
良
絵
本

三
冊
（
龍
門
本
と
略
称
）

※
大
谷
女
子
大
学
蔵
本

絵
巻

三
軸
（
大
谷
女
子
大
本
と
略
称
）

※
白
鶴
美
術
館
蔵
本

絵
巻

三
軸
（
白
鶴
本
と
略
称
）

※
石
川
透
氏
蔵
本

（
３
）
童
子
・
そ
の
他
系

曼
殊
院
蔵
本

絵
巻

三
軸

九
州
大
学
国
文
研
究
室
蔵
本

奈
良
絵
本

三
軸
（
九
大
本
と
略
称
）

舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
糸
井
文
庫
蔵
本
「
丹
州
大
江
山
」
一
冊

大
江
山
系

B（
１
）
古
形

逸
翁
美
術
館
蔵
本
『
大
江
山
絵
詞
』
重
文
絵
巻(

香
取
本)

二
軸

付
別
巻
詞
書
一
軸

（
２
）
童
子
・
小
尾
鹿
系

東
洋
大
学
蔵
本

絵
詞

二
軸(

東
洋
詞
書
と
略
称)

（
３
）
童
子
・
蔵
王
系
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チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
本

三
軸(C

B
T

本
と
略
称)

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

絵
巻

三
軸
（
大
東
急
絵
巻
と
略
称)

ス
ペ
ン
サ
ー
本

絵
巻

三
軸

未
見

（
４
）
童
子
そ
の
他
系

※
中
京
大
学
蔵
本

一
巻(

中
京
本
と
略
称)

慶
応
大
学
斯
道
文
庫
蔵
本(

慶
応
本)

赤
木
文
庫
旧
蔵

絵
巻

三
軸

麻
生
太
賀
吉
蔵
本

写
本

六
軸(

麻
生
本
と
略
称)

（
５
）
童
子
・
鉄
杖
系

※
逸
翁
美
術
館
蔵
本

絵
巻

二
巻

舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
糸
井
文
庫
蔵
本

奈
良
絵
本

三
冊

御
伽
文
庫
本(

渋
川
版
本
と
略
称)

ま
た
、『
酒
呑
草
子
』
諸
本
の
分
類
に
関
し
て
、
島
津
忠
夫
氏
は
、
従
来
の
〈
大
江
山
系
〉
、〈
伊
吹
山
系
〉
等
の
先
行
す
る
分
類
法
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
、

よ
り
詳
細
な
諸
本
の
系
統
図
を
作
成
さ
れ
て
い
る
。(

伊)

は
伊
吹
山
系
、(

大)

は
大
江
山
系
を
表
す
。
◇
は
◆
よ
り
関
係
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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香
取
本(

大
江
山)

◆

古
法
眼
本(

伊)
古
法
眼
本

探
幽
本(

伊)

◇

◇

岩
瀬
本(

伊)

東
洋
絵
巻(

伊)

C
B

T

本(

大)

大
東
急
絵
巻(

大)

◇

伝
孝
信
筆
本
（
伊
）

龍
谷
本(
伊)

入
江
本(

伊)

大
東
急
絵
本(
伊)

◇

白
鶴
本(

伊)

大
谷
女
子
大
本(
伊)

龍
門
本(

伊)

曼
殊
院
本(

伊)

◆

中
京
本
（
大

香
取
本
の
痕
跡
も
残
す
）

東
洋
詞
書
（
大
）

慶
応
本(

大)

麻
生
本(

大)

九
大
本(

大

伊
吹
を
大
江
山
と
混
同
。
大
東
急
絵
本
な
ど
よ
り
の
影
響
も
あ
り)

渋
川
版
本

（
大

伊
吹
山
系
か
ら
の
影
響
も
あ
り
）
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二
、
酒
吞
童
子
説
話
に
関
す
る
先
行
研
究

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
酒
呑
童
子
説
話
は
、
大
江
山
系
統
と
伊
吹
山
系
統
の
ふ
た
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
十
四
世
紀
頃
、
南
北
朝
の
頃
ま
で

に
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
酒
呑
童
子
説
話
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
整
理
し
て
以
下
に
示
す
。

酒
呑
童
子
は
『
御
伽
草
子
』
の
ひ
と
つ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。『
御
伽
草
子
』
と
は
、
江
戸
中
期
に
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
の
書
肆
・
渋
川
清
右
衛
門
が
刊
行
し
た
二
十

三
編
の
「
御
伽
文
庫
」
に
由
来
し
、
広
く
こ
れ
に
類
す
る
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
成
立
し
た
通
俗
的
な
短
編
物
語
を
さ
す
。
日
本
の
物
語
文
学
史

に
お
け
る
平
安
時
代
の
王
朝
物
語
か
ら
作
り
物
語
の
伝
統
は
、
擬
古
物
語
、
御
伽
草
子
へ
と
移
行
し
た
。
南
北
朝
の
時
代
か
ら
、
絵
巻
に
え
が
か
れ
た
酒
呑
童
子
像
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
学
的
・
歴
史
的
・
民
俗
学
的
な
反
映
を
読
み
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
佐
竹
昭
広
『
酒
呑
童
子
異
聞
』、
高
橋
昌
明
『
酒
呑
童
子
の
誕
生
―
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
学
研
究
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
学

・
民
俗
学
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
数
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
馬
場
あ
き
子
『
鬼
の
研
究
』
（8

）
は
「
鬼
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
酒
呑

童
子
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
深
め
て
、
佐
竹
昭
広
は
「
酒
呑
童
子
」
＝
鬼
子
＝
「
捨
て
」
童
子
と
い
う
説
を
提
起
し
た
。
ま
た
、
高
橋
昌
明
は
「
大

江
山
の
酒
呑
童
子
」
＝
疫
神
、
疱
瘡
神
で
あ
る
と
し
、
こ
こ
に
鬼
神
や
、
中
国
の
蚩
尤
、
猩
猩
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア

人
の
研
究
者
の
論
文
に
は
、
鬼
＝
疫
神
＝
酒
呑
童
子
に
言
及
し
た
論
文
と
し
て
、Salvatore

M
ergé

に"D
em

onologia
nipponica.L'oni"

が
あ
り
、『
古
今
和
歌
集
』
の

「
と
な
り
の
方
に
鼻
も
ひ
ぬ
か
な
」
と
い
う
和
歌
に
、
隣
人
が
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
鬼
が
い
る
、
と
い
う
伝
承
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（9

）。

ま
た
、
欧
米
圏
の
研
究
で
は
、『
酒
呑
童
子
』
と
鬼
に
関
す
る
論
文
と
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
津
野
田
典
子
（N

oriko
T.R

eider

）
の
研
究
が
あ
り
（10

）
、
御
伽
草
子
『
酒

呑
童
子
』
の
英
訳
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
訳"Shuten

D
oji:

D
runken

D
em

on"

、R

・
ケ
ラ
ー
・
キ
ン
ブ
ロ
ー
（R

.
K

eller
K

im
brough

）
訳"Shuten

D
ōji"

の
二
点
が
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あ
る
（1

1

）。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
御
伽
草
子
の
研
究
が
、
欧
米
で
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
現
在
ま
で
手
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
プ

ッ
ザ
ー
ル(Edw

ard
Putzar)

、
バ
ー
バ
ラ
・
ラ
ッ
シ
ュ
（B

arbara
R

uch)

、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
（Jacqueline

Pigeot

）
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・T

・
ア
ラ
キ
（Jam

es
T.

A
raki

）
に
よ
る
『
御
伽
草
子
』
の
研
究
で
あ
る
。
す
る
と
、
先
に
揚
げ
た
リ
ー
ダ
ー
津
野
田
やR

・
ケ
ラ
ー
・
キ
ン
ブ
ロ
ー
の
研
究
は
、
プ
ッ
ザ
ー
ル
や
ラ
ッ
シ
ュ
の

研
究
の
系
譜
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
本
稿
は
捕
ら
え
て
い
る
（1

2

）。

注（
１
）
黒
田
彰
「
酒
呑
童
子
と
白
猿
伝
―
草
子
と
唐
代
伝
奇
―
」(

『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』、
和
泉
書
院
、
一
九
八
七
年
（
初
出
『
観
世
』
五
二-

四
、
一
九
八

五
年
））

（
２
）
高
橋
昌
明
『
酒
呑
童
子
の
誕
生
―
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）

（
３
）
佐
竹
昭
弘
『
酒
呑
童
子
異
聞
』(

平
凡
社
、
一
九
七
七
年
）

（
４
）
池
田
敬
子
「
「
し
ゅ
て
ん
童
子
」
の
説
話
」(

『
説
話
論
集
』
第
八
集
、
一
九
九
七
年
、『
絵
巻
・
室
町
物
語
と
説
話
』
二
〇
〇
一
年
、
清
文
堂
刊
所
収)

。

（
５
）
勝
俣
隆
「
御
伽
草
子
『
酒
呑
章
子
』
の
一
挿
絵
と
本
文
に
つ
い
て
―
酒
呑
童
子
登
場
の
場
面
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
―
」(

「
愛
文
」
二
七
、
一
九
九
一
）
、「
御
伽

草
子
『
酒
呑
童
子
』
の
一
場
面
に
お
け
る
二
系
統
成
立
に
関
す
る
考
察
―
挿
絵
と
本
文
を
通
し
て
―
」(

「
静
大
国
文
」
三
六
、
一
九
九
二
年)

、「
中
世
小
説
に

於
け
る
挿
絵
と
本
文
の
関
係
に
つ
い
て
」(

「
中
世
小
説
と
散
逸
物
語
に
つ
い
て
の
研
究
」
平
成
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

一
九
九
八
年)

、

「
室
町
物
語
に
於
け
る
挿
絵
と
本
文
の
関
係
に
つ
い
て
」(

「
説
話
論
集
』
第
八
集)
。
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（
６
）
松
本
隆
信
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
御
伽
草
子
の
世
界
』、
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
）

（
７
）
島
津
忠
夫
「
物
語
草
子
―
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
大
江
山
絵
詞
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
一
〇

二
〇
〇
六
年
、
和
泉
書
院
）

（
８
）
馬
場
あ
き
子
『
鬼
の
研
究
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
一
年
、
新
版

ち
く
ま
文
庫
、
一
九
八
八
）

（
９
）M

ergé,Salvatore,"D
em

onologia
nipponica.L'oni",M

onum
enta

N
ipponica,2,1,Jan

1939.

（

）R
eider,N

oriko
T.,Japanese

D
em

on
Lore:

O
nifrom

AncientTim
es

to
the

Present,Logan,U
tah

State
U

niversity
Press,2010.

10
（

）R
eider,

N
oriko,

"Shuten
D

oji:
D

runken
D

em
on",Asian

Folklore
Studies,64,2,

2005;
R
.K

eller
K
im
brough,"Shuten

D
ōji",

Shirane,H
aruo

(ed
),

11

TraditionalJapanese
Literature:

An
Anthology,Beginnings

to
1600,N

ew
Y

ork,C
olum

bia
U

niversity
Press,2007.

（

）
御
伽
草
子
に
関
す
る
、
最
も
重
要
な
欧
米
の
研
究
と
し
て
、
以
下
の
論
文
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

12

Putzar,Edw
ard,"The

Tale
of

M
onkey

G
enji:Sarugenji-zoshi",M

onum
enta

N
ipponica,1963.

R
uch,

B
arbara,

"O
rigins

of
the

C
om

panion
Library",

The
Journal

of
Asian

Studies,
X

X
X

,
3,

1971;
"M

edieval
Jongleurs

and
the

M
aking

of
a

N
ationalLiterature"

(H
all&

Toyoda
(ed

),Japan
in

the
M

urom
achiAge,B

erkeley,Los
A

ngeles,London,U
niversity

of
C

alifornia
Press,1977

.

Pigeot,
Jacqueline,

"H
istoire

de
Y

okobue:
Étude

sur
les

récits
de

l'epoque
M

urom
achi",Bulletin

de
la

M
aison

Franco-Japonaise,
N

ouvelle
Série,

IX
/2,1972.

A
raki,Jam

es
T.,"O

togizoshi
and

N
araehon:

A
Field

of
Study

in
Flux",M

onum
enta

N
ipponica,36,1,1981;

"B
unsho

Soshi:
The

Tale
of

B
unsho,

the
Saltm

aker",M
onum

enta
N

ipponica,38,3,1983.
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第
一
章

ち
り
め
ん
本
『T

h
e
O
G
R
ES

o
f
O
Y
E
Y
A
MA

』
の
翻
訳

第
一
節

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
と
ち
り
め
ん
本
『T

h
e
O
G
R
E
S
o
f
O
Y
E
Y
A
M
A

』

一
、
ち
り
め
ん
本
の
世
界
と
長
谷
川
武
次
郎

「
ち
り
め
ん
本
」
と
は
、
明
治
期
、
長
谷
川
武
二
郎
の
弘
文
社
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
、
袋
綴
装
の
絵
入
り
欧
文
訳
本
で
あ
る
。
翻
訳
言
語
に
は
、
英
語
版
の
他
に
、

フ
ラ
ン
ス
語
版
、
ド
イ
ツ
語
版
、
ス
ペ
イ
ン
語
版
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
、
オ
ラ
ン
ダ
語
版
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
版
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
、
イ
タ
リ
ア
語
版
、
ロ
シ
ア
語
版

も
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
英
訳
に
基
づ
く
重
訳
と
さ
れ
て
い
る(1

)

。

「
ち
り
め
ん
本
」
と
い
う
名
称
は
、
織
物
の
ち
り
め
ん
（
縮
緬
）
の
よ
う
な
風
合
い
を
も
っ
た
、
ち
ぢ
れ
た
和
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
称
さ
れ
た
。

一
般
に
、
ち
り
め
ん
本
と
は
、
日
本
の
説
話
文
学
・
民
間
伝
承
な
ど
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
欧
米
の
言
語
に
翻
訳
し
た
日
本
紹
介
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
作
品
群
を
い
う
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
英
語
版
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
が
あ
る
。『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺

シ
リ
ー
ズ
）』
は
二
〇
点
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
第
十
六
巻
の
『The

W
ooden

B
ow

l

（
鉢
か
づ
き
）』
の
刊
行
中
に
、『The

W
onderful

Tea-K
ettle

（
文
福
茶
釜
）』
一

点
が
刊
行
さ
れ
る
の
で
、
正
確
に
は
こ
れ
ら
を
含
め
て
二
一
点
を
さ
す
。

こ
の
他
に
も
、
単
発
の
挿
絵
本
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、
多
種
多
様
な
出
版
物
の
存
在
も
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ち
り
め
ん
紙
で
は
な
い
平
紙
の
ま
ま
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
、
広
義
の
ち
り
め
ん
本
と
し
て
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
長
谷
川
武
二
郎
に
よ
る
刊
行
本
以
外
に
も
、
大
阪
で
刊
行
さ
れ
た
上
方
出
版
の
ち
り
め
ん
本
の
日
本
昔
話
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
る(2

)

。

長
谷
川
武
二
郎
が
刊
行
し
た
ち
り
め
ん
本
が
、
西
洋
の
人
々
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
、
多
く
の
版
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
当
時
、
著

名
な
児
童
文
学
の
出
版
社
で
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
のG

R
IFFITH

FA
R

R
A

N

社
が
、
い
ち
早
く
、
長
谷
川
本
の
「
ち
り
め
ん
本
」
を
出
版
・
販
売
し
た
こ
と
か
ら
も
、
西

欧
に
お
け
る
評
価
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

ち
り
め
ん
本
の
最
も
魅
力
的
な
特
徴
は
、
日
本
を
紹
介
す
る
欧
文
と
、
ふ
ん
だ
ん
に
添
え
ら
れ
た
錦
絵
風
の
挿
絵
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
ろ
う
。

本
文
は
欧
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
は
、
著
名
な
日
本
研
究
者
で
あ
り
、『
古
事
記
』
の
最
初
の
英
訳
を
手
が
け
た
イ
ギ
リ
ス
人
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
（B

asil
H

all
C

ham
berlain

）、
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
の
創
始
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ヘ
ボ
ン
（Jam

es
C

urtis
H

epburn

）
等
の
学
者
・
知
識
人
の

ほ
か
、
ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
と
い
う
宣
教
師
な
ど
に
よ
っ
て
各
国
の
こ
と
ば
に
訳
さ
れ
た
。

挿
絵
を
描
い
た
絵
師
は
、
主
に
小
林
永
濯
で
あ
る
。
小
林
永
濯
は
江
戸
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
り
、
明
治
期
以
降
、
新
し
い
挿
絵
師
と
し
て
の
道
を
拓
い
た
人
物
で
あ
る
。

ち
り
め
ん
本
の
製
作
方
法
も
、
興
味
深
い
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
。

ち
り
め
ん
紙
特
有
の
縮
緬
の
よ
う
な
繊
維
の
よ
う
な
風
合
い
は
、
全
面
に
微
細
な
皺
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
印
刷
の
際
に
は
、
こ
の
皺
が
、
イ
ン
ク
の
均
等
な
浸

透
を
妨
げ
る
。
つ
ま
り
、
細
密
な
絵
画
は
、
ち
ぢ
れ
た
ち
り
め
ん
紙
に
直
接
印
刷
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
、
直
接
印
刷
す
れ
ば
、
絵
画
は
皺
の
凹
凸
に
よ
っ
て
、
分
断

さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
ち
り
め
ん
加
工
を
す
る
前
に
、
先
に
印
刷
が
行
わ
れ
た
。
絵
師
が
描
い
た
絵
を
平
紙
に
印
刷
し
て
か
ら
、
活
字
版
で
本
文
を
印
刷
し
、
紙
に

ち
り
め
ん
加
工
を
施
し
て
皺
を
寄
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
り
め
ん
本
を
考
案
し
た
長
谷
川
武
二
郎
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
主
に
食
品
関
係
の
貿
易
商
を
営
む
家
に
生
ま
れ
た
。
長
谷
川
家
は
、
缶
詰
と
葡
萄
酒
な
ど

を
輸
入
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
外
と
の
縁
は
も
と
も
と
深
く
、
そ
の
よ
う
な
国
際
的
な
環
境
の
も
と
、
後
に
ち
り
め
ん
本
の
翻
訳
に
携
わ
る
お
雇
い

外
国
人
な
ど
と
も
繋
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
谷
川
武
次
郎
の
ち
り
め
ん
本
刊
行
事
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
、『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ



- 22 -

リ
ー
ズ
）
』
の
刊
行
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
長
谷
川
は
弘
文
社
と
い
う
社
号
を
使
用
し
て
、
当
時
の
京
橋
区
南
佐
柄
木
町
に
住
し
て
い
た
。
石
澤
小
枝
子
氏
に
よ

れ
ば
、
長
谷
川
は
数
度
の
転
居
を
経
て
お
り
、
住
所
を
京
橋
区
丸
屋
町
、
京
橋
区
日
吉
町
、
四
谷
区
本
村
町
、
下
谷
区
上
根
岸
と
、
五
度
変
更
し
て
い
る(3)

。
こ
の
住

所
は
ち
り
め
ん
本
の
奥
付
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
弘
文
社
の
所
在
地
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
職
住
一
体
の
暮
ら
し
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

二
、
ち
り
め
ん
本
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
と
刊
行
状
況

ち
り
め
ん
本
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
長
谷
川
武
次
郎
の
弘
文
社
か
ら
出
版
さ
れ
始
め

た
。
日
本
の
古
代
と
中
世
説
話
、
記
紀
神
話
、
御
伽
草
子
、
草
双
紙
等
を
中
心
に
、
ま
ず
、
英
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ち
り
め
ん
本
の
本
文
の
出
典
の
確
定
に
は
、
緻
密
な
考
証
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
考
証
は
容
易
で
は
な
い
。
特
に
、
江
戸
期
の
草
双
紙
を
典
拠
と

す
る
場
合
に
は
、
田
嶋
一
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
草
双
紙
が
直
接
的
な
典
拠
と
さ
れ
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
が
、
滝
沢
馬
琴
『
燕
石
雑
志
』
を
介
し
て
、
間
接
的

に
草
双
紙
が
典
拠
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る(4

)

。

ち
り
め
ん
本
の
英
訳
に
は
、
宣
教
師
ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
、
東
京
帝
大
で
言
語
学
・
日
本
語
学
を
講
じ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ち
り
め
ん
本
の
翻
訳
に
よ
っ
て
プ
ロ
の
翻

訳
者
に
な
っ
た
ケ
イ
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
（
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
）
が
協
力
し
て
い
る
。

挿
絵
を
描
い
た
絵
師
は
、
主
に
小
林
永
濯
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
、
鈴
木
華
邨
、
新
井
芳
宗
の
名
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
絵
師
不
明
の
ち
り
め
ん
本
も
存
在
す
る
。

ち
り
め
ん
本
の
英
語
版
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
一
覧
す
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
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表
１
・
英
語
版
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
の
刊
行
状
況

１

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

M
om

otaro

桃
太
郎

ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
訳
述

小
林
永
濯

２

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

Tongue
C

utSparrow

舌
切
雀

ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
訳
述

小
林
永
濯

３

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

B
attle

ofthe
M

onkey
and

the
C

rab

猿
蟹
合
戦

ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
訳
述

小
林
永
濯

４

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

The
O

ld
M

anW
ho

M
ade

The
D

ead
Trees

花
咲
爺

ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
訳
述

小
林
永
濯

５

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

K
achi-K

achiM
ountain

勝
々
山

ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
訳
述

小
林
永
濯

６

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

The
M

ouse's
W

edding

鼠
嫁
入

ダ
ビ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
訳
述

小
林
永
濯

７

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

The
O

ld
M

an
A

nd
The

D
evils

瘤
取

ド
ク
ト
ル
・
ヘ
ボ
ン
訳
述

小
林
永
濯

８

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

The
Fisher-B

oy
U

rashim
a

浦
島

B

．H

．
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
訳
述

小
林
永
濯

９

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

The
Serpentw

ith
EightH

eads

八
頭
の
大
蛇

B

．H

．
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
訳
述

小
林
永
濯

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

The
M

atsuyam
a

M
irror

松
山
鏡

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

小
林
永
濯

10

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

The
H

are
ofInaba

因
幡
の
白
兎

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

小
林
永
濯

11

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

The
C

ub's
Trium

ph

野
干
の
手
柄

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

小
林
永
濯

12

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）

The
Silly

Jelly-Fish

海
月

B

．H

．
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
訳
述

川
端
玉
章

13

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）

The
princes

Fire-Flash
and

Fire-Fade

玉
の
井

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

小
林
永
濯

14

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）

M
y

Lord
B

ag-O
'-R

ice
俵
藤
太

B

．H

．
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
訳
述

鈴
木
華
邨

15

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）

The
W

ooden
B

ow
l

鉢
か
づ
き

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

不
明

16
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明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）

The
W

onderfulTea-K
ettle

文
福
茶
釜

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

新
井
芳
宗

17

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）

Schippeitaro

竹
箆
太
郎

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

鈴
木
華
邨

18

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

The
O

gres
A

rm

羅
生
門

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

小
林
永
濯

19

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）

The
O

gres
of

O
yeyam

a

大
江
山

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

不
明

20

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）

The
Enchanted

W
aterfall

養
老
の
滝

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

不
明

21英
語
版
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
九
月
、
第
一
號
と
し
て
『M

om
otaro

（
桃
太
郎
）』
が

出
版
さ
れ
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）、
最
後
の
『The

Enchanted
W

aterfall

（
養
老
の
滝
）』
が
出
版
さ
れ
た
。
第
一
號
か
ら
第
十
八
號
ま
で
が
、
お
お
む
ね
順
調

に
出
版
さ
れ
た
様
子
が
看
取
さ
れ
る(5

)

。

ち
り
め
ん
本
出
版
の
下
限
は
、
田
嶋
氏
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
年
刊
行
の
ち
り
め
ん
本
三
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る(6

)

。

『The
Silly

Jelly-Fish

（
海
月
）』
第
十
六
版

『The
M

ouse's
W

edding

（
鼠
嫁
入
）』
第
十
八
版

『The
O

G
R

ES
of

O
Y

EY
A

M
A

（
大
江
山
）』
第
十
七
版

な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
昭
和
十
五
年
に
も
、
次
の
四
種
の
ち
り
め
ん
本
の
刊
行
が
確
認
さ
れ
る(7

)

。

『M
om

otaro

（
桃
太
郎
）』
第
十
八
版

『Tongue
C

utSparrow

（
舌
切
雀
）』
第
十
八
版

『B
attle

ofthe
M

onkey
and

the
C

rab

（
猿
蟹
合
戦
）』
第
十
八
版

『The
O

ld
M

an
W

ho
M

ade
The

D
ead

Trees

（
花
咲
爺
）』
第
十
八
版
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英
語
版
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
九
月
の
第
一
號
『M

om
otaro

（
桃
太
郎
）』
を
嚆
矢
と

し
て
、
昭
和
三
十
年
ま
で
、
足
か
け
七
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、
重
版
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
書
物
と
し
て
の
寿
命
の
長
さ
は
、
驚
嘆
に
値
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
明
治
二
十
七
年
に
は
、『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）
』
の
続
編
と
し
て
、『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

Enlarged

English
Edition

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
・
大
型
英
語
版
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
五
冊
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
刊
行
状
況
は
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
２
・
続
「
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
」
英
語
版
（Enlarged

English
Edition

）

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）

Three
R

eflections

三
つ
の
顔

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

鈴
木
華
邨

21

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）

The
Flow

ers
ofR

em
em

brance
and

Forgetfulness

思
い
出
草
と
忘
れ
草

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

新
井
芳
宗

22

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

The
B

oy
W

ho
D

rew
C

ats

猫
を
描
い
た
少
年

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
訳
述

鈴
木
華
邨

23

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）

The
O

ld
W

om
an

W
ho

LostH
erD

um
pling

団
子
を
な
く
し
た

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
訳
述

鈴
木
華
邨

24

お
ば
あ
さ
ん

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

C
hinchin

K
obakam

a

ち
ん
ち
ん
小
袴

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
訳
述

鈴
木
華
邨

25

新
井
芳
宗

こ
の
う
ち
、

・

・

は
、
小
泉
八
雲
こ
と
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
訳
述
に
よ
る
。
ハ
ー
ン
訳
述
の
こ
れ
ら
三
種
の
ち
り
め
ん
本
は
、
後
に
大
判
五
冊
と
し

23

24

25

て
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
。

ま
た
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
～
三
六
年
に
は
、『Japanese

Fairy
Tale

2nd.Series
（
日
本
昔
噺

セ
カ
ン
ド
・
シ
リ
ー
ズ
）』
の
刊
行
が
三
種
確
認
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
刊
行
状
況
は
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表
３
・
『Japanese

Fairy
Tale

2nd.Series

（
日
本
昔
噺

セ
カ
ン
ド
・
シ
リ
ー
ズ
）』

１

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）

The
G

oblin
Spider

化
け
蜘
妹

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
訳
述

鈴
木
華
郁

２

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）

The
W

onderfulM
allet

不
思
議
の
小
槌

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

絵
師
不
明

３

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

The
B

roken
Im

ages

壊
れ
た
像

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
述

絵
師
不
明

な
お
、
英
語
版
『
日
本
昔
噺
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
ド
イ
ツ
語
版
、
ス
ペ
イ
ン
語
版
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
版
、
オ
ラ
ン
ダ
語
版
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
版
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
、
イ
タ
リ
ア
語
版
、
ロ
シ
ア
語
版
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
英
訳
に
基

づ
い
た
重
訳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
各
国
語
訳
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
が
、
管
見
の
お
よ
ぶ
限
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
記
し
て
お
く
。

○
『Les

C
ontes

du
V

ieux
Japon

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
フ
ラ
ン
ス
語
版

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ト
ト
ル
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
ま
で
出
版
さ
れ
た
。

１

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

M
om

otarô
ou

Le
Prem

iér-né
de

la
Pêche

桃
太
郎

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

２

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

Le
M

oineau
quia

la
langue

coupée

舌
切
雀

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

３

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

La
B

ataille
du

inge
etdu

C
rabe

猿
蟹
合
戦

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

４

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

Le
V

iellard
quifaitfleurirles

arbres
m

orts
花
咲
爺

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

５

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

Le
M

ontK
atsi-K

atsi

勝
々
山

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯
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６

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

Le
M

ariage
de

la
Souris

鼠
の
嫁
入
り

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

７

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

Le
V

iellard
etles

D
ém

ons

瘤
取

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

８

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

O
urashim

a
le

petitpêcheur

浦
島

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

９

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

Le
serpenta

huittetes

八
頭
の
大
蛇

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

Le
m

iroirde
M

atsouyam
a

松
山
鏡

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

10

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

Le
lievre

d'Inaba

因
幡
の
白
兎

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

11

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

La
victoire

de
petitrenard

野
干
の
手
柄

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

12

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

La
m

eduse
sim

ple
etnaive

海
月

Joseph
D

autrem
ère

川
端
玉
章

13

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

Le
Prince

Feu-B
rilliantetle

Prince
Feu-Luisant

玉
の
井

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

14

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

M
onseigneur

sac
de

riz

俵
藤
太

Joseph
D

autrem
ère

鈴
木
華
邨

15

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

La
bouillotte

du
bonheur

文
福
茶
釜

Joseph
D

autrem
ère

絵
師
不
明

16

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

Sippeitaro

竹
箆
太
郎

Joseph
D

autrem
ère

鈴
木
華
邨

17

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

Le
bras

de
l'O

gre

羅
生
門

Joseph
D

autrem
ère

小
林
永
濯

18

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

Les
O

gres
d'O

yeyam
a

大
江
山

Joseph
D

autrem
ère

絵
師
不
明

19

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）

La
cascade

enchantee

養
老
の
瀧

Joseph
D

autrem
ère

絵
師
不
明

20
○
ス
ペ
イ
ン
語
版
『
日
本
昔
噺
』
シ
リ
ー
ズ

ス
ペ
イ
ン
語
版
の
ち
り
め
ん
本
は
、
英
語
版
同
様
、
全
二
〇
冊
で
す
べ
て
の
號
が
揃
っ
て
い
る
。
次
の
二
つ
の
シ
リ
ー
ズ
に
分
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
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第
一
号
～
第
十
号

C
uentos

delJapon
viejo

第
十
一
号
～
第
二
十
号

Leyendas
y

narraciones
Japoneses

英
語
版
と
比
較
す
る
と
、
英
語
版
第
十
九
號
『
大
江
山
』
の
代
わ
り
に
『
土
蜘
蛛
』、
英
語
版
第
一
六
號
『
鉢
か
つ
き
』
の
代
わ
り
に
『
文
福
茶
釜
』
が
配
さ
れ
て
い

る
。訳

者
は
、
す
べ
て
カ
ン
ポ
ス
（J.E.de

C
am

pos

）
と
あ
る
。

○
ド
イ
ツ
語
版
『
日
本
昔
噺
』
シ
リ
ー
ズ

Japanische
M

archen

ド
イ
ツ
語
版
の
ち
り
め
ん
本
は
、
英
語
版
同
様
、
全
二
〇
冊
す
べ
て
の
號
が
確
認
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
訳
者
は
ひ
と
り
で
は
な
い
。

一
八
八
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『M

om
otaro

oderderPfirsichling

（
桃
太
郎
）
』
、『D

erSperling
m

itdergeschlitzten
Zunge

（
舌
切
雀
）
』
、『D

erK
am

pfder
K

rabbe

m
it

dem
A

ffen

（
猿
蟹
合
戦
）』
は
古
い
部
類
に
属
す
る
が
、
奥
付
に
「D

r.
A

.
G

roth

」（
ド
ク
ト
ル
・
ア
･
グ
ロ
ー
ト
）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
東
京
帝
国
大
学

で
独
文
科
の
教
授
を
つ
と
め
た
ア
ド
ル
フ
・
グ
ロ
ー
ト
（A

dolf
G

roth
)

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
九
五
年
以
降
の
訳
者
は
、
東
京
帝
国
大
学
独
文
科
教
授
カ
ー
ル
・
フ

ロ
ー
レ
ン
ツ
（K

arlFlorenz

）
に
代
わ
る
。
こ
の
ほ
か
、H

edw
ig

Schipplock

（
ヘ
ッ
ド
ウ
イ
ッ
ク
・
シ
プ
ロ
ク
）
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
も
確
認
さ
れ
る
。

○
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
『
日
本
昔
噺
』C

ontos
do

V
elho

Japano
de

C
arangueijo

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
に
は
、
號
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
確
認
さ
れ
る
の
は
、
次
の
八
冊
で
あ
る
。
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○
オ
ラ
ン
ダ
語
版
『
日
本
昔
噺
』

オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
、『
舌
切
雀
』
一
冊
だ
け
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ち
り
め
ん
本
で
は
な
く
、
平
紙
本
で
あ
る
。

刊
行
年
次
は
比
較
的
早
く
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
で
あ
る
。
訳
者
は
、P.

G
.

van
Scherm

beck

（
フ
ァ
ン
・
ス
ケ
ル
ム
ベ
ッ
ク
）
の
名
が
確
認
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。

○
デ
ン
マ
ー
ク
語
版
『
日
本
昔
噺
』Japanesiske

Eventyr

デ
ン
マ
ー
ク
語
版
は
、『
猿
蟹
合
戦
』『
舌
切
雀
』『
瘤
取
』
の
三
冊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
訳
者
はA

gnes
B

erner

（
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ル
ナ
ー
）、
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
の
出
版
社
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
年
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
『
日
本
昔
噺
』Japanesiska

Sagor

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
は
、『
桃
太
郎
』『
舌
切
雀
』『
瘤
取
』
の
三
冊
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
もK

onniZilliacus

の
訳
に
よ
る
。

〇
イ
タ
リ
ア
語
版
『
日
本
昔
噺
』Favola

giapponese

イ
タ
リ
ア
語
版
『
日
本
昔
噺
』
の
存
在
は
、
イ
タ
リ
ア
の
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
に
は
、
英
語
版
『
日
本
昔
話
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。「Takejiro

H
asegaw

a
e

le
fiabe

giapponesidelM
useo

Stibbert

」

に
こ
れ
ら
が
影
印
に
付
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
（8

）。

イ
タ
リ
ア
語
版
ち
り
め
ん
本
の
存
在
に
つ
い
て
、
編
者
の
リ
ッ
カ
ル
ド
・
フ
ラ
ン
チ
（R

iccardo
Franci

）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

la
produzione

m
aggiore

fu
ovviam

ente
in

lingua
inglese

e
francese,m

a
troviam

o
alcune

favole
tradotte

anche
in

tedesco,in
portoghese,in

spagnolo,
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una
in

olandese,in
russo,in

danese,in
svedese,e

perfino
siparla

diuna
fantom

atica
edizione

italiana.

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
作
品
は
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
の
一
点
、
ロ
シ
ア
語
・
デ
ン
マ
ー

ク
語
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
た
昔
話
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
る
。
謎
の
イ
タ
リ
ア
語
版
さ
え
、
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
チ
氏
は
、
右
の
文
に
次
の
注
記
を
付
し
て
い
る
。

Fantom
atica

perché
chiscrive

non
ha

m
aivisto

opere
in

italiano
e

anche
glialtristudine

parlano,quando
riferiscono

tale
notizia,in

m
odo

m
olto

vago.

Sipuò
ipotizzare

che
se

l'edizione
fu

m
aifatta

probabilm
ente

fu
in

occasione
dell'Esposizione

Internazionale
diTorino

del1911.

謎
と
い
う
の
は
、
筆
者
が
イ
タ
リ
ア
語
訳
を
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
他
の
研
究
も
、
こ
の
話
に
な
る
と
、
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
。
も
し
も
、
イ

タ
リ
ア
語
版
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
一
九
一
一
年
の
ト
リ
ノ
国
際
博
覧
会
の
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二
〇
一
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
中
野
幸
一
・
榎
本
千
賀
編
『
ち
り
め
ん
本
影
印
集
成

日
本
昔
噺
輯
篇
』
に
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
『M

om
otaro

（
桃
太
郎
）』
の

イ
タ
リ
ア
語
版
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
永
年
に
わ
た
る
謎
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

イ
タ
リ
ア
語
版
の
訳
者
は
、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
フ
ィ
オ
ラ
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
・
キ
メ
ン
ツ
（Salvatore

FioravantiC
him

enz

）
で
あ
る
。
昔
話
の
前
に
、『A

im
ieipiccoli

lettori

』（
私
の
小
さ
な
読
者
へ
）
と
い
う
訳
者
に
よ
る
の
序
言
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

Se
illavoro

non
è

grande,non
m

ibiasim
erete

non
é

vero?
N

on
lodatem

ineppure,poichè
non

viè
nulla

dim
io,non

feciche
tradurre

dalgiapponese
il

racconto
diM

om
otaro.

私
の
仕
事
は
、
素
晴
ら
し
い
と
思
わ
な
い
と
し
て
も
、
私
を
責
め
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
反
対
に
、
賞
賛
も
し
な
く
て
い
い
で
す
。
私
が
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い

で
す
。
た
だ
、
日
本
語
版
か
ら
、『
桃
太
郎
』
の
話
を
訳
し
た
だ
け
な
の
で
す
か
ら
。

右
の
こ
と
か
ら
、
英
語
版
か
ら
の
重
訳
で
は
な
く
、
日
本
語
版
か
ら
直
接
、
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
表
紙
に
は
、
タ
イ
ト
ル
の
「M

om
otaro

」
の
上
に
「Favola

giapponese

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
日
本
昔
噺
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
名
詞
と
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形
容
詞
が
単
数
形
で
あ
る
。

一
方
、
他
の
各
国
語
訳
で
は
、
こ
の
箇
所
が
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
、
す
べ
て
名
詞
の
複
数
形
と
な
っ
て
い
る
。

英
語
版

『JA
PA

N
ESE

FA
IR

Y
TA

LE
SER

IES

』

フ
ラ
ン
ス
語
版

『Les
C

ontes
du

V
ieux

Japon

』

ス
ペ
イ
ン
語
版

『C
uentos

delJapon
viejo

』

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
『C

ontos
do

V
elho

Japano
de

C
arangueijo

』

こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
語
版
は
最
初
か
ら
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
で
は
な
く
、『M

om
otaro

』
の
み
の
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
ロ
シ
ア
語
版

一
冊
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
英
語
版
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
以
外
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
そ
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
ち
り
め
ん
本

日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
状
況
を
概
観
し
た
。
今
後
、
書
誌
的
な
調
査
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
ち
り
め
ん
本
の
発
掘
に
つ
と
め
て
い
き

た
い
。
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三
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
と
ち
り
め
ん
本

ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
は
、
長
谷
川
武
次
郎
刊
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
全
二
十
冊

の
う
ち
の
第
十
九
號
と
し
て
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

奥
付
に
は
、
刊
記
を
「
明
治
二
四
年
四
月
二
八
日
」
と
す
る
が
、
そ
れ
に
は
、
長
谷
川
武
次
郎
の
住
所
が
「
四
谷
区
本
村
町
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
石
沢
氏
に
よ
れ
ば

（9

）、
長
谷
川
武
二
郎
が
「
四
谷
区
本
村
町
」
に
住
ま
い
し
た
の
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
か
ら
四
四
年
（
一
九
一
一
）
の
あ
い
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
田
嶋
氏
は
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
の
初
版
刊
行
は
、
明
治
三
五
年
か
ら
四
四
年
の
間
と
考
え
て
い
る(10

)

。

『The
O

G
R

ES
of

O
Y

EY
A

M
A

（
大
江
山
）』
の
訳
者
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
、
絵
師
は
不
明
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
（M

rs
H

.T.Jam
es

）
の
本
名
は
、
ケ
イ
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
（K

ate
Jam

es

）
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
の
経
歴
に
つ
い
て
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ａ
・
シ
ャ
ー
フ
（Frederic

A
.

Sharf

）
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
大
半
は
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
が
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
に
も
と
づ
く
。
そ
こ
で
、
こ
の
手
紙
の
本
文
を
引
用
し
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
に

関
す
る
記
述
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
初
め
て
長
谷
川
竹
次
郎
刊
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
に
関
わ
る
こ
と

に
な
り
、
シ
リ
ー
ズ
全
二
十
冊
の
う
ち
、
第
十
號
『The

M
atsuyam

a
M

irror
（
松
山
鏡
）』
の
翻
訳
を
手
が
け
た
。
こ
の
ち
り
め
ん
本
を
読
ん
だ
ハ
ー
ン
は
、
一
八
九
四

年
三
月
九
日
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
宛
て
た
手
紙
に
お
い
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
の
翻
訳
を
絶
賛
し
た
の
で
あ
る
。

D
earC

ham
berlain,

–
I'm

trying
to

w
rite

an
essay

–
no,a

fantastico-philosophicalsketch
–

aboutM
irrors

and
Souls.Especially

Souls.W
hich

causes
m

e
to

think
aboutM

rs.
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Jam
es's

version
of

the
"M

atsuyam
a

K
agam

i."

W
ho

is
M

rs.
Jam

es?
I

have
read

her
version

about
fifteen

tim
es,

and
every

tim
e

I
read

it,
it

affects
m

e
m

ore.
A

nd
I

can't
help

thinking
that

the

w
om

an
w

ho
could

thus
m

ake
the

vague
Japanese

incidentso
beautifulm

usthave
a

tender
and

beautifulsoul,–
w

hoever
she

is,w
hether

m
issionary

or

not.O
f

course
a

greatdealof
the

charm
is

helped
by

the
w

ork
of

the
Japanese

artist,–
I

suppose
the

sam
e

supernaturalbeing
w

ho
drew

the
pictures

for
U

rashim
a.I

think
m

ore
of

those
pictures,love

them
m

ore,than
any

engraving
ever

printed
in

L'Art
or

L'Illustration.B
ut

of
course

to
know

how

m
agicalthey

really
are,–

how
very

extraordinary
they

are,–
one

m
usthave

lived
in

Japan
a

good
w

hile.

（11

）

親
愛
な
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
様
、

私
は
、「
鏡
」
と
「
魂
」
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
、
…
…
い
え
、
空
想
的
で
、
か
つ
哲
学
的
な
小
品
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
魂
」
に
つ
い
て
で
す
。
そ

れ
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
の
『
松
山
鏡
』
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
と
は
、
ど
の
よ
う
な
方
で
し
ょ
う
か
。
彼
女
の
作
品
を
、
も
う
十
五
回
ほ
ど
読
み
ま
し
た
。
読
む
た
び
に
、
ま
す
ま
す
心
を
打
た
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
曖
昧
模
糊
と
し
た
日
本
的
な
で
き
ご
と
を
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
美
し
く
仕
あ
げ
る
女
性
は
、
宣
教
師
で
あ
っ
て
も
、
ど
な
た
で
あ
っ
て
も
、
や
さ
し
く
き

れ
い
な
魂
の
持
ち
主
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
考
え
を
、
私
は
禁
じ
得
な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
魅
力
の
多
く
は
、
日
本
の
絵
師
の
仕
事
で
す
。『
浦
島
』

の
絵
を
描
い
た
の
と
同
じ
、
神
業
の
域
に
入
る
も
の
で
し
ょ
う
。『L'A

rt
』
や
『L'Illustration

』
に
今
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
版
画
よ
り
も
、
ず
っ
と
ず
っ
と
こ
れ
ら

の
絵
の
こ
と
を
考
え
、
こ
の
絵
の
方
が
好
き
で
す
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
が
ど
ん
な
に
不
思
議
で
、
ど
れ
だ
け
す
ば
ら
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る

に
は
、
相
当
な
年
月
を
日
本
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

右
の
手
紙
は
、
長
谷
川
武
二
郎
の
ち
り
め
ん
本
『
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
』
と
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
に
つ
い
て
の
ハ
ー
ン
の
考
え
を
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
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ハ
ー
ン
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
の
文
才
を
称
賛
す
る
。
そ
し
て
、
西
洋
の
読
者
に
は
伝
わ
り
に
く
い
孝
行
譚
『
松
山
鏡
』
の
翻
訳
を
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
と
て
も
じ

ょ
う
ず
に
な
し
と
げ
た
こ
と
に
感
服
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
彼
女
の
詳
細
を
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ハ
ー
ン
が
、
そ
の
後
、
長
谷
川
の
『
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
』
の
翻
訳
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
ひ
と
つ
の
重
要
な
契
機
と
し
て
働
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
、『
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
』
の
も
う
ひ
と
つ
の
魅
力
が
、
作
者
の
英
語
訳
の
ほ
か
に
、
日
本
の
絵
師
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
松

山
鏡
』
の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
は
、
ハ
ー
ン
が
推
測
し
た
と
お
り
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
、
『
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
』
第
八
號
『U

rashim
a

（
浦
島
）』
の
挿
絵
を

描
い
た
小
林
永
濯
で
あ
っ
た
。

ハ
ー
ン
は
、
永
濯
の
絵
を
当
時
も
っ
と
も
流
行
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
『L'art

（
芸
術
）』
と
『L'Illustration

（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）』
に
掲
載
さ
れ
た
版
画

よ
り
も
す
ば
ら
し
い
と
絶
賛
し
て
い
る
。

『L'A
rt–

R
evue

hebdom
adaire

illustrée

』
は
、
一
八
七
五
年
に
創
刊
さ
れ
、
一
八
八
三
年
ま
でEugène

V
éron

で
刊
行
さ
れ
た
週
刊
芸
術
誌
で
あ
る
。
造
形
美
術
、

音
楽
、
演
劇
を
中
心
と
す
る
。
一
八
八
四
年
以
降
、『L'A

rt
–

R
evue

bi-m
ensuelle

illustrée

』
と
名
を
改
め
、
月
二
回
の
発
行
と
な
り
、
一
八
九
三
年
に
廃
刊
さ
れ
る

ま
で
、
ほ
ぼ
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
（12

）。

一
方
、
『L'Illustration

』
は
パ
リ
で
一
八
四
三
年
か
ら
一
九
四
四
ま
で
刊
行
さ
れ
た
週
刊
誌
で
あ
る
。
一
八
九
一
年
に
は
初
め
て
写
真
を
掲
載
し
、
一
九
〇
七
年
に
は

最
初
に
カ
ラ
ー
写
真
を
載
せ
た
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
雑
誌
に
は
、
当
時
、
最
も
有
意
義
な
芸
術
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
ハ
ー
ン
の
手
紙
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
は
こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
誌
よ
り

も
、
永
濯
の
絵
の
ほ
う
が
好
き
だ
と
い
い
、
そ
の
技
術
を
「
神
業
」
と
賞
賛
し
た
。

ハ
ー
ン
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
一
八
九
四
年
三
月
十
五
日
付
の
返
事
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
に
つ
い
て
の
か
な
り
詳
し
い
紹
介
を
記
す
。
夫
人
に

つ
い
て
の
情
報
は
、
今
で
も
非
常
に
少
な
い
。
こ
の
手
紙
は
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
と
い
う
人
間
を
理
解
す
る
た
め
に
、
最
も
重
要
な
史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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M
y

dear
H

earn,

M
rs.Jam

es
is

an
excellentw

om
an,and

one
of

m
y

earliestfriends
here,–

true-hearted
and

w
ell-read,though

boasting
neither

beauty
nor

grace,buta

typical
Scotch-w

om
an

in
appearance,

hard-featured
and

high-cheek-boned.
She

w
as

daughter
to

a
rather

em
inent

Scotch
dean,

w
hich

does
not

m
ean

thatshe
w

as
reared

in
luxury,for

the
Episcopalian

clergy
in

thatcountry
are

m
iserably

poor.She
tells

of
how

she
and

her
sister

used
to

take
turns

in

sitting
up

at
night

w
ith

their
sick

cow
!

A
fterw

ards
she

lived
at

C
onstantinople

as
a

governess,
w

hich
is

w
here

she
m

et
her

future
husband,

then
a

sub-lieutenant
in

the
English

navy,
–

also
w

ithout
a

penny.
H

ow
ever,

they
m

arried,
and

now
flourish

exceedingly,
he

being
adviser

to
the

N
ippon

Y
usen

K
w

aisha.A
fter

11
years

of
childlessness,she

suddenly
gave

birth
to

three
children

in
rapid

succession;and
for

them
itw

as,in
the

firstinstance,

that
she

took
to

story-w
riting.

O
ne

of
the

little
girls

is
am

ong
the

m
ost

precocious
creatures,

especially
in

appreciation
of

hum
our,

that
I

have
ever

seen,though
unfortunately

destined
to

be
big

and
unw

ieldy,like
herm

otherand
aunt.So

there
you

have
pretty

w
ellallthatthere

is
to

tell.H
ow

good
I

feelathaving,for
once,categorically

answ
ered

a
question.

（13

）

親
愛
な
る
ハ
ー
ン
様
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
夫
人
は
、
優
れ
た
女
性
で
、
私
の
日
本
に
い
る
友
だ
ち
の
な
か
で
、
最
も
長
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
友
人
の
一
人
で
す
。
彼
女
は
美
し
さ
も
優
美
さ
も

誇
ら
ず
、
頬
骨
の
秀
で
た
険
し
い
顔
つ
き
で
、
外
見
上
は
典
型
的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
女
性
で
す
が
、
誠
実
で
博
識
な
方
で
す
。
か
な
り
著
名
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
首
席
司
祭
の
娘
で
し
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
監
督
教
会
の
会
員
聖
職
者
と
い
う
の
は
と
て
も
貧
し
い
の
で
、
贅
沢
に
育
て
ら
れ
た
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

姉
妹
と
交
替
で
病
気
の
牛
を
看
病
し
な
が
ら
、
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た
な
ど
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
女
性
家
庭
教
師
と
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

ー
プ
ル
に
住
み
、
そ
こ
で
英
国
海
軍
中
尉
で
あ
っ
た
未
来
の
夫
に
出
会
い
ま
し
た
。
彼
も
貧
し
い
男
で
し
た
。
と
に
も
か
く
に
も
、
二
人
は
結
婚
し
、
彼
は
日
本
郵

船
会
社
の
顧
問
と
な
っ
て
、
大
変
な
出
世
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
結
婚
し
て
か
ら
十
一
年
間
、
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
突
然
、
た
て
つ
づ
け
に
三
人
の
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娘
を
出
産
し
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
、
娘
た
ち
の
た
め
に
、
お
話
の
創
作
を
始
め
た
の
で
す
。
女
の
子
の
一
人
は
、
私
が
知
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
な
か
で
も
、
最

も
早
熟
で
、
特
に
ユ
ー
モ
ア
の
感
覚
が
優
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
母
と
叔
母
の
よ
う
に
、
大
き
く
て
扱
い
に
く
い
人
に
な
る
こ
と
が
運
命
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
。
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
だ
い
た
い
こ
れ
ぐ
ら
い
で
す
。
一
度
だ
け
、
は
っ
き
り
と
あ
な
た
の
御
質
問
に
回
答
し
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

こ
の
手
紙
か
ら
、
ま
ず
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
に
つ
い
て
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
見
解
が
知
ら
れ
る
。

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
夫
人
の
知
識
と
人
柄
を
高
く
評
価
し
、「excellent
w

om
an

」（
優
れ
た
女
性
）
、「true-hearted

and
w

ell-read

」(

誠
実
で
博
識)

な
人
と
し
て
紹

介
す
る
。
夫
人
の
外
見
に
つ
い
て
は
、「boasting

neither
beauty

nor
grace

」（
美
し
さ
も
優
美
さ
も
誇
ら
ず
）
と
あ
る
も
の
の
、「big

and
unw

ieldy

」（
大
き
く
て
扱

い
に
く
い
、
見
苦
し
い
）
と
い
う
よ
う
な
、
い
さ
さ
か
軽
蔑
的
な
コ
メ
ン
ト
も
書
く
が
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
揶
揄
と
し
て
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
手
紙
か
ら
、
夫
人
に
つ
い
て
の
重
要
な
個
人
情
報
が
得
ら
れ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
監
督
教
会
の
聖
職
者
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
厳
格
な
環
境
で
育
て
ら
れ
た
。
女
性
家
庭
教
師
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ

ル
に
派
遣
さ
れ
、
英
国
海
軍
中
尉
で
あ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
Ｈ
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
と
結
婚
し
、
そ
の
後
、
夫
ト
ー
マ
ス
と
と
も
に
来
日
す
る
。

夫
と
な
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
Ｈ
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
は
、
来
日
後
、
築
地
の
海
軍
兵
学
校
で
航
海
と
工
学
の
教
鞭
を
執
り
、
商
船
役
員
を
指
導
し
た
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八

五
）、
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
が
合
併
し
て
日
本
郵
船
会
社
が
設
立
さ
れ
た
際
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
は
海
軍
の
監
督
者
と
な
る
。
幼
少
期
に
は
貧
し
い
生
活
を

お
く
っ
た
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
こ
の
夫
の
お
か
げ
で
玉
の
輿
に
乗
り
、
か
な
り
な
出
世
を
遂
げ
る
。

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）、
ジ
ェ
イ
ム
ス
家
は
東
京
市
赤
坂
に
転
居
す
る
。
数
年
後
、
赤
坂
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
も
移
り
住
み
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
家
と
親
し
く
交
流
す

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
右
の
手
紙
に
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
の
な
か
で
も
、
最
も
長
期
に
わ
た
っ
て
親
交
を
む
す
ん
だ
友
人
の
ひ
と
り
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で
あ
っ
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
も
、
一
八
七
三
年
の
来
日
か
ら
一
年
後
、
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
八
二
年
ま
で
海
軍
兵
学
校
で
英
語
教
師
と
し
て
務

め
た
の
で
、
お
そ
ら
く
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
妻
と
知
り
合
っ
て
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
マ
レ
ー
が
出
版
し
た
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
シ
リ
ー
ズ
『A

H
andbook

for
Travellers

in
Japan

（
旅
行
者
の
た
め
の
日
本
旅
行
案
内
）』
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
に
い
く
つ
か
の
項
目
の
執
筆
を
依
頼
す
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
、
ち
り
め
ん
本
を
刊
行
す
る
長
谷
川
武
二
郎
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
手
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
妻
は
、
結
婚
し
て
か
ら
十
一
年
間
、
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
た
て
つ
づ
け
に
三
人
の
娘
が
生
ま
れ
る
。
ジ
ェ
イ

ム
ス
夫
人
は
、
最
初
に
、
娘
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
る
た
め
に
、
日
本
の
昔
話
の
英
訳
を
含
め
て
、
お
話
の
創
作
を
始
め
た
と
い
う
。

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
ジ
ェ
イ
ム
ス
が
日
本
郵
船
の
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
転
属
さ
れ
た
た
め
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
妻
は
日
本
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
離

日
後
も
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
い
た
る
ま
で
の
八
年
間
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
長
谷
川
武
次
郎
と
の
ち
り
め
ん
本
出
版
を
継
続
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
六
）
か
ら
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
ま
で
の
十
七
年
間
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日

本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
を
は
じ
め
と
す
る
ち
り
め
ん
本
昔
話
の
翻
訳
・
翻
案
に
携
わ
り
、
ち
り
め
ん
本
翻
訳
者
と
し
て
、
最
も
多
く
の
英
訳
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

『JA
PA

N
ESE

FA
IR

Y
TA

LE
SER

IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
の
う
ち
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
翻
訳
を
手
掛
け
た
の
は
、
次
の
九
作
品
で
あ
る
。

（
一
〇
）
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）「
松
山
鏡
」

The
M

atsuyam
a

M
irror

（
一
一
）
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）「
因
幡
の
白
兎
」

The
H

are
ofInaba

（
一
二
）
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）「
野
干
の
手
柄
」

The
C

ub's
Tryum

ph

（
一
六
）
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）「
鉢
か
づ
き
」

The
W

ooden
B

ow
l

（
一
六
）
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）「
文
福
茶
釜
」

The
W

onderfulTea-K
ettle
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（
一
七
）
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）「
竹
箆
太
郎
」

Schippeitaro

（
一
八
）
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）「
羅
生
門
」

The
O

gre's
A

rm
（
一
九
）
明
治
二
四
年
（
一
八
九
二
）「
大
江
山
」

The
O

gres
ofO

yeyam
a

（
二
〇
）
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）「
養
老
の
瀧
」

The
Enchanted

W
aterfall

ま
た
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
続
・
日
本
昔
噺
』
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
は
次
の
二
作
の
英
訳
を
行
っ
て
い
る
。

（
二
一
）
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）「
三
つ
の
顔
」

Three
R

eflections

（
二
二
）
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）「
思
い
出
草
と
忘
れ
草
」

The
Flow

ers
of

R
em

em
brance

and
Forgetfulness

さ
ら
に
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
第
二
シ
リ
ー
ズ
）』
で
は
、
次
の
二
作
の
英
訳

を
手
掛
け
た
。

（
二
）
明
治
二
二
年
（
一
八
九
九
）「
不
思
議
の
小
槌
」

The
W

onderfulM
allet

（
三
）
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）「
壊
れ
た
像
」

The
B

roken
Im

ages

お
雇
い
外
国
人
の
妻
と
し
て
来
日
し
た
英
国
人
女
性
ケ
イ
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
と
、
長
谷
川
武
次
郎
と
の
出
会
い
が
、
数
々
の
英
訳
ち
り
め
ん
本
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ

っ
た
。

注（
１
）
ち
り
め
ん
本
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
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Frederic
A

.
Sharf,

Takejiro
H

asegaw
a:

M
eiji

Japan's
Preem

inent
Publisher

of
W

ood-Block-Illustrated
C

repe-Paper
Books,

Salem
,

Peabody
Essex

M
useum

,1994.
石
澤
小
枝
子
『
明
治
の
欧
文
挿
絵
本

ち
り
め
ん
本
の
す
べ
て
』（
二
〇
〇
四
年
三
月
、
三
弥
井
書
店
）

田
嶋
一
夫
「
ち
り
め
ん
本
『
日
本
昔
噺
』
研
究
の
現
状
と
課
題
」
、（
『
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）

田
嶋
一
夫
「
ち
り
め
ん
本
『
日
本
昔
噺
』
シ
リ
ー
ズ
と
中
世
説
話
文
学
」
、（
『
説
話
文
学
研
究
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）

中
野
幸
一
「
ち
り
め
ん
本
の
世
界
」、『
書
物
学
』
第
一
巻
、（
二
〇
一
四
年
三
月
）

榎
本
千
賀
「
解
題
」、
中
野
幸
一
・
榎
本
千
賀
編
『
ち
り
め
ん
本
影
印
集
成

日
本
昔
噺
輯
篇
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
２
）
中
野
幸
一
「
上
方
版
チ
リ
メ
ン
本
の
日
本
昔
噺
」（
『
日
本
古
書
通
信
』
第
六
一
号
、
一
九
九
六
年
五
月
）

（
３
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
、
石
澤
小
枝
子
『
明
治
の
欧
文
挿
絵
本

ち
り
め
ん
本
の
す
べ
て
』、
十
八
～
十
九
頁
。

（
４
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
、
田
嶋
一
夫
「
ち
り
め
ん
本
『
日
本
昔
噺
』
シ
リ
ー
ズ
と
中
世
説
話
文
学
」、
一
六
九
頁
。

（
５
）
同
右
、
一
六
九
頁
。

（
６
）
同
右
。

（
７
）
同
右
。

（
８
）R

iccardo
Franci,Takejiro

H
asegaw

a
e

le
fiabe

giapponesidelM
useo

Stibbert,Livorno,Sillabe,2008.

（
９
）
注
（
３
）
の
前
掲
書
、
十
八
～
十
九
頁
。

（

）
注
（
４
）
の
右
同
、
一
七
〇
頁
。

10
（

）Lafcadio
H

earn,The
Japanese

letters
of

Lafcadio
H

earn,ed.w
ith

an
introduction

by
Elizabeth

B
island,B

oston
and

N
ew

Y
ork,H

oughton
M

ifflin

11

C
om

pany,1911,p.277.
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（

）C
olratJean,"Eugène

V
éron:contribution

à
une

histoire
de

l'esthétique
au

tem
ps

de
Spencer

etM
onet

(1860-1890)",Revue
d'H

istoire
des

Sciences
12

H
um

aines,1/2008
(n.18

),pp.203-228.

（

）B
asic

H
allC

ham
berlain,Letters

from
Basic

H
allC

ham
berlain

to
Lafcadio

H
earn,com

piled
by

K
azuo

K
oizum

i,Tokyo,The
H

okuseido
Press,1936,

13

p.84.
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第
二
節

御
伽
草
子
『
酒
吞
童
子
』
と
ち
り
め
ん
本
『T

h
e
O
G
R
E
S
o
f
O
Y
E
Y
A
M
A

』

一
、
問
題
の
所
在

ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
は
、
大
江
山
酒
呑
童
子
の
説
話
を
テ
ー
マ
に
し
た
話
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
酒
呑
童
子
説
話
の
最
も
代
表
的
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
さ
れ
て
い
る
渋
川
版
・
御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
と
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
に
よ
る
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
の
英
訳
の
比
較
を
行
う
。
比
較
方
法
は
、
ま
ず
、
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
の
プ
ロ
ッ
ト
の

紹
介
を
行
う
。
次
に
、
物
語
の
い
く
つ
か
の
場
面
を
中
心
に
、
渋
川
版
・
御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
と
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
に
よ
る
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

ofO
Y

EY
A

M
A

（
大
江
山
）』
の
英
訳
と
の
細
か
い
比
較
を
行
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
の
翻
訳
姿
勢
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

二
、
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
の
プ
ロ
ッ
ト

ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

ofO
Y

EY
A

M
A

（
大
江
山
）』
の
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
と
展
開
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

源
頼
光
は
帝
か
ら
大
江
山
（O

yeyam
a)

の
鬼
退
治
と
、
攫
わ
れ
た
捕
虜
た
ち
を
助
け
だ
す
こ
と
を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
の
頃
の
京
都
で
は
、
家
族
の
誰
か
が
行
方
不
明
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と
な
り
、
悲
し
ま
な
い
家
族
が
い
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
誰
も
が
こ
の
こ
と
を
恐
れ
て
、
鬼
退
治
に
乗
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
源
頼
光
は
、
帝
か
ら
大
江

山
の
鬼
退
治
を
命
じ
ら
れ
て
、
家
来
と
と
も
に
鬼
の
山
へ
出
立
す
る
。

頼
光
の
家
来
の
一
人
、
渡
辺
綱
は
、
京
都
に
あ
る
、
羅
生
門
と
い
う
門
（the

G
ate

called
R

ashom
on
)

で
鬼
達
の
首
領
で
あ
る
酒
呑
童
子
と
戦
い
、
鬼
の
腕
を
斬
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
酒
呑
童
子
は
巧
妙
な
た
く
ら
み
で
、
そ
の
腕
を
取
り
戻
す
。
そ
れ
か
ら
、
酒
呑
童
子
と
鬼
達
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
町
（city
）
は
悲
し
み
と
恐
怖
に
打
ち
沈
ん
で
い
た
。

頼
光
は
綱
と
家
来
と
と
も
に
、
た
っ
た
五
人
の
、
勇
気
の
あ
る
一
同
（brave

little
band

）
を
結
成
し
て
、
今
も
鬼
の
坂
（O

gres's
H

ill

）
と
し
て
知
ら
れ
る
山
へ
出

立
す
る
。

頼
光
の
一
同
は
行
く
手
を
阻
む
峻
し
い
山
で
難
ぎ
し
て
い
る
と
、
山
中
で
、
長
く
雪
の
よ
う
に
白
い
髭
を
生
や
し
た
威
厳
の
あ
る
一
人
の
老
人
に
出
会
う
。
頼
光
に
経

緯
を
聞
い
た
老
人
は
、
酒
呑
童
子
は
そ
の
名
の
よ
う
に
酒
が
好
き
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
て
酒
で
弱
ら
せ
る
の
が
よ
い
、
と
言
う
。
老
人
は
一
同
を
自
分
の
住
居

に
伴
い
、
彼
ら
を
料
理
で
も
て
な
す
。
そ
し
て
、
頼
光
に
兜
、
魔
法
の
太
刀
、
盃
（drinking

flagon
or

goblet)

を
さ
ず
げ
る
。
盃
は
一
つ
に
見
え
た
が
、
中
は
二
つ
に

分
か
れ
て
い
て
、
二
つ
の
違
う
種
類
の
酒
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
同
に
、
鎧
と
武
器
を
隠
す
山
伏
（Y

am
abushi,or

m
ountain

herm
its)

の
衣
を
ま
と

わ
せ
る
。
最
後
に
、
老
人
は
頼
光
に
サ
カ
イ
の
有
名
な
ワ
イ
ン
（som

e
ofthe

fam
ous

w
ine

ofSakai

）
と
強
力
な
睡
眠
剤
で
あ
る
白
い
粉
を
授
け
る
。
そ
し
て
、
行
き

方
を
教
え
な
が
ら
、「
汝
ら
、
神
の
恵
み
と
幸
あ
れ
！
」"G

o,m
y

sons,and
m

ay
heaven

prosper
you"

と
い
う
。
頼
光
た
ち
は
、
老
人
の
助
言
ど
お
り
に
出
発
す
る
。

老
人
の
優
し
さ
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
る
と
、
老
人
は
人
間
で
は
な
く
、
神
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
（"This

w
as

no
m

ere
m

ortal:
the

gods
them

selves

have
com

e
to

ourhelp".

）、
頭
を
深
々
と
地
に
触
れ
る
ほ
ど
垂
れ
て
お
辞
儀
を
し
た
。

彼
ら
は
藤
蔓
（w

ild
w

istaria

）
を
つ
か
み
、
山
を
よ
じ
登
っ
て
行
く
と
、
深
い
森
の
中
の
谷
川
で
、
衣
の
血
を
洗
っ
て
い
る
娘
に
出
会
う
。

い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
聞
く
と
、
自
分
は
鬼
た
ち
の
囚
わ
れ
の
身
だ
が
、

ひ
ど
い
所
だ
か
ら
す
ぐ
逃
げ
て
く
れ
と
懇
願
す
る
。
頼
光
た
ち
は
鬼
達
に
会
う
た
め
、
そ
こ

に
向
か
っ
て
い
る
と
言
い
、
朝
に
な
る
前
に
、
娘
を
逃
が
し
て
や
っ
た
。
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さ
ら
に
進
む
と
、
人
骨
の
散
ら
ば
る
な
か
で
、
夕
食
の
支
度
を
し
て
い
る
小
鬼
（young

ogre)

に
出
会
う
。

頼
光
は
、
京
都
へ
行
く
山
伏
だ
が
、
道
に
迷
っ
て
困
っ
て
い
る
の
で
、
一
夜
の
宿
を
乞
う
。
小
鬼
は
「
こ
れ
は
旨
い
晩
飯
に
あ
り
つ
け
る
！("w

hata
fine

feastw
e

shall

have
off

these
fatold

priests!")

」
と
小
躍
り
し
て
酒
呑
童
子
の
も
と
へ
案
内
す
る
。
城
の
長
い
ホ
ー
ル
の
奥
に
、
真
っ
赤
な
身
体
で
銅
色
の
角
の
あ
る
酒
呑
童
子
が
座

っ
て
い
る
。

頼
光
た
ち
一
行
は
夕
食
に
招
か
れ
、
酒
呑
童
子
が
娘
た
ち
に
給
仕
さ
せ
な
が
ら
、
猪
の
肉
の
他
に
、
動
物
の
頭
と
人
骨
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
頼
光
た
ち
は

口
を
つ
け
ず
に
、
食
べ
る
ふ
り
を
す
る
が
、
鬼
た
ち
は
気
づ
か
な
い
。

ワ
イ
ン
は
水
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
鬼
達
は
、
人
間
の
髑
髏
で
酒
を
呑
ん
で
い
る
。

酒
呑
童
子
が
酔
っ
た
よ
う
に
見
え
た
の
で
、
頼
光
は
得
意
の
「
京
都
踊
り
（"K

yoto
dance"

for
w

hich
he

w
as

fam
ous

）
」
を
舞
っ
て
み
せ
た
。
鬼
た
ち
は
、
こ
れ

に
や
ん
や
の
喝
采
を
浴
せ
る
。

そ
の
隙
に
、
神
か
ら
授
か
っ
た
杯
に
白
い
粉
を
し
こ
み
、「
最
も
美
味
な
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
酒
呑
童
子
に
呑
ま
せ
る
。
酒
呑
童
子
は
一
気
に
飲

み
干
し
、
や
が
て
雷
の
よ
う
な
高
い
び
き
を
か
い
て
寝
て
し
ま
う
。

頼
光
は
寝
て
い
る
酒
呑
童
子
に
近
づ
い
て
、
す
か
さ
ず
、
神
か
ら
授
か
っ
た
魔
法
の
太
刀(the

m
agic

sw
ord,

the
gift

of
the

gods)

を
抜
く
と
、
太
刀
は
長
く
延
び

て
、
酒
呑
童
子
の
首
を
斬
る
。

首
は
ぎ
ら
ぎ
ら
と
目
を
剥
い
て
宙
を
飛
び
、
七
回
飛
び
回
る
と
、
頼
光
の
頭
に
噛
み
つ
く
。
幸
い
、
兜
に
守
ら
れ
て
頼
光
は
無
事
。
首
は
ど
さ
っ
と
地
に
落
ち
る
。
手

下
の
鬼
た
ち
も
、
一
匹
の
こ
ら
ず
退
治
さ
れ
る
。

頼
光
た
ち
は
捕
虜
た
ち
を
逃
が
し
、
城
に
火
を
放
ち
、
崩
れ
落
ち
る
の
を
見
届
け
る
。
さ
ら
に
、
人
骨
を
埋
め
て
墓
石
を
立
て
、
よ
う
や
く
酒
呑
童
子
の
首
を
担
い
で

都
に
凱
旋
し
た
。
京
の
人
々
は
安
心
し
、
帝
は
頼
光
た
ち
に
褒
美
を
賜
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ッ
ト
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
酒
吞
童
子
説
話
と
大
き
な
差
異
は
な
い
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
独
自
の
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
独
自
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の
表
現
を
次
に
そ
れ
ぞ
れ
項
を
設
け
て
示
し
て
い
き
た
い
。

三
、
物
語
の
冒
頭
部
分

ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

ofO
Y

EY
A

M
A

（
大
江
山
）』
の
物
語
は
、
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。

TH
E
G
reat

W
arrior

R
aikō

had
received

orders
from

the
M
ikado

to
punish

the
ogres

w
ho

lived
in

O
yeyam

a,
and

to
rescue

from
their

clutches
the

captives
they

had
seized

and
carried

off
to

their
stronghold.For

in
those

days
there

w
as

hardly
a

fam
ily

in
K

yoto
w

hich
had

notto
m

ourn
the

loss
of

one
or

m
ore

of
its

m
em

bers.

逐
語
訳
（
試
訳
）

偉
大
な
武
士
、
頼
光
は
、
帝
か
ら
大
江
山
に
棲
む
鬼
達
を
懲
ら
し
め
、
鬼
に
捕
え
ら
れ
た
捕
虜
を
手
中
か
ら
救
い
出
し
て
、
鬼
の
棲
家
か
ら
連
れ
去
る
こ
と
の
命
令

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
京
都
で
は
一
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
人
の
消
失
で
悲
し
ま
な
い
家
族
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
。

『
対
訳
日
本
昔
噺
集
』
の
訳

偉
大
な
武
士
、
頼
光
は
、
帝
か
ら
大
江
山
に
棲
む
鬼
達
を
懲
ら
し
め
、
鬼
の
掌
中
か
ら
、
鬼
が
捕
え
て
鬼
の
住
処
に
連
れ
去
っ
た
捕
虜
を
救
い
出
す
命
令
を
賜
り
ま
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し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
京
都
で
は
一
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
人
が
鬼
に
失
わ
れ
、
悲
し
ま
な
い
家
族
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
。

一
方
、
渋
川
版
・
御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
源
頼
光
が
鬼
神
を
退
治
す
る
勅
命
を
賜
る
と
い
う
詳
細
的
な
挿
話
が
確
認
さ
れ
る
。

中
納
言
殿
は
落
つ
る
涙
の
隙
よ
り
も
、
急
ぎ
内
裏
へ
奏
聞
あ
り
け
れ
ば
、
み
か
ど
叡
覧
ま
し
々
々
て
、
公
卿
大
臣
集
ま
り
て
、
色
々
僉
議
ま
ち
々
々
な
り
。
そ
の
中

に
関
白
殿
進
み
出
、「
嵯
峨
天
皇
の
御
代
の
時
、
是
に
似
た
り
し
事
有
し
に
、
弘
法
大
師
の
封
じ
こ
め
、
国
土
を
去
つ
て
子
細
な
し
。
さ
り
な
が
ら
今
こ
ゝ
に
頼
光

を
召
さ
れ
つ
ゝ
、
鬼
神
討
て
よ
と
の
給
は
ゞ
、
定
光
、
末
武
、
綱
、
公
時
、
保
昌
を
は
じ
め
と
し
、
此
人
々
に
は
鬼
神
も
お
ぢ
を
の
ゝ
き
て
恐
れ
を
な
す
と
う
け
給

は
る
。
此
者
共
に
仰
付
ら
れ
候
へ
か
し
」。
み
か
ど
げ
に
も
と
思
召
、
頼
光
を
召
さ
れ
け
る
。

御
伽
草
子
『
酒
吞
童
子
』
で
は
、
こ
の
「
中
納
言
殿
」
は
、「
池
田
の
中
納
言
く
に
た
か
」
の
こ
と
を
指
す
。
娘
が
行
方
も
わ
か
ら
ず
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
く
に

た
か
は
村
岡
の
ま
さ
と
き
と
い
う
評
価
の
高
い
博
士
に
占
っ
て
も
ら
う
。
博
士
の
占
い
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
姫
君
の
御
行
方
は
、
丹
波
国
大
江
山
の
鬼
神
が
業
に
て
候
な
り
。
御
命
に
は
子
細
な
し
。
猶
そ
れ
が
し
が
方
便
に
て
、
円
め
い
と
祈
ら
ん
何
の
疑
ひ
有
べ
き
ぞ
。

此
占
形
を
よ
く
見
る
に
、
観
世
音
に
御
祈
誓
あ
り
、
誕
生
な
り
し
そ
の
願
、
い
ま
だ
成
就
せ
ぬ
御
咎
め
と
見
え
て
あ
り
。
観
音
へ
御
参
り
あ
り
、
よ
き
に
御
祈
誓
ま

し
ま
さ
ば
、
姫
君
左
右
な
く
都
に
帰
ら
せ
給
は
ん
と
、
見
通
す
や
う
に
占
ひ
て
博
士
は
わ
が
屋
に
帰
り
け
る
。（
下
略
）

姫
君
の
行
方
は
、
丹
波
国
大
江
山
の
鬼
神
の
し
わ
ざ
で
あ
る
。
占
形
に
よ
る
と
、
姫
君
の
誕
生
は
、
観
世
音
へ
の
祈
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
願
が
、
ま
だ
果

た
さ
れ
な
い
の
で
、
そ
の
お
と
が
め
と
し
て
、
姫
君
が
奪
い
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
博
士
に
よ
る
と
、
観
音
へ
参
詣
し
祈
っ
た
ら
、
姫
君
は
た
や
す
く
都
に
帰
れ
る
と
い

う
。中

納
言
は
、
内
裏
へ
報
告
し
た
の
で
、
関
白
殿
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
嵯
峨
天
皇
の
御
代
に
、
似
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
弘
法
大
師
が
鬼
神
を
封
じ
こ
め
、
国

土
か
ら
追
い
払
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
頼
光
が
召
さ
れ
、
彼
の
家
来
で
あ
る
貞
光
、
季
武
、
綱
、
公
時
、
保
昌
と
い
う
一
党
に
仰
せ
つ
け
る
よ
う
に
言
う
。
帝
も
賛
成
し
、

源
頼
光
を
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
こ
か
ら
は
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

ofO
Y

EY
A

M
A

（
大
江
山
）
』
と
御
伽
草
子
『
酒
吞
童
子
』
の
冒
頭
部
分
を
比
較
し
て
分
か
る
こ
と
が
何
か
、

以
下
述
べ
て
い
こ
う
。

ま
ず
は
、
第
一
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
占
い
の
挿
話
を
削
除
し
て
い
る
。

第
二
に
、
御
伽
草
子
に
出
て
く
る
歴
史
的
人
物
を
削
除
し
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
嵯
峨
天
皇
（
ま
た
、
御
伽
草
子
の
冒
頭
部
分
に
出
て
く
る
一
条
天
皇
）、

弘
法
大
師
、
さ
ら
に
、
池
田
の
中
納
言
く
に
た
か
、
占
い
の
村
岡
の
ま
さ
と
き
を
全
て
削
除
す
る
。
源
頼
光
に
つ
い
て
は
、
「R

aiko

」
と
表
記
し
、「
源
」
と
い
う
家
の

名
を
削
除
す
る
。
な
ぜ
削
除
す
る
の
か
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
ち
り
め
ん
本
よ
り
二
年
先
立
つ
、
一
八
八
九
年
に
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
全
二
〇
冊
の

う
ち
の
第
十
八
號
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『The

O
gre's

A
rm

（
羅
生
門
）』
に
は
、
以
下
の
文
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

N
ow

in
those

days,there
dw

eltin
K

yoto
a

brave
w

arrior,nam
ed

M
inam

oto-no-R
aiko.

逐
語
訳

さ
て
、
そ
の
ご
ろ
、
京
都
で
は
ミ
ナ
モ
ト-

ノ-

ラ
イ
コ
ウ
と
い
う
勇
敢
な
武
士
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
意
識
的
に
『The

O
gre's

A
rm

（
羅
生
門
）』
の
続
き
と
し
て
、『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
を
書
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、『The

O
gre's

A
rm

（
羅
生
門
）』
で
は
源
頼
光
の
紹
介
と
し
て
、「there

dw
elt

in
K

yoto
a

brave
w

arrior,
nam

ed

M
inam

oto-no-R
aiko

」
と
あ
り
、
京
都
に
住
む
勇
敢
な
武
士
だ
と
し
か
言
わ
な
い
。
源
と
い
う
一
族
の
名
前
ま
で
記
し
て
も
、
そ
れ
に
あ
た
る
説
明
が
確
認
さ
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
頼
光
の
存
在
は
、
数
年
後
の
も
う
一
つ
の
酒
吞
童
子
説
話
の
英
訳
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
出
版
さ
れ
た
、
英
子
セ
オ
ド
ラ
尾
崎
（Y

eiTheodora
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O
zaki

）
著
『The

G
oblin

ofO
eyam

a

』
に
も
確
認
さ
れ
る
。
セ
オ
ド
ラ
尾
崎
の
改
作
で
は
、
源
頼
光
が
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

Long,long
ago

in
O

ld
Japan,in

the
reign

of
the

Em
peror

Ichijo,the
sixty-sixth

Em
peror,there

lived
a

very
brave

generalcalled
M

inam
oto-no-R

aiko.

M
inam

oto
w

as
the

nam
e

ofthe
pow

erfulclan
to

w
hich

he
belonged,and

in
England

itw
ould

be
called

his
surnam

e,and
R

aiko,orY
orim

itsu,

（1

）w
as

his
ow

n
nam

e.

逐
語
訳

昔
々
、
古
代
日
本
で
は
、
第
六
十
六
代
の
天
皇
、
一
条
天
皇
の
御
代
、
ミ
ナ
モ
ト-

ノ-

ラ
イ
コ
ウ
と
い
う
と
て
も
勇
敢
な
将
軍
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
ミ
ナ
モ
ト
と

い
う
の
は
、
彼
が
属
し
た
強
力
な
一
族
の
名
前
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
姓
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
ラ
イ
コ
ウ
と
い
う
の
は
、
ヨ
リ
ミ
ツ
と
も
読
み
（1

）、
名
前
に
当

た
り
ま
す
。

こ
の
文
章
に
注
が
付
け
ら
れ
、
ま
た
「
頼
光
」
の
二
つ
の
読
み
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
詳
し
く
説
明
さ
れ
る
。

R
aiko,orY

orim
itsu.B

oth
nam

es
are

w
ritten

w
ith

the
sam

e
ideographs.R

aiko
is

the
C

hinese
pronunciation,and

Y
orim

itsu
the

Japanese
rendering.

逐
語
訳

ラ
イ
コ
ウ
、
ま
た
は
ヨ
リ
ミ
ツ
。
両
名
は
、
同
じ
漢
字
で
書
か
れ
る
。
ラ
イ
コ
ウ
は
中
国
の
読
み
で
、
ヨ
リ
ミ
ツ
は
日
本
の
読
み
。
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以
上
の
分
析
か
ら
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
あ
る
程
度
、
日
本
の
説
話
を
訳
す
に
あ
た
っ
て
、
も
と
の
説
話
に
溢
れ
て
い
る
歴
史
的
・
宗
教
的
な
要
素
を
ほ
と
ん
ど
削
除

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
日
本
の
説
話
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
よ
り
も
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
訳
し
方
を
求
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
羅
生
門
の
鬼
退
治

続
い
て
、
ち
り
め
ん
本
で
は
、
羅
生
門
の
鬼
退
治
説
話
を
語
る
ち
り
め
ん
本
『The

O
gre's

A
rm

（
羅
生
門
）』
と
の
繋
が
り
が
確
認
さ
れ
る
。

N
o
one

had
as

yet
had

courage
to

m
ake

an
attack

upon
the

ogres'castle.
W
atanabe

Tsuna,
one

of
R
aikō's

follow
ers,

had
indeed

lain
in

w
ait

for

Shutendōjithe
chief

of
the

ogres,atthe
G
ate

called
R
ashōm

on,in
K
yoto.There

a
fam

ous
struggle

had
taken

place
in

w
hich,though

the
ogres

escaped

him
,Tsuna

had
cutoff,and

carried
aw

ay
in

trium
ph

the
m

onster's
arm

.Shutendoji,how
ever,by

m
eans

of
a

clever
trick,gotback

his
arm

again;and

he,and
his

horrible
crew

,from
this

tim
e

forw
ard,becam

e
bolder

and
bolderuntilatlastthe

w
hole

city
w

as
filled

w
ith

terror
and

m
ourning.

逐
語
訳

鬼
の
城
を
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
勇
気
あ
る
人
は
、
い
ま
だ
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
に
頼
光
の
家
来
の
一
人
、
ワ
タ
ナ
ベ
・
ツ
ナ
は
、
京
都
の
「
羅
生
門
」
と
呼

ば
れ
る
「
門
」
で
、
鬼
の
大
将
で
あ
る
酒
呑
童
子
を
待
ち
伏
せ
ま
し
た
。
そ
こ
で
有
名
な
戦
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鬼
達
は
綱
か
ら
逃
げ
ま
し
た
が
、
綱
は
怪
物
の

一
人
の
腕
を
切
り
落
と
し
て
、
意
気
揚
々
し
て
そ
れ
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
酒
呑
童
子
は
、
ず
る
賢
い
策
略
を
つ
か
っ
て
、
ふ
た
た
び
自
分
の
腕
を
取
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り
戻
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
と
そ
の
恐
ろ
し
い
子
分
た
ち
は
、
こ
の
と
き
か
ら
ま
す
ま
す
大
胆
に
な
り
、
つ
い
に
町
全
体
を
恐
怖
と
悲
嘆
で
一
杯
に
さ
せ
た
の
で

す
。

こ
れ
は
、
羅
生
門
の
鬼
退
治
説
話
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
話
で
あ
る
。
島
津
久
基
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
「
羅
生
門
伝
説
に
関
す
る
代
表
的
な
文
献
と
し
て
、
謡
曲

『
羅
生
門
』
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
に
異
論
は
あ
る
ま
い
。」
と
述
べ
、
ま
た
、「
少
し
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
同
じ
伝
説
の
見
え
て
い
る
の
は
、『
太
平
記
』
の
巻

三
二
と
、
『
剣
巻
』（
『
平
家
物
語
』
に
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
）
で
、
稍
後
の
も
の
で
は
謡
曲
に
『
姫
切
』
と
い
う
の
も
あ
る
。
ず
っ
と
降
っ
て
は
、
音
羽
屋
の
新
古

演
劇
十
種
の
中
の
二
つ
ま
で
―
『
茨
木
』
と
『
戻
橋
』
と
―
此
の
伝
説
に
関
連
し
た
狂
言
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
で
あ
る
。
特
に
『
茨
木
』
な
り
、
長
唄
の
『
網
館
』

な
り
は
、
丁
度
、
謡
曲
の
『
羅
生
門
』
に
引
続
く
説
話
の
後
半
に
相
当
す
る
、
伯
母
に
化
け
て
取
返
し
に
来
る
段
で
あ
る
か
ら
、
謡
曲
の
方
と
合
せ
る
と
始
め
て
完
全
な

一
つ
の
物
語
に
な
る
わ
け
で
あ
る
」
と
、
島
津
氏
は
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
話
は
御
伽
草
子
『
酒
吞
童
子
』
で
も
確
認
さ
れ
る
が
、
冒
頭
部
分
で
は
な
い
。
頼
光
等
が
酒
吞
童
子
の
住
処
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
酒
吞
童
子
が
彼
ら

の
為
に
開
い
た
宴
の
最
中
、
頼
光
に
「
不
思
議
の
酒
」
を
呑
ま
せ
ら
れ
、
そ
し
て
、
酔
っ
払
っ
た
酒
吞
童
子
は
、
自
分
の
昔
の
こ
と
を
語
る
中
で
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と

を
述
べ
る
。

ま
た
頼
光
が
郎
等
に
、
貞
光
、
季
武
、
公
時
、
綱
、
保
昌
、
い
づ
れ
も
文
武
二
道
の
つ
は
も
の
な
り
。
こ
れ
ら
六
人
の
者
ど
も
こ
そ
、
心
に
か
か
り
候
ふ
な
り
。
そ

れ
を
い
か
に
と
申
す
に
、
過
ぎ
つ
る
春
の
こ
と
な
る
に
、
そ
れ
が
し
が
召
し
使
ふ
茨
木
童
子
と
い
ふ
鬼
を
、
都
へ
使
ひ
に
上
せ
し
時
、
七
条
の
堀
河
に
て
、
か
の
綱

に
渡
り
あ
ふ
。
茨
木
や
が
て
心
得
て
、
女
の
姿
に
さ
ま
を
変
へ
、
綱
が
あ
た
り
に
立
ち
寄
り
、
髻
む
ず
と
取
り
、
つ
か
ん
で
来
ん
と
せ
し
と
こ
ろ
を
、
綱
、
こ
の
よ

し
見
る
よ
り
も
、
三
尺
五
寸
す
る
り
と
抜
き
、
茨
木
が
片
腕
を
、
水
も
た
ま
ら
ず
打
ち
落
す
。
や
う
や
う
武
略
を
め
ぐ
ら
し
て
、
腕
を
取
り
返
し
、
今
は
子
細
も
候

は
ず
。
き
や
つ
ば
ら
が
む
つ
か
し
さ
に
、
わ
れ
は
都
に
行
く
こ
と
な
し
（
下
略
）

渡
辺
綱
が
茨
木
童
子
と
い
う
、
酒
吞
童
子
の
召
使
い
の
腕
を
切
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
御
伽
草
子
で
は
、
渡
辺
綱
と
戦
っ
て
腕
を
切
ら
れ
た
の
は
、
酒
吞
童
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子
で
は
な
く
、
茨
木
童
子
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ち
り
め
ん
本
『The

O
gre's

A
rm

（
羅
生
門
）』
と
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ス

夫
人
は
茨
木
童
子
を
削
除
し
、
酒
吞
童
子
を
両
方
の
話
の
主
人
公
に
し
た
の
で
あ
る
。

五
、
頼
光
は
勅
命
を
受
け
、
大
江
山
へ
出
で
立
つ

次
に
、
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
で
は
、
喜
ん
で
勅
命
を
受
け
た
頼
光
の
姿
が
描
写
さ
れ
る
。

R
aikō

w
as

delighted
to

receive
the

M
ikado's

order.Indeed,this
w
as

allhe
had

been
w
aiting

for,as
he

and
his

band
had

long
vow

ed
the

destruction
of

the
ogres.

逐
語
訳

頼
光
は
喜
ん
で
、
帝
の
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
実
は
、
こ
れ
こ
そ
頼
光
が
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
頼
光
と
家
来
た
ち
が
、
ず
っ
と
前
か
ら

鬼
退
治
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。

一
方
、
御
伽
草
子
で
は
、
頼
光
が
下
命
を
受
け
、
急
い
で
内
裏
へ
参
上
す
る
。
す
る
と
、
帝
は
丹
波
国
大
江
山
に
棲
む
、
鬼
神
を
退
治
す
る
よ
う
に
頼
光
に
頼
む
。
頼

光
は
、
そ
の
勅
命
を
う
か
が
い
、
困
難
な
命
だ
と
思
っ
た
が
、
断
ら
ず
に
そ
の
勅
命
を
受
け
る
。
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頼
光
勅
を
う
け
給
は
り
、
急
ぎ
参
内
仕
り
け
れ
ば
、
み
か
ど
叡
覧
ま
し
々
々
て
、「
い
か
に
頼
光
う
け
給
は
れ
。
丹
波
国
大
江
山
に
は
鬼
神
が
す
み
て
あ
た
を
な
す
。

わ
が
国
な
れ
ば
率
土
の
う
ち
、
い
づ
く
に
鬼
神
の
す
む
べ
き
ぞ
。
い
は
ん
や
間
近
き
あ
た
り
に
て
、
人
を
悩
ま
す
い
は
れ
な
し
。
平
げ
よ
」
と
の
宣
旨
な
り
。
頼
光

勅
命
う
け
給
は
り
、
あ
つ
ぱ
れ
大
事
の
宣
旨
か
な
。
鬼
神
は
変
化
の
物
な
れ
ば
、
討
手
向
ふ
と
知
る
な
ら
ば
、
塵
や
木
の
葉
と
身
を
変
じ
、
我
ら
凡
夫
の
眼
に
て
、

見
つ
け
ん
事
は
か
た
か
る
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
勅
を
ば
い
か
で
背
く
べ
き
。
急
ぎ
わ
が
屋
に
帰
り
つ
ゝ
人
々
を
召
し
寄
せ
て
、（
下
略
）

六
、
お
わ
り
に

ジ
ョ
イ
ム
ス
夫
人
は
御
伽
草
子
に
出
て
く
る
歴
史
的
人
物
を
全
て
削
除
す
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
理
由
の
一
つ
に
は
、
も
し
そ
れ
を
記
す
な
ら
ば
、
読
者
に

そ
れ
ら
の
人
物
の
説
明
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
国
外
の
読
者
に
向
け
て
日
本
作
品
を
発
信
す
る
場
合
、
歴
史
的
人
物
の
具
体
化
は
、
な
じ
み
の
薄
い
、

或
い
は
、
な
じ
み
の
な
い
人
物
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
、
読
者
を
混
乱
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
故
に
、
彼
女
は
プ
ロ
ッ
ト
を

大
事
に
し
、
人
物
の
具
体
化
は
極
力
さ
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
意
識
的
に
、『The

O
gre's

A
rm

（
羅
生
門
）』
の
続
き
と
し
て
、『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
を
書

い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
彼
女
の
行
動
は
非
常
に
大
胆
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
な
ぜ
彼
女
が
そ
の
よ
う
に
二
つ
の
作
品
を
一
連
付
け
た

か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
か
ら
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
彼
女
に
と
っ
て
、
或
い
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
は
一
つ
の
流
れ
を
も
つ
プ

ロ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
女
の
創
作
技
術
の
卓
越
さ
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
が
一
つ
の
流
れ
を

も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
の
説
話
の
享
受
の
あ
り
方
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
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ま
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
説
話
が
享
受
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

す
る
と
、
先
に
記
し
た
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
歴
史
的
人
物
の
具
体
化
を
避
け
た
と
い
う
の
も
、
二
つ
の
作
品
が
連
結
さ
れ
た
こ
と
と
当
然
関
係
し
て
こ
よ
う
。
歴
史

的
人
物
の
具
体
化
を
さ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
作
品
が
一
つ
の
作
品
と
し
て
収
斂
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
従
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫

人
は
日
本
の
説
話
の
忠
実
な
翻
訳
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
あ
ら
た
な
日
本
説
話
の
発
生
を
促
し
た
人
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
強

調
し
て
お
き
た
い
。
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第
三
節

グ
リ
フ
ィ
ス
と
『R

a
i
k
o
a
n
d
t
h
e
S
h
i
-
T
e
n
D
o
j
i

（
頼
光
と
シ-

テ
ン
童
子
）
』

一
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス

こ
こ
で
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（W

illiam
ElliotG

riffis

）
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

グ
リ
フ
ィ
ス
（W

illiam
Elliot

G
riffis

）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
生
ま
れ
た
グ
リ

フ
ィ
ス
は
、
幼
い
頃
よ
り
、
日
本
と
の
縁
が
深
か
っ
た
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）、
八
歳
に
な
っ
た
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
後
に
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
日
本
に
来
航
す

る
こ
と
に
な
る
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
遠
征
艦
隊
司
令
官
が
率
い
る
サ
ス
ケ
ハ
ナ
（Susquehanna

）
と
い
う
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
見
て
い
る
。

数
年
後
、
出
身
校
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
、
初
め
て
渡
米
し
て
き
た
日
本
人
学
生
の
指
導
に
関
わ
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
越
前
福
井
藩
の
藩
校
・
明
道
館
で
、

化
学
と
物
理
を
教
え
る
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し
て
福
井
藩
に
招
か
れ
て
来
日
す
る
（1

）。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
著
作
五
〇
冊
の
う
ち
、
十
八
冊
は
日
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
帰
国
の
二
年
後
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『The

M
ikado's

Em
pire

（
皇
国
）』
は
、
三
十
年
に
わ
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
よ
く
読
ま
れ
た
日
本
関
係
の
書
物
と
さ
れ
る
（2

）。

『
皇
国
』
第
二
部
十
三
章
「Folk-lore

and
Fireside

Stories

」（
昔
話
と
炉
端
物
語
）
は
、
日
本
の
昔
話
を
集
め
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
四
年
後
の
一

八
八
〇
年
に
は
『Japanese

Fairy
W

orld

―Stories
from

the
W

onder-lore
of

Japan

（
日
本
の
お
伽
の
世
界
―
日
本
の
不
思
議
な
伝
承
か
ら
の
説
話
）』
と
い
う
き
ち

ん
と
し
た
昔
話
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
本
稿
が
注
目
す
る
「R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

」
で
あ
っ
た
。
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二
、
グ
リ
フ
ィ
ス
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

（
頼
光
と
シ-

テ
ン
童
子
）
』

『
皇
国
』
第
二
部
十
三
章
「Folk-lore

and
Fireside

Stories

」（
昔
話
と
炉
端
物
語
）
で
は
、
頼
光
に
よ
る
の
酒
呑
童
子
退
治
は
、「R

aiko
and

the
O

ni

」（
頼
光
と

鬼
）
と
い
う
話
の
中
で
、
羅
生
門
の
鬼
退
治
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
説
話
の
続
き
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
に
と
っ
て
は
、

The
w

onderfulstory
of

"R
aiko

and
the

O
ni"

is
one

of
the

m
ostfam

ous
in

the
collection

of
Japanese

grandm
others.Its

pow
er

to
open

the
m

ouths
and

distend
the

oblique
eyes

of
the

youngsters
long

after
bed-tim

e,is
unlim

ited
(3
).

「
頼
光
と
鬼
」
は
、
す
ば
ら
し
い
話
で
、
日
本
の
祖
母
が
語
る
話
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
有
名
な
一
つ
で
あ
る
。
寝
床
に
入
っ
て
か
ら
も
長
い
こ
と
子
供
の
口
を
聞
か

せ
、
た
れ
さ
が
っ
た
目
を
見
張
ら
す
そ
の
力
は
絶
大
で
あ
る
。

『
皇
国
』
で
は
、
酒
呑
童
子
説
話
の
あ
ら
す
じ
は
、
次
の
数
行
で
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

Shu-ten
dōjiw

as
another

ghoulw
hich

R
aiko,w

ith
his

retainers,w
entto

slay.R
aiko

w
entto

his
cave,and

asked
for

a
night's

lodging.H
e
found

there
a

great
red

m
an

w
ith

long
red

hair
drinking

strong
saké

out
of

a
huge

trencher
w

hich
w

ould
hold

severaltubfuls.A
fter

a
w

hile
the

ghoul
got

drunk,and

fell
asleep.R

aiko
then

drew
his

sw
ord

and
cut

the
m

onster's
head.H

is
retainers

helped
him

to
carry

it
out

and
it

w
as

paraded
w

ith
great

pom
p

w
here

every
one

could
see

it.It
w

as
bigger

than
the

great
lion's

head
w

hich
used

to
be

carried
through

the
streets

of
Y

edo
at

the
great

festival
procession

of

K
anda

M
iō

Jin
(see

page
188

),w
hich

itrequired
tw

enty
m

en
to

carry.Ithad
frightfulhorns

and
tusks,and

devoured
m

any
people(4

)

．

つ
ま
り
、
酒
呑
童
子
は
、
頼
光
が
、
家
来
と
と
も
に
、
殺
害
し
に
行
っ
た
も
う
一
人
の
悪
鬼
だ
っ
た
。
頼
光
は
酒
呑
童
子
の
洞
穴
に
行
っ
て
、
一
夜
の
宿
を
求
め
た
。

そ
こ
で
、
強
い
酒
を
巨
大
な
木
皿
か
ら
飲
ん
で
い
る
長
い
赤
毛
の
偉
大
な
赤
い
男
性
に
会
う
。
し
ば
ら
く
し
て
、
悪
鬼
は
酔
っ
て
寝
入
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
頼
光
は
剣

を
抜
い
て
、
怪
物
の
頭
を
切
っ
た
。
家
来
は
、
頼
光
が
そ
の
頭
を
運
び
出
す
の
を
手
伝
う
。
そ
し
て
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
運
ば
れ
て
い
た
。
童
子
の
頭
は
、
神
田
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明
神
祭
り
で
運
ば
れ
る
獅
子
の
頭
よ
り
も
、
大
き
か
っ
た
。
恐
ろ
し
い
角
と
牙
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
々
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
が
語
る
こ
の
酒
呑
童
子
説
話
の
出
典
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
じ
く
『
皇
国
』
第
二
部
十
三
章
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、

I
have

before
m

e
a

little
stitched

book
of

seven
leaves,w

hich
I

boughtam
ong

a
lotof

tw
o

dozen
or

m
ore

in
one

of
the

colored
printand

book
shops

in
Tōkiō.It

is
four

inches
long

and
three

w
ide.O

n
the

gaudy
cover,w

hich
is
printed

in
seven

colors,is
a
picture

of
R
aiko,the

hero,in
helm

et
and

arm
or,grasping

in
both

hands
the

faithfulsw
ord

w
ith

w
hich

he
slays

the
ghoulw

hose
frightfulface

glow
ers

above
him

.The
hiragana

textand
w

ood

w
ithin

the
covers

are
greatly

w
orn,show

ing
thatm

any
thousand

copies
have

been
printed

from
the

originaland
oft-retouched

face
of

the
cherry-w

ood

blocks(5
).

一
冊
の
糸
で
綴
じ
た
七
枚
か
ら
な
る
小
さ
な
本
の
話
が
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
こ
れ
は
東
京
の
色
刷
版
画
と
本
を
売
る
店
で
二
ダ
ー
ス
以
上
の
本
の
な
か
か
ら
見
つ
け
て

買
っ
た
と
い
う
。
縦
四
イ
ン
チ
、
横
三
イ
ン
チ
あ
り
、
七
色
刷
り
の
派
手
な
表
紙
に
頼
光
の
絵
が
あ
る
。
こ
の
英
雄
は
鎧
兜
に
身
を
固
め
て
、
恐
ろ
し
い
顔
で
頼
光
を
上

か
ら
に
ら
ん
で
い
る
鬼
を
殺
そ
う
と
、
忠
義
の
刀
に
両
手
を
か
け
て
い
る
。
ひ
ら
が
な
の
本
文
と
表
紙
の
木
版
画
は
相
当
す
り
切
れ
て
い
て
、
桜
の
版
木
の
原
文
の
し
か

も
し
ば
し
ば
加
筆
さ
れ
た
面
か
ら
、
数
千
の
部
数
が
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
皇
国
』
で
右
の
よ
う
に
数
行
で
紹
介
さ
れ
た
酒
呑
童
子
説
話
は
、
四
年
後
の
一
八
八
〇
年
に
は
『Japanese

Fairy
W

orld

―Stories
from

the
W

onder-lore
ofJapan

（
日
本
の
お
伽
の
世
界
―
日
本
の
不
思
議
な
伝
承
か
ら
の
説
話
）』
と
い
う
き
ち
ん
と
し
た
昔
話
集
の
中
で
も
、「R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
四
節
に
「R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

」
の
テ
キ
ス
ト
の
具
体
相
と
、
な
ぜ
こ
れ
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of

O
Y

EY
A

M
A

（
大
江
山
）』
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
か
見
て
い
き
た
い
。
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。
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第
四
節

ち
り
め
ん
本
『T

h
e
O
G
R
E
S
o
f
O
Y
E
Y
A
M
A

』
と
グ
リ
フ
ィ
ス
『R

a
i
k
o
a
n
d
t
h
e
S
h
i
-
T
e
n
D
o
j
i

』

一
、
問
題
の
所
在

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
翻
訳
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇)

に
刊
行
さ
れ
た
Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』（
頼
光
と
シ-

テ
ン
童
子
）
と
、
そ
の
十
一
年
後
の

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
ち
り
め
ん
本
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
の
本
文
を
対
照
し
、
両
者
の
ち
が
い
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
方
法
と
し
て
は
、
表
を
作
成
し
、
上
に
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
の
本
文
、
下
に
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
の
本
文
を
掲
載
し
、
比
較
対
照
し
て

い
く
。

二
、「
丹
後
の
山
」
と
「
鬼
の
峠
」

表
１
は
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
の
冒
頭
部
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は
、
こ
こ
か
ら
物
語
が
始
ま
る
。

表
１
・
「
丹
後
の
山
」
と
「
鬼
の
峠
」

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

Q
U

ITE
PA

TH
LESS

w
ere

the
desolate

m
ountains

of
Tango,

for
no

one
N

o
one

had
as

yet
had

courage
to

m
ake

an
ever

w
ent

into
them

except
once

in
a

w
hile

a
poor

w
oodcutter

or
attack

upon
the

ogres'castle.
charcoal-burner;yetR

aiko
and

his
m

en
setoutw

ith
stouthearts.
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グ
リ
フ
ィ
ス
訳
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

Q
U

ITE
PA

TH
LESS

w
ere

the
desolate

m
ountains

of
Tango,

for
no

one
ever

w
ent

into
them

except
once

in
a

w
hile

a
poor

w
oodcutter

or
charcoal-burner;yetR

aiko
and

his
m

en
setoutw

ith
stouthearts.

道
な
き
道
は
、
人
な
き
丹
後
の
山
、
ま
れ
に
貧
し
い
木
こ
り
や
炭
焼
き
を
除
け
ば
、
誰
も
そ
こ
に
分
け
入
る
こ
と
も
な
い
。
頼
光
と
そ
の
家
来
は
勇
気
を
ふ
る
っ

て
出
発
し
た
。

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、
次
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

N
o

one
had

as
yethad

courage
to

m
ake

an
attack

upon
the

ogres'castle.

鬼
の
城
を
襲
う
勇
気
あ
る
人
は
、
ま
だ
、
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。

両
者
は
と
も
に
「no

one

」
で
始
ま
る
。

ま
た
、
山
の
名
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

the
desolate

m
ountains

of
Tango

（
人
な
き
丹
後
の
山
）
」、

ジ
ェ
イ
ム
ス
訳

the
ogres'castle

と
な
っ
て
お
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は

no
one

ever
w

entinto
them

と
続
き
、
恐
ろ
し
く
、
一
人
も
入
っ
て
い
か
な
い
山
の
様
子
を
描
く
。

ち
り
め
ん
本
で
は
、
話
は
以
下
の
よ
う
に
続
い
て
い
く
。

R
aiko

then,w
ith

Tsuna
and

his
other

follow
ers

prepared
for

their
journey.W

ell
arm

ed,and
w

ith
their

good
sw

ords
in

their
belts,this

brave
little

band,
consisting

of
but

five
w

arriors,set
off

tow
ards

the
m

ountain
still

know
n

as
the

"O
gres'hill,"

at
the

top
of

w
hich

they
expected

to
find

the

m
onster's

den.

頼
光
は
綱
と
家
来
と
と
も
に
、
た
っ
た
五
人
の
勇
気
の
あ
る
一
同
（brave

little
band

）
を
結
成
し
て
、
怪
物
（m

onster

）
の
根
城
（den

)

が
あ
る
は
ず
、「
鬼
の
峠
」

（O
gres's

H
ill

）
と
し
て
知
ら
れ
る
山
へ
出
立
す
る
。
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続
い
て
、
ち
り
め
ん
本
に
し
か
確
認
さ
れ
な
い
、
次
ぎ
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

行
く
手
を
阻
む
峻
し
い
山
で
難
行
し
て
い
る
と
、
山
中
で
、
長
く
雪
の
よ
う
に
白
い
髭
を
生
や
し
た
威
厳
の
あ
る
一
人
の
老
人
に
出
会
う
。
頼
光
に
経
緯
を
聞
い
た
老

人
は
、
酒
呑
童
子
は
そ
の
名
の
よ
う
に
酒
が
好
き
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
て
酒
で
弱
ら
せ
る
の
が
よ
い
、
と
言
う
。
老
人
は
一
同
を
自
分
の
住
居
に
伴
い
、
彼
ら

を
料
理
で
も
て
な
す
。
そ
し
て
、
頼
光
に
兜
、
魔
法
の
太
刀
、
盃
（drinking

flagon
or

goblet)

を
さ
ず
げ
る
。
盃
は
一
つ
に
見
え
た
が
、
中
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、

二
つ
の
違
う
種
類
の
酒
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
同
に
、
鎧
と
武
器
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
山
伏
（Y

am
abushi,or

m
ountain

herm
its)

の
衣
を
ま
と
わ

せ
る
。
最
後
に
、
老
人
は
頼
光
に
「
サ
カ
イ
の
有
名
な
ワ
イ
ン
（som

e
of

the
fam

ous
w

ine
of

Sakai

）」
と
強
力
な
睡
眠
剤
で
あ
る
白
い
粉
を
授
け
る
。
行
き
方
を
教

え
な
が
ら
、「
汝
ら
に
、
神
の
恵
み
と
幸
あ
れ
！
」（"G

o,
m

y
sons,

and
m

ay
heaven

prosper
you"

）
と
い
う
。
頼
光
た
ち
は
、
老
人
の
助
言
ど
お
り
に
出
発
す
る
。

老
人
の
優
し
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
老
人
は
人
間
で
は
な
く
、
神
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
（"This

w
as

no
m

ere
m

ortal:the
gods

them
selves

have
com

e
to

our
help".

）、
頭
を
深
々
と
地
に
触
れ
る
ほ
ど
垂
れ
て
お
辞
儀
を
し
た
。

以
上
の
記
述
は
、
前
述
し
た
通
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
に
は
、
見
ら
れ
な
い
。
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
の
独
自
の
文
章
で
あ
る
。

で
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
こ
の
内
容
を
ど
こ
か
ら
採
り
入
れ
た
の
か
。

お
そ
ら
く
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
か
ら
離
れ
て
、
御
伽
草
子
の
本
文
を
参
看
し
、
翻
訳
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
、
険
し
い
山
奥
の
描
写

次
に
、
ち
り
め
ん
本
で
は
、
険
し
い
山
奥
へ
の
旅
が
始
ま
る
。
そ
の
景
色
に
あ
た
る
描
写
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
と
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
に
も
、
表
２
に
太
字
で
示
し
た

よ
う
に
、
表
現
の
類
似
性
が
高
い
。

表
２
・
険
し
い
山
奥
の
描
写

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

T
here

w
ere

no
bridges

over
the

stream
s,

and
frightful

precipices
Fording

the
stream

s,
for

bridges
there

w
ere

none,
and

clim
bing

steep
abounded.O

nce
they

had
to

stop
and

build
a

bridge
by

felling
a

tree,and
precipices,aided

often
by

the
ropelike

stem
s

of
the

w
ild

w
isteria.A

fter
w

alking
across

itover
a

dangerous
chasm

.O
nce

they
cam

e
to

a
steep

rock,
a

hard
day's

m
arch,

they
cam

e,
tow

ards
evening

to
the

foot
of

a
thickly

to
descend

w
hich

they
m

ust
m

ake
a

ladder
of

creeping
vines.

A
t

last
w

ooded
hill.

they
reached

a
dense

grove
atthe

top
ofa

cliff,far
up

to
the

clouds,w
hich

seem
ed

as
ifitm

ightcontain
the

dem
on's

castle.

表
現
が
一
致
す
る
箇
所
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

先
ず
、
小
川
の
上
に
橋
が
な
い
こ
と
を
さ
す
表
現
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

there
w

ere
no

bridges
over

the
stream

s

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
で
は
、

Fording
the

stream
s,forbridges

there
w

ere
none

と
な
っ
て
お
り
、
少
し
言
い
方
は
違
う
が
、「stream

s

」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
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次
に
、
崖
に
対
す
る
表
現
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、「frightful

precipices

」（
恐
ろ
し
い
崖
）
と
「steep

rock

」（
険
し
い
岩
）
と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で

は
、「steep

precipices

」（
険
し
い
崖
）
と
な
っ
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
を
合
体
さ
せ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
頼
光
ら
が
山
を
よ
じ
登
っ
て
行
く
た
め
、
蔓
性
植
物
を
摑
む
こ
と
に
あ
た
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

to
descend

w
hich

they
m

ustm
ake

a
ladder

of
creeping

vines

（
崖
を
下
り
る
た
め
、
蔓
性
植
物
を
は
し
ご
に
し
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
）

と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

clim
bing

steep
precipices,aided

often
by

the
ropelike

stem
s

ofthe
w

ild
w

isteria

（
よ
く
野
性
の
藤
の
縄
の
よ
う
な
茎
を
摑
ん
で
、
山
を
よ
じ
登
っ
た
）

と
な
っ
て
い
て
、
蔓
は
、
よ
り
具
体
的
に
野
生
の
藤
を
さ
れ
て
い
る
。

四
、
頼
光
等
と
娘
の
遭
遇

続
い
て
、
両
者
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
頼
光
ら
が
衣
の
血
を
洗
っ
て
い
る
娘
と
出
会
う
場
面
が
確
認
さ
れ
る
。
頼
光
等
が
い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
聞
く
と
、
娘
が
言
う
に
は

は
、
自
分
は
鬼
た
ち
の
囚
わ
れ
の
身
だ
が
、
こ
こ
か
ら
す
ぐ
に
立
ち
さ
る
よ
う
に
懇
願
す
る
。
頼
光
た
ち
は
鬼
達
に
会
う
た
め
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
い
、
朝
に

な
る
前
に
、
娘
を
逃
が
し
て
や
る
と
い
う
。
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表
３
・
頼
光
等
と
娘
の
遭
遇

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

A
pproaching,they

found
a

pretty
m

aiden
w

ashing
som

e
clothes

w
hich

There
they

m
et

w
ith

a
beautiful

m
aiden

engaged
in

w
ashing

blood
had

spots
of

blood
on

them
.

stained
garm

ents
in

the
m

ountain
torrent,

w
hich

here
flow

ed
m

ore
quietly

through
the

valley.
T

hey
said

to
her,

"Sister,
M

iss,
w

hy
are

you
here,

and
w

hat
are

you
T

he
w

arriors
in

surprise
asked

her
w

hat
she

did
alone

in
this

desolate
doing?"

"A
h,"

said
she,w

ith
a

deep
sigh,"you

m
ust

notcom
e

here.This
spot."A

las
sirs,"

she
answ

ered,"I
am

a
captive,and

am
obliged

to
do

the
is

the
haunt

of
dem

ons.
They

eat
hum

an
flesh

and
they

w
ill

eat
yours."

bidding
of

m
y

m
asters,the

ogres.
"Look

there"
said

she
pointing

to
a

pile
of

w
hite

bones
of

m
en,

w
om

en
and

children,
"Y

ou
m

ust
go

dow
n

the
m

ountain
as

quickly
as

you
Fly,I

beseech
you,w

hile
yet

there
is

tim
e,from

this
haunted

spot."
cam

e."
Saying

this
she

burstinto
tears.B

utinstead
of

being
frightened

or
sorrow

ful,the
brave

fellow
s

nearly
danced

for
joy.

"W
e

have
com

e
here

for
the

purpose
of

destroying
the

dem
ons

by
the

"N
o

indeed,"
said

R
aiko,

"w
e

have
com

e
on

purpose
to

find
the

ogres'
m

ikado's
orders,"

said
R

aiko,patting
his

breast,w
here

inside
his

dress
in

den.
the

dam
ask

bag
w

as
the

im
perialorder.

B
efore

m
orning

you
shallbe

free."

表
３
に
お
い
て
は
、
先
ず
、
衣
の
血
を
洗
っ
て
い
る
娘
と
頼
光
ら
の
出
会
い
に
対
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は
、

they
found

a
pretty

m
aiden

w
ashing

som
e

clothes
w

hich
had

spots
of

blood
on

them

と
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は

they
m

etw
ith

a
beautifulm

aiden
engaged

in
w

ashing
blood

stained
garm

ents

と
し
て
い
る
。「
出
会
う
」
の
訳
語
で
あ
る
「found

」
と
「m

et

」
、
ま
た
は
衣
の
訳
語
「clothes

」
と
「garm

ents

」
、
娘
に
対
す
る
記
述
形
容
詞
「pretty

」
と
「beautiful

」

の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
類
似
性
が
高
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
頼
光
ら
が
娘
に
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
い
る
の
か
と
聞
く
文
章
を
見
て
み
た
い
。
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頼
光
等
の
こ
と
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

they
（
彼
ら
）

と
す
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
で
は

the
w

arriors
（
武
士
達
）

と
す
る
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
に
見
ら
れ
る
頼
光
等
の
質
問
の
、

"Sister,M
iss,w

hy
are

you
here,and

w
hatare

you
doing?"

（
お
姉
さ
ん
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
か
、
ま
た
何
を
し
て
い
る
の
か
。）

は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は

The
w

arriors
in

surprise
asked

her
w

hat
she

did
alone

in
this

desolate
spot

(

驚
い
て
、
武
士
達
は
一
人
で
そ
の
よ
う
な
人
気
の
無
い
荒
れ
た
場
所
で
何
を

し
て
い
る
の
か
尋
ね
た
）

と
い
う
よ
う
な
間
接
話
法
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
す
る
娘
の
返
事
で
あ
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

"Y
ou

m
ustgo

dow
n

the
m

ountain
as

quickly
as

you
cam

e."

（
出
来
る
だ
け
早
く
、
山
を
下
り
な
さ
い
）

と
す
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

"Fly,I
beseech

you,w
hile

yetthere
is

tim
e,from

this
haunted

spot."
（
怪
物
が
で
る
こ
の
場
所
か
ら
お
逃
げ
下
さ
い
、
お
願
い
致
し
ま
す
、
ま
だ
時
間
が

あ
る
う
ち
に
）

と
す
る
。

表
３
に
お
け
る
類
似
箇
所
の
最
後
は
、
娘
の
懇
願
に
対
す
る
頼
光
ら
の
返
事
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
訳
に
見
ら
れ
る
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W
e

have
com

e
here

for
the

purpose
of

と
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
の

w
e

have
com

e
on

purpose
to

二
つ
の
助
詞
の
改
編
以
外
、
完
璧
に
一
致
す
る
。
続
い
て
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

destroying
the

dem
ons

by
the

m
ikado's

orders

（
帝
の
勅
命
に
よ
っ
て
、
鬼
を
退
治
す
る
た
め
）

と
な
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
こ
で
初
め
て
、
鬼
退
治
は
帝
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、
冒
頭
の

TH
E

G
reatW

arrior
R

aiko
had

received
orders

from
the

M
ikado

to
punish

the
ogres

で
触
れ
て
い
る
で
、
こ
こ
で
は
、

to
find

the
ogres'den

（
鬼
の
巣
窟
を
探
す
た
め
）

と
だ
け
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
酒
吞
童
子
の
料
理
人
で
あ
る
小
鬼
と
の
出
会
い

続
い
て
、
両
者
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
頼
光
ら
が
山
を
登
り
始
め
る
と
、
た
い
し
て
行
か
ぬ
う
ち
に
、
酒
吞
童
子
の
料
理
人
と
し
て
雇
わ
れ
た
小
鬼
に
出
会
う
場
面
が
確

認
さ
れ
る
。
頼
光
ら
は
、
小
鬼
が
鬼
達
の
料
理
に
使
う
人
の
身
体
の
一
部
分
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
場
面
で
あ
る
。

こ
こ
も
、
表
４
の
よ
う
に
、
類
似
性
が
高
い
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
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表
４
・
酒
吞
童
子
の
料
理
人
と
の
出
会
い

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

T
hey

began
to

clim
b

the
hill

but
they

had
not

gone
far

before
they

So
leaving

the
m

aid
in

astonishm
ent,they

began
to

clim
b

the
m

ountain.
m

et
a

young
oniw

ho
w

as
a

cook
in

the
great

doji's
kitchen.

T
hey

had
not

gone
far

w
hen

they
m

et
a

young
ogre,w

ho
w

as
cook

to
Shutendoji.
W

hat
w

as
the

horror
of

the
w

arriors
to

find
that

he
w

as
carrying

hom
e

H
e

w
as

carrying
a

hum
an

lim
b

for
his

m
aster's

lunch.
part

of
a

hum
an

body,w
hich

he
m

eant
to

cook
for

the
ogres'

supper.
Indeed,

all
around,

lay
hum

an
bones,

bleaching
in

the
sun,

w
hich

had
been

flung
dow

n
the

precipice
from

the
ogres'kitchen!

ま
ず
、
頼
光
ら
が
山
を
登
り
始
め
る
こ
と
を
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

They
began

to
clim

b
the

hill

と
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

they
began

to
clim

b
the

m
ountain.

と
し
て
い
る
。
両
者
で
は
「They

began
to

clim
b

the

」
と
い
う
表
現
は
、
完
璧
に
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
山
の
事
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
「hill

」（
峠
）
と
な

る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
「m

ountain

」（
山
）
で
あ
る
。

次
に
、「
た
い
し
て
行
か
ぬ
う
ち
に
」
と
い
う
表
現
は
、
両
者
で
も

they
had

notgone
far

と
あ
り
、
同
じ
で
あ
る
。
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そ
し
て
、「
頼
光
ら
は
童
子
の
料
理
人
で
あ
る
小
鬼
に
出
会
う
」
の
訳
で
あ
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
の

they
m

eta
young

oniw
ho

w
as

a
cook

in
the

greatdoji's
kitchen

と
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
の

they
m

eta
young

ogre,w
ho

w
as

cook
to

Shutendoji

は
殆
ど
一
致
す
る
が
、
面
白
い
こ
と
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「
鬼
」
と
い
う
和
語
を
そ
の
ま
ま
を
使
う
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
「ogre

」
と
し
て
訳
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
酒
吞
童
子
」
の
訳
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
そ
の
ま
ま
に
な
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「greatdoji

」（
大
童
子
）
と
す
る
。

当
該
表
最
後
の
類
似
箇
所
で
は
、
頼
光
ら
は
、
小
鬼
が
鬼
達
の
料
理
に
使
う
肉
体
の
一
部
分
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
箇
所
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

H
e

w
as

carrying
a

hum
an

lim
b

for
his

m
aster's

lunch

と
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

he
w

as
carrying

hom
e

partof
a

hum
an

body,w
hich

he
m

eantto
cook

for
the

ogres'supper

と
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
「
持
っ
て
い
た
こ
と
」
を

H
e

w
as

carrying

と
訳
す
が
、
そ
の
部
分
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
で
は

lim
b

（
手
足
）

と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ス
訳
で
は

partof
a

hum
an

body

（
身
体
の
部
分
）

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
身
体
の
部
分
の
料
理
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、
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for
his

m
aster's

lunch

（
主
人
の
昼
食
の
た
め
）

と
な
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

for
the

ogres'supper

（
鬼
達
の
軽
晩
ご
飯
の
た
め
）

と
す
る
。

こ
の
場
面
の
続
き
は
、
表
５
に
な
る
が
、
肉
体
の
部
分
を
見
て
気
持
ち
悪
く
な
っ
た
頼
光
ら
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
気
持
ち
を
隠
し
て
、
小
鬼
に
優
し
く
挨
拶
を
す
る
。

そ
し
て
、
城
の
首
領
に
会
え
な
い
か
と
頼
む
。
頼
光
ら
の
身
体
が
お
い
し
い
料
理
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
小
鬼
は
頼
光
ら
の
申
し
出
に
嬉
し
く
応
じ
る
と
い
う
く
だ

り
で
あ
る
。

表
５
・
頼
光
等
は
肉
体
の
部
分
を
見
て
気
持
ち
悪
く
な
る

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

T
hey

gnashed
their

teeth
silently,and

clutched
their

sw
ords

under
their

H
iding

his
disgust

as
w

ell
as

he
could,

R
aiko

bade
the

ogre
good

coats.Y
etthey

courteously
saluted

the
cook-dem

on,and
asked

for
an

evening,
and

asked
him

politely
if

he
and

his
friends

could
find

interview
w

ith
the

chief.
shelter

for
the

night
in

his
m

aster's
castle.

"W
e

are
poor

m
ountain

priests,"
said

R
aiko,

travelling
to

K
yoto,

and
have

lost
our

w
ay.

A
s

it
is

now
near

sunset,
and

w
e

are
both

faint
and

w
eary,w

e
hope

your
m

aster
w

illnotsend
us

aw
ay."

T
he

dem
on

sm
iled

in
his

sleeve,
thinking

w
hat

a
fine

dinner
his

T
he

young
ogre

readily
agreed

to
state

their
case

to
Shutendoji,

m
aster

w
ould

m
ake

of
the

four
m

en.
thinking

all
the

tim
e

to
him

self
"w

hat
a

fine
feast

w
e

shall
have

off
these

fat
old

priests!"

こ
の
く
だ
り
は
、
表
記
が
少
し
異
な
る
も
の
の
、
意
味
的
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
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ま
ず
、
頼
光
ら
の
む
か
む
か
す
る
反
応
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

They
gnashed

their
teeth

silently

」（
彼
ら
は
静
か
に
歯
噛
み
を
し
て
）

に
な
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

H
iding

his
disgustas

w
ellas

he
could

（
「
頼
光
は
」
い
や
気
を
で
き
る
だ
け
隠
し
て
）

と
す
る
。

次
に
、
頼
光
等
は
小
鬼
に
優
し
く
挨
拶
を
す
る
表
現
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

they
courteously

saluted
the

cook-dem
on

（
か
れ
ら
は
優
し
く
料
理
人
の
鬼
に
挨
拶
し
て
）

だ
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は

R
aiko

bade
the

ogre
good

evening

（
頼
光
は
鬼
に
こ
ん
ば
ん
は
と
言
っ
て
）

と
す
る
。

そ
し
て
、
頼
光
ら
は
城
の
首
領
に
会
え
な
い
か
と
頼
む
部
分
で
あ
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

asked
for

an
interview

w
ith

the
chief

（
「
か
れ
ら
は
」
首
領
と
の
面
会
を
求
め
た
）

だ
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

asked
him

politely
if

he
and

his
friends

could
find

shelter
for

the
nightin

his
m

aster's
castle

（
頼
光
は
鬼
に
彼
と
彼
の
友
達
は
、
鬼
の
主
人
の
城
で
の
一
夜
の
宿
を
優
し
く
乞
っ
た
）

と
な
る
。
こ
の
続
き
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
に
し
か
な
い
箇
所
が
あ
る
。

"W
e

are
poor

m
ountain

priests,"
said

R
aiko,travelling

to
K

yoto,and
have

lostour
w

ay.A
s

itis
now

near
sunset,and

w
e

are
both

faintand
w

eary,
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w
e

hope
your

m
aster

w
illnotsend

us
aw

ay."

頼
光
は
「
か
わ
い
そ
う
な
山
伏
で
す
。
京
都
に
旅
し
て
い
て
、
道
に
迷
い
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
日
没
に
な
り
、
も
う
力
も
な
く
、
疲
れ
て
い
る
の
で
、
あ
な
た
の

主
人
は
私
た
ち
を
追
い
返
さ
な
い
と
い
い
の
で
す
が
」
と
言
っ
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、
以
上
に
見
ら
れ
た
、
頼
光
ら
は
神
に
よ
っ
て
山
伏
姿
に
変
装
さ
せ
て
も
ら
う
場
面
が
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
箇
所
も
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
の
、
頼
光
ら
が
お
い
し
い
料
理
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
小
鬼
は
頼
光
ら
の
申
し
出
に
嬉
し
く
応
じ
る
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、

The
dem

on
sm

iled
in

his
sleeve,thinking

w
hata

fine
dinner

his
m

aster
w

ould
m

ake
of

the
four

m
en.

と
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

The
young

ogre
readily

agreed
to

state
their

case
to

Shutendoji,thinking
all

the
tim

e
to

him
self

"w
hat

a
fine

feast
w

e
shall

have
off

these
fat

old

priests!"

と
な
る
。
鬼
の
反
応
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

The
dem

on
sm

iled
in

his
sleeve

（
鬼
は
腹
の
中
で
笑
っ
た
）

と
あ
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は

The
young

ogre
readily

agreed

（
小
鬼
は
直
ぐ
に
応
じ
て
）

と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「
鬼
」
を
「dem

on

」
で
訳
し
て
い
る
。
続
き
の

thinking
w

hata
fine

と
い
う
表
現
が
両
者
に
一
致
す
る
が
、
相
違
点
と
し
て
、
頼
光
一
同
を
表
記
す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

four
m

en

（
四
人
）
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に
な
っ
て
い
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
で
は

these
fatold

priests

（
こ
の
太
っ
て
老
い
た
司
祭
）
の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
あ
る
表
現
を
と
っ
て
い
る
。

六
、
酒
吞
童
子
の
城
の
描
写

続
い
て
、
頼
光
ら
は
鬼
の
城
の
前
に
着
く
場
面
で
あ
る
。
巨
大
な
岩
山
、
深
い
森
に
囲
ま
れ
て
あ
る
城
の
描
写
に
あ
た
っ
て
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
と
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫

人
訳
で
一
致
す
る
点
が
、
表
６
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
見
い
だ
さ
れ
る
。

表
６
・
酒
吞
童
子
の
城
の
描
写

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

A
few

feet
forw

ard,and
a

turn
in

the
path

brought
them

to
the

front
A

nd
now

they
cam

e
in

sight
of

the
castle.

D
ark

and
gloom

y
it

looked,
of

the
dem

on's
castle.A

m
ong

talland
m

ighty
boulders

of
rock,w

hich
am

ong
tallpine

trees,and
giant

rocks
of

w
eird

and
curious

shape.The
loom

ed
up

to
the

clouds,
there

w
as

an
opening

in
the

dense
groves,

dem
on

cook
begged

the
pretended

priests
to

w
ait

at
the

gate
w

hile
he

thickly
covered

w
ith

vines
and

m
osses

like
an

arbor.
From

this
point,

learned
his

m
aster's

pleasure
concerning

them
,

but
soon

returning,
led

the
view

over
the

plains
below

com
m

anded
a

space
of

hundreds
of

m
iles.

them
into

the
presence

of
Shutendojihim

self.
In

the
distance

the
red

pagodas,w
hite

tem
ple-gables

and
castle

tow
ers

of
K

ioto
w

ere
visible.
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頼
光
ら
は
鬼
の
城
の
前
に
着
く
く
だ
り
に
当
た
っ
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
の

to
the

frontof
the

dem
on's

castle

（
鬼
の
城
の
前
に
）

に
対
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
は

in
sightof

the
castle

（
城
の
見
え
る
と
こ
ろ
へ
）

と
、
似
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

城
を
囲
ま
れ
る
岩
に
あ
た
る
表
記
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳

A
m

ong
talland

m
ighty

boulders
of

rock

（
高
く
て
巨
大
の
岩
の
丸
石
の
中
）

は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は

am
ong

tallpine
trees,and

giantrocks
of

w
eird

and
curious

shape

（
高
い
松
の
木
、
不
思
議
な
形
の
巨
大
の
岩
の
中
）

と
な
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、
岩
に
対
す
る
「am

ong
tall

」
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
少
し
変
え
て
、
松
の
木
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
松
の
木
の
こ
と
は
、
グ
リ

フ
ィ
ス
訳
の

dense
groves,thickly

covered
w

ith
vines

and
m

osses
like

an
arbor

」（
東
屋
の
よ
う
な
茎
と
苔
に
お
っ
た
、
密
集
し
た
木
立
の
中
の
穴
）

と
い
う
表
現
を
変
化
さ
せ
て
い
る
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
表
７
は
城
内
の
様
子
を
描
く
く
だ
り
で
あ
る
。
鬼
の
住
処
に
入
っ
た
頼
光
一
同
は
、
長
い
広
間
の
奥
に
、
酒
呑
童
子
の
座
っ
て
い
る
姿
を
み
る
。
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表
７
・
城
内
の
様
子グ

リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

Inside
the

cave
w

as
a

banqueting
halllarge

enough
to

seatone
hundred

The
m

onster
w

as
seated

at
the

upper
end

of
a

long
hall.

persons.The
floor

w
as

neatly
covered

w
ith

new
,clean

m
ats

of
sea-green

rice-straw
,

on
w

hich
tables,

silken
cushions,

arm
-rests,

drinking-cups,
A

round
him

w
ere

soft
cushions,

and
silken

curtains,
and

scattered
bottles

and
m

any
other

articles
of

com
fortlay

about.
about

lay
drinking

The
stone

w
alls

w
ere

richly
decorated

w
ith

curtains
and

hangings
of

cups
and

bottles.
fine

silken
stuffs.

A
t

the
end

of
the

long
hall,

on
a

raised
dais,

our
heroes

presently
observed,as

a
curtain

w
as

lifted,the
chief

dem
on,Shi-ten

doji,of
august,

yetfrightfulappearance.

こ
こ
で
も
、
両
者
に
い
く
つ
か
の
類
似
点
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
鬼
の
住
処
の
中
、
酒
呑
童
子
が
座
っ
て
い
る
と
こ
ろ
「
長
い
広
間
の
奥
」
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

A
tthe

end
of

the
long

hall,on
a

raised
dais

と
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は

atthe
upper

end
of

a
long

hall

と
す
る
。
表
現
と
し
て
ほ
ぼ
一
致
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
の

atthe
upper

end

（
上
端
）

は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
の

on
a

raised
dais

（
高
く
し
た
壇
で
）
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の
改
変
だ
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
広
間
に
見
ら
れ
る
品
々
で
あ
る
が
、

cushions
（
ま
く
ら
）、

drinking
cups

（
コ
ッ
プ
）、

bottles

（
ビ
ン
）

と
い
う
単
語
は
一
致
し
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
「
絹
の
幕
」
に
あ
た
る

curtains
and

hangings
of

fine
silken

stuffs

（
み
ご
と
な
絹
の
幕
と
か
け
布
）

は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は

silken
curtains

と
し
て
省
略
す
る
。

反
対
に
、
相
違
点
と
し
て
は
、
酒
呑
童
子
の
訳
語
そ
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

the
chief

dem
on,Shi-ten

doji

（
首
領
鬼
、
シ-

テ
ン
童
子
）

と
す
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
の
こ
の
箇
所
で
は
、

The
m

onster

（
怪
物
）
と
な
っ
て
い
る
。
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七
、
酒
吞
童
子
と
の
出
会
い

続
い
て
、
表
８
で
は
、
酒
呑
童
子
の
描
写
が
描
か
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
真
っ
赤
な
身
体
で
、
頭
に
角
が
生
え
て
い
る
酒
呑
童
子
は
金
の
脇
息
に
も
た
れ
て
い
た
。

表
８
・
酒
吞
童
子
の
描
写

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

H
e

w
as

leaning
on

a
golden

arm
-rest.

B
utw

ho
can

describe
the

horrible
aspectof

the
ogre,as

he
reclined

on
a

golden
arm

rest?
H

is
body

w
as

quite
red,and

he
w

as
round

and
fatlike

a
baby

grow
n

up.
W

ith
his

red
body,hideous

features
and

copper-coloured
horns,he

w
as

H
e

had
very

black
hair

cutlike
a

sm
allboy's,and

on
the

top
of

his
head,

enough
to

strike
terror

into
the

boldest
heart.

Shutendoji
how

ever,
justpeeping

through
the

hair
w

ere
tw

o
very

short
horns.

received
the

pretended
priests

w
ith

m
uch

condescension,and
invited

them
to

sup
and

spend
the

evening
w

ith
him

.

こ
こ
で
の
一
致
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

金
の
脇
息
に
も
た
れ
て
い
た
童
子
の
姿
に
相
当
す
る
表
現
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は

H
e

w
as

leaning
on

a
golden

arm
-rest

と
す
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は

reclined
on

a
golden

arm
rest

と
す
る
。

次
に
、
童
子
の
真
っ
赤
な
身
体
の
表
現
の
訳
を
見
て
み
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は
、
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H
is

body
w

as
quite

red

（
彼
の
身
体
か
な
り
赤
か
っ
た
）

と
す
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
く
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は

W
ith

his
red

body

（
彼
の
赤
い
身
体
で
）

と
す
る
。

童
子
の
頭
に
生
え
て
い
る
角
の
表
現
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

tw
o

very
shorthorns

（
非
常
に
小
さ
い
二
本
の
角)

と
す
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は

copper-coloured
horns

（
赤
銅
色
の
角
）

と
な
っ
て
い
る
。

八
、
宴
会
の
描
写

表
９
は
、
宴
会
が
始
ま
る
場
面
で
あ
る
。
鬼
達
が
、
小
鬼
が
持
っ
て
来
た
人
骨
と
人
肉
の
料
理
を
食
べ
、
人
間
の
髑
髏
で
酒
を
呑
ん
で
い
る
の
を
み
て
、
頼
光
ら
は

む
か
む
か
す
る
。
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表
９
・
宴
会
の
描
写グ

リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

R
aiko

and
his

m
en

separated,
and

began
talking

freely
w

ith
the

dem
ons

T
he

supper
w

as
soon

brought
in

by
attendant

ogres,
and

consisted
until

the
partitions

at
one

corner
w

ere
slid

aside,
and

a
troop

of
little

m
ainly

of
anim

als'heads,and
hum

an
bones,though

there
w

as
also

a
dish

dem
ons

w
ho

w
ere

w
aiter-boys

entered.
They

brought
in

a
host

of
or

tw
o

of
w

ild
boar

and
other

gam
e.

dishes,and
the

onis
fell

to
and

ate.The
noise

of
their

jaw
s

sounded
like

R
aiko

and
his

com
rades

w
ere

alm
ost

sick
w

ith
the

sight,yetdared
not

the
pounding

of
a

rice
m

ill.
O

ur
heroes

w
ere

nearly
sickened

at
the

refuse
to

partake
of

this
ghastly

feast.
The

ogre
and

his
lords

w
ere

too
repast,for

it
consisted

chiefly
of

hum
an

flesh,w
hile

the
w

ine-cups
busy

w
ith

their
ow

n
m

eal,w
hich

they
devoured

ravenously,to
notice

that
w

ere
m

ade
of

em
pty

hum
an

skulls.
H

ow
ever,

they
laughed

and
talked

their
guests

did
no

m
ore

than
feign

to
eat,

and
in

reality
left

the
and

excused
them

selves
from

eating,saying
they

had
just

lunched.
disgusting

m
orsels

untasted.
A

s
the

dem
ons

drank
m

ore
and

m
ore

they
grew

lively,
laughed

till
the

A
ll

this
tim

e
w

ine
had

been
flow

ing
like

w
ater;

indeed
there

w
as

a
large

cave
echoed,

and
sang

uproarious
songs.

Every
tim

e
they

grinned,
they

tub
of

it
standing

near,from
w

hich
sm

aller
vessels

w
ere

constantly
being

show
ed

their
terrible

tusks,
and

teeth
like

fangs.
A

ll
of

them
had

horns,
filled.

Som
e

of
these

vessels
frightful

to
tell,

w
ere

hum
an

skulls,
and

though
m

ostof
these

w
ere

very
short.

w
ere

handed
to

the
ogre

by
captive

m
aiden

w
hom

they
forced

to
w

ait
upon

them
.

こ
の
箇
所
で
も
、
い
く
つ
か
の
一
致
す
る
言
葉
が
確
認
さ
れ
る
。

食
事
を
持
っ
て
く
る
給
仕
鬼
の
登
場
に
あ
た
る
表
現
か
ら
見
よ
う
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、
鬼
達
の
こ
と
は

a
troop

of
little

dem
ons

w
ho

w
ere

w
aiter-boys

（
ウ
エ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
で
あ
っ
た
小
鬼
の
一
同
）

と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は

attendantogres

（
給
仕
鬼
）
と
な
る
。

ま
た
、「
食
事
を
持
っ
て
く
る
」
表
現
と
し
て
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は

They
broughtin

a
hostof

dishes
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と
す
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
は

The
supper

w
as

soon
broughtin

の
受
身
形
に
変
え
る
。

次
、
小
鬼
が
持
っ
て
来
た
鬼
達
の
食
事
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

consisted
chiefly

of
hum

an
flesh

（
主
に
人
肉
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
）

で
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

consisted
m

ainly
of

anim
als'heads,and

hum
an

bones

（
主
に
獣
の
頭
と
人
骨
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
）

と
な
り
、
両
者
は
類
似
性
の
高
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
酒
を
呑
む
た
め
の
コ
ッ
プ
は
、
人
間
の
髑
髏
で
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

w
hile

the
w

ine-cups
w

ere
m

ade
of

em
pty

hum
an

skulls

と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

Som
e

of
these

vessels
frightfulto

tell,w
ere

hum
an

skulls

と
な
り
、
両
者
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
そ
れ
を
見
て
頼
光
ら
は
吐
き
気
を
催
す
」
と
い
う
表
現
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

O
ur

heroes
w

ere
nearly

sickened
atthe

repast,

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

R
aiko

and
his

com
rades

w
ere

alm
ostsick

w
ith

the
sight,
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で
あ
る
。

九
、
キ
ョ
ー
ト
・
ダ
ン
ス

次
の
場
面
で
は
、
酒
呑
童
子
が
酔
っ
て
、
陽
気
に
な
る
。
頼
光
は
得
意
の
「
京
都
踊
り
」
で
鬼
を
も
て
な
す
。
鬼
た
ち
は
こ
れ
に
や
ん
や
の
喝
采
を
浴
せ
る
。

表

・
キ
ョ
ー
ト
・
ダ
ン
ス

10

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

T
he

doji
becam

e
especially

hilarious,
and

drank
the

health
of

every
W

hen
R

aiko
saw

thatShutendojihad
drunk

a
great

deal,and
that

the
one

of
his

four
guests

in
a

skullfullof
w

ine.To
supply

him
there

w
as

a
fun

w
as

becom
ing

fast
and

furious,he
thoughtthatnow

w
as

his
tim

e
to

tub
fullof

saké
athand,and

his
usualdrinking-vesselw

as
a

dish
w

hich
act.

seem
ed

to
Tsu

□a
to

be
as

large
as

a
fullm

oon.
R

aiko
now

offered
to

return
the

courtesies
show

n
them

by
dancing

"the
So

stepping
forw

ard,he
offered

to
show

them
the

"K
yoto

dance"
for

K
ioto

dance,"
for

w
hich

he
w

as
fam

ous.Stepping
out

into
the

centre
w

hich
he

w
as

fam
ous.H

e
danced

so
w

ell,and
handled

his
fan

w
ith

so
of

the
hall,

w
ith

his
fan

in
one

hand,
he

danced
gracefully

and
w

ith
m

uch
grace

that
the

drunken
ogres

scream
ed

w
ith

delight,m
aking

the
such

w
onderful

ease,
that

the
onis

scream
ed

w
ith

delight,
and

clapped
hallecho

again
to

their
shouts.

their
hands

in
applause,

saying
they

had
never

seen
anything

to
equal

it.
Even

the
m

aidens,lostin
adm

iration
of

the
polished

courtier,forgottheir
sorrow

,
and

felt
as

happy
for

the
tim

e
as

though
they

w
ere

at
hom

e
dancing.

こ
の
部
分
冒
頭
で
は
、
表
記
が
少
し
ち
が
っ
て
も
、
酒
呑
童
子
が
酔
っ
て
、
陽
気
に
な
る
く
だ
り
、
両
者
で
確
認
さ
れ
る
。
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ま
ず
、
源
頼
光
が
「the

"K
yoto

dance"

（
キ
ョ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
）」
で
鬼
を
も
て
な
す
場
面
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

渋
川
版
の
御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
で
は
、
こ
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

や
が
て
頼
光
お
酌
に
こ
そ
は
立
た
れ
け
る
。
童
子
が
受
け
た
る
盃
を
綱
は
此
よ
し
見
る
よ
り
も
、
ず
ん
ど
立
つ
て
ぞ
舞
ふ
た
り
け
る
。「
年
を
経
て
鬼
の
岩
屋
に
春

の
来
て
、
風
や
誘
ひ
て
花
を
散
ら
さ
ん
、
お
も
し
ろ
や
」
と
、
こ
れ
も
又
押
し
返
し
二
三
べ
ん
こ
そ
舞
ふ
た
り
け
る
。
此
歌
の
心
も
ち
こ
れ
に
有
逢
鬼
ど
も
を
嵐

に
花
の
散
る
如
く
に
な
す
べ
し
と
の
、
歌
の
心
を
鬼
は
す
こ
し
も
聞
き
知
ら
ず
、
あ
ら
お
も
し
ろ
や
と
感
じ
つ
ゝ
次
第
々
々
に
酔
ひ
ほ
れ
て

こ
の
部
分
は
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

R
aiko

now
offered

to
return

the
courtesies

show
n

them
by

dancing
"the

K
ioto

dance,"
forw

hich
he

w
as

fam
ous.

Stepping
out

into
the

centre
of

the
hall,

w
ith

his
fan

in
one

hand,
he

danced
gracefully

and
w

ith
such

w
onderful

ease,
that

the
onis

scream
ed

w
ith

delight,and
clapped

theirhands
in

applause,saying
they

had
neverseen

anything
to

equalit.

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、
次
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

So
stepping

forw
ard,he

offered
to

show
them

the
"K

yoto
dance"

for
w

hich
he

w
as

fam
ous.

H
e

danced
so

w
ell,and

handled
his

fan
w

ith
so

m
uch

grace
thatthe

drunken
ogres

scream
ed

w
ith

delight,m
aking

the
hallecho

again
to

their
shouts.

三
者
を
比
較
し
て
気
づ
く
第
一
の
点
は
、
鬼
の
た
め
に
舞
う
武
士
で
あ
る
。
御
伽
草
子
で
は
渡
辺
綱
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
はR

aiko

、
ジ
ェ
イ
ム

ス
夫
人
訳
の
こ
の
箇
所
で
はhe

と
な
っ
て
い
る
。H

e

は
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
も
、
頼
光
の
こ
と
を
さ
す
。

第
二
に
、
舞
の
名
前
「
キ
ョ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
」
で
あ
る
。
御
伽
草
子
の
舞
に
は
名
前
が
な
い
。
一
方
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

"the
K

ioto
dance,"

forw
hich

he
w

as
fam

ous

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

the
"K

yoto
dance"

forw
hich

he
w

as
fam

ous
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と
な
っ
て
い
る
。
こ
のthe

"K
yoto

dance"

と
い
う
特
異
な
舞
の
名
称
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
グ
リ
フ
ィ
ス
訳"the

K
ioto

dance"

を
継
承
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

さ
ら
に
、
英
訳
で
は
、
扇
を
持
っ
て
優
雅
に
舞
う
頼
光
の
姿
が
記
さ
れ
る
。

第
一
に
、「
手
で
扇
を
持
つ
」
の
翻
訳
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

w
ith

his
fan

in
one

hand

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

handled
his

fan

と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
「
優
美
に
舞
っ
た
」
の
訳
語
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

he
danced

gracefully

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

H
e

danced
so

w
ell

で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
のgracefully

はdanced

に
か
か
る
副
詞
で
あ
る
。
一
方
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、
扇
の
持
ち
方
に
つ
い
てw

ith
so

m
uch

grace

と
表

現
す
る
。
い
ず
れ
もgrace

の
語
を
用
い
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
に
は
、
鬼
達
がscream

ed
w

ith
delight

（
喜
ん
で
き
ゃ
っ
き
ゃ
っ
と
声
を
あ
げ
る
）
と
い
う
共
通
す
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

第
三
に
、
御
伽
草
子
で
は
、
舞
よ
り
も
、
綱
の
歌
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
綱
が
く
り
か
え
し
二
度
三
度
と
歌
う
そ
の
歌
は
、

年
を
経
て
鬼
の
岩
屋
に
春
の
来
て
、
風
や
誘
ひ
て
花
を
散
ら
さ
ん
、
お
も
し
ろ
や
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こ
こ
に
居
合
わ
せ
る
鬼
ど
も
を
、
嵐
に
花
が
散
る
よ
う
に
斬
り
散
ら
そ
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

十
、
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン

次
に
、
両
作
品
で
は
、
頼
光
が
舞
い
終
わ
っ
た
後
、
こ
れ
は
一
番
美
味
し
い
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
だ
と
言
い
な
が
ら
、
酒
呑
童
子
に
酒
を
さ
し
あ
げ
る
場
面
が
確
認
さ

れ
る
。
酒
呑
童
子
は
一
気
に
飲
み
干
し
、
や
が
て
雷
の
よ
う
な
高
鼾
で
寝
て
し
ま
う
。

表

・
カ
イ
の
ワ
イ
ン

11

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

The
dance

finished,
R

aiko
took

from
his

bosom
a

bottle
of

saké,
and

Then
producing

the
double

drinking
stoup

R
aiko

offered
it

to
offered

it
to

the
chief

dem
on

as
a

gift,saying
it

w
as

the
best

w
ine

of
Shutendoji,

assuring
him

that
it

contained
som

e
of

the
finest

Sakai
Sakai.

T
he

delighted
doji

drank
and

gave
a

sip
to

each
of

his
lords

w
ine.

saying,"T
his

is
the

best
liquor

I
ever

tasted,you
m

ustdrink
the

health
of

our
friends

in
it."

N
ow

R
aiko

had
bought,

at
the

m
ost

skillful
druggists'

in
the

capital,
a

R
aiko

had
before

this
taken

an
opportunity

of
filling

both
com

partm
ents

pow
erful

sleeping
potion,

and
m

ixed
it

w
ith

the
w

ine,
w

hich
m

ade
it

of
the

stoup
w

ith
w

ine,
but

into
one

of
them

he
had

cunningly
taste

very
sw

eet.
dropped

the
w

hite
pow

der.This
side

of
the

flagon
he

took
care

should
alw

ays
he

presented
to

the
ogre

and
his

lords,w
hile

he
and

his
follow

ers
as

carefully
drank

out
of

the
other.Shutendoji

loudly
praised

the
w

ine,
and

w
as

not
content

until
he

had
drained

the
last

drop.
Though

he
had

allow
ed

the
other

ogres
to

have
a

sip,
yet

he
had

drunk
the

lion's
share

In
a

few
m

inutes
all

the
dem

onshad
dropped

off
asleep,

and
their

him
self,

so
that

he
w

as
soon

asleep,
and

snoring
like

the
sound

of
snores

sounded
like

the
rolling

thunder
of

the
m

ountains.
distant

thunder,
and

before
long

m
ost

of
his

retainers
had

follow
ed

his
exam

ple.



- 82 -

表

の
通
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
も
、
武
士
は
舞
い
終
わ
っ
た
後
、
酒
呑
童
子
に
酒
を
さ
し
あ
げ
る
。
御
伽
草
子
「
酒
呑
童
子
」
と
比

11

較
し
た
ら
、
綱
が
舞
う
前
に
、
頼
光
が
童
子
に
毒
酒
を
さ
し
あ
げ
る
。
こ
の
順
番
は
、
御
伽
草
子
と
異
な
り
、
ま
た
両
作
品
の
一
致
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
第
一
に
、「
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
」
に
注
目
し
た
い
。

御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
で
は
、
源
頼
光
が
酒
呑
童
子
に
酒
を
献
ず
る
場
面
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

そ
の
時
頼
光
座
敷
を
立
ち
、
件
の
酒
を
取
り
出
し
、「
こ
れ
は
又
都
よ
り
の
持
参
の
酒
に
て
候
へ
ば
、
恐
れ
な
が
ら
童
子
へ
も
御
酒
ひ
と
つ
参
ら
せ
ん
。
御
心
み
の

た
め
に
」
と
て
、
頼
光
一
つ
さ
ら
り
と
ほ
し
、
酒
呑
童
子
に
さ
ゝ
れ
け
る
。
童
子
盃
受
け
取
り
こ
れ
も
さ
ら
り
と
ほ
さ
れ
た
り
。
げ
に
も
神
便
あ
り
が
た
や
、
不

思
議
の
酒
の
こ
と
な
れ
ば
、
そ
の
味
甘
露
の
如
く
に
て
、
心
も
こ
と
ば
も
及
ば
れ
ず
。

頼
光
が
取
り
出
し
た
「
件
の
酒
」
は
「
都
よ
り
の
持
参
の
酒
」
で
あ
る
。
ま
ず
、
頼
光
が
「
御
心
み
の
た
め
に
」
と
毒
味
に
飲
み
干
し
、
酒
呑
童
子
に
酒
を
勧
め
る
。

そ
の
「
不
思
議
の
酒
」
の
味
は
「
甘
露
」
の
よ
う
に
言
葉
に
で
き
ぬ
ほ
ど
美
味
で
あ
る
。

こ
の
「
不
思
議
の
酒
」
の
名
を
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は
、

the
bestw

ine
of

Sakai

と
訳
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
は
、

the
finestSakaiw

ine

と
訳
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
意
味
は
「
最
も
良
い
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
」
で
あ
る
。

「
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
」
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
に
は
、
も
う
一
例
登
場
す
る
。
大
江
山
の
山
中
で
難
行
す
る
頼
光
一
行
に
、
白
髭
の
老
人
（
実
は
神
）
が
「
有
名
な

サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
」
と
白
い
粉
（
毒
）
を
与
え
る
。
こ
れ
を
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
次
の
よ
う
に
英
訳
す
る
。

som
e

ofthe
fam

ous
w

ine
of

Sakai

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
に
初
出
例
が
み
え
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
二
度
使
う
「
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
」
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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「Sakai

」
は
、
固
有
名
詞
の
表
記
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
刊
行
の
一
年
後
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）、
山
形
の
酒
井
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
創
業
し
て
い
る
。
こ
の
酒
井
で
生
産
さ
れ
た
国
産
ワ
イ
ン
を
さ
す

も
の
か
。
あ
る
い
は
、
貿
易
港
で
あ
っ
た
大
坂
・
堺
に
届
い
た
輸
入
ワ
イ
ン
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
サ
カ
イ
」
は
「
酒
」
に
通
じ
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
に
は
「sake

」
の
語
は
一
度
も
使
用
さ
れ
な
い
。「sake

」
に
相
当
す
る
語
は
、
す
べ
て
「w

ine

」
と
訳
さ

れ
る
。

Through
his

love
ofw

ine
shallyou

overcom
e

him
.

（
酒
呑
童
子
の
ワ
イ
ン
好
き
に
付
け
込
ん
で
、
あ
な
た
は
彼
を
退
治
で
き
る
は
ず
で
す
。）

A
dded

to
this,the

old
m

an
gave

to
R

aiko
som

e
of

the
fam

ous
w

ine
ofSakai,

（
こ
れ
に
加
え
て
、
老
人
は
頼
光
に
有
名
な
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
を
与
え
た
。）

A
llthis

tim
e

w
ine

had
been

flow
ing

like
w

ater;

（
宴
の
間
中
、
ワ
イ
ン
は
湯
水
の
よ
う
に
ふ
ん
だ
ん
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。）

Then
producing

the
double

drinking
stoup

R
aiko

offered
itto

Shutendoji,assuring
him

thatitcontained
som

e
of

the
finestSakaiw

ine.

（
そ
し
て
、
二
杯
の
酒
杯
を
用
意
し
て
（
一
杯
は
毒
入
り
ワ
イ
ン
を
作
り
）、
中
身
は
最
高
級
の
サ
カ
イ
の
ワ
イ
ン
だ
と
請
け
合
っ
て
、
頼
光
は
酒
杯
を
酒
呑
童
子

に
差
し
だ
し
た
。）

R
aiko

had
before

this
taken

an
opportunity

of
filling

both
com

partm
ents

of
the

stoup
w

ith
w

ine,but
into

one
of

them
he

had
cunningly

dropped
the

w
hite

pow
der.

（
頼
光
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
中
が
二
つ
に
仕
切
ら
れ
た
盃
の
片
方
に
ワ
イ
ン
を
入
れ
、
片
方
に
だ
け
は
白
い
粉
（
毒
）
を
抜
け
目
な
く
入
れ
た
。）

Shutendojiloudly
praised

the
w

ine,and
w

as
notcontentuntilhe

had
drained

the
lastdrop.
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（
酒
呑
童
子
は
声
高
に
そ
の
ワ
イ
ン
を
称
え
、
最
後
の
一
滴
を
飲
み
干
す
ま
で
満
足
し
な
か
っ
た
。）

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
、
頻
繁
に
「
酒
」
を
「w

ine

」
と
翻
訳
す
る
。

『
御
伽
草
子
』
で
は
「
都
よ
り
の
持
参
の
酒
」「
不
思
議
な
酒
」
と
あ
っ
た
日
本
酒
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
っ
て
「the

best
w

ine
of

Sakai

」
と
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
、

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
に
い
た
っ
て
「w

ine

」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
に
は
「saké

」
の
用
例
が
三
例
確
認
さ
れ
る
。

A
llof

them
atonce

poured
outa

fresh
saucer

ofsaké
and

drank
itdow

n.

（
彼
ら
は
皆
、
同
時
に
冷
た
い
酒
を
盃
に
注
い
で
、
そ
れ
を
飲
み
干
し
た
。）

To
supply

him
there

w
as

a
tub

fullof
saké

athand,

（
酒
呑
童
子
に
酒
を
用
意
す
る
た
め
、
手
元
に
は
酒
で
い
っ
ぱ
い
の
桶
が
置
い
て
あ
っ
た
。）

The
dance

finished,R
aiko

took
from

his
bosom

a
bottle

ofsaké,and
offered

itto
the

chief
dem

on
as

a
gift,saying

itw
as

the
bestw

ine
of

Sakai.

（
舞
が
終
わ
る
と
、
頼
光
は
懐
か
ら
酒
を
一
瓶
を
取
り
出
し
、
「
こ
れ
は
サ
カ
イ
の
最
も
良
い
ワ
イ
ン
で
す
」
と
言
い
な
が
ら
、
鬼
の
親
分
に
贈
り
物
と
し
て
差
し

出
し
た
。）

第
二
に
、
毒
酒
を
作
る
た
め
、
頼
光
が
使
う
毒
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、
都
の
一
番
熟
練
し
た
薬
舗
で
頼
光
が
「
強
い
眠
剤
の
水
薬
」（a

pow
erful

sleeping

potion

）
を
買
っ
て
、
そ
れ
を
ワ
イ
ン
と
混
ぜ
た
。
一
方
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、
頼
光
は
、
中
は
二
つ
に
分
か
れ
た
盃
に
ワ
イ
ン
を
入
れ
た
が
、
一
つ
の
部
分
の

み
に
、
以
前
神
か
ら
貰
っ
た
白
い
粉
を
抜
け
目
な
く
い
れ
た
（he

had
cunningly

dropped
the

w
hite

pow
der

）。
よ
う
す
る
に
、
両
作
品
で
は
、
毒
酒
は
出
来
上
が

っ
た
物
で
は
な
く
、
頼
光
が
作
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
酒
呑
童
子
は
一
気
に
酒
を
飲
み
干
し
、
や
が
て
雷
の
よ
う
な
高
鼾
で
寝
て
し
ま
う
（w

as
soon

asleep,and
snoring

like
the

sound
of

distantthunder

）

の
も
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、
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In
a

few
m

inutes
allthe

dem
onshad

dropped
off

asleep,and
their

snores
sounded

like
the

rolling
thunder

of
the

m
ountains

と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

so
thathe

w
as

soon
asleep,and

snoring
like

the
sound

of
distantthunder,and

before
long

m
ostof

his
retainers

had
follow

ed
his

exam
ple.

と
し
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
一
致
に
な
る
。

十
一
、
頼
光
の
太
刀

さ
ら
に
、
酒
呑
童
子
の
と
ど
め
を
刺
す
頼
光
の
太
刀
「
ち
す
い
」
の
説
話
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
場
面
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
を
参
看
し
た
こ
と
が
論
証
で
き
る
。

表

の
よ
う
に
、
頼
光
は
家
来
に
合
図
を
送
っ
て
、
寝
て
い
る
酒
呑
童
子
に
近
づ
き
、
す
か
さ
ず
太
刀
を
抜
く
。
太
刀
は
長
く
伸
び
て
、
酒
呑
童
子
の
首
を
斬
る
、

12

そ
の
箇
所
で
あ
る
。



- 86 -

表

・
頼
光
の
太
刀

12

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

T
hen

R
aiko

rose
up

and
gave

the
signal

to
his

com
rades.

W
hispering

T
hen

up
rose

R
aiko

and
gave

the
signalto

his
com

rades.
to

the
m

aidens
to

leave
the

room
quietly,

they
drew

their
sw

ords,
and

D
raw

ing
their

sw
ords

they
soon

m
ade

short
w

ork
of

the
sleeping

w
ith

as
little

noise
as

possible
cut

the
throats

of
the

dem
ons.N

o
sound

ogres,
w

hile
R

aiko
cam

e
near

to
Shutendoji

w
ielding

the
m

agic
sw

ord,
w

as
heard

but
the

gurgling
of

blood
that

ran
out

in
floods

on
the

floor.
the

giftof
the

gods.
The

doji
lying

like
a

lion
on

his
cushions

w
as

still
sleeping,

the
snores

issuing
out

of
his

nose
like

thunder
from

a
cloud.

The
four

w
arriors

approached
him

and
like

loyal
vassals

as
they

w
ere,they

firstturned
their

faces
tow

ards
K

ioto,
reverenced

the
m

ikado,
and

prayed
for

the
blessing

of
the

gods
w

ho
m

ade
Japan.R

aiko
then

drew
near,and

m
easuring

the
A

s
he

raised
his

hands
to

strike,
the

blade
lengthened

of
its

ow
n

w
idth

of
the

doji's
neck

w
ith

his
sw

ord
found

that
it

w
ould

be
short.

accord,
and

w
ith

one
blow

the
m

onster's
head

w
as

severed
from

his
Suddenly,

the
blade

lengthened
of

itself.
Then

lifting
his

w
eapon,

he
body.

sm
ote

w
ith

allhis
m

ightand
cutthe

neck
clean

through.

頼
光
の
太
刀
「
ち
す
い
」
は
、
御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
で
は
、
頼
光
た
ち
の
大
江
山
へ
の
旅
仕
度
を
と
と
の
え
る
場
面
で
登
場
す
る
。
御
伽
草
子
で
は
、

ま
づ
頼
光
の
笈
に
は
、
ら
ん
で
ん
鎖
と
申
て
緋
威
の
御
鎧
、
同
じ
毛
の
五
枚
甲
に
、
獅
子
王
と
こ
そ
申
け
る
、
ち
す
い
と
申
せ
し
劔
二
尺
一
寸
候
し
を
、
笈
の
中
に

ぞ
入
給
ふ

と
あ
る
。
頼
光
の
笈
に
は
「
ら
ん
で
ん
鎖
」
と
い
う
緋
鍼
の
鎧
、「
獅
子
王
」
と
い
う
同
じ
毛
の
五
枚
甲
、「
ち
す
い
」
と
い
う
二
尺
一
寸
の
剣
を
入
れ
る
。
御
伽
草
子
は
、

ひ
き
つ
づ
い
て
、
保
昌
の
出
で
立
ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、

保
昌
は
紫
威
の
腹
巻
に
、
同
じ
毛
の
甲
を
添
へ
、
岩
切
と
申
て
、
二
尺
あ
り
け
る
小
長
刀
、
ふ
た
へ
に
か
ね
を
の
べ
つ
け
て
、
三
束
あ
ま
り
に
ね
ぢ
切
り
て
、
笈
の

中
へ
ぞ
入
給
ふ

渡
辺
綱
の
出
で
立
ち
に
つ
い
て
は
、
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綱
は
萌
黄
の
腹
巻
に
同
毛
の
甲
を
添
へ
、
鬼
切
と
云
太
刀
を
笈
の
中
に
ぞ
入
給
ふ

と
し
、
定
光
と
末
武
、
公
時
の
出
で
立
ち
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。

定
光
と
末
武
、
公
時
も
、
思
々
の
腹
巻
に
同
毛
の
甲
を
添
へ
、
い
づ
れ
も
劣
ら
ぬ
劔
を
笈
の
中
に
ぞ
入
に
け
る

こ
の
出
で
立
ち
で
、
鬼
退
治
に
臨
む
一
行
の
様
子
は
、

頼
光
な
の
め
に
思
し
召
「
そ
の
儀
に
て
候
は
ゞ
面
々
物
の
具
し
給
へ
」
と
て
、
ま
づ
傍
に
ぞ
忍
ば
れ
け
る
。
頼
光
の
出
た
ち
に
は
、
ら
ん
で
ん
鎖
と
申
て
緋
威
の
鎧

を
召
し
、
三
社
の
神
の
給
は
り
し
星
甲
に
、
同
じ
毛
の
獅
子
王
の
御
甲
を
し
重
ね
て
召
さ
れ
つ
ゝ
、
ち
す
い
と
申
せ
し
劔
を
持
、
南
無
や
八
幡
大
菩
薩
と
心
の
中
に

祈
念
し
て
進
み
出
給
ふ
。
残
る
五
人
の
人
々
も
思
ひ
々
の
鎧
を
着
、
い
づ
れ
も
劣
ら
ぬ
劔
を
持
、
女
房
た
ち
を
先
に
立
て
心
静
か
に
忍
び
行
く

と
描
か
れ
る
。
頼
光
は
、
笈
の
な
か
に
入
れ
て
お
い
た
「
ら
ん
で
ん
鎖
」
の
緋
威
の
鎧
、
三
社
の
神
が
た
ま
わ
っ
た
星
甲
、
同
じ
毛
の
「
獅
子
王
」
甲
を
重
ね
て
着
用

し
、「
ち
す
い
」
と
い
う
剣
を
持
っ
て
、「
南
無
や
、
八
幡
大
菩
薩
」
と
心
中
に
祈
っ
て
進
み
出
る
。

そ
し
て
、
つ
い
に
、
酒
呑
童
子
を
仕
留
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

頼
光
は
、
頭
の
方
に
立
ち
廻
り
、
ち
す
い
を
す
る
り
と
抜
き
給
ひ
て
、「
南
無
や
三
社
の
御
神
力
を
合
せ
て
た
び
給
へ
」
と
、
三
度
礼
し
て
切
り
給
へ
ば
、
鬼
神
眼

を
見
開
き
て
、「
情
な
し
と
よ
客
僧
た
ち
、
い
つ
は
り
な
し
と
聞
き
つ
る
に
、
鬼
神
に
横
道
な
き
物
を
」
と
、
起
き
上
ら
ん
と
せ
し
か
ど
も
、
足
手
は
鎖
に
繁
が
れ

て
起
く
べ
き
や
う
の
あ
ら
ざ
れ
ば
、
お
ご
ゑ
を
あ
げ
て
叫
ぶ
声
、
雷
電
い
か
づ
ち
天
地
も
響
く
ば
か
り
な
り
。

頼
光
は
、
太
刀
「
ち
す
い
」
で
鬼
の
首
を
と
る
。

こ
の
太
刀
は
、「
童
子
切
安
綱
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
太
刀
の
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
童
子
切
安
綱
は
平
安
時
代
中
期
、
伯
耆
国
（
今
の
鳥
取
県
）
生
ま
れ
の
刀
工

・
大
原
安
綱
の
作
と
も
言
わ
れ
る
。
安
綱
の
太
刀
は
、
平
安
時
代
特
有
の
細
身
で
腰
ぞ
り
が
強
い
も
の
で
、
鋒
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
身
幅
と
反
り
が
小
さ
く
な
る
。
古
備

前
派
の
作
刀
に
似
た
上
品
さ
と
、
武
器
と
し
て
刀
の
力
強
さ
兼
ね
備
え
た
剛
剣
で
あ
る
（1
）。

こ
の
く
だ
り
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
訳
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。



- 88 -

Then
up

rose
R

aiko
and

gave
the

signalto
his

com
rades.D

raw
ing

their
sw

ords
they

soon
m

ade
shortw

ork
of

the
sleeping

ogres,w
hile

R
aiko

cam
e

near
to

Shutendoji
w

ielding
the

m
agic

sw
ord,

the
gift

of
the

gods.
A

s
he

raised
his

hands
to

strike,
the

blade
lengthened

of
its

ow
n

accord,
and

w
ith

one
blow

the
m

onster's
head

w
as

severed
from

his
body.

頼
光
は
、
神
々
か
ら
授
か
っ
た
「
不
思
議
な
刀
」
を
振
り
上
げ
て
、
酒
呑
童
子
に
近
づ
く
。
頼
光
が
手
を
上
げ
て
殺
そ
う
と
し
た
と
き
、
刀
が
ひ
と
り
で
に
長
く
な
り
、

一
振
り
す
る
と
、
鬼
の
頭
は
身
体
か
ら
切
り
落
と
さ
れ
た
。

一
方
、
こ
の
く
だ
り
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
。

Then
R

aiko
rose

up
and

gave
the

signalto
his

com
rades.W

hispering
to

the
m

aidens
to

leave
the

room
quietly,they

drew
their

sw
ords,and

w
ith

as

little
noise

as
possible

cutthe
throats

of
the

dem
ons.R

aiko
then

drew
near,and

m
easuring

the
w

idth
of

the
doji's

neck
w

ith
his

sw
ord

found
thatit

w
ould

be
short.Suddenly,the

blade
lengthened

of
itself.Then

lifting
his

w
eapon,he

sm
ote

w
ith

allhis
m

ightand
cutthe

neck
clean

through.

頼
光
は
、
童
子
の
首
を
斬
る
に
は
、
手
持
ち
の
刀
が
小
さ
い
こ
と
に
気
づ
く
。
す
る
と
、
刀
は
ひ
と
り
で
に
延
び
て
長
く
な
り
、
頼
光
は
う
ま
く
酒
呑
童
子
の
首
を
斬

る
ご
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
両
者
の
訳
を
比
較
兼
用
し
て
み
よ
う
。

冒
頭
部
、
頼
光
が
一
同
に
合
図
を
送
る
表
現
に
注
目
し
た
い
。

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

Then
R

aiko
rose

up
and

gave
the

signalto
his

com
rades

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
。

Then
up

rose
R

aiko
and

gave
the

signalto
his

com
rades
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こ
こ
で
は
「up

rose
R

aiko

」
と
「R

aiko
rose

up

」
の
語
順
を
除
け
ば
、
両
者
の
英
文
は
完
璧
に
一
致
す
る
。

第
二
に
、
太
刀
が
ひ
と
り
で
に
長
く
延
び
る
部
分
で
あ
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

the
blade

lengthened
of

itself

ジ
ェ
イ
ム
ス
訳
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

the
blade

lengthened
of

its
ow

n
accord

一
見
し
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
の
英
文
は
、
き
わ
め
て
類
似
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
二
点
か
ら
、
こ
の
場
面
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
が
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
を
参
照
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

十
二
、
酒
吞
童
子
の
首

次
に
、
首
は
ぎ
ら
ぎ
ら
と
目
を
剥
い
て
宙
を
飛
び
、
七
回
飛
び
回
る
と
頼
光
の
頭
に
噛
み
つ
く
場
面
に
移
ろ
う
。
幸
い
兜
に
阻
ま
れ
て
頼
光
は
無
事
だ
が
、
首
は

ど
さ
っ
と
地
に
落
ち
る
。
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表
13

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

of
O

yeyam
a

』

In
an

instant,
the

bloody
head

flew
up

in
the

air
gnashing

its
teeth

In
a

m
om

ent
the

hideous
head

flew
up

into
the

air;
the

m
outh

and
rolling

its
yellow

eyes,w
hile

the
horns

sprouted
out

to
a

horrible
opening

and
shutting,

the
teeth

grinding,
the

eyes
rolling,

and
the

length,the
jaw

s
opening

and
shutting

like
the

edges
of

an
earthquake

horns
springing

out
to

an
appalling

length.
Seven

tim
es

it
w

hirled
fissure.

It
flew

up
and

w
hirled

round
the

room
seven

tim
es.

T
hen

round,
and

then
m

ade
a

dash
at

R
aiko's

head.
A

nd
it

w
ould

have
w

ith
a

rush
it

flew
at

R
aiko's

head,
and

bit
through

the
straw

hat
fared

badly
w

ith
the

hero,butfor
the

arm
our

by
w

hich
he

w
as

protected.
and

into
the

iron
helm

et
inside.

B
ut

this
final

effort
exhausted

its
T

he
dem

on's
teeth

bit
through

the
hat,

but
w

ere
pow

erless
against

strength,its
m

otions
ceased

and
it

fellheavily
to

the
floor.

the
helm

et.T
he

head
fell

at
length

to
the

ground
w

ith
a

heavy
thud,

and
the

victory
w

as
w

on.

表

の
太
文
字
の
よ
う
に
、
両
者
の
訳
の
こ
の
箇
所
で
も
、
類
似
性
が
高
い
表
現
が
確
認
さ
れ
る
。

13

あ
っ
と
い
う
間
に
恐
ろ
し
い
鬼
の
頭
は
、
空
中
に
飛
び
上
が
る
く
だ
り
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

In
an

instant,the
bloody

head
flew

up
in

the
air

と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

In
a

m
om

entthe
hideous

head
flew

up
into

the
air;

と
な
る
。
類
義
語
の
「instant

」
と
「m

om
ent

」
（
瞬
間
）
、
ま
た
は
「bloody

」
（
血
ま
み
れ
の
）
と
「hideous

」（
見
る
も
恐
ろ
し
い
）
の
違
い
を
除
い
た
ら
、
全
く

同
じ
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鬼
の
口
は
開
閉
す
る
姿
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は

the
jaw

s
opening

and
shutting

と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

the
m

outh
opening

and
shutting
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と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
で
も
「jaw

s

」（
下
顎
）
と
「m

outh

」（
口)

の
違
い
を
除
い
て
、
両
者
で
は
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
鬼
の
歯
は
ぎ
し
ぎ
し
と
乳
り
、
目
は
ぎ
ょ
ろ
ぎ
ょ
ろ
と
す
る
状
態
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は

gnashing
its

teeth
and

rolling
its

yellow
eyes,

と
訳
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は

the
teeth

grinding,the
eyes

rolling,

と
翻
訳
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
は
「gnashing

」（
き
し
ら
せ
る
）
を
類
義
語
の
「grinding

」
に
買
え
、
鬼
の
目
に
関
す
る
品
質
形
容
詞
の
「yellow

」

を
削
除
し
た
だ
け
だ
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
長
さ
に
飛
び
出
し
た
角
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
で
は
、

w
hile

the
horns

sprouted
outto

a
horrible

length

と
し
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

and
the

horns
springing

outto
an

appalling
length

と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
鬼
の
頭
は
七
回
ほ
ど
空
中
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
、
そ
れ
か
ら
頼
光
の
頭
を
め
が
け
て
襲
っ
て
く
る
件
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
は

Itflew
up

and
w

hirled
round

the
room

seven
tim

es.Then
w

ith
a

rush
itflew

atR
aiko's

head

と
な
り
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
で
は
、

Seven
tim

es
itw

hirled
round,and

then
m

ade
a

dash
atR

aiko's
head.

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
「the

room

」（
部
屋
）
の
削
除
、
ま
た
は
「w

ith
a

rush
itflew

」（
一
気
に
飛
び
し
ま
っ
た
）
を
「m

ade
a

dash

」（
突
進
し
た
）
へ
の
表

現
の
改
変
以
外
、
一
緒
で
あ
る
。
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最
後
に
、
頼
光
一
同
は
、
手
下
の
鬼
た
ち
も
一
匹
の
こ
ら
ず
退
治
す
る
。
そ
し
て
、
囚
わ
れ
の
捕
虜
た
ち
を
逃
が
し
、
城
に
火
を
放
ち
、
人
骨
を
埋
め
て
墓
石
を

立
て
、
よ
う
や
く
酒
呑
童
子
の
首
を
担
い
で
凱
旋
す
る
。
こ
こ
で
も
、
表14

の
通
り
、
両
者
で
は
類
似
性
の
高
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

表
14

グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』

ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
訳
『The

O
gres

ofO
yeyam

a

』

Then
the

heroes
congratulated

each
other

and
after

despatching
the

A
fter

they
had

slain
the

ogres,R
aiko

and
his

brave
com

rades,released
sm

aller
dem

ons,
brought

out
all

the
treasure

and
divided

it
equally.

the
captives,

divided
the

spoil,
and

finally
set

fire
to

the
castle,

Then
they

set
the

castle
on

fire
and

buried
the

bones
of

the
victim

s,
destroying

atonce,and
for

ever
thatabode

of
w

ickedness.
setting

up
a

stone
to

m
arkthe

spot.A
llthe

m
aidens

and
captives

w
ere

T
hen

the
brave

w
arriors,

follow
ed

by
the

rejoicing
band

of
released

assem
bled

together,and
in

great
state

and
pom

p
they

returned
to

captives,
gladly

took
their

w
ay

hom
e,

bearing
the

head
of

Shutendoji
K

ioto.
The

virgins
w

ere
restored

to
their

parents,
and

m
any

a
desolate

w
ith

them
.B

utbefore
leaving

the
O

gres'H
illthey

reverently
buried

the
hom

e
w

as
m

ade
joyful,and

m
any

m
ourning

garm
ents

taken
off.

bones
of

form
ed

victim
s,and

setup
a

stone
to

m
ark

the
spot.

R
aiko

w
as

honored
by

the
m

ikado
in

being
m

ade
a

kugé
(court

R
aiko

received
honours

and
rew

ards
from

the
M

ikado,
and

the
noble,)

and
w

as
appointed

C
hief

of
the

entire
garrison

of
K

ioto.
everlasting

gratitude
of

the
citizens

of
K

yoto,w
hom

he
had

thus
T

hen
allthe

people
w

ere
gratefulfor

his
valor.

delivered
from

the
raids

of
the

ogres.
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十
三
、
む
す
び

以
上
、
煩
を
厭
わ
ず
、
細
か
く
二
つ
の
英
訳
を
比
べ
て
み
た
が
、
こ
の
考
察
か
ら
、
長
谷
川
武
次
郎
の
「JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

」
全
二
〇
冊
の
う
ち

の
第
十
九
號
に
あ
た
る
明
治
二
四
年
（
一
八
九
二
）
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
著
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
大
江
山
）』
の
出
典
の
一
つ
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八

〇
）
グ
リ
フ
ィ
ス
著
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
ち
り
め
ん
本
は
日
本
語
版
を
も
と
に
、
初
め
て
英
訳
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ち
り
め
ん
本
に
先
立
つ
こ
と
十
一
年
、
明
治
一
三
年
（
一

八
八
〇
）
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ス
夫
人
の
ち
り
め
ん
本
は
、
そ
の
大
き
な
影
響
の
も
と
に
成
立
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

注（1

）
日
本
武
具
研
究
会
編
『
日
本
刀
入
門
』（
笠
倉
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
四
月
）
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第
二
章

八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
吞
童
子
』
論
―
酒
呑
童
子
の
歌
舞
伎
と
シ
ナ
リ
オ
―

第
一
節

「
戻
橋
」
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
―
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
と
五
都
宮
章
人
と
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
影
響

一
、
問
題
の
所
在

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）、
京
都
・
大
映
映
画
が
制
作
し
た
田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
が
公
開
さ
れ
た
（1

）。
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
を
め
が
け
て

封
切
ら
れ
た
こ
の
映
画
は
、
川
口
松
太
郎
の
短
編
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』(2)

を
原
拠
と
し
、
八
尋
不
二
が
脚
本
を
手
掛
け
て
い
る
（3

）。
川
口
松
太
郎
は
こ
の

映
画
の
た
め
に
原
作
を
書
き
下
ろ
し
た
。
ま
た
、
川
口
松
太
郎
・
田
中
徳
三
・
八
尋
不
二
と
、
当
時
大
映
の
企
画
部
長
で
あ
っ
た
鈴
木
晰
也
の
四
名
の
ロ
ケ
・
ハ
ン
が
、

事
前
に
大
江
山
へ
の
取
材
旅
行
に
同
行
す
る
ほ
ど
の
意
欲
作
で
あ
っ
た
（4

）。

こ
の
映
画
は
、
酒
呑
童
子
説
話
を
基
調
と
し
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
色
濃
く
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
大
映
の
誇
る
特
殊
撮
影
の
技
術
を
生
か
し
、
斬
新
な
映
像
表
現
を

ふ
ん
だ
ん
に
と
り
い
れ
て
い
る
。

特
に
、「
戻
橋
」
の
場
は
、
川
口
の
原
作
で
は
次
の
わ
ず
か
数
行
の
絵
巻
描
写
で
し
か
な
い
。

さ
て
第
二
の
中
の
巻
き
は
酒
天
童
子
が
活
躍
せ
ず
、
茨
木
の
童
子
が
羅
生
門
で
渡
辺
綱
と
渡
り
合
う
く
だ
り
や
、
蜘
蛛
童
子
が
洛
南
西
妙
寺
で
酒
田
公
時
に
切
ら
れ

る
場
面
や
、
紫
野
の
袴
垂
保
輔
が
平
井
保
昌
と
格
闘
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
洛
中
洛
外
に
は
び
こ
る
夜
盗
野
伏
り
の
活
動
を
描
い
て
い
る
。
然
し
面
白
い
事
に
は
、
今
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ま
で
の
伝
説
で
は
茨
木
の
童
子
が
渡
辺
綱
に
腕
を
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
巻
は
あ
べ
こ
べ
で
、
綱
が
童
子
に
切
ら
れ
馬
に
乗
っ
て
逃
げ
だ
し
て

お
り
、
酒
田
公
時
も
蜘
蛛
童
子
の
魔
術
に
か
か
っ
て
悶
絶
し
て
お
り
、
平
井
保
昌
は
袴
垂
保
補
の
手
に
か
か
っ
て
深
手
を
負
い
朱
に
深
ま
っ
て
倒
れ
て
お
り
、
頼
光

四
天
王
と
呼
ば
れ
る
武
士
た
ち
が
、
賊
に
負
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
伝
説
を
く
つ
が
え
す
面
白
い
場
面
に
な
っ
て
い
る(5

)

。

こ
れ
が
、
大
幅
に
改
め
ら
れ
、
新
古
演
劇
十
種
の
ひ
と
つ
、
河
竹
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
特
殊
撮
影
を
用
い
た
五
分
間
ほ
ど
の
見

せ
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
田
中
徳
三
・
八
尋
不
二
に
よ
る
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
に
先
立
つ
こ
と
四
年
前
に
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）、
東
映
映
画
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
が
公
開
さ
れ

て
い
た
。
東
映
が
制
作
し
た
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
は
、「
戻
橋
」「
土
蜘
蛛
」
な
ど
の
鬼
退
治
を
題
材
と
し
て
い
て
、
佐
伯
清
監
督
の
も
と
、「
五
都
宮
章
人
」
な
る
人
物

い
つ
の
み
や
あ
き
ひ
と

が
脚
本
を
手
掛
け
て
い
る(6

)

。

つ
ま
り
、
川
口
松
太
郎
原
作
・
田
中
徳
三
監
督
・
八
尋
不
二
脚
本
の
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
前
に
は
、
先
行
す
る
作
品
と
し
て
、
佐
伯
清
監
督
・
五
都
宮

章
人
脚
本
の
東
映
映
画
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
ふ
た
つ
の
映
画
は
、
い
ず
れ
も
典
拠
と
し
て
、
河
竹
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』

を
踏
ま
え
て
い
る
。

一
方
、
河
竹
黙
阿
弥
『
戻
橋
』
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
、
歌
舞
伎
座
で
初
演
さ
れ
た
常
磐
津
の
舞
踊
劇
で
あ
る
。
作
曲
は
六
世
岸
沢
式
佐
、
節
付
は
常

磐
津
小
文
字
太
夫
、
振
付
は
初
代
花
柳
寿
輔
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
戻
橋
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
役
名
が
見
ら
れ
る
。

五
条
の
扇
折
娘
小
百
合
実
は
愛
宕
の
悪
鬼
。

渡
辺
源
次
綱
。

綱
の
郎
党
左
源
太
。
同
右
源
太
。

そ
れ
と
比
べ
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
五
都
宮
章
人
脚
本
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
キ
ャ
ス
ト
は
、「
戻
橋
」
の
場
面
に
当
た
っ
て
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
三
郎
敦
時
・
小
百
合
姫
・
乳
母
茨
木
・
僧
智
籌
・
鬼
女

中
村
錦
之
助
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渡
辺
綱

東
千
代
之
介

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
八
尋
不
二
脚
本
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
キ
ャ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

渡
辺
綱

勝
新
太
郎

小
百
合
・
茨
木

左
幸
子

以
上
三
作
の
脚
本
を
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、「
戻
橋
」
の
場
面
全
体
に
わ
た
っ
て
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
脚
本
に
一
致
す
る
表
現
が
数
多
く
見
い
だ

さ
れ
た
。

こ
の
一
致
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

本
節
で
は
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
と
、
こ
れ
に
先
行
す
る
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
ふ
た
つ
の
脚
本
を
、
原
拠
と
な
る
河
竹
黙
阿
弥
『
戻
橋
』

と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
尋
不
二
の
脚
本
の
意
図
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
戻
橋
と
『
剣
巻
』

「
戻
橋
」
の
説
話
は
、『
平
家
物
語
』
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
、
田
中
本
、
長
禄
本
に
み
え
る
「
剣
巻
」
を
原
拠
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
歌
舞
伎
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
新
古
演
劇
十
種
の
一
、
河
竹
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』『
茨
木
』
と
な
っ
た
。
映
画
は
、
特
に
歌
舞
伎
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
て
い
る
。

松
尾
葦
江
｢平
家
物
語
剣
巻

解
説
」『
平
家
物
語
』
巻
四
（
校
注
・
訳
者

市
古
貞
次

完
訳
日
本
の
古
典

第
四
十
五
巻

昭
和
六
二
年
三
月
三
一
日
）
が
論
じ
た

と
お
り
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、『
剣
巻
』
と
よ
ば
れ
る
作
品
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
軍
記
文
学
と
、
成
立
や
素
材
や
享
受
の
面
で
独
特
の
関
係
を
有
し
な
が
ら
、

『
剣
巻
』
が
そ
れ
自
体
で
存
在
も
存
立
し
て
い
た
ら
し
い
。
名
剣
に
対
す
る
関
心
は
い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
。
例
え
ば
そ
れ
は
特
に
武
士
の
時
代
で
あ
り
、
壇
之
浦
で
の
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宝
剣
の
紛
失
と
い
う
大
き
な
出
来
事
か
ら
始
ま
り
、
王
権
の
危
機
が
叫
ば
れ
た
中
世
に
は
、
特
に
名
剣
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た
。
王
威
の
よ
っ
て
立
つ
基
を
尋
ね
、

日
本
国
の
始
源
を
語
り
、
一
方
で
は
、
鎌
倉
期
軍
記
文
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
め
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
剣
巻
』
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
中
世
の
一
面
を
最

も
よ
く
表
す
作
品
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、『
剣
巻
』
と
そ
れ
に
関
係
の
深
い
作
品
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

①
百
二
十
句
本
『
平
家
物
語
』
第
一
〇
七
・
一
〇
八
句
。
こ
れ
は
独
立
せ
ず
、『
平
家
物
語
』
巻
十
一
の
中
の
「
剣
」
に
当
る
箇
所
で
あ
る
が
、
内
容
は
『
剣
巻
』
に

ほ
ぼ
一
致
す
る
。

②
屋
代
本
『
平
家
物
語
』
別
冊

二
巻
。
い
わ
ゆ
る
抽
書
と
と
も
に
屋
代
本
の
付
録
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
巻
十
一
「
宝
剣
事
」
に
一
部
重
複
す
る
。

③
田
中
本

二
巻
。
田
中
忠
三
郎
氏
蔵
写
本
（
高
橋
貞
一
氏

『
国
語
国
文
』
昭
四
二
・
七
号
翻
刻
）
と
、
塩
釜
神
社
蔵
の
写
本
と
が
あ
る
。

④
長
禄
本

一
巻
。
水
戸
彰
考
館
蔵
。
奥
書
に
長
禄
四
年
（
一
四
六
○
）
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
成
立
と
知
れ
る
。

⑤
版
本
系
諸
本

❶
承
応
二
年
版
。
国
会
図
書
館
蔵
、
三
分
冊
、
丹
緑
本
。

❷
無
刊
記
版
本
。
駒
沢
大
学
蔵
。
な
お
静
嘉
堂
文
庫
に
版
本
写
も
あ
る
。

❸
『
太
平
記
』『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
の
版
本
の
付
録
。
整
版
本
『
太
平
記
』
な
ど
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
冒
頭
に
「
漢
の
高
祖
は
貴
坊
が
属
鐘
を
伝
へ
て
白
蛇

の
霊
を
切
っ
て
天
帝
の
名
を
出
す
事
を
得
た
り
」
で
始
ま
る
刀
剣
礼
讃
の
序
を
有
す
る
。

❹
奈
良
絵
本
。
❶
第
三
冊
に
当
る
一
巻
の
み
が
東
京
大
学
付
属
図
書
館
に
存
し
、
目
移
り
に
よ
る
誤
写
が
あ
る
の
で
、
❶
に
先
行
し
な
い
。
絵
の
図
柄
は
❶
と
よ
く

似
て
い
る
が
、
互
い
に
一
葉
ず
つ
独
自
の
絵
が
あ
る
。

右
の
う
ち
、
②
〜
⑤
の
本
文
は
、
部
分
的
に
字
句
の
異
同
が
あ
る
が
、
大
略
は
一
致
し
、
特
に
②
③
④
は
、
本
文
の
伝
の
流
れ
と
し
て
は
一
種
に
ま
と
め
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
③
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
②
に
近
く
、
④
は
独
自
の
異
文
が
あ
る
。
①
は
、
内
容
的
に
は
『
剣
巻
』
と
一
致
す
る
が
、
上
・
下
巻
の
構
成
が
相
違
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し
、
詞
章
に
も
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
②
〜
④
よ
り
も
や
や
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
語
り
本
系
『
平
家
物
語
』
巻
十
一
の
「
剣
」
に
近
づ

く
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。『
剣
巻
』
の
内
容
は
大
き
く
分
け
る
と
、（
ア
）
源
氏
の
家
代
々
に
伝
わ
る
二
振
（
後
に
三
振
）
の
名
剣
の
物
語
と
、（
イ
）
三
種
神
器
、
特

に
宝
剣
の
由
来
、
と
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

①
は
一
〇
七
句
に
（
イ
）、
一
〇
八
句
に
（
ア
）
を
ま
と
め
る
。

語
り
本
系
『
平
家
物
語
』
巻
十
一
の
い
わ
ゆ
る
「
剣
」
は
、『
剣
巻
』
の
（
イ
）
の
要
領
を
ま
と
め
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
大
幅
な
文
辞
の
増
が
確
認
で
き
る
『
源
平

盛
衰
記
』
巻
四
十
四
「
神
鏡
神
霊
都
入
」「
三
種
宝
剣
」
も
、
大
体
そ
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
。「
剣
」
は
平
曲
で
は
大
秘
事
と
さ
れ
、『
平
家
奥
秘
』『
平
家
勘
文
』
な

ど
の
秘
伝
書
に
含
ま
れ
た
り
、
別
冊
で
伝
え
ら
れ
る
。

『
剣
巻
』
の
成
立
年
代
や
、『
平
家
物
語
』
の
成
立
と
の
先
後
な
ど
は
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
②
が
鎌
倉
幕
府
、
及
び
、
そ
の
創
始
者
頼
朝
を
寿
ぐ
形
で
語
ら

れ
、
④
が
新
田
・
足
利
を
対
に
し
て
語
り
収
め
る
点
な
ど
が
、
大
体
の
年
代
を
推
測
さ
せ
る
。

一
方
、
御
伽
草
子
「
酒
呑
童
子
」
で
は
、
戻
橋
の
挿
話
は
、
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
頼
光
が
郎
等
に
、
貞
光
、
季
武
、
公
時
、
綱
、
保
昌
、
い
づ
れ
も
文
武
二
道
の
つ
は
も
の
な
り
。
こ
れ
ら
六
人
の
者
ど
も
こ
そ
、
心
に
か
か
り
候
ふ
な
り
。
そ

れ
を
い
か
に
と
申
す
に
、
過
ぎ
つ
る
春
の
こ
と
な
る
に
、
そ
れ
が
し
が
召
し
使
ふ
茨
木
童
子
と
い
ふ
鬼
を
、
都
へ
使
ひ
に
上
せ
し
時
、
七
条
の
堀
河
に
て
、
か
の
綱
に

渡
り
あ
ふ
。
茨
木
や
が
て
心
得
て
、
女
の
姿
に
さ
ま
を
変
へ
、
綱
が
あ
た
り
に
立
ち
寄
り
、
髻
む
ず
と
取
り
、
つ
か
ん
で
来
ん
と
せ
し
と
こ
ろ
を
、
綱
、
こ
の
よ
し
見

る
よ
り
も
、
三
尺
五
寸
す
る
り
と
抜
き
、
茨
木
が
片
腕
を
、
水
も
た
ま
ら
ず
打
ち
落
す
。
や
う
や
う
武
略
を
め
ぐ
ら
し
て
、
腕
を
取
り
返
し
、
今
は
子
細
も
候
は
ず
。

き
や
つ
ば
ら
が
む
つ
か
し
さ
に
、
わ
れ
は
都
に
行
く
こ
と
な
し
。

以
上
の
①
～
⑤
、
及
び
『
御
伽
草
子
』
で
の
当
該
箇
所
を
以
下
の
よ
う
に
表
に
し
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
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表
１
『
剣
巻
』
と
『
御
伽
草
子
』「
酒
呑
童
子
」

渋
川
版
「
酒
呑
童
子
」

百
二
十
句
本

屋
代
本

田
中
本

長
禄
本

源
平
盛
衰
記

其
比

其
比

其
比

其
比

そ
の
頃

ま
た
頼
光
が
郎
等
に
、

頼
光
ノ
郎
等
ニ

頼
光
ノ
内
ニ

頼
光
ノ
御
光
ノ
御
内
ニ
、

摂
津
守
頼
光
ノ
内
、

摂
渾
守
頼
光
の

貞
光
、
季
武
、
公
時
、

渡
辺
源
四
郎
綱
ト
云
者
ア
リ

綱
、
公
時
、
貞
光
、
末
武

綱
、
公
時
、
貞
通
、
末
武

綱
、
公
時
、
貞
道
、
末
武

内
に
、
綱
・
公

綱
、
保
昌
、
い
づ
れ
も

ト
テ
、

ト
テ
、

ト
テ

時
・
貞
道
・
末

文
武
二
道
の
つ
は
も
の

四
天
王
ノ
郎
等
ヲ
ソ

四
天
王
ノ
郎
等
ヲ
ゾ

四
天
王
ヲ
仕
レ
ケ
リ
。

武
と
て

な
り
。
こ
れ
ら
六
人
の

仕
ヒ
ケ
ル
。

被
仕
ケ
ル
。

四
天
王
を
仕
は

者
ど
も
こ
そ
、
心
に
か

中
ニ
モ
四
天
王
ノ
其
一
、

中
ニ
モ
其
一
ツ
綱
ハ
、

綱
ハ
四
天
王
ノ
其
一
ナ
リ
。

れ
け
り
。

か
り
候
ふ
な
り
。

武
蔵
国
菱
田
ト
云
処
ニ
テ

生
ケ
レ
ハ

綱
ハ
武
蔵
国
菱
田
ノ

武
蔵
国
美
田
ト
云
所

武
蔵
国
ノ
美
田
卜
云
所

中
に
も
綱
は
四

菱
田
源
氏
ト
申
ケ
リ
、

源
次
ト
ソ
申
ケ
ル
。

ニ
テ

ニ
テ

天
王
の
随
一
な

生
タ
リ
ケ
レ
バ

生
タ
リ
ケ
レ
バ
、

り
。

美
田
ノ
源
次
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

美
田
ノ
源
次
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

武
蔵
国
美
田
と

い
ふ
所
に
て

生
れ
た
り
け
れ

ば
、

美
田
源
次
と

申
し
け
る
。

頼
光
ノ
使
ト
シ
テ
、

七
条
の
堀
河
に
て
、
か

一
条
ノ
大
宮
ニ

一
条
大
宮
ナ
ル
所
ニ

一
条
大
官
ナ
ル
所
ニ
、

一
条
大
官
ナ
ル
所
ニ

一
条
大
宮
な
る

の
綱
に
渡
り
あ
ふ
。

遣
ケ
ル
カ
、

頼
光
問
尋
ル
事
有
テ
、

頼
光
尋
ン
事
有
テ
、

頼
光
尋
タ
キ
事
ア
リ
テ
、

所
に
、
頼
光
聊

か
用
事
あ
り
け

綱
ヲ
使
者
ニ
遣
ケ
ル
カ
、

綱
ヲ
使
者
ニ
遣
シ
ケ
ル
ガ
、

綱
ヲ
便
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル

れ
ば
、

ニ
、

綱
を
使
者
に
遣

夜
陰
ニ
及
ヒ

夜
陰
ニ
及
テ
、

夜
闌
ニ
及
テ
、

夜
陰
ニ
及
テ
遣
ス
間
、

は
さ
る
。

馬
ニ
乗
リ
、

「
怖
キ
世
間
ナ
レ
ハ
」

「
世
間
忩
々
ナ
リ
。

世
間
忩
々
シ
キ
也
。

忩
々
ナ
リ
、

夜
陰
に
及
び
け

モ
シ
モ
ノ
事
モ
ヤ
有
」

若
ノ
事
ヤ
有

若
事
モ
ア
ラ
バ

れ
ば

モ
シ
モ

ト
テ
、

ト
テ
、

ト
テ
、

ト
テ
、
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鬚
切
ヲ
佩
セ
ラ
ル
。

鬚
切
ヲ
佩
セ
、

鬚
切
ヲ
佩
セ
テ

鬚
切
ヲ
（
佩
）
セ
テ

ハ
カ

馬
ニ
乗
テ
遣
ケ
リ
。

馬
ニ
乗
テ
被
遣
ケ
ル
ニ
、

馬
ニ
ノ
セ
テ
遣
ル
。

彼
コ
此
ニ
行
テ
人
ヲ
尋
ツ

彼
此
ニ
行
テ
人
ヲ
尋
ツ
ヽ

カ
シ
コ
二
行
テ
人
ヲ
尋
、

ヽ
、
問
答
シ
テ
帰
ル
。

問
答
シ
テ
帰
ル
ニ
、

問
答
シ
テ
返
り
（
ケ
ル
）

鬚
切
を
帯
か

ニ
、

せ
、

馬
に
乗
せ
て
ぞ

遣
は
し
け
る
。

彼
処
に
行
き
て

尋
ね
、
問
答
し

て
帰
り
け
る

に
、

茨
木
や
が
て
心
得
て
、

一
条
堀
川
ノ
戻
橋
ニ
テ
、

一
条
堀
川
ノ
モ
ト
リ
橋
ヲ

一
条
堀
川
ノ
返
橋
ヲ

一
条
堀
川
ノ
辺
り
橋
ヲ

一
条
堀
川
の

女
の
姿
に
さ
ま
を
変

渡
ケ
ル
時
、

渡
ケ
ル
ニ
、

渡
リ
ケ
ル
時
、

戻
橋
を
渡
り
け

へ
、
綱
が
あ
た
り
に
立

齢
廿
余
ノ
女
房
ノ
、

東
ノ
橋
爪
ニ
、

東
ノ
橋
爪
ニ

東
ノ
爪
ニ

る
時
、
東
の
爪

ち
寄
り
、

齢
ヒ
廿
チ
余
リ
ト
見
タ
ル

齢
廿
余
ト
見
へ
タ
ル
女
房

齢
甘
余
卜
見
へ
タ
ル
女
房

に
齢
二
十
余
り

女
房
ノ
、

ノ

ノ
、

と
見
え
た
る
女

真
ニ
清
ケ
ナ
ル
カ
、

の
、

膚

ハ
雪
ノ
如
ク
ニ
テ
、

膚
雪
ノ
如
ニ
テ

膚
雪
ノ
如
ク
ニ
テ

膚
は
雪
の
如
く

ハ
タ
ヘ

実
ニ
ミ
メ
ヨ
カ
リ
ケ
リ
。

実
二
貌
吉
リ
ケ
ル
ガ
、

誠
二
見
目
姿
ヨ
カ
リ
ケ
リ
、

に
て
、

紅
梅
ノ
ウ
ス
キ
ヌ
ノ
袖
ゴ
メ

誠
に
姿
幽
な
り

ニ

け
る
が
、

御
経
モ
テ

紅
梅
ノ
上
着
ニ
カ
ケ
帯
シ

紅
梅
ノ
上
衣
ニ
係
帯
シ
テ
、

紅
梅
打
キ
懸
ケ
帯
シ
、

カ
ケ
帯
シ
テ

テ
、

守
カ
ケ
テ

守
リ
カ
ケ
、

守
カ
ケ
テ
、

衣
ノ
袖
籠
ニ

マ
ポ
リ
懸
ケ
テ
、

紅
梅
の
打
着
に

衣
ノ
袖
コ
メ
ニ

御
経
持
タ
ル
ガ
、

衣
ノ
袖
ゴ
シ
ニ

只
一
人
行
ケ
ル
カ
、

御
経
持
タ
ル
カ
、

御
経
ヲ
持
マ
イ
ラ
セ
タ
ル

守
懸
け
、

人
モ
不
具

ガ
、

佩
帯
の
袖
に

人
モ
不
具
シ
テ

只
一
人

人
モ
具
セ
ズ
、

経
持
ち
て
、

只
一
人
、

南
へ
向
テ
行
ケ
ル
ガ
、

只
独
り

南
ヲ
向
テ
行
ケ
ル
カ
、

南
へ
向
テ
行
ケ
ル
ガ
、

人
も
具
せ
ず
、

只
独
り

南
へ
向
い
て
ぞ

行
き
け
る
。
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綱
カ
打
過
ヲ
見
テ
、

綱
カ
西
ヲ
打
通
ヲ
見
テ
、

綱
ガ
西
ヲ
打
通
ル
ヲ
見
テ
、

綱
ガ
西
ノ
ツ
メ
ヲ
ハ
タ

綱
は
橋
の
西
の

ト〱
打
登
ル
ヲ
見
テ
、

爪
を
過
ぎ
け
る

を
、
は
た
は
た

「
良
、
ア
レ
ハ
何
ク
へ
ヲ
ハ

「
良
ソ
レ
ハ
焉
へ
御
座
ス
ル

「
ヤ
ウ
、
ア
レ
ハ
イ
ヅ
チ

と
叩
き
て
、

ス
ル
ソ
。

ソ
。

ヘ
ヲ
ワ
シ
マ
ス
人
ゾ
。

「
や
や
、
何
地

へ
お
は
す
る
人

我
ハ
夫
モ
ナ
キ
物
ナ
リ
。

我
ハ
男
モ
無
物
也
。

童
ハ
夫
ナ
キ
物
ナ
リ
。

ぞ
。

五
条
渡
ナ
ル
所
へ

五
条
渡
ナ
ル
所
へ

五
条
ア
タ
リ
ナ
ル
所
ニ

用
ア
テ
マ
カ
ル
カ
、

用
有
テ
罷
ル
ガ
、

用
候
テ
マ
カ
ル
事
ア
リ
。

我
ら
は

五
条
わ
た
り
に

夜
深
テ
怖
キ
ニ
、

夜
深
テ
怖
キ
ニ
、

夜
更
テ
赦
キ
ニ

イ
タ
ク
夜
フ
ケ
テ
ヲ
ソ
ロ

侍
る
。

シ
。

送
リ
玉
ヒ
ナ
ン
ヤ
ト

送
リ
給
ヒ
ナ
ム
ヤ
」
ト

送
リ
給
ヒ
ナ
ン
ヤ
」
ト
、

送
テ
タ
ビ
候
ナ
ン
ヤ
」
ト
、

懐
ゲ
ニ
云
ケ
レ
ハ

ナ
ツ
カ
シ
ケ
ニ
云
ケ
レ
ハ
、

馴
々
シ
ゲ
ニ
云
ケ
レ
バ
、

ナ
ツ
カ
シ
ゲ
ニ
云
ケ
レ
バ
、

頻
り
に
夜
深
け

て
怖
し
。

綱
、
馬
ヨ
リ
飛
下
リ
、

綱
急
キ
馬
ヨ
リ
飛
下
テ
、

綱
急
ギ
馬
ヨ
リ
飛
下
テ

綱
ハ
急
ギ
馬
ヨ
リ
飛
下
テ
、

送
り
て
給
ひ
な

「
子
細
ニ
ヤ
及

「
サ
ラ
ハ
御
馬
ニ
被
召
候
へ

左
有
バ
御
馬
ニ
召
レ

候
ベ
シ

「
サ
候
ハ
ヾ
、
御
馬
ニ
被

ん
や
」
と
馴
々

候
ヘ
キ
」
ト
テ
、

シ
」
ト
云
ケ
レ
ハ
、

ト
云
ケ
レ
バ
、

召
候
へ
カ
シ
」
ト
申
シ
ケ

し
げ
に
申
し
け

「
嬉
シ
ク
コ
ソ
」
卜
云
。

嬉
卜
云
。

レ
バ
、「
左
様
二
モ
候
ハ
ヾ

れ
ば
、

懐
テ
馬
ニ
乗
セ
、

ウ
レ
シ
ク
コ
ソ
」
ト
云
間
、

綱
は
急
ぎ
馬
よ

我
身
モ
後
輪
ニ

綱
、
近
ク
ヨ
テ

綱
近
寄
テ

綱
ハ
近
歩
ミ
寄
テ
、

り
飛
び
下
り
、

し

づ

わ

無
手
ト
乗
、

女
房
舁
懐
テ

女
房
ヲ
舁
懐
テ

女
房
ヲ
カ
キ
イ
ダ
イ
テ

「
御
馬
に
召
さ

馬
ニ
打
乗
テ
、

馬
ニ
打
乗
セ
、

馬
ニ
打
騎
テ
、

れ
侯
へ
」
と
言

我
モ
ヤ
カ
テ

我
モ
遄
テ

我
モ
軈
テ

ひ
け
れ
ば
、

後
ヨ
リ
馬
ニ
乗
テ
、

後
ヨ
リ
馬
ニ
乗
テ
、

後
馬
ニ
乗
リ
テ
、

「
悦
く
こ
そ
」

堀
川
東
ヲ
南
ヘ

堀
川
東
ノ
ツ
ラ
ヲ

堀
河
ノ
面
ヲ

堀
川
ノ
東
ノ
ツ
ラ
ヲ

と
言
ふ
間
に
、

行
ケ
ル
ニ
、

南
へ
向
テ
行
ケ
ル
ニ
、

南
へ
向
テ
行
梟
ニ
、

南
ヘ
ム
キ
テ
行
ケ
ル
ニ
、

綱
は
近
く
寄
り

て

正
親
町
ノ
小
路
近
ク
ニ
テ

正
親
町
ノ
小
路
へ
、

正
親
町
ノ
小
路
へ

正
親
町
ノ
小
路
へ

女
房
を
か
き
抱

ヲ
ヽ
キ

ヲ
ヽ
キ

女
房
申
ヤ
ウ

今
一
二
段
計
打
出
ル
所
ニ

今
一
二
段
計
打
出
ル
処
ニ

一
二
段
ガ
程
打
出
ス
所
ニ
、

い
て

テ
、

テ
、

馬
に
打
乗
ら
せ
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此
女
房
後
へ
見
向
ヒ
テ
申
ケ

此
女
房
後
へ
見
帰
テ
申
ケ
ル

此
女
房
後
へ
見
向
テ
、

て

ル
ハ
、

ハ
、

「
実
ニ
ハ
、

実
ニ
ハ

「
誠
ハ

住
所
ハ
都
外

五
条
渡
ニ
ハ
、

五
条
渡
ニ

五
条
ア
タ
リ
ニ
ハ

堀
川
を
東
の
爪

送
玉
ハ
ン
ヤ

サ
シ
タ
ル
用
事
モ
ナ
シ
。

指
タ
ル
用
事
モ
無
シ
。

用
候
ハ
ズ
、

を

我
カ
住
所
ハ

吾
住
所
ハ

我
住
所
ハ

南
の
方
へ
行
き

都
ノ
外
ニ
有
ナ
リ
。

都
ノ
外
ナ
リ
、

都
ノ
外
ニ
ア
ル
ナ
リ
。

け
る
に
、
正
親

其
マ
テ
送
給
ヒ
ナ
ン
ヤ
」

其
マ
デ
送
給
ヒ
ナ
ン
ヤ

ソ
レ
マ
デ
送
テ
タ
ビ
テ
ン

町
へ

ト
云
ケ
レ
ハ
、

ト
云
ケ
レ
バ
、

ヤ
」
ト
申
シ
ケ
レ
バ
、

今
一
二
段
が
程

打
ち
も
出
で
ぬ

「
サ
承
候
。

左
承
候
、

「
サ
ウ
ケ
給
候
ヌ
。

所
に
て
、

「
サ
ン
候
」

何
ク
ニ
テ
候
ト
モ
、

焉
マ
デ
成
ト
モ

何
ク
マ
デ
モ
候
へ
、

こ
の
女
房
後
へ

ト
答
ケ
レ
ハ
、

女
房
ノ
御
渡
有
ン
所
へ

女
房
ノ
御
渡
候
ベ
キ
所
へ
送

女
房
ノ
御
渡
ア
ラ
ン
処
へ

見
向
き
て
申
し

送
リ
奉
ル
ヘ
シ
」

届
可
奉

ハ
送
テ
マ
ヰ
ラ
セ
候
ベ
シ
」

け
る
は
、

ト
云
ヲ
聞
テ
、

ト
云
ヲ
听
テ
、

ト
云
ヲ
聞
テ
、

「
誠
に
は

女
房

女
房
、

五
条
わ
た
り
に

軈
テ
厳
ク
シ
カ
リ
ツ
ル

サ
シ
モ
厳
ク
シ
カ
リ
ツ
ル
姿

軈
テ
ウ
ツ
ク
シ
カ
リ
ツ
ル

は

姿
ヲ
引
替
テ
、

ヲ
引
替
テ
、

姿
ヲ
引
替
テ
物
ヲ

さ
し
た
る
用
も

怖
ケ
ナ
ル
鬼
ニ
成
テ
、

怖
気
ナ
ル
鬼
ニ
成
テ
、

ソ
ロ
シ
ゲ
ナ
ル
鬼
卜
成
テ
、

侯
は
ず
。
我
が

住
む
所
は

「
我
行
処
ハ

「
イ
サ
、
我
行
所
ハ

イ
ザ
、
吾
行
所
ハ

「
イ
ザ
我
行
処
ハ

都
の
外
に
て
侯

ア
タ
ゴ
山
ソ
」

ア
タ
コ
山
ソ
」

愛
宕
山
ゾ

ア
タ
ゴ
ノ
山
ゾ
」

ふ
な
り
。
そ
れ

髻
む
ず
と
取
り
、
つ
か

ト
テ
、

ト
云
マ
ヽ
ニ
、

ト
云
儘
ニ
、

ト
云
マ
ヽ
ニ
、

迄
送
り
て
給
ひ

ん
で
来
ん
と
せ
し
と
こ

綱
カ
髻
ヒ
ツ

綱
カ
鬚
ヲ

綱
カ
鬚
ヲ

綱
ガ
本
鳥
ヲ

な
ん
や
」
と
申

ろ
を
、
綱
、
こ
の
よ
し

摑
テ
、

爴
テ
提
テ
、

爴
テ
提
テ
、

ツ
カ
ミ
テ
提
テ
、

し
け
れ
ば

見
る
よ
り
も
、

乾
ヲ
指
シ
テ

乾
ヲ
指
テ
、

乾
ヲ
差
テ
、

成
亥
ノ
八
（
方
）
ヲ
指
テ

飛
テ
行
ク
。

ア
タ
コ
山
へ
飛
行
ク
。

愛
宕
山
へ
ゾ
飛
行
ケ
ル
。

ア
タ
ゴ
ノ
方
へ
ゾ
飛
行
ケ

「
承
り
侯
ひ
ぬ
。

ル
。

何
く
迄
も
御
座

綱
ハ
チ
ツ
ト
モ
騒
ズ
、

綱
ハ
兼
テ
心
得
タ
リ
ケ
レ

綱
ハ
兼
テ
心
得
タ
リ
ケ
レ

綱
ハ
ヤ
ガ
テ
心
得
テ
、

す
所
へ
送
り
進

ハ
、

バ
、

ら
せ
候
ふ
べ

少
モ
不
騒
、

少
モ
不
騒
、

（
ス
）
コ
シ
モ
騒
ガ
ズ
、

し
」

此
料
ニ
コ
ソ
持
タ
ル
剣
ナ
レ

此
料
ニ
社
持
タ
ル
劔
ナ
レ

此
料
ニ
コ
ソ
鬚
切
ヲ
バ
ハ

ハ
、

ト
、

カ
セ
テ
ツ
カ
ハ
サ
レ
ツ
レ
、

と
言
ふ
を
聞
き

三
尺
五
寸
す
る
り
と
抜

今
ナ
ラ
デ
ハ
イ
ツ
カ
ト
思

て
、
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き
、
茨
木
が
片
腕
を
、

鬚
切
ヲ
抜
合
セ
、

帯
タ
ル
鬚
切
ヲ
サ
ト
抜
テ
、

帯
タ
ル
鬚
切
ヲ
颯
ト
抜
テ
、

テ
、
鬚
切
ヲ
サ
ン
ト
抜
テ
、

水
も
た
ま
ら
ず
打
ち
落

や
が
て
厳
し
か

す
。

「
鬼
ノ
手
切
ル
」
カ
ト
思
ヘ

空
様
ニ
鬼
ノ
手
ヲ
切
ル
。

空
様
ニ
鬼
ノ
手
ヲ
切
放
レ

ソ
ラ
様
ニ
鬼
ガ
手
ヲ
フ
ツ

り
し

ハ
、

キ
リ
ハ
ツ
レ
ハ
、

バ
、

ト
切
ハ
ツ
レ
バ
、

姿
を
変
へ
て
、

怖
し
げ
な
る
鬼

北
野
社
ノ

綱
ハ
北
野
ノ
社
ノ

綱
ハ
北
野
ノ
社
ノ

綱
、
北
野
ノ
社
ノ
南
ノ

に
な
り
て
、

回
廊
ノ
上
ニ
ソ

廻
廊
ノ
上
ニ

廻
廊
ノ
上
ニ

廻
廊
ノ
上
ニ

「
い
さ
、
我
が

落
ニ
ケ
ル
。

動
ト
ソ
落
タ
リ
ケ
ル
。

動
ト
ゾ
落
タ
リ
ケ
ル
。

ド
ウ
ド
ゾ
落
チ
タ
リ
ケ
ル
。

行
く
処
は
愛
宕

山
ぞ
」

鬼
ハ
手
乍
被
切
、

鬼
ハ
手
レ

切
乍
、

鬼
ハ
手
切
レ
ナ
ガ
ラ
、

と
言
ふ
ま
ま

ア
タ
コ
ノ
山
へ
向
テ

愛
宕
山
へ
向
テ

ナ
ヲ
モ
ア
タ
ゴ
ノ
山
へ
向

に
、

飛
行
ク
コ
ソ
怖
シ
ケ
レ
。

飛
行
社
怖
ケ
レ
。

テ
飛
行
コ
ソ
ヲ
ソ
ロ
シ
ケ

綱
が
髻
を

レ
。

掴
ん
で
提
げ
、

綱
廻
廊
ヨ
リ
踊
下
テ
、

綱
ハ
廻
廊
ヨ
リ
踊
落
テ
、

綱
ハ
廻
廊
ヨ
リ
躍
リ
下
リ

乾
の
方
へ
ぞ

テ
、

飛
び
行
き
け

髻
ニ
ツ
キ
ケ
ル

鬢
ニ
取
付
タ
ル

卑
下
髻
ニ
取
付
タ
ル

本
鳥
ニ
取
付
タ
ル

る
。

手
ヲ
取
テ
見
レ
ハ
、

鬼
ノ
手
ヲ
取
テ
見
ハ
、

鬼
手
ヲ
取
レ
見
レ
バ
、

鬼
ガ
手
ヲ
取
テ
見
バ
、

女
房
ノ
姿
ニ
テ
ハ

女
房
卜
見
ツ
ル
時
、

女
房
卜
見
シ
時
ハ

女
房
卜
見
ツ
ル
時
ハ

綱
は
少
し
も
騒

が
ず

雪
ノ
膚
ト
覚
ヘ
シ
ガ

雪
ノ
膚
へ
ト
覚
へ
ケ
ル
カ
、

雪
ノ
膚
ト
覚
ケ
ル
ガ
、

雪
ノ
膚
卜
覚
テ
、

ハ
タ
ヘ

鬼
ノ
手
卜
見
ル
時
ハ
、

鬼
ノ
手
卜
見
ル
時
ハ

鬼
ガ
手
卜
見
ル
時
ハ

色
黒
ク
、
毛
カ
ヽ
マ
リ
テ

色
黒
ク
シ
テ
土
ノ
如
シ
。

色
黒
シ
テ
如
土
ノ
、

色
黒
テ
土
ノ
如
シ
。

フ
ト

〱
ト
ア
ル

白
キ
毛
ヒ
マ
ナ
ク
ヲ
イ
タ

白
毛
無
隙
生
タ
リ
。

自
毛
ノ
隙
モ
ナ
ク
生
イ
茂

リ
。

リ
テ
、

件
の
裏
切
を
さ

崎
ハ

サ
キ
ハ

サ
キ
ハ

っ
と
抜
き
、

コ
チ
ヽ
ミ
也
。

チ
ウ

〱
ト
カ
ヽ
マ
リ
テ
、

蛛
々
ト
屈
リ
テ
、

チ
ウ
ト
カ
ヾ
マ
リ
テ

空
様
に
鬼
が
手

や
う
や
う
武
略
を
め
ぐ

銀
ノ
針
ヲ
カ
ヽ
メ
タ
ル
カ
如

銀
ノ
針
ヲ
屈
タ
ル
カ
如
シ
。

銀
ノ
針
ヲ
カ
ヾ
メ
テ
立
タ

を
ふ
っ
と
切

ら
し
て
、
腕
を
取
り
返

シ
。

ル
ガ
如
シ
。

る
。

し
、
今
は
子
細
も
候
は

ず
。

綱
は
北
野
の
社

の廻
廊
の
畳
の
上

に
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ど
っ
と
落
つ
。

鬼
は
手
を
切
ら

れ
な
が
ら
愛
右

へ
ぞ

飛
び
行
く
。

さ
て
綱
は
廻
廊

よ
り
跳
り
下
り

て
、

髻
に
附
き
た
る

鬼
が
手
を
取
り

て
見
れ
ば
、

雪
の
貌
ほ
引
替

へ
て
、

黒
き
事
限
り
な

し
。

自
毛
隙
な
く
生

ひ
繁
り

銀
の
針
を
立
て

た
る
が
如
く
な

り
。
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三
、
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』
の
影
響

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
同
人
雑
誌
『
時
代
映
画
』
第
一
巻
第
八
号
に
は
、
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
脚
本
が
、
全
編
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
脚
本
末
尾
に
は
、
埋
め
草
と
し
て
「
こ
の
脚
本
に
つ
い
て
」
の
注
釈
が
付
さ
れ
て
お
り
、
典
拠
と
さ
れ
た
常
磐
津
『
戻
橋
』『
土
蜘
蛛
』、
長
唄
『
綱
館
』
三
作
の

説
明
が
あ
る
。

『
戻
橋
』
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
注
釈
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
戻
り
橋

渡
辺
網
が
鬼
女
の
片
腕
を
斬
つ
た
と
い
う
伝
説
は
「
剣
の
巻
」
に
見
え
て
い
る
―(

マ
ゝ)

「
剣
の
巻
」
は
本
来
「
保
元
物
語
」
の
巻
首
に
あ
る
筈
を
、

何
時
か
「
太
平
記
」
の
巻
頭
に
附
し
た
も
の
―
―
。
更
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
日
本
紀
略
」
天
徳
二
年
条
に
、
一
人
の
狂
女
が
洛
中
に
現
れ
、
死
人
の
頭
を
取
っ
て
食

い
、
そ
の
後
、
往
々
緒
門
に
臥
す
病
人
が
生
き
な
が
ら
狂
女
の
た
め
に
肉
を
食
わ
れ
（
マ
ゝ
）
と
い
う
事
実
に
、
渡
辺
綱
の
武
勇
を
附
会
し
て
作
り
上
げ
た
話
だ
と

す
る
説
も
あ
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
河
竹
黙
阿
弥
述
に
よ
り
、
五
代
目
菊
五
郎
の
鬼
女
、
左
団
次
の
渡
辺
綱
で
舞
台
に
か
け
ら
れ
、
新
古
演
劇
十
種
の
中
に
入
っ
て
い

る
。

右
の
注
釈
は
、
そ
の
筆
者
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
都
宮
の
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
は
、
常
磐
津
「
戻
橋
」「
土
蜘
蛛
」、
長
唄
「
綱
館
」
を
踏
襲

す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
映
画
の
「
一
条
戻
り
橋
」
の
場
は
、
き
わ
め
て
意
識
的
に
歌
舞
伎
を
継
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
八
尋
の
表
現
の
特
質
を
検
証
す
る
た
め
に
、
八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
を
軸
と
し
、
五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』、
お
よ
び

河
竹
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』
の
脚
本
を
比
較
し
た
も
の
が
表
１
～
８
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
、
八
尋
の
脚
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
出
典
関
係
が
見
い
だ
さ
れ
た
。

（
１
）
八
尋
が
五
都
宮
に
一
致
、
な
い
し
は
類
似
す
る
部
分
は
、
表
１
～
表
３
に
示
し
た
三
箇
所
で
あ
る
。

（
２
）
八
尋
が
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
に
一
致
す
る
部
分
は
、
表
４
～
表
５
に
示
し
た
二
箇
所
で
あ
る
。
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（
３
）
八
尋
の
独
自
の
表
現
が
み
ら
れ
る
部
分
は
、
表
６
～
表
８
で
あ
る
。

右
に
記
さ
れ
て
た
出
典
関
係
に
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
、
八
尋
の
表
現
の
特
質
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、「
一
条
戻
り
橋
」
の
場
面
に
お
け
る
五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
と
、
そ
の
四
年
後
の
八
尋
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
脚
本
を
対
照
し
て
表
に
し
て

以
下
に
表
示
す
る
。

（
１
）
ト
書
き

ま
ず
、「
一
条
戻
り
橋
」
の
冒
頭
、
ト
書
き
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

表
１

№

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

一
条
戻
り
橋

一
条
の
戻
り
橋

夜
。

夜
更
け
の
鐘
の
声
。

空
に
は
月
。

空
に
は
月
。

渡
辺
源
次
綱
、
来
る
。

渡
辺
ノ
綱
が
来
る
。

②

月
を
映
す
堀
川
の
流
れ
。

岸
辺
の
柳
も
濡
れ
た
よ
う
に
美
し
い
。

網
は
フ
ト
足
を
と
め
る

一
陣
の
風
が
綱
の
袖
を
ひ
る
が
え
し
、
柳
の

一
陣
の
風
が
岸
の
柳
を
、
サ
ッ
と
吹
き
な
び
か
す
。

枝
を
女
の
髪
の
乱
る
ゝ
如
く
吹
き
な
び
か
す

③

綱
は
気
配
を
感
じ
、

綱
は
、
か
す
か
な
気
配
を
感
じ
、

月
明
り
に
す
か
し
見
る

月
明
り
に
後
方
を
す
か
し
見
る
。
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被
衣
を
か
ぶ
つ
た
美
し
い
女
の
姿
が
朦
朧
と

被
衣
を
か
ぶ
っ
た
美
し
い
女
の
姿
が
、
朦
朧
と
現
わ
れ
、
音
も
な
く
近
ず
い
て

現
れ
、
近
ず
い
て
来
る
。

来
る
。

④

綱
は
仄
暗
き
木
陰
に
ひ
そ
ん
で
、
窺
う
―
―

綱
は
傍
の
櫛
の
大
樹
の
蔭
に
隠
れ
て
、
油
断
な
く
窺
う
。

表
１
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
五
都
宮
と
八
尋
の
脚
本
の
舞
台
設
定
・
表
現
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
両
者
は
き
わ
め
て
類
似
性
が
高
い
。

た
だ
し
、
異
同
す
る
点
も
、
や
や
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
以
下
の
五
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
①
五
都
宮
「
夜
。」
と
す
る
が
、
八
尋
は
「
夜
更
け
の
鐘
の
声
。」
と
す
る
。

第
二
に
、
①
五
都
宮
「
渡
辺
源
次
綱
、」
と
す
る
が
、
八
尋
は
「
渡
辺
ノ
綱
」
と
す
る
。

第
三
に
、
②
五
都
宮
の
文
を
、
八
尋
は
簡
略
化
し
て
一
文
に
ま
と
め
る
。

第
四
に
、
③
五
都
宮
の
文
に
、
八
尋
は
「
か
す
か
な
」「
後
方
を
」「
音
も
な
く
」
を
付
加
す
る
。

第
五
に
、
④
五
都
宮
「
仄
暗
き
木
陰
に
ひ
そ
ん
で
、」
と
す
る
が
、
八
尋
は
「
傍
の
櫛
の
大
樹
の
蔭
に
隠
れ
て
、
油
断
な
く
」
と
す
る
。

以
上
、
八
尋
は
五
都
宮
の
脚
本
に
、
適
宜
こ
と
ば
を
補
い
つ
つ
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
脚
本
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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（
２
）
台
詞

台
詞
の
場
合
も
同
様
に
、
五
都
宮
と
八
尋
の
脚
本
の
両
者
は
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
八
尋
は
、
五
都
宮
の
脚
本
を
忠
実
に
た
ど
る
か
の
よ
う
に
述
作
を
進
め
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

表
２
は
「
一
条
戻
り
橋
」
の
場
の
冒
頭
シ
ー
ン
、
つ
ま
り
、
渡
辺
綱
と
鬼
女
が
戻
橋
で
出
会
う
場
面
の
脚
本
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
２№

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

女
（
小
百
合
）
は
近
ず
く
。

女
（
小
百
合
）
は
近
ず
く
。

綱
は
静
か
に
立
出
で
て

綱
は
静
か
に
立
出
で
て

②

「
女
性
は
い
ず
れ
に
参
ら
れ
る
」

「
女
性
は
い
ず
れ
へ
参
ら
る
ゝ
ぞ
」

と
声
を
か
け
る
。

③

小
百
合
は
ビ
ク
ッ
と
し
た
が
、

小
百
合
は
ビ
ク
リ
と
し
た
が
、

綱
を
見
て
す
が
る
よ
う
に

綱
を
頼
ま
し
げ
に
仰
ぎ
見
て
、

｢は
い
、
妾
は
一
条
の
大
宮
よ
り

「
は
い
、
妾
は
一
条
の
大
宮
よ
り
、

五
条
の
わ
た
り
へ
参
る
者

五
条
の
わ
た
り
へ
参
る
者

で
ご
ざ
い
ま
す
」

で
ご
ざ
い
ま
す
」

綱

「
い
ま
洛
中
に
は
妖
怪
変
化
出
没
し
て
、

綱
「
夜
盗
変
化
横
行
の
、

夜
と
も
な
れ
ば
固
く
戸
を
閉
ざ
し
、

穏
や
か
な
ら
ぬ
洛
中
に
、
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大
の
男
も
出
歩
か
ぬ
に
、

女
の
身
と
し
て
大
胆
な
。

女
性
の
身
と
し
て
大
胆
な
、

御
身
は
供
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
」

右
の
表
２
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
表
１
同
様
、
表
２
に
お
い
て
も
、
八
尋
の
脚
本
は
、
五
都
宮
の
表
現
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
②
で
は
、
五
都
宮
が
現
代
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
尋
は
古
語
の
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
わ
ず
か
な
相
違
点
で
は
あ
る
が
、
八
尋

の
台
詞
が
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
り
橋
』
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
表
３
は
、
表
２
の
脚
本
の
続
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
八
尋
と
五
都
宮
の
脚
本
に
は
、
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
、
①
は
八

尋
の
脚
本
の
み
に
確
認
さ
れ
る
、
八
尋
の
独
自
の
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
③
⑤
は
五
都
宮
の
脚
本
の
み
に
確
認
さ
れ
る
、
五
都
宮
章
人
の
独
自
の
表
現
で
あ
る
。

表
３№

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

小
百
合
「
は
い
、
一
人
故
、
夜
道
が
怖
く
、
道
行
く
人
を
待
ち
合
わ
せ
、
こ
ゝ

に
佇
み
お
り
ま
し
た
」

綱
「
怖
い
と
い
う
は
尤
も
、

②

五
条
の
わ
た
り
へ
参
る
と
あ
ら
ば
、
某
、
送
つ
て
遣
わ
そ
う
」

五
条
の
わ
た
り
へ
参
る
と
あ
ら
ば
、
某
送
り
て
遣
わ
そ
う
」

「
忝
け
の
う
存
じ
ま
す
、
で
は
お
言
葉
に
甘
え
ま
し
て
」

小
百
合
「
忝
け
の
う
存
じ
ま
す
、
で
は
、
お
言
葉
に
甘
え
ま
し
て
」

と
微
笑
ん
で
被
衣
を
揚
げ
一
礼
す
る
。

と
被
衣
を
か
ヽ
げ
、
艶
然
と
微
笑
む
。
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「
は
て
、
あ
で
や
か
な
」

綱
「
は
て
、
あ
で
や
か
な
」

と
見
惚
れ
る
。

と
見
惚
れ
る
。

吹
く
風
に
軽
い
被
衣
は
さ
や
さ
や
と
な
び
く
。

夜
嵐
に
さ
や
さ
や
と
な
び
く
被
衣
。

綱
は
何
気
な
く

綱
は
何
気
な
く
、

目
を
落
と
し
て
ハ
ツ
と
な
る
。

掘
川
の
流
れ
に
目
を
落
し
て
ハ
ッ
と
す
る
。

朦
朧
と
川
面
に
映
る
は

妖
し
い
変
化
の
姿
で
あ
る
。

朦
朧
と
川
面
に
映
る
は
妖
し
い
変
化
の
姿
で
あ
る
。

綱
（
さ
て
は
と
頷
き
つ
つ
）

綱
「
（
さ
て
は
と
頷
き
つ
ヽ
）

「
都
人
と
は
言
い
な
が
ら
、

都
人
と
は
い
ヽ
な
が
ら
、

い
と
も
優
し
き
形
風
俗
、

い
と
も
優
し
き
形
風
俗
。

な
り

な
り

③

御
身
の
父
は
何
人
な
る
ぞ
」

と
歩
き
出
し
つ
ゝ
訊
く
。

④

「
や
、
如
何
致
し
て
そ
の
名
を
ば
？
」

綱
「
や
、
如
何
致
し
て
、
其
の
名
を
ば
？
」

「
は
い
、
恋
し
く
思
う
殿
御
ゆ
え
、

小
百
合
「
恋
し
く
思
う
殿
御
故
、

と
く
よ
り
存
じ
て
お
り
ま
す
る
」

と
く
よ
り
存
じ
て
お
り
ま
し
た
」

「
恋
し
く
思
う
と
言
う
は
い
つ
わ
り
、

綱
「
恋
し
く
思
う
と
い
う
は
偽
り
、

御
身
が
我
名
を
存
ぜ
し
は

御
身
が
我
名
を
存
ぜ
し
は
、

妖
魔
の
術
で
あ
ろ
う
が
な
」

妖
魔
の
術
で
あ
ろ
う
が
な
」

「
何
と
？
」

小
首
合
「
妖
魔
の
術
と
は
？
」

「
汝
は
心
付
か
り
し
か
。

綱
「
汝
は
心
付
か
ざ
り
し
か
、

月
の
光
に
映
り
た
る

月
の
光
に
映
っ
た
る
、

影
は
怪
し
き
鬼
形
で
あ
つ
た
わ
」

影
は
怪
し
き
鬼
形
で
あ
っ
た
わ
」

き
ぎ
よ
う

「
さ
て
は
」

小
首
合
「
あ
」

「
い
ざ
本
性
を
顕
わ
せ
い
」

綱
「
い
ざ
、
本
性
を
顕
わ
せ
い
！
」
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凛
々
と
叱
咜
す
る
。

と
、
大
喝
す
る
。

ハ
ツ
と
小
百
合
は
首
垂
れ
る
。

小
百
合
は
打
た
れ
た
よ
う
に
、
ハ
ッ
と
顔
を
伏
せ
る
。

や
ゝ
し
ば
し
そ
の
頭
が
、

や
ゝ
し
ば
し
、

肩
が
小
刻
み
に
顫
え
る
よ
と
思
う
間
も
な
く
、

わ
な
わ
な
と
被
衣
が
顫
え
る
よ
と
見
る
間
に
、

カ
ラ
カ
ラ
と
笑
つ
て
、

カ
ラ
カ
ラ
と
不
気
味
な
笑
い
声
。

綱
「
（
愕
く
）」

サ
ツ
と
上
げ
た
顔
は
見
る
も
恐
し
き
悪
鬼
の
姿
で
あ
る
。

小
百
合
「
（
サ
ッ
と
顔
を
上
げ
る
、
物
硬
い
悪
鬼
の
形
相
で
あ
る
）」

綱
「
さ
て
こ
そ
悪
鬼
？
」

綱
「
さ
て
こ
そ
悪
鬼
！
」

と
取
押
さ
え
ん
と
手
を
か
け
れ
ば
、

ム
ズ
と
摑
め
ば
、

逆
に
そ
の
腕
を
シ
ッ
カ
と
押
え
て

悪
鬼
は
そ
の
腕
を
逆
に
押
え
て
、

「
い
で
此
上
は
汝
を
ば
、

悪
鬼
「
い
で
此
上
は
、

我
が
隠
れ
家
へ
連
れ
行
か
ん
」

我
が
隠
れ
家
に
」

が

と
引
立
て
ん
と
す
る
。

綱
「
小
癪
な
こ
と
を
」

綱
「
小
癪
な
！
」

互
い
に
争
う
烈
し
き
立
廻
り
。

と
、
烈
し
い
立
廻
り
。

⑤

そ
の
時
、
貞
光
、
金
時
等
の
四
天
王
が
走
つ
て
来
て
、
長
巻
を
揮
つ
て

打
ち
か
ゝ
る
。

悪
鬼
は
ひ
る
ま
ず
飛
鳥
の
働
き
。

さ
し
も
の
四
天
王
も
た
じ

く
と
な
る
。

綱
は
手
捕
り
に
せ
ん
と
躍
り
か
ゝ
れ
ば

⑥

忽
ち
一
陣
の
狂
風
吹
く
よ
と
見
え
て
―
―

一
陣
の
狂
風

吹
く
よ
と
見
え
て
、

忽
ち
鬼
は
綱
の
襟
が
み
を
摘
ん
で
、
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⑦

空
に

空
に

墨
を
流
せ
る
如
き
黒
雲
ひ
ろ
が
り
、
天
地
震
動
、

舞
い
上
る
。

悪
鬼
は
綱
の
襟
が
み
ム
ン
ズ
と
摑
み
、
風
に
乗

疾
風
、
雷
電
。

つ
て
舞
い
上
る
。
空
を
飛
ぶ
悪
鬼
と
綱
。

黒
雲
を
衝
い
て
、

綱
は
太
刀
抜
き
放
ち
、

悪
鬼
の
腕
を
切
り
払
う
。

争
い
つ
ゝ
綱
と
鬼
は
飛
翔
す
る
。

た
ち
ま
ち
起
こ
る
凄
じ
い
叫
喚
と
共
に
、

綱
は
太
刀
抜
放
っ
て
、

稲
妻
、
雷
鳴
、
黒
雲
の
流
る
ゝ
中
を

鬼
の
腕
を
切
る
。

綱
は
地
上
へ
落
行
き
て
―
―

凄
ま
じ
い
叫
喚
。

天
地
震
動
。

鬼
の
片
腕
を
摑
ん
だ
ま
ゝ
、
綱
は
、

⑧

北
野
神
社
廻
廊
へ

北
野
神
社

廻
廊

そ
の
屋
根
の
上
に
、

ど
つ
と
落
ち
、
キ
ツ
と
虚
空
を

ド
ゥ
と
落
ち
、
キ
ッ
と
虚
空
を

睨
み
上
げ
る

睨
み
上
げ
る
。
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四
、
河
竹
黙
阿
弥
『
戻
橋
』
の
影
響
へ

こ
こ
か
ら
は
、
表
２
・
３
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
し
く
論
じ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
表
２
②
で
は
、
五
都
宮
は
「
女
性
は
い
ず
れ
に
参
ら
れ
る
」
と
す
る
が
、
八
尋
の
脚
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
女
性
は
い
ず
れ
へ
参
ら
る
ゝ
ぞ
」

と
声
を
か
け
る
。」

こ
の
台
詞
は
、
河
竹
黙
阿
弥
の
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

綱

女
性
は
何
れ
へ
参
ら
る
ゝ
ぞ
。

わ
ず
か
な
相
違
で
は
あ
る
が
、
八
尋
の
台
詞
は
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
と
完
全
に
一
致
す
る
。
両
者
の
相
違
は
五
都
宮
が
現
代
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
尋
は
古
語
の
表

現
を
と
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
八
尋
が
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
を
直
接
に
参
看
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
八
尋
は
、
五
都
宮
の
脚
本
の
み
な
ら
ず
、

歌
舞
伎
『
戻
橋
』
の
脚
本
を
も
意
識
的
に
摂
取
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
表
３
①
の
渡
辺
綱
に
対
す
る
小
百
合
の
返
事
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
箇
所
を
、『
戻
橋
』
と
比
較
す
る
と
、
表
４
の
よ
う
に
な
る
。

表
４№

河
竹
黙
阿
弥
作
『
戻
橋
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

妖
女

供
の
者
を
召
し
連
れ
し
が
、
用
事
あ
っ
て
跡
へ
帰
り
、
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②

只
一
人
ゆ
え
夜
道
が
怖
く
、

小
百
合
「
は
い
、
一
人
故
、
夜
道
が
怖
く
、

道
行
く
人
を
待
ち
合
わ
せ
、

道
行
く
人
を
待
ち
合
わ
せ
、

こ
ゝ
に
た
ゝ
ず
み
お
り
ま
し
た
。

こ
ゝ
に
佇
み
お
り
ま
し
た
」

③

綱

怖
い
と
申
す
は
尤
も
な
り
、

綱
「
怖
い
と
い
う
は
尤
も
、

④

五
条
の
わ
た
り
へ
参
る
と
あ
ら
ば
、
某
送
り
て
遣
わ
そ
う
。

五
条
の
わ
た
り
へ
参
る
と
あ
ら
ば
、
某
送
り
て
遣
わ
そ
う
」

表
４
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
八
尋
の
脚
本
は
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

八
尋
の
脚
本
に
は
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
の
妖
女
の
台
詞
、
表
４
①
「
供
の
者
を
召
し
連
れ
し
が
、
用
事
あ
っ
て
跡
へ
帰
り
、」
を
欠
く
が
、
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
歌

舞
伎
『
戻
橋
』
に
一
致
し
て
い
る
。

表
４
②
に
お
い
て
も
、
平
仮
名
を
漢
字
、
ま
た
は
漢
字
を
平
仮
名
に
改
め
る
よ
う
な
文
字
表
記
の
改
変
が
ま
ま
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
表
記
は
完
全
に
一
致
す

る
。表

４
③
で
は
、「
申
す
」
と
い
う
動
詞
を
「
い
う
」
に
改
変
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
表
記
は
一
致
す
る
。

表
４
④
は
、
五
都
宮
の
脚
本
に
も
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
が
、「
送
り
て
」
は
、
五
都
宮
の
脚
本
に
は
「
送
つ
て
」
と
す
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
八
尋
の
『
大

江
山
酒
天
童
子
』
が
、
河
竹
黙
阿
弥
『
戻
橋
』
に
依
拠
す
る
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
八
尋
の
脚
本
が
五
都
宮
と
一
致
し
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
五
都
宮
の
脚
本
に
の
み
見
ら
れ
る
次
の
場
面
に
注
目
し
た
い
。
小

百
合
が
渡
辺
綱
の
婚
約
者
の
こ
と
を
告
げ
る
場
面
で
あ
る
。

「
何
、
無
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
、
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当
時
内
裏
を
警
衛
に
都
に
上
り
し

源
頼
光
朝
臣
の
秘
蔵
の
御
息
女
、

千
寿
姫
と
御
婚
約
の
間
柄
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
」

先
に
述
べ
て
お
く
が
、
八
尋
は
、
五
都
宮
の
脚
本
に
依
拠
し
な
い
場
合
、
必
ず
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
に
立
ち
返
る
と
い
う
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

表
５
は
、
右
の
小
百
合
が
渡
辺
綱
の
婚
約
者
の
こ
と
を
告
げ
る
場
面
の
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
と
八
尋
の
脚
本
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
５№

河
竹
黙
阿
弥
作
『
戻
橋
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

妖
女

当
時
内
裏
の
警
衛
に
、

小
百
合
「
当
時
都
を
警
衛
の
、

都
へ
登
り
し
源
の
、

頼
光
朝
臣
の
身
内
に
て
、

頼
光
朝
臣
の
御
身
内
、

渡
辺
源
次
綱
殿
ゆ
え
。

渡
辺
ノ
源
次
綱
」

表
５
か
ら
わ
か
る
こ
と
も
ま
た
、
表
４
同
様
、
八
尋
は
五
都
宮
の
脚
本
に
依
拠
せ
ず
、
代
わ
り
に
歌
舞
伎
を
典
拠
と
し
て
用
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
八
尋
は
、
五
都
宮
の
脚
本
を
踏
襲
し
な
い
と
き
に
は
、
必
ず
、
歌
舞
伎
に
立
ち
戻
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
に
は
、
必
ず
出
典
が
あ
っ
た
。
そ
の
出
典
と
は
、
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
、
も
し
く
は
河
竹
黙
阿
弥
『
戻

橋
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
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五
、
歌
舞
伎
舞
踊
の
削
除

だ
が
、
八
尋
不
二
の
脚
本
に
は
、
あ
え
て
歌
舞
伎
か
ら
の
脱
却
を
試
み
よ
う
と
す
る
面
も
み
ら
れ
る
の
で
、
注
目
し
た
い
。

五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
で
は
、
小
百
合
が
舞
う
。
し
か
し
、
八
尋
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
に
は
小
百
合
の
舞
は
な
い
。
八
尋
は
、
彼
女
の
舞
を
削
除
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

表
６
は
、
河
竹
黙
阿
弥
『
戻
橋
』
と
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
黙
阿
弥
『
戻
橋
』
と
五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
表
現
が

一
致
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
五
都
宮
は
、
黙
阿
弥
『
戻
橋
』
を
踏
襲
し
て
、
表
６
の
よ
う
に
舞
の
場
面
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

表
６№

河
竹
黙
阿
弥
『
戻
橋
』

五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

①

小
百
合
も
寄
添
う
よ
う
に
歩
き
な
が
ら

妖
女

父
は
五
条
に
年
久
し
く
住
居
な
せ
し
扇
折
、
舞
を
好
み
て
舞
い
し
ゆ

「
父
は
五
条
の
扇
折
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
舞
を
好
ん
で
舞
い
ま
し
た

え
、

の
で
、
妾
も
幼
い
頃
か
ら
教
え
を
受
け
、
そ
れ
が
身
の
得
と
な
つ
て
、

わ
ら
わ
は
幼
き
頃
よ
り
し
て
教
え
を
受
け
し
を
身
の
徳
に
、

こ
の
程
ま
で
も
あ
る
御
所
に
、
お
宮
仕
え
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

お
宮
仕
え
を
し
て
お
り
ま
す
」

年
頃
ゆ
え
に
お
暇
た
ま
わ
り
、
下
り
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
す
る
。

綱

さ
て
は
舞
を
舞
わ
る
ゝ
と
か
、

「
ほ
う
、
舞
を
な
さ
る
と
…
…

恥
ず
か
し
な
が
ら

恥
ず
か
し
な
が
ら
某
は
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都
の
舞
を
、
未
だ
一
見
せ
し
事
な
し
、

ま
だ
舞
を
見
た
こ
と
が
ご
ざ
ら
ぬ
。

途
中
ゆ
え
に
申
し
兼
ね
る
が
、

幸
い
当
た
り
に
往
き
交
う
人
も
な
し
、

一
指
し
舞
を
見
ら
れ
ま
い
か
。

一
さ
し
舞
う
て
は
下
さ
れ
ま
い
か
」

「
で
も
、
拙
い
舞
で
ご
ざ
い
ま
す
故

「
い
や
、
強
つ
て
所
望
じ
ゃ
」

「
で
は
送
つ
て
下
さ
る
そ
の
御
礼
に
、

妖
女

お
送
り
下
さ
る
そ
の
お
礼
に
、

只
今
御
覧
に
入
れ
ま
し
ょ
う
」

只
今
御
覧
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

と
恥
ず
か
し
げ
に
一
寸
あ
た
り
を
見
廻
し
て
、

〽
綱
が
扇
を
借
り
受
け
て
、
会
釈
こ
ぼ
し
て
進
み
出
で
、

ト
綱
の
持
ち
し
中
啓
を
借
り
、
前
へ
出
で
、
唄
模
様
に
な
る
。

綱
の
扇
を
借
受
け
淑
や
か
に
舞
い
出
で
る
。

〽
空
も
霞
み
て
八
重
一
重
、
桜
狩
す
る
諸
人
が
、
む
れ
つ
ゝ
爰
へ
清
水
や
、

う
つ
と
り
と
見
る
綱
。

初
瀬
の
山
に
雪
と
見
し
、
花
も
散
り
行
く
嵐
山
、
惜
し
む
別
れ
の
春
過
ぎ
て
、

舞
い
な
が
ら
小
百
合
は
鋭
く
隙
を
窺
つ
て
い
る
。
み
つ
め
る
綱
。
舞
う
小
百
合
。

夏
の
初
め
に
遅
れ
て
し
、
花
も
青
葉
に
衣
更
、
峰
の
緑
の
美
し
や
。

綱
も
鋭
く
隙
を
見
て
い
る
。

ト
よ
ろ
し
く
振
り
あ
っ
て
納
ま
る
。

小
百
合
、
舞
終
わ
つ
て
会
釈
す
る
。

綱

い
や
面
白
き
事
な
り
し
ぞ
、

綱

「
い
や
面
白
い
事
で
あ
つ
た
。

か
ゝ
る
技
芸
の
あ
る
者
を
、

こ
の
よ
う
な
技
芸
の
あ
る
者
を

妻
に
持
ち
な
ば

妻
に
し
た
ら
、

よ
き
楽
し
み
。

さ
ぞ
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
ろ
う
な
」
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表
６
で
は
、
小
百
合
の
父
が
「
五
条
の
扇
折
」
で
「
舞
を
好
ん
で
舞
」
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
、
小
百
合
も
幼
い
頃
か
ら
舞
を
習
っ
て
宮
仕
え
を
し
た
こ
と
が
語
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
と
五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
に
共
通
す
る
設
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
八
尋
の
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
で
は
、
こ
の
舞
の
場
面
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
表
７
は
そ
れ
を
示
す
た
め
に
、

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

と
八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
と
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
７№

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

綱

「
い
や
面
白
い
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
技
芸
の
あ
る
者
を

か
よ
う
な
女
性
を

妻
に
し
た
ら
、

妻
に
し
た
ら
、

さ
ぞ
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
ろ
う
な
」

さ
ぞ
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
ろ
う
な
」

こ
の
台
詞
は
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

か
ゝ
る
技
芸
の
あ
る
者
を
、
妻
に
持
ち
な
ば
よ
き
楽
し
み
。

そ
し
て
、
五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
技
芸
の
あ
る
者
を
妻
に
し
た
ら
、
さ
ぞ
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
ろ
う
な

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
舞
を
削
除
し
た
八
尋
は
、
こ
の
あ
と
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

か
よ
う
な
女
性
を
妻
に
し
た
ら
、
さ
ぞ
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
ろ
う
な

つ
ま
り
、「
か
よ
う
な
技
芸
の
あ
る
者
」
と
い
う
台
詞
を
改
変
す
る
の
で
あ
る
。
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一
方
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
を
踏
襲
す
る
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
で
は
、
表
７
の
よ
う
に
、「
こ
の
よ
う
な
技
芸
の
あ
る
者
を
妻
に
し
た
ら
」
と
し
て
、
小
百
合
の
舞
を
踏

ま
え
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
は
、
八
尋
は
「
か
よ
う
な
女
性
を
妻
に
し
た
ら
」
と
改
変
す
る
。
そ
の
「
か
よ
う
な
」
と
は
、『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
直
前
の
台
詞
、

綱

「
（
さ
て
は
、
と
頷
き
つ
ゝ
）
都
人
と
は
い
ゝ
な
が
ら
、
い
と
も
優
し
き
形
風
俗
、

な
り

そ
の
「
い
と
も
優
し
き
形
風
俗
」
を
さ
す
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
八
尋
は
、
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』
か
ら
舞
踊
の
場
面
を
削
除
し
た
た
め
に
、
前
後
の
脈
絡
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
改
変
を
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

歌
舞
伎
の
舞
踊
の
削
除
は
、
別
の
箇
所
に
も
確
認
で
き
る
。
表
８
と
し
て
紹
介
し
よ
う
。

表
８№

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

小
百
合
「
（
媚
態
を
み
せ
て
）

「
で
も
、
あ
な
た
は

で
も
、
あ
な
た
様
は
…
…
、

定
め
て

さ
だ
め
て

奥
様
を

奥
様
が
…
…
」

お
持
ち
な
れ
て
で
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
」

「
い
や

綱

「
い
ヽ
や
、

見
ら
る
ゝ
通
り
の

東
育
ち
の

武
骨
者
、

武
骨
者
、

誰
も
妻
に
な
り
て
が
な
い
」

誰
も
妻
に
な
り
て
が
な
い
わ
」
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「
何
、
無
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う

小
百
合
「
な
に
、
な
い
こ
と
が
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う

（
…
）

（
…
）

こ
の
場
面
の
あ
と
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
に
は
、
次
の
「
口
説
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
五
都
宮
も
八
尋
も
、
こ
の
「
口
説
」
を
脚
本
に
採
用
し
な
い
。

ト
こ
れ
よ
り
口
説
に
な
り
、

〽
お
情
探
き
お
心
に
、
今
宵
見
え
し
わ
ら
わ
さ
え
、
緑
を
結
ぶ
露
も
が
な
、
思
う
恋
路
の
初
螢
、
〽
言
い
出
し
兼
ね
て
胸
焦
が
し
、
若
葉
の
闇
に
迷
う
も
の
、
〽
都

女
郎
は
取
り
わ
け
て
、
姿
優
し
き
花
あ
や
め
、
〽
引
き
つ
引
か
れ
つ
沢
水
に
さ
こ
そ
濡
れ
に
し
事
な
ら
め
。

ト
妖
女
口
説
の
振
り
よ
ろ
し
く
あ
っ
て
、

綱

そ
れ
は
御
身
が
思
い
違
い
、
か
ゝ
る
名
も
な
き
田
舎
武
士
に
、
誰
が
思
い
を
か
け
よ
う
ぞ
。

妖
女

い
え

〱
立
派
な
お
名
ゆ
え
に
、
誰
も
思
い
を
か
け
ま
す
る
。

妖
女

当
時
内
裏
の
警
衛
に
、
都
へ
登
り
し
源
の
、

頼
光
朝
臣
の
身
内
に
て
、

渡
辺
源
次
綱
殿
ゆ
え
。

綱

や
、
如
何
い
た
し
て
其
名
を
ば
。

妖
女

恋
し
く
思
う
殿
御
ゆ
え
、

疾
く
よ
り
お
名
を
存
じ
お
り
ま
す
。

不
束
な
わ
ら
わ
が
願
い
を
、
お
叶
え
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
。

網

折
角
の
頼
み
な
れ
ど
、
さ
よ
う
な
事
に
は
疎
き
某
。
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妖
女

い
え

〱
疎
き
と
お
っ
し
ゃ
れ
ど
、
今
宵
は
恋
の
お
使
い
に
、
大
官
の
姫
君
の
許
へ
、
お
出
で
な
さ
れ
た
で
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
な
。

綱

む
う
、
よ
く
も
そ
れ
ま
で
存
ぜ
し
ぞ
。

妖
女

恋
を
す
る
身
は
余
所
外
の
、
事
ま
で
存
じ
て
お
り
ま
す
る
。

で
は
、
な
ぜ
、
五
都
宮
と
八
尋
は
、
そ
の
よ
う
な
歌
舞
伎
の
舞
踊
を
削
除
す
る
の
か
。

『
羅
生
門
の
妖
鬼
』『
大
江
山
酒
天
童
子
』
は
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
歌
舞
伎
の
舞
踊
と
は
馴
染
ま
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

特
殊
撮
影
を
駆
使
し
、
小
百
合
が
鬼
と
な
っ
て
空
中
を
飛
ぶ
と
い
っ
た
場
面
構
成
に
は
、
冗
長
な
常
磐
津
は
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

注（
１
）
田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』（
大
映
京
都
、
一
九
六
〇
年
。D

V
D

、
角
川
映
画
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
２
）
川
口
松
太
郎
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』（
初
出
『
小
説
新
潮
』
一
九
六
〇
年
四
月
号
。『
サ
ロ
メ
の
白
粉
』
所
収
、
講
談
社
、
一
九
六
〇
年
五
月
）。

（
３
）
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』（
『
時
代
映
画
』
第
六
巻
第
四
号
、
昭
和
三
五
年
四
月
一
日)

。
田
中
徳
三
の
映
画
に
見
ら
れ
る
台
詞
と
八
尋
不
二
の
脚
本
に
は
、

異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
本
稿
の
分
析
の
対
象
は
、
後
者
と
す
る
。

（
４
）
四
人
の
ロ
ケ
ハ
ン
に
つ
い
て
、
川
口
の
原
作
（
二
四
三
頁
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

す
る
と
今
度
は
私
の
関
係
し
て
い
る
映
画
会
社
が
酒
天
童
子
の
映
画
を
撮
る
企
画
を
立
て
て
そ
の
原
作
の
相
談
を
さ
れ
、
ゆ
く
り
な
く
も
十
五
年
前
の
絵
巻
物
を
思
い

出
す
羽
目
に
な
っ
た
の
だ
。
企
画
会
議
の
席
上
で
私
は

「
酒
天
童
子
に
つ
い
て
幾
分
の
研
究
を
し
た
事
が
あ
る
の
で
原
作
は
書
き
ま
し
ょ
う
」

と
、
自
分
か
ら
買
っ
て
出
て
、
も
う
一
度
大
江
山
へ
行
っ
て
見
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
従
来
の
定
説
を
く
つ
が
え
し
、
す
み
子
の
主
張
す
る
英
雄
酒
天
童
子
を
書

き
、
既
成
観
念
を
打
ち
く
だ
い
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
に
な
り
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
八
尋
君
と
監
督
の
田
中
君
と
企
画
担
当
の
鈴
木
君
と
を
つ
れ
て
丹
波
へ
行
っ
た
。
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「
ず
っ
と
昔
に
大
江
山
を
通
っ
た
事
が
あ
る
か
ら
僕
が
案
内
す
る
。
平
凡
な
山
で
画
面
に
も
な
る
ま
い
が
、
一
応
は
現
地
を
見
て
置
こ
う
」

と
三
人
を
連
れ
て
十
五
年
ぶ
り
の
大
江
山
へ
行
っ
た
。

ま
た
、
田
中
徳
三
『R

ESPEC
T

田
中
徳
三
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
の
黄
金
期
を
駆
け
抜
け
た
映
画
監
督

』（
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

に
写
真
一
枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
注
（
２
）
の
前
掲
書
、
二
三
二
頁
。

（
６
）
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』（
『
時
代
映
画
』
第
一
巻
第
八
号
、
昭
和
三
一
年
一
月
一
日
）。
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第
二
節

「
茨
木
」
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
―
歌
舞
伎
『
茨
木
』
と
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』
の
影
響

一
、
問
題
の
所
在

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
、
東
映
映
画
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
が
公
開
さ
れ
た
。
東
映
が
制
作
し
た
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
は
、「
戻
橋
」「
土
蜘
蛛
」
な
ど
の
鬼
退
治
を

題
材
と
し
て
、
佐
伯
清
監
督
の
も
と
、「
五
都
宮
章
人
」
な
る
人
物
が
脚
本
を
手
掛
け
て
い
る(1)

。

い
つ
の
み
や
あ
き
ひ
と

そ
し
て
、
第
一
節
で
も
紹
介
し
た
が
、
佐
伯
清
監
督
・
五
都
宮
章
人
脚
本
の
東
映
映
画
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
四
年
後
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）、
京
都
・
大
映

映
画
が
川
口
松
太
郎
原
作
・
田
中
徳
三
監
督
・
八
尋
不
二
脚
本
の
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
を
制
作
し
た
（2

）。
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
を
め
が
け
て
封
切
ら

れ
た
こ
の
映
画
は
、
川
口
松
太
郎
の
短
編
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』(3

)

を
原
拠
と
し
、
八
尋
不
二
が
脚
本
を
手
掛
け
て
い
る
（4

）。
川
口
松
太
郎
は
こ
の
映
画
の

た
め
に
原
作
を
書
き
下
ろ
し
た
。

特
に
、
川
口
の
原
作
で
は
、
わ
ず
か
数
行
の
絵
巻
描
写
し
か
な
い
「
茨
木
」
の
場
が
、
大
幅
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
古
演
劇
十
種
の
ひ
と
つ
、
河
竹
黙
阿

弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
茨
木
』
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
特
殊
撮
影
を
用
い
た
五
分
間
ほ
ど
の
見
せ
場
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
第
二
の
中
の
巻
は
、
酒
天
童
子
が
活
躍
せ
ず
、
茨
木
の
童
子
が
羅
生
門
で
渡
辺
綱
と
渡
り
合
う
く
だ
り
や
、
蜘
蛛
童
子
が
洛
南
西
妙
寺
で
酒
田
公
時
に
切
ら
れ

る
場
面
、
そ
し
て
、
紫
野
の
袴
垂
保
輔
が
平
井
保
昌
と
格
闘
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
洛
中
洛
外
に
は
び
こ
る
夜
盗
野
伏
り
の
活
動
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
面
白
い
事
に
は
、

今
ま
で
の
伝
説
で
は
茨
木
の
童
子
が
渡
辺
綱
に
腕
を
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
巻
は
あ
べ
こ
べ
で
、
綱
が
童
子
に
切
ら
れ
馬
に
乗
っ
て
逃
げ
だ
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
酒
田
公
時
も
、
蜘
蛛
童
子
の
魔
術
に
か
か
っ
て
悶
絶
し
て
お
り
、
平
井
保
昌
は
、
袴
垂
保
補
の
手
に
か
か
っ
て
深
手
を
負
い
、
朱
に
深
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ま
っ
て
倒
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
頼
光
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
武
士
た
ち
が
、
賊
に
負
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
伝
説
を
く
つ
が
え
す
面
白
い
場
面
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ふ
た
つ
の
映
画
は
、
い
ず
れ
も
典
拠
と
し
て
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
河
竹
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
茨
木
』
を
踏
ま
え
て
い
る
。

歌
舞
伎
舞
踊
『
茨
木
』
の
役
名
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

綱
の
叔
母
真
柴
実
は
茨
木
童
子
。

渡
辺
源
次
綱
。

家
臣
宇
源
太
。
士
卒
運
藤
。
同
軍
藤
。
太
刀
持
音
若
。

こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
五
都
宮
章
人
脚
本
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
キ
ャ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
三
郎
敦
時
・
小
百
合
姫
・
乳
母
茨
木
・
僧
智
籌
・
鬼
女

中
村
錦
之
助

渡
辺
綱

東
千
代
之
介

さ
ら
に
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
八
尋
不
二
脚
本
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
キ
ャ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

渡
辺
綱

勝
新
太
郎

小
百
合
・
茨
木

左
幸
子

す
る
と
、
こ
れ
ら
三
作
の
脚
本
を
比
較
・
検
討
し
て
み
る
と
、「
茨
木
」
の
場
面
全
体
に
わ
た
っ
て
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
脚
本
に
、
一
致
す
る
表
現

が
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
一
致
す
る
の
か
。

本
節
で
は
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』、
そ
し
て
、
こ
れ
に
先
行
す
る
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
ふ
た
つ
の
脚
本
を
、
原
拠
と
な
る
河
竹
黙
阿
弥
『
茨

木
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
尋
不
二
の
脚
本
の
意
図
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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二
、
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』
の
影
響

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
同
人
雑
誌
『
時
代
映
画
』
第
一
巻
第
八
号
に
は
、
五
都
宮
章
人
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
脚
本
が
、
全
編
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
脚
本
末
尾
に
は
、
埋
め
草
と
し
て
「
こ
の
脚
本
に
つ
い
て
の
註
釈
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
典
拠
と
さ
れ
た
常
磐
津
『
戻
橋
』『
土
蜘
蛛
』、
長
唄
『
綱
館
』
三
作
の

説
明
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
都
宮
の
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
は
、
常
磐
津
『
戻
橋
』『
土
蜘
蛛
』、
長
唄
『
綱
館
』
を
踏
襲
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
こ
の
映

画
の
「
茨
木
」
の
場
は
、
き
わ
め
て
意
識
的
に
歌
舞
伎
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
、
八
尋
の
表
現
の
特
質
を
検
証
す
る
た
め
に
、
八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
を
軸
と
し
て
、
五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』、
お

よ
び
河
竹
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』
の
脚
本
を
比
較
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
比
較
対
照
を
表
に
し
た
も
の
が
表
１
～
６
で
あ
る
。

ま
ず
、
比
較
対
照
表
か
ら
言
え
る
こ
と
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
八
尋
の
脚
本
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
出
典
関
係
が
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）
八
尋
が
五
都
宮
に
一
致
、
な
い
し
は
、
類
似
す
る
の
は
、
表
１
～
表
５
に
示
し
た
三
ヵ
所
で
あ
る
。

（
２
）
八
尋
が
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
に
一
致
す
る
の
は
、
表
６
に
示
し
た
二
ヶ
所
で
あ
る
。

で
は
、
右
の
（
１
）・
（
２
）
の
結
果
を
も
と
に
、
八
尋
の
表
現
の
特
質
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
以
下
に
「
茨
木
」
の
場
面
に
お
け
る
五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖

鬼
』
と
、
そ
の
四
年
後
に
制
作
さ
れ
た
八
尋
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
脚
本
を
対
照
し
て
表
示
す
る
。
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（
１
）
頼
光
の
館
、
鬼
の
腕
を
差
し
出
す

ま
ず
、
五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
と
、
八
尋
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
冒
頭
は
、
表
１
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
両
者
一
致
す
る
部
分
は
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

表
１

№

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

10

頼
光
の
館

頼
光
館

病
床
に
起
き
直
つ
た
頼
光
と
四
天
王
な
ど
が
綱
の
差
出
し
た
鬼
の
腕
を
驚
い

三
宝
の
上
に
載
せ
た
鬼
の
腕
が
、
頼
光
の
前
に
差
出
さ
れ
る
。

て
見
つ
め
て
い
る
。

保
昌
「
こ
れ
こ
そ
、
羅
城
門
の
あ
た
り
に
出
没
す
る
と
い
う
鬼
の
腕
に
相
違
あ
る

ま
い
。

綱
、
天
晴
れ
、
出
来
し
た
ぞ
」

頼
光

「
で
か
し
た
綱
、
さ
し
も
の
悪
鬼
も
片
腕
を
切
取
ら
れ
て
は
、
最
早

変
化
の
術
も
使
え
ま
い
。
其
の
方
の
勲
功
、
第
一
で
あ
る
ぞ
」

金
時
「
う
ー
む
、
こ
れ
が
鬼
の
腕
か
」

貞
光
「
身
の
毛
が
よ
だ
つ
よ
う
だ
な
」

季
武
「
い
や
、
凄
い
も
の
だ
」

綱
「
殿
、
し
て
此
の
腕
を
如
何
致
し
ま
し
ょ
う
」

綱
「
こ
れ
し
き
の
こ
と
（
微
笑
し
て
）
し
て
此
の
腕
如
何
致
し
ま
し
ょ
う
か
」

と
、
頼
光
に
聞
く
。

表
１
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
五
都
宮
と
八
尋
の
脚
本
の
舞
台
設
定
・
表
現
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
に
、
両
者
と
も
、
鬼
の
腕
が
頼
光
の
前
に
差
し
出
さ
れ
る
。
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第
二
に
、
五
都
宮
「
で
か
し
た
綱
」
と
八
尋
「
綱
、
天
晴
れ
、
出
来
し
た
ぞ
」
が
類
似
す
る
。

第
三
に
、
両
者
と
も
、
綱
の
返
事
が
「
此
の
腕
如
何
致
し
ま
し
ょ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
八
尋
は
、
五
都
宮
の
脚
本
に
適
宜
こ
と
ば
を
補
い
つ
つ
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
脚
本
を
書
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
下
の
表
２
～
５
か
ら
も
論
証

し
う
る
よ
う
に
、
五
都
宮
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
を
も
と
に
し
て
、
八
尋
は
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
脚
本
を
書
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
安
倍
晴
明

次
に
「
阿
倍
晴
明
」
の
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
。
表
１
同
様
、

共
通
す
る
語
彙
が
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

表
２

№

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

そ
の
時
、
季
武
が
晴
明
を
案
内
し
て
来
て
、

季
武
「
陰
陽
ノ
博
士
、
安
倍
ノ
晴
明
ど
の
、
参
ら
れ
て
ご
ざ
る
」

と
、
告
げ
る
。

安
倍
①
晴
明
、
進
み
出
て

白
髪
白
髯
の
①
晴
明
が
進
み
出
て
、
腕
を
見
、
眉
を
ひ
そ
め
て
、

晴
明
「
こ
の
腕
に
は
、
ま
だ
妖
魔
の
執
着
が
残
っ
て
お
る
」

晴
明
「
あ
い
や
、
そ
の
腕
め
つ
た
な
事
は
で
き
ま
せ
ぬ
。

頼
光
「
と
申
す
と
？
」
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②
鬼
め
は
必
ず
そ
の
腕
を
取
返
し
に
参
り
ま
し
ょ
う
ぞ
」

晴
明
「
②
鬼
め
は
、
必
ず
こ
の
腕
を
取
返
し
に
参
り
ま
す
ぞ
」

綱
の
後
に
寄
添
う
た
、
こ
つ
ま
が
、
顔
色
を
変
え
る
、

頼
光
「
③
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
じ
ゃ
」

頼
光
「
博
士
、
③
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
」

晴
明
「
御
家
来
の
内
、
ど
な
た
か
ゞ
④
三
日
の
間
物
忌
み
し
て
腕
を
守
つ

晴
明
「
左
様
、
④
腕
を
守
っ
て
三
日
の
間
、
物
忌
を
し
て
渡
さ
ね
ば
鬼
め
は
通
力

い

か
い
な

て
渡
さ
ね
ば
、
鬼
め
は
通
力
を
失
い
ま
す
」

を
失
い
ま
し
ょ
う
」

頼
光
「
⑤
三
日
の
間
、
こ
の
腕
を
…
…
」

こ
つ
ま
「
⑤
三
日
の
間
、
こ
の
腕
を
」

人
々
の
背
後
に
千
寿
姫
、
気
ず
か
わ
し
げ
に
見
ま
も
つ
て
い
る
。

と
、
気
味
悪
る
そ
う
に
腕
を
見
る
。

頼
光
「
で
は
誰
に
？
」

晴
明
「
そ
う
じ
ゃ
、
三
日
の
間
は
固
く
門
を
閉
じ
、
何
人
を
も
入
れ
て
は
な
ら
ぬ

と
四
天
王
を
見
渡
す
と
、さ
す
が
の
四
天
王
も
顔
見
合
わ
せ
て
尻
込
み
す
る
。
（
恭
々
し
く
護
符
を
取
出
し
て
）
こ
の
神
符
を
門
に
貼
り
、
障
り
を
近
ず
け
ぬ
よ

う
に
」

綱
⑥
（
進
み
出
て
）「
そ
の
役
目
、
某
に
仰
付
け
下
さ
れ
ま
せ
」

綱
「
⑥
（
進
み
出
て
押
戴
き
）
で
は
殿
、
某
が
」

千
寿
姫
（
驚
く
）

頼
光
「
う
む
、
某
方
で
の
う
て
は
叶
う
ま
い
、
⑦
綱
頼
む
ぞ
」

頼
光
「
⑦
頼
ん
だ
ぞ
、
綱
！
」

綱
「
は
」

箱
の
蓋
を
し
て

綱
「
綱
、
命
に
替
え
ま
し
て
」

と
お
受
け
す
る
。

表
２
の
ゴ
チ
ッ
ク
体
①
～
⑦
が
、
両
者
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
表
現
を
と
る
部
分
で
あ
る
。
表
１
同
様
、
共
通
す
る
語
彙
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
表
２
の
場
面
の
あ
と
に
は
、
八
尋
の
脚
本
に
は
次
の
よ
う
な
台
詞
が
あ
る
。
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綱
「
お
心
安
う
思
召
せ
（
無
造
作
に
鬼
の
腕
を
引
寄
せ
つ
つ
）
然
し
、
渚
の
前
を
何
と
致
し
ま
し
ょ
う
」

頼
光
「
是
非
も
な
い
（
見
廻
し
て
）
貞
光
が
よ
か
ろ
う
、
貞
光
、
其
方
に
預
け
る
ぞ
」

貞
光
「
エ
ッ
、
拙
者
に
？
」

忽
ち
、
ブ
ー
ッ
と
、
ふ
く
れ
て
、

「
い
や
で
ご
ざ
る
」

保
昌
「
貞
光
、
上
意
じ
ゃ
ぞ
」

貞
光
「
女
子
を
預
る
な
ど
真
平
じ
ゃ
、
俺
は
い
や
で
ご
ざ
る
」

保
昌
「
お
の
れ
、
君
命
じ
ゃ
、
君
命
に
そ
む
く
か
」

と
、
き
め
つ
け
る
。

貞
光
、
ム
ッ
と
し
て
睨
み
返
し
た
が
、
微
笑
を
湛
え
た
頼
光
の
目
が
（
ま
た
此
の
ヤ
ン
チ
ャ
者
め
が
）
と
い
う
よ
う
に
見
下
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ト
々
ン
に
軟

化
し
て
、
コ
ッ
ク
リ
す
る
。

こ
の
場
面
は
、「
渚
の
前
」
の
存
在
を
際
立
た
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
渚
の
前
と
は
、
か
つ
て
備
前
介
で
あ
っ
た
頃
の
酒
吞
童
子
の
妻
で
あ
る
。
渚
の
前
は
、

八
尋
の
脚
本
に
し
か
で
て
こ
な
い
。
八
尋
の
脚
本
で
は
、
渚
の
前
は
、
藤
原
道
長
の
妻
に
な
っ
て
お
り
、
道
長
は
渚
の
前
を
、
酒
吞
童
子
に
奪
い
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

頼
光
に
預
け
た
の
で
あ
っ
た
。

（
３
）
千
寿
姫
と
こ
つ
ま

表
３
は
、
両
作
品
と
も
、
女
性
の
主
要
人
物
が
、
物
忌
み
す
る
綱
を
心
配
す
る
場
面
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
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表
３

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

11

同
廊
下

廊
下

箱
を
抱
え
て
退
つ
て
来
る
綱
を
、
千
寿
姫
が
追
つ
て
来
る
。

鬼
の
腕
を
入
れ
た
箱
を
抱
え
て
退
出
す
る
綱
を
こ
つ
ま
が
追
っ
て
来
る
。

「
待
つ
て
た
も
、
綱
」

こ
つ
ま
「
兄
さ
ま
、
待
っ
て
！
」

綱
「
こ
れ
は
姫
様
、
何
と
な
さ
れ
ま
し
た
」

綱
「
何
と
し
た
の
だ
」

ひ
い

「
綱
、
そ
な
た
、
そ
の
よ
う
な
怖
し
い
物
を
持
ち
帰
っ
て
、
も
し
鬼
め
が

こ
つ
ま
「
兄
さ
ま
の
今
度
の
お
役
目
、
ど
な
た
か
に
代
っ
て
頂
く
訳
に
は
参
り
ま

取
り
戻
し
に
参
っ
た
ら
」

せ
ぬ
か
」

「
御
案
じ
下
さ
い
ま
す
な
、
片
手
の
鬼
な
ど
い
さ
ゝ
か
も
怖
れ
る
と
こ
ろ

綱
「
何
を
言
う
、
鬼
の
腕
を
切
っ
た
も
俺
な
ら
、
そ
の
腕
の
番
を
俺
が
す
る
の
は

は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」

当
り
前
で
は
な
い
か
」

「
で
も
、
そ
な
た
の
身
に
も
し
も
の
事
が
あ
っ
た
ら
、
私
は
…
…
」

こ
つ
ま
「
で
も
私
は
恐
し
う
て
な
ら
ぬ
の
で
す
、
兄
さ
ま
に
も
し
も
の
事
が
あ
っ

と
、
は
に
か
ん
で
そ
っ
と
寄
添
う
。

た
ら
、
こ
つ
ま
は
誰
を
頼
り
に
…
…
」

五
都
宮
の
脚
本
で
は
、
千
寿
姫
と
綱
は
人
目
を
忍
ぶ
恋
仲
で
あ
る
。

綱
「
さ
、
こ
の
よ
う
な
所
を
人
に
見
ら
れ
ま
し
て
は
」

千
寿
「
大
事
な
い
、
じ
き
に
そ
な
た
の
妻
に
な
る
千
寿
で
す
も
の
（
と
綱
の
胸
に
顔
を
寄
せ
て
）
ね
、
そ
の
腕
を
こ
ゝ
へ
置
い
て
皆
で
番
を
す
れ
ば
、
館
に
は
源
氏

の
守
り
刀
髭
切
の
太
刀
も
あ
る
こ
と
」

綱
「
い
え
、
か
よ
う
な
忌
わ
し
き
物
一
刻
も
殿
や
姫
の
御
身
近
に
置
い
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
、
わ
ず
か
三
日
の
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
心
配
は
御
無
用
で
ご
ざ
り
ま
す
」

千
寿
「
で
も
私
は
…
…
」

と
不
安
の
色
で
離
れ
な
い
。
そ
こ
へ
四
天
王
等
の
退
出
し
て
来
る
気
配
。
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綱
「
ご
め
ん
！
」
と
、
振
り
切
つ
て
急
ぎ
去
る
。

心
配
そ
う
に
見
送
っ
て
佇
む
千
寿
姫
。

一
方
、
八
尋
の
脚
本
で
は
千
寿
姫
は
登
場
し
な
い
。
千
寿
姫
の
代
わ
り
に
、
綱
の
妹
で
あ
る
こ
つ
ま
は
、
兄
の
身
を
案
じ
る
。

綱
「
こ
れ
、
お
前
ら
し
く
も
な
い
、
今
日
に
限
っ
て
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
気
の
弱
い
こ
と
を
言
う
の
だ
（
笑
っ
て
）
か
り
に
だ
、
か
り
に
、
俺
に
万
一
の
事
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
お
前
に
は
殿
が
い
ら
せ
ら
れ
る
で
は
な
い
か
」

こ
つ
ま
「
（
赧
く
な
る
）
で
も
、
渚
の
前
の
よ
う
な
美
し
い
方
が
来
ら
れ
た
ら
、
所
詮
田
舎
者
の
こ
つ
ま
は
」

綱
「
馬
鹿
者
！
十
何
年
も
お
傍
に
い
て
、
お
前
に
は
ま
だ
殿
が
判
ら
ぬ
の
か
。
他
人
の
余
り
者
な
ど
、
喜
ん
で
受
け
る
殿
と
思
う
の
か
、
大
馬
鹿
者
め
が
…
…
…
」

渚
の
部
屋

渚
が
半
身
を
現
わ
し
て
聞
い
て
い
る
。

廊
下

こ
つ
ま
「
で
も
、
殿
と
て
も
男
で
す
。
あ
の
よ
う
に
美
し
い
都
の
女
子
が
傍
に
い
た
ら
、
い
つ
か
は
…
…
…
い
つ
か
は
心
が
移
っ
て
…
…
…
」

綱
「
こ
れ
、
我
が
宝
を
見
紛
う
で
な
い
、
殿
に
は
口
に
こ
そ
出
さ
ね
お
前
を
心
の
妻
と
と
く
よ
り
き
め
て
お
ら
れ
る
の
だ
ぞ
」

こ
つ
ま
「
で
も
、
あ
ま
り
に
そ
れ
は
果
報
過
ぎ
て
…
…
…
」

綱
「
信
ず
る
の
だ
、
只
一
筋
に
信
ず
る
の
だ
、
迷
う
こ
と
は
な
い
」

こ
つ
ま
「
本
当
に
、
そ
れ
を
…
…
…
そ
れ
を
、
信
じ
て
も
？
」

綱
「
（
力
強
く
領
く
）」

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
綱
の
妹
の
こ
つ
ま
は
、
頼
光
を
一
方
的
に
慕
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
つ
ま
は
、
そ
の
頼
光
の
も
と
へ
、
高
貴
で
美
し
い
渚
の
前
が
預
け

ら
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
「
で
も
、
渚
の
前
の
よ
う
な
美
し
い
方
が
来
ら
れ
た
ら
、
所
詮
田
舎
者
の
こ
つ
ま
は
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
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（
４
）
物
忌
み

「
物
忌
み
」
の
場
面
で
注
目
し
た
い
の
は
、
八
尋
は
五
都
宮
の
台
詞
を
す
べ
て
削
除
し
、
映
像
に
よ
っ
て
物
忌
み
の
場
面
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
下
表
４
を
見
て
み
よ
う
。

表
４

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

12

綱
館

綱
館
表

綱
が
帰
っ
て
来
る
。

焰
々
た
る
篝
火
、
門
扉
に
神
符
を
貼
り
、
そ
の
下
に
長
巻
を
構
え
た
逞
し
い
阪
東

出
迎
え
た
家
来
が
腕
の
箱
を
受
取
ろ
う
と
す
る
が
綱
は
渡
さ
ず

武
者
た
ち
が
、
厳
し
く
警
戒
し
て
い
る
。

「
今
日
よ
り
三
日
の
間
物
忌
み
す
る
。
何
人
た
り
と
も
我
が
館
へ
入
れ
て

は
な
ら
ぬ
ぞ
」

と
厳
し
く
言
う
。

（
家
来
）「
は
ッ
」

「
館
の
内
外
を
厳
重
に
固
め
、
怪
し
き
も
の
は
切
り
捨
て
ゝ
も
大
事
な
い
、

わ
か
つ
た
か
」

「
は
は
ッ
」

13

同
表
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綱
の
家
来
た
ち
が
篝
火
を
焰
々
と
た
い
て
警
戒
し
て
い
る
。

②

14
同
内

唐
櫃
の
前
に
端
然
と
座
つ
て
い
る
綱
。

腕
を
納
め
た
唐
櫃
の
前
に
、
太
刀
を
抱
い
て
端
然
と
坐
っ
て
い
る
綱
。

Ｔ

一
日

T

第
一
日

凝
然
た
る
綱
。

凝
然
た
る
綱
。

め
ら
め
ら
と
燃
え
て
い
る
灯
。

Ｔ

二
日
目

T

二
日
目

眠
り
を
覚
え
る
綱
、

ま
た
ヽ
く
灯
。

ウ
ト
〱
と
し
か
け
る
と
、

綱
、
瞼
が
重
く
な
る
。

怪
し
き
音
楽
。

…
思
わ
ず
ウ
ト
ウ
ト
す
る
（
怪
し
き
音
楽
）

綱
、
ハ
ッ
と
我
に
返
つ
て
四
辺
を
見
廻
す
と
、
怪
し
き
音
楽
も
ハ
タ
と
止
む
。
綱
、
ハ
ッ
と
我
に
返
っ
て
、
四
辺
を
見
廻
す
と
、（
怪
し
き
音
楽
も
ハ
タ
と
止
む
）

Ｔ

三
日
目

Ｔ

三
日
目

疲
れ
の
見
え
て
来
て
い
る
綱
の
顔
、

さ
す
が
に
疲
れ
の
見
え
て
い
る
綱
の
顔
。

ウ
ト
〱
と
す
る
。

太
刀
に
頰
を
寄
せ
、
う
と
う
と
と
す
る
。

怪
し
き
音
楽
、
次
第
に
高
く
な
る
。

（
怪
し
き
音
楽
、
次
第
に
高
く
な
る
）

綱
、
刀
を
引
寄
せ
キ
ツ
と
な
る
。

綱
、
キ
ッ
と
な
り
、
太
刀
を
取
直
す
。

音
楽
止
む
。

（
音
楽
、
止
む
）

表
４
の
①
に
お
い
て
確
認
が
で
き
る
が
、
八
尋
は
五
都
宮
の
台
詞
を
す
べ
て
削
除
し
、
映
像
に
よ
っ
て
物
忌
み
の
場
面
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
の
八

尋
作
の
方
の
映
像
の
テ
ロ
ッ
プ
は
「
第
一
日
」「
二
日
目
」「
三
日
目
」
と
な
っ
て
い
て
、
八
尋
の
脚
本
は
五
都
宮
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
表
現
は
若
干
異
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な
る
。
し
か
し
、
両
者
の
意
味
す
る
も
の
は
同
じ
で
あ
る
。

（
５
）
老
婆
の
登
場

次
は
茨
木
童
子
が
化
け
た
老
婆
の
登
場
の
場
面
で
の
比
較
で
あ
る
。
以
下
表
５
と
し
て
五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
と
八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
と

を
比
較
対
照
し
て
み
よ
う
。

表
５

五
都
宮
章
人
作
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

15

暁
近
く

同
内

部
屋
の
隅
の
唐
櫃
に
一
す
じ
の
朝
の
陽
が
当
た
っ
て
、
櫃
は
重
々
し
く
鈍
い

光
を
放
っ
て
い
る
。

重
々
し
く
鈍
い
光
を
放
っ
て
い
る
唐
櫃
。

そ
の
前
に
綱
は
太
刀
を
抱
い
て
、
凝
然
と
座
っ
て
い
る
。

そ
の
前
に
太
刀
を
抜
き
、
ゆ
る
が
ぬ
姿
で
坐
り
続
け
る
綱
。

家
来
の
左
平
太
が
、

「
申
し
上
げ
ま
す
」

「
申
上
げ
ま
す
」

次
の
間
に
手
を
つ
か
え
た
家
来
が

と
、
次
の
間
に
手
を
つ
か
え
、

「
只
今
乳
母
ど
の
が
見
え
ら
れ
て
ご
ざ
り
ま
す
。

「
只
今
、
渡
辺
の
里
よ
り
伯
母
上
が
訪
ね
て
見
え
ま
し
た
」
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外
な
ら
ぬ
茨
木
殿
ゆ
え
、
お
取
次
致
し
ま
す
る
…
…
」

綱
「
何
、
乳
母
が
？
」

「
何
、
伯
母
上
が
？

は
る
ば
る
と
津
の
国
よ
り
」

綱
は
驚
き
、
か
つ
喜
ん
で

「
は
、
他
な
ら
ぬ
伯
母
御
故
、
お
取
次
致
し
ま
し
た
が
…
…
…
」

綱
「
乳
母
な
ら
ば
別
条
あ
る
ま
い
、
会
お
う
、
こ
れ
へ
呼
べ
」

「
待
て
、
わ
し
が
行
こ
う
」

と
云
い
な
が
ら
次
の
間
へ
出
て
待
つ
。

同
表

伯
母
の
真
柴
が
、
檜
笠
を
背
負
い
、
杖
を
力
に
立
っ
て
い
る
。

鋼
、
出
て
来
て
門
の
内
よ
り
、

「
伯
母
上
！

綱
で
ご
ざ
る
」

表
５
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
老
婆
の
素
性
は
、
五
都
宮
の
脚
本
で
は
「
乳
母
」
だ
が
、
五
都
宮
は
「
伯
母
上
」
で
あ
る
。

八
尋
の
脚
本
で
は
こ
の
綱
と
「
伯
母
上
」
の
会
話
が
延
々
と
続
く
。
お
そ
ら
く
。
そ
れ
は
八
尋
が
歌
舞
伎
の
『
茨
木
』
を
引
用
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

三
、
河
竹
黙
阿
弥
『
茨
木
』
の
影
響

八
尋
の
脚
本
に
は
、
伯
母
に
化
け
た
茨
木
童
子
が
、
綱
の
館
の
門
前
で
、
館
に
入
り
込
も
う
と
綱
を
懸
命
に
説
得
す
る
場
面
が
あ
る
。
五
都
宮
の
脚
本
で
は
、
こ
の
点

が
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
八
尋
の
脚
本
だ
け
に
み
ら
れ
る
こ
の
場
面
は
、
歌
舞
伎
『
茨
木
』
で
は
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
重
要
な
場
面
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
表
６
で
は
、
歌
舞
伎
『
茨
木
』
と
八
尋
の
脚
本
に
一
致
す
る
箇
所
を
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。
以
下
見
て
み
よ
う
。
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表
６

河
竹
黙
阿
弥
作
『
茨
木
』

八
尋
不
二
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

①

〽
か
ゝ
る
所
へ
津
の
国
の
、
渡
辺
の
里
よ
り
し
て
、
遙
々
こ
こ
へ
叔
母
御
前

「
只
今
、
渡
辺
の
里
よ
り
伯
母
上
が
訪
ね
て
見
え
ま
し
た
」

が
、

「
何
、
伯
母
上
が
？

は
る
ば
る
と
津
の
国
よ
り
」

②

真
柴

綱
は
そ
れ
に
居
ら
ざ
る
か
、
遙
々
尋
ね
参
り
し
に
、
な
ぜ
こ
の
門
を

真
柴
「
お
ゝ
綱
か
、
さ
り
と
て
は
何
と
し
た
こ
と
、
何
故
、
こ
の
門
の
中
へ
入
れ

開
か
ぬ
ぞ
。

て
は
く
れ
ぬ
の
じ
ゃ
」

〽
音
の
う
声
を
綱
は
聞
き
、

綱

時
も
こ
そ
あ
れ
斎
も
、
明
日
一
日
と
な
り
け
る
に
、
妨
げ
ら
れ
ん
は
心

綱

「
仔
細
あ
っ
て
三
日
の
間
、
物
忌
み
を
し
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
伯
母
上
で

憂
し
、

も
今
宵
ば
か
り
は
御
容
赦
下
さ
い
」

〽
さ
り
と
て
老
の
杖
を
曳
き
、
尋
ね
ら
れ
し
を
こ
の
儘
に
、
内
へ
も
入
れ
ず

戻
さ
ん
は
後
め
た
し
と
立
ち
出
で
て
、

ト
綱
思
入
れ
あ
っ
て
門
の
傍
へ
来
て
、

叔
母
御
前
に
は
遠
路
の
所
、
よ
く
お
尋
ね
下
さ
れ
た
れ
ど
、
故
あ
っ
て
一
七

日
門
戸
を
閉
じ
て
斎
い
た
せ
ば
、
た
と
い
叔
母
御
前
な
れ
ば
と
て
門
の
内
へ

は
入
れ
難
し
。

③

真
柴

い
か
な
る
事
か
知
ら
ね
ど
も
、
叔
母
を
内
へ
入
れ
ぬ
と
は
、
さ
り
と

真
柴
「
ど
う
い
う
訳
が
あ
る
か
は
知
ら
ぬ
が
、
老
の
身
の
杖
に
縋
っ
て
来
た
も

は
無
情
き
心
ぞ
よ
。

の
を
、
中
に
も
入
れ
ず
追
返
す
と
は
何
と
い
う
情
な
い
心
に
な
ら
れ
た
こ
と

よ
」

綱

「
伯
、
伯
母
上
！
」

〽
袖
に
涙
の
雨
降
り
し
、
過
ぎ
に
し
事
も
老
の
愚
痴
。

真
柴
「
昔
の
そ
な
た
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
な
た
達
兄
妹
は
幼
い
内
に
父
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和
殿
は
母
の
胎
内
に
、
あ
る
う
ち
父
の
充
は
逝
り
、
続
い
て
母
も
産
後
の
悩

母
に
死
別
れ
、
頼
り
な
い
身
を
こ
の
伯
母
が
、
親
に
代
っ
て
育
て
た
の
に
、

み
に
果
敢
な
く
こ
の
世
を
去
り
し
ゆ
え
、
便
り
な
き
身
に
養
い
取
り
、
貧
し

も
う
、
そ
の
恩
も
忘
れ
た
の
か
」

き
中
に
育
み
て
、

④

〽
門
に
鎚
り
て
さ
め

〲
と
、

と
門
に
縋
っ
て
、
さ
め
ざ
め
と
泣
く
。

怨
み
託
て
ば
渡
辺
も
、
聞
く
事
毎
に
歎
息
な
し
、

綱

「
（
今
は
堪
ら
ず
）
伯
母
上
は
、
綱
は

…
…
…
こ
の
綱
は
…
…
…
」

兎
や
せ
ん
角
と
躊
躇
い
お
る
。

と
門
に
手
を
か
け
開
け
よ
う
と
し
た
が
、

一
瞬
た
め
ら
う
。

⑤

い
か
な
る
猛
将
勇
士
た
り
と
も
情
を
知
ら
ぬ
は
武
士
な
ら
ず
、
無
情
き
和
殿

真
柴
「
も
う
よ
い
、
い
か
に
出
世
を
す
れ
ば
と
て
、
情
を
知
ら
ぬ
は
人
で
は
な

に
愛
想
が
尽
き
た
、
血
筋
を
引
き
し
叔
母
甥
の
因
み
も
も
は
や
こ
れ
ま
で
な

い
、
伯
母
甥
の
縁
も
今
日
限
り
、
二
度
と
合
わ
ぬ
ぞ
」

り
、
再
び
面
は
合
わ
さ
ぬ
ぞ
。

と
言
切
っ
て
行
こ
う
と
す
る
。

⑥

〽
産
み
の
親
に
も
勝
り
た
る
、
思
あ
る
叔
母
を
こ
の
億
に
、
帰
す
も
本
意
な

綱

「
（
門
を
開
く
）
伯
母
上
！
お
待
ち
下

ら
ざ
れ
ば
、
閉
ざ
せ
し
門
を
押
し
開
き
。

さ
れ
」

ト
綱
思
入
れ
あ
っ
て
字
源
太
に
門
を
あ
け
ろ
と
い
う
こ
な
し
、
字
源
太
心
得

門
を
あ
け
る
、
綱
前
へ
出
で
向
う
を
見
て
、

綱

老
の
運
び
の
捗
ら
ず
、
未
だ
遠
く
参
ら
ね
ば
、
い
で

〱
こ
れ
へ
呼
び

戻
さ
ん
。
の
う

〱
叔
母
御
前
、
御
待
ち
候
え

①
は
、
綱
の
叔
母
の
到
着
を
知
ら
せ
る
場
面
で
あ
る
。
歌
舞
伎
『
茨
木
』
で
は
、
長
唄
に
よ
っ
て
、
八
尋
の
脚
本
の
場
合
は
、
綱
と
家
来
の
左
平
太
の
会
話
か
ら
知
ら
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さ
れ
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
に
共
通
し
て
、
伯
母
は
「
遙
々
」
の
「
津
の
国
」
、「
渡
辺
の
里
よ
り
」
来
た
と
描
か
れ
る
。

②
で
は
、
両
者
と
も
に
、「
な
ぜ
こ
の
門
」
に
入
れ
な
い
の
か
と
い
う
伯
母
の
不
平
が
確
認
さ
れ
る
。

③
で
は
、
両
者
と
も
に
、
館
に
入
る
こ
と
を
断
ら
れ
た
伯
母
の
不
平
の
こ
と
ば
が
続
く
。
理
由
も
分
か
ら
ず
、
老
い
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
館
に
も
入
れ
ず
追
い
返
さ

れ
る
こ
と
は
、
情
が
な
い
と
い
う
伯
母
の
不
満
が
あ
ら
わ
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
幼
い
頃
に
父
母
と
死
に
別
れ
、
頼
り
な
い
身
を
、
自
分
が
親
に
代
っ
て
育
て
た
の
に
、
そ

の
恩
も
忘
れ
た
の
か
と
、
伯
母
が
不
服
を
唱
え
る
様
子
が
両
者
と
も
に
確
認
さ
れ
る
。

③
～
⑥
で
は
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
部
分
は
、
古
語
と
現
代
語
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
尋
が
歌
舞
伎
『
茨

木
』
を
直
接
に
参
看
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
八
尋
は
、
五
都
宮
の
脚
本
の
み
な
ら
ず
、
歌
舞
伎
『
茨
木
』
の
脚
本
を
も
意
識
的
に
摂
取
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
）
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』（
『
時
代
映
画
』
第
一
巻
第
八
号
、
昭
和
三
一
年
一
月
一
日
）。

（
２
）
田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』（
大
映
京
都
、
一
九
六
〇
年
。D

V
D

、
角
川
映
画
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
３
）
川
口
松
太
郎
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』（
初
出
『
小
説
新
潮
』
一
九
六
〇
年
四
月
号
。『
サ
ロ
メ
の
白
粉
』
所
収
、
講
談
社
、
一
九
六
〇
年
五
月
）。

（
４
）
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』（
『
時
代
映
画
』
第
六
巻
第
四
号
、
昭
和
三
五
年
四
月
一
日)

。
田
中
徳
三
の
映
画
に
見
ら
れ
る
台
詞
と
八
尋
不
二
の
脚
本
に
は
、

異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
本
稿
の
分
析
の
対
象
は
、
後
者
と
す
る
。
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第
三
節

八
尋
不
二
と
五
都
宮
章
人

時
代
劇
映
画
の
大
家
と
称
さ
れ
た
八
尋
不
二
が
、
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
十
一
月
九
日
に
没
す
る
ま
で
、
生
涯
に
執
筆
し
た
脚
本
は
三
百
本
に
お
よ
ぶ
。
本
名
は
、

八
尋
実
。
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
七
月
十
八
日
、
福
岡
県
朝
倉
郡
夜
須
町
長
者
町
（
筑
前
町
）
に
生
ま
れ
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、

貿
易
商
を
夢
見
て
上
海
に
渡
る
が
、
映
画
へ
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず
に
上
京
、
映
画
雑
誌
へ
の
投
稿
を
つ
づ
け
た
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）「
マ
キ
ノ
映
画
」
誌
の
編

集
長
に
就
任
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）「
学
生
五
人
男
」
全
六
編
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
同
三
年
（
一
九
二
八
）、
片
岡
千
恵
蔵
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
設
立
に
奔
走
す
る
が

絶
縁
し
、
上
京
し
て
河
合
映
画
に
入
る
。

同
六
年
（
一
九
三
一
）
京
都
に
も
ど
り
、「
帝
国
キ
ネ
マ
」
に
入
社
。
京
都
市
右
京
区
鳴
滝
に
住
ん
だ
彼
の
周
辺
に
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
以
降
、
稲
垣
浩
・

滝
沢
英
輔
・
三
村
伸
太
郎
ら
若
い
映
画
人
が
集
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
会
社
の
枠
を
越
え
て
、
シ
ナ
リ
オ
集
団
「
鳴
滝
組
」
を
結
成
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ

ー
に
は
、
山
中
貞
雄
・
稲
垣
浩
・
滝
沢
英
輔
・
土
肥
正
幹
・
三
村
伸
太
郎
・
藤
井
滋
司
・
萩
原
遼
ら
が
お
り
、
「
鳴
滝
組
」
は
「
梶
原
金
八
」
の
共
同
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、

二
十
二
作
を
発
表
し
た
。
八
尋
不
二
は
、
麻
雀
に
負
け
て
「
鳴
滝
組
」
の
初
代
「
村
長
」
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

八
尋
不
二
は
共
同
執
筆
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
公
開
さ
れ
た
小
石
栄
一
監
督
『
勝
鬨
』
の
脚
本
は
、
東
京
六
大
学
の
梶
原
投
手
に
あ
や

か
り
、
八
尋
・
稲
垣
・
滝
沢
・
山
中
の
四
名
で
執
筆
し
た
の
で
、「
梶
原
金
四
郎
」
と
い
う
共
同
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
三
村
伸
太
郎
・
鈴
木
桃
作
・
萩

原
遼
が
加
わ
る
と
「
梶
原
金
六
」
と
し
、
最
後
は
、「
梶
原
金
八
」
と
し
た
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）、
合
同
に
よ
り
大
映
が
設
立
さ
れ
る
と
、
八
尋
は
片
岡
千
恵
蔵
・
阪
東
妻
三
郎
・
嵐
寛
寿
郎
・
市
川
右
太
衛
門
の
四
大
ス
タ
ー
を
配
し
た

創
立
第
一
作
『
維
新
の
曲
』
を
執
筆
し
た
。
こ
う
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
春
に
発
表
さ
れ
た
の
が
、『
大
江
山
酒
天
童
子
』
で
あ
る
。
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一
方
、「
五
都
宮
章
人
」
に
よ
る
『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
の
脚
本
は
、『
時
代
映
画
』
第
一
巻
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
脚
本
末
尾
に
は
、
二
段
の
余
白
が
あ
り
、
そ

の
埋
め
く
さ
と
し
て
、「
こ
の
脚
本
に
つ
い
て
の
註
釈
」
が
次
の
よ
う
に
附
記
さ
れ
て
い
る
。

余
白
を
借
り
て
、
こ
の
脚
本
に
つ
い
て
の
注
釈
を
附
記
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
脚
本
は
東
映
の
マ
キ
ノ
専
務
の
依
頼
に
よ
つ
て
、
本
誌
の
脚
本
家
同
人
が
合
作
し
た
も
の
で
、
五
都
宮
章
人
は
そ
の
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
。
こ
の
企
画
の

狙
い
は
古
く
か
ら
あ
る
日
本
の
怪
談
の
世
界
に
新
し
い
大
衆
的
魅
力
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
中
に
映
画
界
に
お
け
る
歌
舞
伎
出
身
の
若
手
俳
優
の
特
技
を
生
か
そ
う
と
す

る
も
の
で
、
シ
ナ
リ
オ
は
長
唄
「
網
館
」
と
常
磐
津
の
「
戻
り
橋
」「
土
蜘
蛛
」
の
三
つ
を
集
め
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
話
は
そ
れ
〲
歌
舞
伎
に
も
仕

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
〱
三
つ
と
も
渡
辺
網
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
も
と
と
し
た
も
の
で
す
。
読
者
の
参
考
ま
で
に
「
歌
舞
伎
細
見
」
の
説
明
を
こ
ゝ
に
ダ
イ
ゼ

ス
ト
し
て
置
き
ま
す(1

)

。

本
文
中
に
は
、「
本
誌
の
脚
本
家
同
人
が
合
作
」
し
た
と
あ
り
、
こ
の
「
脚
本
家
同
人
」
と
は
、「
五
都
宮
章
人
」
を
さ
す
。

ま
た
、『
日
本
映
画
人
名
辞
典
』（
ス
タ
ッ
フ
篇
）（2
）
に
は
、「
五
都
宮
章
人
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

五
都
宮
章
人
（
い
つ
の
み
や
・
あ
き
ひ
と
）

【
脚
本
】

★
名
君
剣
の
舞
（
め
い
く
ん
つ
る
ぎ
の
ま
い
）
東
映
京
都
制
作
所
、1956

年
［JP-13781

］

★
羅
生
門
の
妖
鬼
（
ら
し
ょ
う
も
ん
の
よ
う
き
）
東
映
京
都
制
作
所
、1956

年
［JP-14704

］

★
牢
獄
の
花
嫁
（
ろ
う
ご
く
の
は
な
よ
め
）
東
映
京
都
制
作
所
、1955

年
［JP-14955

］

【
原
作
・
原
案
】

★
ほ
ま
れ
の
美
丈
夫
（
ほ
ま
れ
の
び
じ
ょ
う
ぶ
）
東
映
京
都
制
作
所
、1956

年
［JP-13027
］

★
水
戸
黄
門
漫
遊
記

怪
力
類
人
猿
（
み
と
こ
う
も
ん
ま
ん
ゆ
う
き
）
東
映
京
都
制
作
所
、1956
年
［JP-13550

］
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こ
れ
に
よ
る
と
、
五
都
宮
章
人
は
東
映
京
都
制
作
所
の
作
品
の
脚
本
・
原
作
・
原
案
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
方
、
永
田
哲
朗
編
『
映
画
人
改
名
・
別
称
事
典
』(3

)

に
は
、「
五
都
宮
章
人
」
の
名
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
四
月
九
日
付
の
永
田
哲
朗
編

『
映
画
人
改
名
・
別
称
事
典
』「
補
遺
準
備
掲
示
板
」
の
「
共
同
ペ
ン
ネ
ー
ム
」
の
項
に
次
の
投
稿
が
あ
っ
た(4)

。

五
都
宮
章
人
（
依
田
義
賢
と
八
尋
不
二
と
比
佐
芳
武
と
民
門
敏
雄
と
柳
川
真
一
）

も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
五
都
宮
章
人
」
が
八
尋
不
二
を
は
じ
め
と
す
る
五
人
の
脚
本
家
の
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
八
尋
不
二
は
、
五
都
宮
章
人
の
ひ
と
り
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

す
る
と
、
八
尋
が
五
都
宮
章
人
の
脚
本
を
あ
か
ら
さ
ま
な
ほ
ど
に
踏
襲
す
る
の
は
、
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
は
い
え
、『
羅
城
門
の
妖
鬼
』
も
ま
た
、
自
作
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
あ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
を
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
）『
時
代
映
画
』
第
一
巻
第
八
号
、
昭
和
三
一
年
一
月
一
日
、
八
二
頁

（
２
）
日
本
映
画
史
研
究
会
編
『
日
本
映
画
人
名
辞
典
（
ス
タ
ッ
フ
篇
）』（
科
学
書
院
、

二
〇
〇
五
年
四
月
）

（
３
）
永
田
哲
朗
編
『
映
画
人
改
名
・
別
称
事
典
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）

（
４
）http://6606.teacup.com

/eigajin_kaim
ei_hoi/bbs/27

（
二
〇
一
三
年
九
月
十
九
日
、
参
照
）

http://6606.teacup.com/eigajin_kaimei_hoi/bbs/27
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第
三
章

酒
吞
童
子
の
ク
ロ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
―
川
口
松
太
郎
・
田
中
徳
三
・
木
原
敏
江

酒
呑
童
子
説
話
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
の
様
相
を
み
せ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
現
代
日
本
の
小
説
・
映
画
・
少
女
漫
画
に
お
け
る
酒
呑
童
子
説
話
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
具
体
相
を
た
ど
り
、
出
典
論
的
に
考
察
を
加
え
る
。

大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
は
、
川
口
松
太
郎
の
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』(1

)

を
原
拠
と
し
、
川
口
松
太
郎
と
と
も
に
製
作
に
携
わ
っ
た
田
中
徳
三
監
督

が
、
映
画
化
し
た
作
品
で
あ
る
。
本
稿
が
本
章
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
田
中
徳
三
監
督
の
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』(2

)

、

も
う
一
つ
は
、
川
口
と
田
中
の
影
響
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
木
原
敏
江
の
少
女
漫
画
『
大
江
山
花
伝
』（3

）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
作
品
は
、
い
ず
れ
も
酒
呑
童
子
説
話
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
古
典
的
な
酒
吞
童
子
説
話
を
大
胆
に
改
作
し
、
新
た
な
酒
呑
童
子
説
話
の
創
出
に
見
事
に
成

功
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
木
原
敏
江
の
作
品
は
、
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
に
宝
塚
歌
劇
『
大
江
山
花
伝
―
燃
え
つ
き
て
こ
そ
―
』
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
さ
れ
、

今
日
も
な
お
、
再
演
を
重
ね
て
い
る(4

)

。

こ
の
こ
と
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
酒
呑
童
子
説
話
が
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
も
、
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
ま
れ
、
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
繰
り
か
え
し
な
が

ら
、
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
章
は
、
川
口
松
太
郎
、
田
中
徳
三
、
木
原
敏
江
ら
に
よ
る
三
つ
の
酒
呑
童
子
説
話
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
に
着
目
し
、
特
に
、
田
中
徳
三
の
映
像
表
現
と
、
木
原
敏

江
の
画
像
表
現
に
み
ら
れ
る
影
響
関
係
・
出
典
関
係
を
整
理
し
て
示
し
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
田
中
徳
三
か
ら
木
原
敏
江
へ
と
展
開
し
た
、
昭
和
の
酒
呑
童
子

作
品
の
ビ
ジ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
も
つ
独
自
性
と
創
造
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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第
一
節

川
口
松
太
郎
と
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』

昭
和
に
お
け
る
酒
呑
童
子
説
話
の
三
つ
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
に
な
っ
た
二
人
の
作
者
、
川
口
松
太
郎
と
田
中
徳
三
は
、
映
画
会
社
大
映
に
お
い
て
、
共
に
映
画

の
制
作
に
携
わ
り
、
密
接
な
人
間
関
係
を
有
し
て
い
た
。
川
口
は
劇
作
家
と
し
て
、
田
中
は
映
画
監
督
と
し
て
、
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
企
画
当
初
か
ら
、

共
に
そ
の
制
作
を
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

短
編
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
の
作
者
・
川
口
松
太
郎
は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）、
浅
草
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
小
説
家
、
劇
作
家
、
演
出
家
で
あ
り
、
代

表
作
に
、
第
一
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
『
明
治
一
代
女
』
等
が
あ
る
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
花
柳
章
太
郎
ら
の
新
派
の
劇
団
新
生
の
主
事
に
就
任
し
、
昭
和
二
二

年
（
一
九
四
七
）
に
大
映
専
務
に
就
任
し
た
。
小
説
『
大
江
山
酒
吞
童
子
記
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、
川
口
松
太
郎
の
『
大

江
山
酒
天
童
子
記
』
は
、
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
。
川
口
は
、
大
江
山
の
酒
呑
童
子
を
題
材
と
し
た
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
一
向

に
筆
が
進
ま
な
い
ま
ま
、
昭
和
十
九
年
を
迎
え
る
。

こ
の
作
品
の
主
人
公
は
、
川
口
自
身
を
髣
髴
と
さ
せ
る
、
劇
団
と
関
係
の
深
い
小
説
家
で
あ
り
、
一
人
称
や
著
名
な
俳
優
の
実
名
を
用
い
て
、
一
見
す
る
と
、
実
録
風

に
叙
述
の
筆
を
進
め
る
。
一
例
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
で
、
そ
ろ
そ
ろ
敗
戦
の
色
が
見
え
出
し
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
も
追
い
つ
め
ら
れ
、
外
へ
出
る
の
に
は
巻
脚
絆
に
防
空
頭
巾
を
ぶ
ら
下
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
け
わ
し
い
世
相
の
中
だ
。
小
説
を
書
く
事
の
出
来
な
く
な
っ
た
私
は
、
移
動
劇
団
の
引
率
者
に
な
っ
て
軍
関
係
の
工
場
慰
問

演
劇
を
巡
演
し
て
い
た(8)

。
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日
増
し
に
敗
戦
の
色
が
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
き
び
し
い
世
情
の
な
か
、「
小
説
を
書
く
事
の
出
来
な
く
な
っ
た
」
川
口
は
、
移
動
劇
団
の
引
率
者
と
な
っ
て
、
軍
関
係
の

工
場
を
慰
問
し
巡
演
し
て
い
た
。
事
実
、
川
口
は
当
時
の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

非
常
時
に
は
無
用
の
作
家
と
い
う
判
定
で
、
新
聞
雑
誌
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
、
劇
団
の
中
に
立
て
籠
っ
て
花
柳
章
太
郎
た
ち
と
全
国
を
巡
っ
て
い
た
あ
の
期
間
（9

）

こ
こ
に
は
、
当
時
の
川
口
の
や
る
せ
な
い
心
情
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
座
が
丹
後
・
宮
津
の
海
軍
工
場
へ
巡
演
に
赴
い
た
時
、
天
の
橋
立
を
臨
む
海
岸
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
川
口
は
、
旅
館
で
働
く
す
み
子
と
い
う
女
中
に
出

会
う
。
翌
朝
、
一
座
と
別
れ
た
川
口
は
、
大
江
山
に
向
か
う
バ
ス
の
中
で
、
す
み
子
に
再
会
し
、
彼
女
の
家
の
話
を
聞
く
。
彼
女
の
話
に
よ
る
と
、
頼
光
達
に
よ
る
酒
呑

童
子
討
伐
が
行
わ
れ
た
頃
、
す
み
子
の
家
は
仏
性
姓
を
名
乗
る
三
代
目
の
当
主
が
居
り
、
土
蔵
に
伝
わ
る
当
時
の
記
録
に
、
酒
呑
童
子
の
一
代
記
を
書
い
た
三
巻
の
絵
巻

が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
酒
呑
童
子
の
一
代
記
の
絵
巻
物
」
の
酒
呑
童
子
異
聞
が
、
後
に
、
田
中
徳
三
と
木
原
敏
江
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
酒
呑
童
子
説
話
に
英
雄
悲

劇
譚
と
い
う
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

す
み
子
の
家
の
土
蔵
に
伝
わ
っ
た
絵
巻
物
は
、
足
利
末
期
の
物
で
あ
り
、
一
般
に
伝
え
ら
れ
る
酒
天
童
子
説
話
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

そ
の
絵
巻
は
、
酒
呑
童
子
は
関
白
藤
原
道
長
に
謀
反
し
た
た
め
に
、
鬼
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
伝
え
る
。
本
来
、
酒
呑
童
子
は
近

衛
府
の
少
将
備
前
介
で
あ
り
、
関
白
道
長
に
妻
女
・
渚
を
奪
わ
れ
、
道
長
の
権
威
に
反
抗
す
る
術
も
な
い
ま
ま
、
出
家
し
て
僧
と
な
り
、
都
を
忍
び
出
る
。
そ
し
て
、
茨

木
童
子
に
誘
わ
れ
て
山
賊
と
な
り
、
丹
波
の
大
江
山
に
立
て
籠
も
っ
て
付
近
の
小
賊
を
手
下
に
加
え
、
酒
天
童
子
と
名
を
改
め
て
山
賊
の
巨
魁
に
な
っ
た
と
い
う
。
大
江

山
で
は
伊
勢
を
真
似
て
内
宮
と
外
宮
を
造
り
、
門
前
に
は
人
家
を
建
て
並
べ
、
大
神
社
を
中
心
に
大
都
会
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
酒
呑
童
子
は
妻
の
渚
を
奪

い
返
す
た
め
、
名
の
あ
る
殿
上
人
達
の
女
房
を
奪
っ
て
は
大
江
山
の
館
へ
連
れ
て
き
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

絵
巻
の
最
後
は
、
帝
の
命
に
よ
る
酒
呑
童
子
の
鬼
退
治
が
描
か
れ
て
い
る
。
酒
呑
童
子
が
事
切
れ
る
直
前
、
頼
光
は
都
か
ら
持
参
し
た
渚
の
遺
髪
を
握
ら
せ
て
、「
お

前
を
愛
し
な
が
ら
死
ん
だ
」
と
語
る
。
酒
呑
童
子
は
そ
の
遺
髪
を
抱
き
な
が
ら
死
ん
で
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。

す
み
子
の
家
の
土
蔵
の
外
に
は
、
童
子
屋
敷
・
内
宮
・
外
宮
な
ど
の
遺
跡
が
あ
り
、
そ
れ
は
絵
巻
の
童
子
伝
説
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
す
み
子
は
川
口
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に
、
こ
の
ま
ま
で
は
薄
命
の
備
前
介
が
浮
か
ば
れ
な
い
た
め
、
新
し
い
酒
呑
童
子
伝
説
を
主
題
に
小
説
を
書
く
よ
う
依
頼
す
る
。
し
か
し
、
川
口
は
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、

『
異
説
酒
天
童
子
』
と
い
う
題
名
し
か
書
け
な
い
で
い
た
。
そ
し
て
、
十
五
年
後
、
大
映
映
画
の
専
務
に
就
任
し
た
川
口
は
、
酒
呑
童
子
の
映
画
の
原
作
を
書
く
た
め
、

脚
本
家
の
八
尋
不
二
、
監
督
の
田
中
徳
三
、
企
画
担
当
の
鈴
木
火
召
成
を
伴
っ
て
、
丹
波
へ
と
向
か
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
空
襲
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
、
焼
け
残
り
の

残
骸
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
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第
二
節

田
中
徳
三
と
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
監
督
を
つ
と
め
た
田
中
徳
三
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
大
阪
に
生
ま
れ
る
。
彼
は
現
代
感
覚
あ
ふ
れ
る
時
代
劇
を
製
作

し
て
注
目
さ
れ
た
映
画
監
督
で
あ
る
。

田
中
は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
大
映
専
務
に
就
任
し
た
川
口
松
太
郎
と
と
も
に
、
当
時
、
大
映
が
企
画
し
た
酒
呑
童
子
の
映
画
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

川
口
の
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
に
は
、
そ
の
経
緯
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

す
る
と
今
度
は
私
の
関
係
し
て
い
る
映
画
会
社
が
酒
天
童
子
の
映
画
を
撮
る
企
画
を
立
て
て
そ
の
原
作
の
相
談
を
さ
れ
、
ゆ
く
り
な
く
も
十
五
年
前
の
絵
巻
物
を

思
い
出
す
羽
目
に
な
っ
た
の
だ
。
企
画
会
議
の
席
上
で
私
は

「
酒
天
童
子
に
つ
い
て
は
幾
分
の
研
究
を
し
た
事
が
あ
る
の
で
原
作
は
書
き
ま
し
ょ
う
」

と
、
自
分
か
ら
買
っ
て
出
て
も
う
一
度
大
江
山
へ
行
っ
て
見
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
従
来
の
定
説
を
く
つ
が
え
し
て
、
す
み
子
の
主
張
す
る
英
雄
酒
天
童
子

を
書
き
、
既
成
観
念
を
打
ち
く
だ
い
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
に
な
り
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
八
尋
君
と
監
督
の
田
中
君
と
企
画
担
当
の
鈴
木
君
と
を
つ
れ
て
丹
波

へ
行
っ
た
。

「
ず
っ
と
昔
に
大
江
山
を
通
っ
た
事
が
あ
る
か
ら
僕
が
案
内
す
る
。
平
凡
な
山
で
画
面
に
も
な
る
ま
い
が
、
一
応
は
現
地
を
見
て
置
こ
う
」

と
三
人
を
連
れ
て
十
五
年
ぶ
り
の
大
江
山
へ
行
っ
た
。

こ
の
「
監
督
の
田
中
君
」
と
は
、
田
中
徳
三
を
さ
す
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
私
の
関
係
し
て
い
る
映
画
会
社
が
酒
天
童
子
の
映
画
を
撮
る
企
画
を
立
て
て
」

い
る
映
画
会
社
は
、
当
時
の
大
映
で
あ
り
、
こ
の
企
画
こ
そ
は
、
や
が
て
、『
大
江
山
酒
呑
童
子
』
と
し
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
田
中
徳
三
監
督
の
映
画
作
品
で
あ

っ
た
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
川
口
は
「
そ
の
原
作
の
相
談
を
さ
れ
」
、「
従
来
の
定
説
を
く
つ
が
え
し
て
、
す
み
子
の
主
張
す
る
英
雄
酒
天
童
子
を
書
き
、
既
成
観
念
を
打
ち
く
だ

い
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
に
な
り
」、
そ
れ
で
田
中
徳
三
を
伴
っ
て
、
十
五
年
ぶ
り
に
丹
波
の
大
江
山
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

川
口
松
太
郎
の
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
を
原
作
と
し
た
田
中
徳
三
監
督
の
天
然
色
作
品
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
は
、
酒
天
童
子
が
実
は
白
面
の
革
命
児
だ
っ
た

と
い
う
新
解
釈
を
施
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
大
映
十
八
番
の
平
安
王
朝
ス
ペ
ク
タ
ル
巨
編
と
し
て
公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
川
口

松
太
郎
が
書
き
下
ろ
し
た
原
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
を
、
時
代
劇
脚
本
の
ベ
テ
ラ
ン
八
尋
不
二
が
脚
色
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
田
中
徳
三
が
監
督
し
た
『
大
江

山
酒
天
童
子
』
は
、
川
口
の
小
説
に
引
か
れ
た
酒
呑
童
子
異
聞
の
絵
巻
物
を
、
映
像
化
し
た
異
色
作
な
の
で
あ
る
。

こ
の
映
画
の
出
演
者
は
、
酒
天
童
子
に
長
谷
川
一
夫
、
そ
の
妻
・
渚
の
前
に
山
本
富
士
子
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
ほ
か
、
源
氏
の
大
将
・
源
頼
光
に
市
川
雷
蔵
、
四
天

王
の
渡
辺
綱
に
勝
新
太
郎
、
坂
田
金
時
に
本
郷
功
次
郎
、
碓
井
貞
光
に
島
田
竜
三
、
卜
部
季
武
に
林
成
年
。
そ
の
他
、
根
上
淳
・
中
村
豊
・
中
村
玉
緒
・
左
幸
子
ら
が
歴

史
上
有
名
な
人
物
に
扮
し
て
出
演
す
る
と
い
う
、
田
中
徳
三
が
監
督
し
た
、
初
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
総
出
演
の
映
画
と
な
っ
た
。

映
画
に
お
い
て
、
田
中
と
八
尋
の
コ
ン
ビ
は
、『
大
江
山
酒
呑
童
子
記
』
の
す
み
子
の
存
在
を
い
っ
さ
い
削
除
し
、
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
英
雄
悲
劇
譚
を
軸
に
据
え
た
。

例
え
ば
、
平
安
末
期
、
時
の
関
白
・
藤
原
道
長
に
愛
妻
を
横
奪
さ
れ
た
近
衛
の
武
士
・
橘
致
忠
備
前
介
（
長
谷
川
一
夫
）
が
、
美
女
に
変
化
す
る
茨
木
童
子
（
左
幸
子
）

に
よ
っ
て
山
賊
の
一
味
に
誘
わ
れ
、
自
ら
「
酒
天
童
子
」
と
名
乗
っ
て
大
江
山
に
立
て
籠
も
り
、
藤
原
氏
の
専
横
に
対
抗
す
る
。
酒
呑
童
子
は
、
恋
女
房
の
渚
の
前
を
奪

い
返
す
た
め
、
名
の
あ
る
殿
上
人
達
の
女
房
を
掠
奪
し
つ
づ
け
た
揚
げ
句
、
鬼
退
治
に
来
た
頼
光
に
渚
の
遺
髪
を
見
せ
ら
れ
て
死
ん
で
ゆ
く
。

こ
の
田
中
徳
三
の
映
画
は
、
川
口
の
「
絵
巻
物
」
の
物
語
、
特
に
「
中
の
巻
」
の
羅
生
門
の
鬼
退
治
、
土
蜘
蛛
と
の
戦
い
な
ど
の
挿
話
を
生
か
し
て
、
斬
新
な
映
像
表

現
を
ふ
ん
だ
ん
に
と
り
い
れ
た
。
そ
の
表
現
は
、
川
口
の
小
説
の
直
接
的
な
継
承
の
み
な
ら
ず
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
や
時
代
劇
を
は
じ
め
、
近
世
か
ら
近
代
に
い
た
る
舞

台
芸
能
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
節
を
改
め
て
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
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第
三
節

木
原
敏
江
と
『
大
江
山
花
伝
』

木
原
敏
江
の
少
女
漫
画
『
大
江
山
花
伝
』
は
、
川
口
松
太
郎
の
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
と
、
田
中
徳
三
監
督
の
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
を
十
分
に
咀
嚼
し
、

新
た
な
酒
呑
童
子
像
を
創
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
原
敏
江
は
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）「
こ
っ
ち
向
い
て
マ
マ
！
」（
『
別
冊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』
三
月
号
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
華
麗
な
タ
ッ
チ
と
色
使
い
を
駆
使

し
、
コ
メ
デ
ィ
か
ら
歴
史
大
河
ロ
マ
ン
な
ど
、
幅
広
い
創
作
活
動
を
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）「
夢
の
碑
」
で
第
三
〇
回

小
学
館
漫
画
賞
を
受
賞
し
た
。
木
原
敏
江
の
作
品
は
、
し
ば
し
ば
宝
塚
歌
劇
で
舞
台
化
さ
れ
て
お
り
、『
大
江
山
花
伝
』
の
ほ
か
に
も
、『
ア
ン
ジ
ェ
リ
ク
』（
上
演
時
タ

イ
ト
ル
『
青
き
薔
薇
の
軍
神
（
マ
ル
ス
）』
、
初
演
一
九
八
一
年
）、『
と
り
か
え
ば
や
異
聞
』（
上
演
時
の
タ
イ
ト
ル
『
紫
子
―
と
り
か
え
ば
や
異
聞
』、
初
演
一
九
八
七
年
）

な
ど
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。

特
筆
し
た
い
の
は
、
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
の
主
人
公
は
、
酒
呑
童
子
で
は
な
く
、
茨
木
童
子
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
茨
木
は
、
酒
呑
童
子
の
息

子
と
し
て
登
場
す
る
。
内
容
を
概
略
す
る
と
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

丹
波
国
大
江
山
の
鬼
達
が
都
か
ら
女
性
を
掠
奪
す
る
こ
と
が
度
重
な
っ
た
の
で
、
公
卿
詮
議
の
結
果
で
、
源
頼
光
に
そ
の
鬼
退
治
が
命
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

渡
辺
綱
が
単
身
大
江
山
に
入
り
、
鬼
の
岩
屋
を
探
る
こ
と
と
な
る
。
綱
の
館
で
下
働
き
と
し
て
働
く
藤
の
葉
は
綱
に
同
行
を
申
し
出
る
が
、
綱
は
断
る
。

山
伏
姿
に
身
を
や
つ
し
た
綱
が
丹
波
に
分
け
入
り
、
藤
の
葉
が
追
い
着
い
た
と
こ
ろ
を
鬼
達
に
見
つ
か
り
、
ふ
た
り
は
鬼
の
岩
屋
の
御
殿
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
そ
こ

に
現
れ
た
茨
木
は
、
藤
の
葉
の
火
傷
の
跡
を
見
て
、
藤
の
葉
が
、
昔
、
恋
仲
で
あ
っ
た
ふ
じ
こ
だ
と
知
る
。

酒
呑
童
子
は
鬼
族
の
由
来
を
語
る
。
鬼
族
の
祖
先
は
、
昔
、
北
の
国
か
ら
氷
の
海
を
越
え
て
、
日
本
に
や
っ
て
き
た
黄
色
い
髪
、
青
い
目
の
巨
人
た
ち
だ
っ
た
。
外
見
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の
違
い
か
ら
島
民
た
ち
の
恐
怖
を
招
き
、
祖
先
た
ち
は
迫
害
を
う
け
つ
づ
け
、
山
の
奥
の
け
わ
し
い
谷
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
何
代

も
山
に
隠
れ
住
ん
で
い
る
あ
い
だ
に
男
達
の
体
は
変
化
し
て
、
鬼
の
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
日
、
山
の
か
く
れ
里
が
人
間
に
襲
わ
れ
、
女
子
供
が
殺
さ
れ
、
宝
も
う
ば
わ

れ
た
。
そ
の
復
讐
と
し
て
、
鬼
達
は
都
を
荒
ら
し
回
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

茨
木
は
藤
子
に
幼
年
期
の
思
い
出
を
語
る
。
昔
、
か
く
れ
里
が
襲
わ
れ
た
時
、
か
ろ
う
じ
て
逃
れ
た
母
は
赤
児
だ
っ
た
茨
木
の
角
を
削
り
落
と
し
、
あ
る
人
家
の
前
で

力
つ
き
て
死
ん
だ
。
拾
わ
れ
た
茨
木
は
そ
の
家
の
子
と
し
て
育
ち
、
十
五
年
目
に
父
が
迎
え
に
き
て
、
鬼
の
岩
屋
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。

か
つ
て
、
幼
い
茨
木
と
ふ
じ
こ
は
、
愛
の
証
と
し
て
腕
に
花
び
ら
の
焼
き
印
を
押
し
あ
っ
た
。
藤
子
は
、
綱
が
斬
り
取
っ
た
茨
木
の
腕
の
焼
き
印
を
見
て
、
茨
木
が
大

江
山
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。

つ
い
に
、
大
江
山
の
鬼
退
治
に
都
の
武
者
達
が
攻
め
入
る
。
藤
の
葉
は
茨
木
の
身
代
わ
り
に
殺
さ
れ
、
茨
木
は
藤
の
葉
の
亡
骸
を
腕
に
抱
き
、
谷
底
へ
と
飛
び
降
り
る

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
木
原
敏
江
は
、
先
行
す
る
ふ
た
つ
の
作
品
を
受
容
し
、
酒
呑
童
子
説
話
に
大
胆
な
改
作
を
施
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
富
む
新
た
な
酒
呑
童
子
説

話
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。
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第
四
節

『
大
江
山
花
伝
』
の
画
像
表
現
―
渡
辺
綱
と
茨
木
の
出
会
い
―

木
原
敏
江
は
、
田
中
徳
三
監
督
の
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
映
像
か
ら
、
数
多
く
の
着
想
を
得
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
木
原
敏
江
は
、
川
口
松
太
郎
の
小
説
『
大

江
山
酒
天
童
子
記
』
を
も
熟
読
し
、
こ
の
小
説
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
田
中
監
督
の
映
画
を
確
実
に
典
拠
と
し
て
踏
ま
え
て
い
る
木
原
敏
江
は
、
各
場
面
を
ど
の
よ
う
に
ま
ん
が
と
し
て
画
像
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で

は
、
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
に
お
け
る
渡
辺
綱
と
茨
木
の
出
会
い
の
場
面
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
女
に
化
け
た
茨
木
童
子
が
渡
辺
綱
に
出
会
い
、
片
腕
を
切
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

映
画
で
は
、
茨
木
と
綱
の
出
会
い
が
冒
頭
に
配
さ
れ
る
。
し
か
し
、
木
原
敏
江
は
、
す
べ
て
を
綱
の
回
想
と
す
る
。

こ
の
場
面
に
は
六
点
に
わ
た
っ
て
、
田
中
の
映
像
表
現
が
、
木
原
敏
江
の
画
像
表
現
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
最
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方

で
、
木
原
敏
江
は
、
川
口
・
田
中
の
作
品
以
前
の
古
典
的
・
伝
統
的
な
酒
呑
童
子
説
話
の
類
型
を
忠
実
に
継
承
す
る
部
分
も
あ
る
。

第
一
に
、
短
気
で
早
合
点
を
す
る
が
、
愛
す
べ
き
渡
辺
綱
の
人
物
像
で
あ
る
。
一
見
、
渡
辺
綱
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
『
摩
利
と
慎
吾
』
の
慎
吾
な
ど
、
他
の
木
原
の
作

品
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
、
木
原
敏
江
の
独
創
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
綱
の
人
物
像
は
、
す
で
に
近
世
の
古
典
的
な
酒
呑
童
子
説
話
の
な

か
に
定
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
佐
々
木
紀
一
氏
は
、
近
世
の
草
子
・
芸
能
を
通
じ
て
、
短
気
だ
が
情
に
篤
い
綱
の
性
格
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
佐
々
木
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
近

世
の
草
子
・
芸
能
は
綱
の
挙
措
に
諧
謔
味
を
増
し
、
渡
辺
と
言
へ
ば
鬼
が
逃
げ
出
す
と
い
う
笑
話
な
ど
、
広
く
笑
話
化
し
て
い
く
過
程
を
あ
き
ら
か
に
し
た(10

)

。

た
し
か
に
、
木
原
敏
江
の
漫
画
で
は
、
綱
が
茨
木
の
腕
を
切
り
落
と
す
場
面
に
、「
短
気
だ
が
情
に
篤
い
綱
の
性
格
」
が
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
綱
と
茨
木
の
出
逢
い
の
場
面
、
美
女
に
化
け
た
茨
木
童
子
が
一
条
戻
橋
で
渡
辺
綱
に
声
を
掛
け
る
。
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茨

木
「
･
･
･
･･
･
･･
･

都
に
名
高
い

頼
光
が

四
天
王
の
ひ
と
り

渡
辺
綱
ど
の
か
？
」

渡
辺
綱
「
い
か
に
も

･
･･
･
･
･･
･
･
」

茨

木
「
た
ず
ね
た
い
こ
と
が
あ
る
」

茨

木
「
そ
な
た
の
屋
敷
に

さ
き
ご
ろ

･
･
･･
･
･
･
･･
」（11

）

茨
木
が
女
の
姿
に
化
け
て
渡
辺
綱
に
声
を
掛
け
た
の
は
、
実
は
、
女
主
人
公
・
ふ
じ
こ
（
藤
の
葉
）
の
消
息
を
尋
ね
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
由
は
、
木
原
敏
江
の

作
品
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
幼
い
時
、
ふ
じ
こ
と
恋
仲
に
あ
っ
た
茨
木
は
、
ふ
じ
こ
が
渡
辺
綱
の
屋
敷
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
彼
女
の
消
息
を
尋
ね
る
た
め
に
、
渡
辺
綱
に
声
を
か

け
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
重
要
な
伏
線
は
、
作
品
中
に
は
い
っ
さ
い
説
明
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
直
後
、
渡
辺
綱
の
反
応
は
烈
し
か
っ
た
。
水
面
に
映
る
茨
木
の
姿
に
、
角
が
は
え
て
い
る
こ
と
を
見
て
と
っ
た
綱
は
、
い
き
な
り
、
茨
木
に
斬
り
か
か

る
。

渡
辺
綱
「
角
だ
！
！
」

「
さ
て
は
･･
･
･
･
･魔
性
！
！
」

「
そ
う
い
え
ば

こ
の
お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
の
美
し
さ
」

「
･
･･
･
･
･お
の
れ

女
に
化
け
て

こ
の
綱
を
た
ば
か
ら
ん
と
せ
し
か
！
！
」

「
正
体
を
あ
ら
わ
せ

鬼
！
！
」（12

）

突
然
、
腕
を
切
り
落
と
さ
れ
た
茨
木
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
の
こ
し
て
、
そ
の
場
を
去
る
。

茨
木
「
え
え

気
の
荒
い
」

「
こ
れ
で
は

話
に
も
な
ら
ぬ
わ

猪
め
が
」
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「
わ
が
名
は
茨
木

･
･
･･
･
･
よ
い
わ

そ
の
腕

一
時

あ
ず
け
た
ぞ

綱
」

ト
書
き
「
そ
う
言
い
の
こ
し
て

は
逃
げ
去
り
」

「
の
こ
さ
れ
た
の
は

花
び
ら
の
よ
う
な

あ
ざ
の
あ
る

鬼
の
片
腕
」（13

）

茨
木
は
綱
へ
の
敵
意
な
ど
毛
頭
無
く
、
た
だ
、
ふ
じ
こ
の
行
方
を
綱
に
尋
ね
よ
う
と
し
た
だ
け
な
の
だ
が
、
こ
の
短
期
で
早
と
ち
り
の
綱
の
思
い
込
み
に
よ
り
、
思
い

も
か
け
ず
、
突
如
と
し
て
片
腕
を
斬
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
木
原
の
描
く
茨
木
童
子
は
、
綱
を
害
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
ふ
じ
こ
の
行
方
を
知

り
た
い
一
心
で
、
綱
と
わ
か
っ
て
、
綱
に
声
を
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、「
花
び
ら
の
よ
う
な
あ
ざ
の
あ
る
鬼
の
片
腕
」
は
、
漫
画
の
み
に
見
ら
れ
る
独
自
表
現
で
あ
る
。『
大
江
山
花
伝
』
に
お
い
て
、「
花
び
ら
の
よ
う
な
あ
ざ
」

は
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
あ
ざ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め
て
論
じ
る
。

『
大
江
山
花
伝
』
の
こ
の
場
面
は
、
四
頁
と
か
な
り
短
い
の
で
、
映
画
よ
り
も
台
詞
の
量
が
少
な
い
。

一
方
、
田
中
の
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
で
は
、
同
じ
場
面
が
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

渡
辺
綱
（
勝
新
太
郎
）
は
一
条
戻
橋
の
た
も
と
で
、
夜
道
を
一
人
で
歩
く
若
く
美
し
い
女
（
左
幸
子
）
に
出
会
う
。
不
審
に
思
っ
た
綱
は
女
性
に
近
づ
い
て
声
を
掛
け

る
。こ

の
場
面
の
映
画
の
台
詞
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

渡
辺
綱
「
い
ず
れ
へ
参
ら
れ
る
」

女
性

「
は
い
、
わ
ら
わ
は
一
条
の
大
宮
よ
り
、
五
条
の
渡
り
へ
参
る
者
で
ご
ざ
り
ま
す
」

渡
辺
綱
「
夜
盗
変
化
横
行
の
お
だ
や
か
な
ら
ぬ
洛
中
に
、
女
の
身
と
し
て
大
胆
な
。
そ
な
た
伴
は
ご
ざ
ら
ぬ
の
か
」

女
性

「
一
人
故
夜
道
が
怖
く
、
急
ぎ
行
く
途
中
で
ご
ざ
り
ま
す
」

渡
辺
綱
「
怖
い
と
言
え
ば
最
も
。
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五
条
の
わ
た
り
へ
参
る
と
あ
ら
ば
、
そ
れ
が
し
、
お
送
り
申
そ
う
」

女
性

「
か
た
じ
け
の
う
存
じ
ま
す
。
で
は
、
お
言
葉
に
甘
え
ま
し
て
」

渡
辺
綱
「
は
て
、
あ
で
や
か
な
。」

川
面
に
映
る
女
の
影
に
角
が
生
え
て
い
る
こ
と
を
綱
が
見
て
取
っ
た
瞬
間
、
女
は
た
ち
ま
ち
鬼
の
姿
に
な
り
、
綱
の
髪
の
毛
を
つ
か
ん
で
、
空
中
に
舞
い
上
が
る
。
し

か
し
、
綱
は
慌
て
ず
、
携
え
て
い
た
名
刀
で
鬼
の
腕
を
斬
り
、
難
を
逃
れ
た
。
腕
を
斬
ら
れ
た
鬼
は
、
高
笑
い
の
声
を
残
し
な
が
ら
、
空
の
彼
方
へ
消
え
て
ゆ
く
。
以
下

そ
の
場
面
の
台
詞
の
一
部
を
み
て
み
よ
う
。

渡
辺
綱
「
そ
な
た
、
都
人
と
は
云
い
な
が
ら
、
い
と
も
優
し
き
な
り
風
俗
。
か
よ
う
な
女
性
を
妻
に
し
た
ら
、
さ
ぞ
、
楽
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
」

女
性

「
で
も
、
あ
な
た
さ
ま
は
、
定
め
て
、
奥
さ
ま
が
」

渡
辺
綱
「
あ
、
い
や
。
東
育
ち
の
無
骨
者
で
、
だ
れ
も
、
妻
に
な
り
手
が
ご
ざ
ら
ん
」

女
性

「
う
ふ
ふ
。
な
い
こ
と
が
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
か
。

世
に
も
名
高
き
あ
な
た
様
は
、
頼
光
朝
臣
の
御
身
内
、
渡
辺
の
綱
様
」

渡
辺
綱
「
ど
う
し
て
某
の
名
を
」

女
性

「
恋
し
く
思
う
殿
御
ゆ
え
、
と
く
よ
り
存
じ
て
お
り
ま
す
」

渡
辺
綱
「
恋
し
く
思
う
と
言
う
は
偽
り
、
そ
な
た
が
あ
の
う
し
ろ
は
ま
さ
し
く
妖
魔
の
術
で
あ
ろ
う
」

女
性

「
妖
魔
の
術
」

渡
辺
綱
「
月
の
光
に
映
っ
た
る
、
お
ま
え
の
姿
は
怪
し
く
鬼
だ
っ
た
。
い
ざ
、
本
性
あ
ら
わ
せ
！
」

茨
木

「
は
は
は
は
は
」

渡
辺
綱
「
お
の
れ
！
お
の
れ
め
！
」
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映
画
で
は
茨
木
童
子
は
、
最
初
か
ら
綱
を
襲
う
た
め
に
現
れ
て
い
る
。
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
な
か
で
、
綱
が
茨
木
童
子
と
接
点
を
も
つ
の
は
、
こ
の
場
面
だ
け

で
あ
る
。

第
三
に
、
渡
辺
綱
が
女
に
化
け
た
茨
木
童
子
と
出
会
う
場
所
は
、
橋
の
た
も
と
で
あ
る
。

木
原
敏
江
の
漫
画
で
は
、
コ
マ
の
な
か
に
は
っ
き
り
と
「
一
条
戻
橋
」
と
刻
ま
れ
た
橋
の
欄
干
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
映
画
で
は
「
一
条
戻
橋
」
と
い
う
固
有
の
場
所
が
特
定
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
田
中
徳
三
が
「
一
条
戻
橋
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
こ
の
場
面
を
撮
影
し
た
こ
と
は
、
第
二
章
第
一
節
で
論
じ
た
よ
う
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
映

画
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、『
御
伽
草
子
』
だ
け
で
は
な
い
。『
太
平
記
』『
平
家
物
語
』
等
の
流
れ
を
汲
み
、
こ
れ
を
舞
台
の
う
え
で
視
覚
化
し
た
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
で

あ
っ
た
。

第
四
に
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
描
写
で
あ
る
。

こ
の
場
面
が
展
開
さ
れ
る
場
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
一
条
戻
橋
」
の
情
景
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
図
１
に
対
照
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
両
作
品
と
も
、
静
か
な
「
橋
の

た
も
と
」
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
柳
の
木
」
と
「
橋
」
が
あ
る
川
の
ほ
と
り
で
あ
る
。

木
原
の
漫
画
で
は
、
そ
の
「
橋
」
は
「
一
条
戻
橋
」
で
、
橋
の
下
を
流
れ
る
川
は
堀
川
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
田
中
の
映
画
で
は
、
こ
の
橋
が
「
一
条
戻
橋
」

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
何
も
な
い
が
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
の
舞
台
装
置
は
以
下
に
示
す
図
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
田
中
の
映
画
の
背
景
は
、
こ
の
歌
舞
伎
『
戻

橋
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
木
原
敏
江
は
映
画
の
み
な
ら
ず
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

な
ぜ
、
綱
と
茨
木
が
出
会
う
場
所
が
橋
の
た
も
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

両
作
品
に
お
い
て
は
「
水
」
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
渡
辺
綱
は
、
水
面
に
映
っ
た
女
の
姿
を
見
て
、
女
の
正
体
が
鬼
だ
と
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
水
面
が

鬼
の
正
体
を
映
し
出
す
鏡
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
水
辺
で
の
出
会
い
が
必
要
と
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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図
１
・
橋
の
た
も
と
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

歌
舞
伎
『
戻
橋
』

舞
台
設
置

田
中
徳
三
監
督

『
大
江
山
酒
天
童
子
』

木
原
敏
江

『
大
江
山
花
伝
』
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第
五
に
、
ア
ン
グ
ル
で
あ
る
。

田
中
徳
三
の
映
画
で
は
、
ア
ン
グ
ル
や
遠
近
法
な
ど
の
技
術
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
木
原
敏
江
の
漫
画
に
は
、
映
画
に
類
似
し
た
画
像
表
現
が
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
以
下
に
示
す
図
２
は
、
女
に
化
け
た
茨
木
童
子
が
渡
辺
綱
と
話
す
場
面
に
つ
い
て
、
映
画
と
漫
画
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
グ
ル
、
衣
装
、
そ
し
て

ポ
ー
ズ
に
注
意
し
た
。
す
る
と
、
女
の
仕
草
や
二
人
の
立
ち
位
置
は
、
両
者
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
女
は
「
橋
の
た
も
と
」
に
立
ち
、
渡
辺
綱
の
背
後
か
ら

登
場
す
る
。
女
が
綱
に
名
を
尋
ね
る
と
、
綱
は
驚
い
た
表
情
を
浮
か
べ
、
右
肩
越
し
に
後
ろ
を
見
る
。

第
六
に
、
衣
装
で
あ
る
。

以
下
に
示
す
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
渡
辺
綱
と
女
の
姿
の
茨
木
童
子
の
衣
装
も
ま
た
、
両
作
品
に
お
い
て
似
通
っ
て
い
る
。
渡
辺
綱
は
垂
の
一
種
で
あ
る
素
襖
を
着

て
、
侍
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
女
の
か
ぶ
り
も
の
は
被
衣
で
あ
り
、
着
物
は
平
安
末
期
の
袿
で
あ
る
。
両
作
品
は
、
着
物
の
柄
ま
で
一
致
す
る
。

そ
し
て
、
仕
草
も
、
映
画
の
女
は
薄
衣
か
ら
少
し
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
が
、
漫
画
で
も
、
か
ぶ
り
も
の
の
下
に
女
の
頭
部
が
描
か
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
木
原
敏
江
の
画
像
表
現
は
、
田
中
徳
三
の
映
像
表
現
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
木
原
敏
江
は
、
全
面
的
に
田
中
の
映
画
の
映
像
表
現
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
歌
舞
伎
・
御
伽
草
子
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
古
典
の
伝
統
を
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
木
原
敏
江
は
、
漫
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
独
自
の
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
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図
２
・
ア
ン
グ
ル
、
衣
装
、
ポ
ー
ズ

田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
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注（
１
）
川
口
松
太
郎
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』（
初
出
『
小
説
新
潮
』
一
九
六
〇
年
四
月
号
。『
サ
ロ
メ
の
白
粉
』
所
収
、
講
談
社
、
一
九
六
〇
年
五
月
）。

（
２
）
田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』（
大
映
京
都
、
一
九
六
〇
年
四
月
。D

V
D

、
角
川
映
画
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
３
）
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』（
初
出
、
週
刊
『
少
女
コ
ミ
ッ
ク
』
第
二
七
号
、
一
九
七
八
年
六
月
二
五
日
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刊
『
大
江
山
花
伝

夢
の
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番
外
編
』
小
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館
、
一
九
八
六
年
五
月
。
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文
庫
、
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九
九
七
年
六
月
）

（
４
）
宝
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歌
劇
『
大
江
山
花
伝
―
燃
え
つ
き
て
こ
そ
―
』（
初
演
一
九
八
六
年
。
再
演
一
九
八
八
年
。
再
々
演
二
〇
〇
九
年
）。

（
５
）
酒
呑
童
子
説
話
の
研
究
は
数
多
い
が
、
特
に
こ
れ
ら
二
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
絵
巻
の
絵
を
比
較
し
つ
つ
分
析
し
て
い
る
も
の
に
、
高
橋
昌
明
『
酒
呑
童
子
の
誕

生
―
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
』（
一
九
九
二
、
中
公
新
書
。
補
訂
版
二
〇
〇
五
年
、
中
公
文
庫
）
が
あ
る
。

（
６
）
黒
田
彰
「
酒
呑
童
子
と
白
猿
伝
―
御
伽
草
子
と
唐
代
伝
奇
―
」（
初
出
『
観
世
』
五
二
巻
四
号
、
一
九
八
五
年
。『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
所
収
、
一
九
八

七
年
、
和
泉
書
院
）

（
７
）
石
川
透
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

図
解
・
御
伽
草
子
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）。

（
８
）
注
（
１
）
の
前
提
書
、
二
一
二
頁
。

（
９
）
注
（
８
）
の
前
掲
書
。

（

）
佐
々
木
紀
一
「
羅
生
門
鬼
退
治
説
話
の
形
成
と
『
綱
絵
巻
』
」（
『
国
語
国
文
』
第
七
三
号
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）。

10
（

）
注
（
３
）
の
前
提
書
、
四
頁
。

11
（

）
注
（

）
の
前
掲
書
、
五
頁
。

12

11

（

）
注
（

）
の
前
掲
書
、
七
頁
。

13

11
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第
五
節

藤
の
葉
の
誕
生
―
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
に
け
る
女
主
人
公
の
造
型

一
、
問
題
の
所
在

南
北
朝
期
に
成
立
し
、
現
代
ま
で
様
々
に
再
生
産
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
酒
吞
童
子
説
話
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
女
性
が
主
人
公
、
な
い
し
は
、
そ
れ
に
準
じ
る
存
在

と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
現
代
に
は
い
っ
て
か
ら
、
具
体
的
に
は
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
古
典
で
あ
る
説
話
・
御
伽
草
子
、
能
・
歌

舞
伎
、
絵
巻
な
ど
に
み
ら
れ
る
酒
吞
童
子
説
話
に
お
い
て
、
女
性
は
、
あ
く
ま
で
も
脇
役
で
あ
っ
た
。
女
性
は
鬼
に
喰
わ
れ
た
り
、
襲
わ
れ
た
り
す
る
だ
け
で
、
説
話
の

文
脈
の
な
か
で
、
け
っ
し
て
主
要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
女
性
が
脇
か
ら
お
も
て
に
出
て
き
た
の
か
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
十
年
代
、
川
口
松
太
郎
の
提
案
に
よ
り
、
大
映
映
画
は
酒
呑
童
子
の
映
画
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
映
画
の
た
め
に
、
川
口
松
太
郎
が

長
年
あ
た
た
め
続
け
て
き
た
独
創
的
な
酒
呑
童
子
異
聞
を
書
き
下
ろ
し
た
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』(1

)

が
、
こ
の
映
画
の
原
作
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
、「
す
み

子
」
と
い
う
女
性
が
登
場
す
る
。「
す
み
子
」
は
、
川
口
ら
し
き
主
人
公
を
み
ず
か
ら
の
実
家
に
誘
い
、
巷
間
に
伝
わ
る
酒
吞
童
子
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
酒
吞
童
子
異

聞
が
描
か
れ
た
絵
巻
を
見
せ
る
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
川
口
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

す
る
と
今
度
は
私
の
関
係
し
て
い
る
映
画
会
社
が
酒
天
童
子
の
映
画
を
撮
る
企
画
を
立
て
て
そ
の
原
作
の
相
談
を
さ
れ
、
ゆ
く
り
な
く
も
十
五
年
前
の
絵
巻
物
を

思
い
出
す
羽
目
に
な
っ
た
の
だ
。
企
画
会
議
の
席
上
で
私
は

「
酒
天
童
子
に
つ
い
て
幾
分
の
研
究
を
し
た
事
が
あ
る
の
で
原
作
は
書
き
ま
し
ょ
う
」
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と
、
自
分
か
ら
買
っ
て
出
て
も
う
一
度
大
江
山
へ
行
っ
て
見
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
従
来
の
定
説
を
く
つ
が
え
し
、
す
み
子
の
主
張
す
る
英
雄
酒
天
童
子
を

書
き
、
既
成
観
念
を
打
ち
く
だ
い
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
に
な
り
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
八
尋
君
と
監
督
の
田
中
君
と
企
画
担
当
の
鈴
木
君
と
を
つ
れ
て
丹
波
へ

行
っ
た
。

「
ず
っ
と
昔
に
大
江
山
を
通
っ
た
事
が
あ
る
か
ら
僕
が
案
内
す
る
。
平
凡
な
山
で
画
面
に
も
な
る
ま
い
が
、
一
応
は
現
地
を
見
て
置
こ
う
」

と
三
人
を
連
れ
て
十
五
年
ぶ
り
の
大
江
山
へ
行
っ
た
。（2

）

こ
れ
を
原
作
と
し
て
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）、
田
中
徳
三
監
督
に
よ
っ
て
、
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』(3

）
が
製
作
さ
れ
、
脚
本
は
八
尋
不
二
が
手
掛

け
た
。
し
か
し
、
こ
の
映
画
に
お
い
て
、
川
口
松
太
郎
の
原
作
は
、
八
尋
不
二
に
よ
っ
て
大
幅
に
改
変
さ
れ
、
「
す
み
子
」
は
姿
を
消
す
。
そ
の
代
わ
り
、
こ
の
映
画
に

は
「
こ
つ
ま
」（
中
村
玉
緒
）
と
「
渚
」（
山
本
富
士
子
）
と
い
う
ふ
た
り
の
女
性
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
映
画
を
踏
襲
し
て
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
発
表
さ
れ
た
少
女
ま
ん
が
、
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』（4

）
は
、
主
体
的
な
意
思
を
貫
く
少
女

「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
を
女
主
人
公
と
し
、
人
間
と
し
て
育
て
ら
れ
た
美
し
い
鬼
「
茨
木
」
と
の
幼
く
も
激
し
い
恋
の
物
語
を
新
た
に
創
出
し
た
。

『
大
江
山
花
伝
』
は
、
昭
和
期
の
酒
呑
童
子
を
テ
ー
マ
に
し
た
改
作
の
一
つ
で
あ
り
、
木
原
氏
自
身
が
愛
着
を
も
ち
、
自
選
集
の
中
に
も
収
録
し
た
代
表
作
で
あ
る
。

そ
し
て
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
に
は
、
柴
田
侑
宏
氏
が
脚
本
を
手
掛
け
、
宝
塚
歌
劇
『
大
江
山
花
伝
―
燃
え
つ
き
て
こ
そ
―
』
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
さ
れ
、
今

日
も
な
お
、
再
演
を
重
ね
て
い
る(5)

。

本
節
は
、『
大
江
山
花
伝
』
の
女
主
人
公
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
が
、
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
ふ
た
り
の
女
性
「
こ
つ
ま
」
と
「
渚
」
か
ら
大
き
な
影
響
を
受

け
、
ふ
た
り
の
女
性
像
を
融
合
し
て
造
型
さ
れ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
木
原
が
酒
呑
童
子
説
話
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
ほ
促

し
た
一
人
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
本
文
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ(6

)

、
お
よ
び
八
尋
不
二
に
よ
る
脚
本
（7

）
に
拠
り
、『
大
江
山
花
伝
』
は
カ
ラ
ー
版
が
収
録
さ
れ
て

い
る
小
学
館
本(8

)

に
拠
っ
た
。
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二
、「
藤
の
葉
」
と
「
ふ
じ
こ
」

『
大
江
山
花
伝
』
の
女
主
人
公
は
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
過
去
の
回
想
場
面
で
の
「
ふ
じ
こ
」
と
、
現
在
の
「
藤
の
葉
」
と
が
交
錯
す

る
。女

主
人
公
「
藤
の
葉
」
は
、
お
と
な
に
な
っ
た
「
ふ
じ
こ
」
で
あ
り
、
回
想
シ
ー
ン
で
は
「
ふ
じ
こ
」
と
い
う
名
で
登
場
す
る
。

「
ふ
じ
こ
」
は
「
紀
の
国

紫
都
の
館
」
の
姫
で
あ
る
。
幼
い
「
ふ
じ
こ
」
は
、「
子
の
な
か
っ
た
お
じ
夫
婦
が
ひ
ろ
い
育
て
た
子
」
で
あ
っ
た
美
し
い
少
年
「
茨
木
」

と
恋
に
落
ち
る
。
し
か
し
、「
ふ
じ
こ
」
が
十
五
歳
の
と
き
に
、「
茨
木
」
は
突
如
と
し
て
姿
を
消
す
。『
大
江
山
花
伝
』
は
、
そ
の
後
の
「
ふ
じ
こ
」
の
流
転
の
人
生
を

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

･
･･
･
･
･

わ
る
い
こ
と
は
続
く

そ
の
の
ち

数
年
の
う
ち
に

父
が
死
に
母
が
死
に

３
年
前
の
火
事
で
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一
族
郎
党

す
べ
て
を
失
い

の
こ
っ
た
も
の
は

見
る
も

お
ぞ
ま
し
く

焼
け
た
だ
れ
た

こ
の
身
ひ
と
つ
（9

）

「
ふ
じ
こ
」
は
火
事
で
や
け
ど
を
負
っ
て
、
顔
に
大
き
な
あ
ざ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
右
の
前
髪
を
垂
ら
し
て
い
る
。
火
事
に
よ
っ
て
大
き
く
人
生
が
狂
っ
た
「
ふ
じ

こ
」
は
、
渡
辺
綱
の
館
に
下
働
き
の
「
藤
の
葉
」
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、『
大
江
山
花
伝
』
の
女
主
人
公
は
、
幼
少
期
の
「
ふ
じ
こ
」
と
、
お
と
な
に
な
っ
た
「
藤
の
葉
」
で
あ
り
、
ひ
と
り
の
女
主
人
公
の
う
ち
に
、
二
人
の
人

物
像
を
宿
す
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
源
流
に
は
、
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
映
画
を
支
え
る
ふ
た
り
の
女
性
「
こ
つ
ま
」「
渚
」
の
女

性
像
が
、『
大
江
山
花
伝
』
の
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
の
な
か
で
融
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
映
画
の
「
こ
つ
ま
」
か
ら
「
藤
の
葉
」
、「
渚
」
か
ら
「
ふ

じ
こ
」
へ
の
展
開
の
様
相
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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三
、「
こ
つ
ま
」
か
ら
「
藤
の
葉
」
へ

「
ふ
じ
こ
」
は
大
火
の
あ
と
、
成
長
し
て
「
藤
の
葉
」
と
な
る
。

「
藤
の
葉
」
は
、『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
「
こ
つ
ま
」
を
下
敷
き
に
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
こ
つ
ま
」
と
「
藤
の
葉
」
の
間
に
は
、
次
の
六
つ
の
類
似
点
が

確
認
さ
れ
る
。

（
１
）
容
姿

（
２
）
身
分

（
３
）
大
江
山
同
行
を
申
し
出
る

（
４
）
鬼
に
つ
か
ま
る

（
５
）
入
浴
の
時
に
本
当
の
姿
を
知
る

こ
れ
ら
五
点
に
わ
た
っ
て
、
類
似
性
を
指
摘
し
、「
こ
つ
ま
」
が
「
藤
の
葉
」
の
原
型
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
ゆ
き
た
い
。

第
一
に
、
容
姿
で
あ
る
。

図
１
は
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
「
こ
つ
ま
」
が
、
酒
天
童
子
の
館
に
入
っ
た
場
面
と
図
２
は
『
大
江
山
花
伝
』
の
「
藤
の
葉
」
が
渡
辺
綱
の
館
で
、
大
江
山
の
鬼
退

治
に
同
行
す
る
こ
と
を
申
し
出
る
場
面
で
あ
る
。

両
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
異
な
る
た
め
、
場
面
も
異
な
る
が
、「
こ
つ
ま
」
と
「
藤
の
葉
」
の
容
姿
は
、
蝶
結
び
の
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
正
座
し
て
い
る
点
が
共
通
す
る
。

色
彩
的
に
は
、「
こ
つ
ま
」
の
頭
巾
や
着
物
に
あ
し
ら
わ
れ
た
橙
色
が
、
ま
ん
が
の
冒
頭
を
カ
ラ
ー
版
で
収
録
す
る
初
出
週
刊
『
少
女
コ
ミ
ッ
ク
』「
藤
の
葉
」
の
背
景
に

影
響
を
与
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。



- 164 -

図
１
・
図
２
こ
つ
ま
と
藤
の
葉

田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
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第
二
に
、
身
分
で
あ
る
。

「
こ
つ
ま
」
は
、「
源
ノ
頼
光
館
」
で
下
働
き
を
し
て
い
る
。
八
尋
不
二
の
脚
本
で
は
、
こ
つ
ま
が
最
初
に
登
場
す
る
場
面
「
頼
光
館

寝
所
」
に
、
次
の
よ
う
な
ト

書
き
が
あ
る
。

白
衣
に
着
か
え
た
渚
が
、
寝
も
や
ら
ず
、
し
と
ね
の
上
に
端
坐
し
て
頼
光
を
待
っ
て
い
る
。

襖
が
音
も
な
く
開
く
。

ハ
ッ
、
と
怯
え
た
よ
う
に
、
日
を
上
げ
る
渚
。

然
し
、
入
っ
て
来
た
の
は
頼
光
で
は
な
く
、
美
し
い
が
利
か
ぬ
気
を
眉
の
間
に
漂
わ
し
た
若
い
こ
つ
ま
で
あ
る
。」(10

）

さ
ら
に
、
こ
の
後
に
「
こ
つ
ま
」
と
「
渚
」
の
会
話
が
次
の
よ
う
に
続
く
。

こ
つ
ま
「
ま
だ
お
寝
み
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
な
ん
だ
か
」

渚

「
そ
な
た
は
…
…
？
」

こ
つ
ま
「
こ
つ
ま
と
申
し
ま
す
、
殿
に
は
年
久
し
く
お
仕
え
申
し
て
参
っ
た
者
で
ご
ざ
い
ま
す
」（11

）

「
こ
つ
ま
」
は
「
殿
」、
す
な
わ
ち
、
源
頼
光
に
「
年
久
し
く
お
仕
え
申
し
て
参
っ
た
者
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、「
藤
の
葉
」
は
渡
辺
綱
の
館
に
、
雇
用
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
下
働
き
の
女
」
で
あ
る
。
渡
辺
綱
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

渡
辺
綱
「
お
ま
え
は
･･
･
･･
･

つ
い
先
ご
ろ

や
と
い
い
れ
た

ば
か
り
の
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下
働
き
の
女

だ
な
」

藤
の
葉
「
は
い

藤
の
葉
で

ご
ざ
い
ま
す
」

渡
辺
綱
「
藤
の
葉
」（12
）

以
上
の
よ
う
に
、「
こ
つ
ま
」
は
源
頼
光
に
「
年
久
し
く
お
仕
え
申
し
て
参
っ
た
者
」
で
あ
り
、
渡
辺
綱
の
妹
で
あ
る
。
一
方
、「
藤
の
葉
」
は
「
つ
い
先
ご
ろ
」
雇
い

入
れ
ら
れ
た
ば
か
り
の
「
下
働
き
の
女
」
で
あ
り
、
両
者
は
、
い
ず
れ
も
館
で
下
働
き
と
し
て
働
く
身
分
で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
こ
つ
ま
」
は
、
渡
辺
綱
の
妹
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
台
詞
か
ら
知
ら
れ
る
。

渚

「
（
や
ゝ
あ
っ
て
）
殿
は
…
…
…
、
頼
光
さ
ま
は
、
こ
の
私
を
ど
の
よ
う
に
思
召
し
て
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
」

こ
つ
ま
「
（
首
を
振
る
）
わ
か
り
ま
せ
ぬ
」

渚

「
で
は
今
宵
…
…
（
言
淀
ん
で
）
こ
ヽ
へ
は
…
…
？
」

こ
つ
ま
「
参
ら
れ
ま
せ
ぬ
」

渚

「
で
は
、
私
は
ど
う
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
？
」

こ
つ
ま
「
私
の
兄
が
お
預
り
申
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

渚

「
そ
な
た
の
兄
と
は
？
」

こ
つ
ま
「
（
誇
ら
か
に
言
う
）
四
天
王
の
随
一
人
、
渡
辺
ノ
源
次
綱
で
ご
ざ
い
ま
す
」（13
）

し
か
し
、「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
は
、
だ
れ
の
妹
で
も
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
に
は
、
兄
の
よ
う
な
幼
い
恋
の
相
手
「
茨
木
」
が
い
た
。
こ
の
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ふ
た
り
の
恋
を
軸
と
し
て
展
開
す
る
の
が
、『
大
江
山
花
伝
』
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
続
稿
で
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
に
、
ふ
た
り
は
そ
れ
ぞ
れ
、
大
江
山
へ
の
同
行
を
申
し
出
る
。

「
こ
つ
ま
」
は
、
源
頼
光
の
館
で
大
江
山
鬼
退
治
が
詮
議
さ
れ
て
い
る
時
に
、
大
江
山
に
行
く
こ
と
を
申
し
出
る
。

頼
光
館

廊
下

重
く
沈
ん
だ
顔
で
勅
光
が
戻
っ
て
来
る
。

同

居
間

頼
光
に
続
い
て
来
た
保
昌
と
菊
王
丸
が
、

保
昌

「
殿
、
内
裏
の
首
尾
は
！
」

源
頼
光
「
都
を
脅
か
す
変
化
賊
徒
の
類
を
直
ち
に
掃
滅
す
る
か
、
さ
な
く
ば
、
頼
光
が
腹
を
切
る
か
、
二
つ
に
一
つ
の
必
死
の
場
合
と
な
っ
た
」

た
く
び

保
昌

「
然
し
、
い
か
に
洛
中
の
賊
徒
を
退
治
し
て
も
、
酒
天
童
子
の
配
下
は
後
を
絶
た
ぬ
」

菊
王

「
殿
！
酒
天
童
子
の
本
拠
は
丹
波
の
大
江
山
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
大
江
山
の
本
拠
を
潰
滅
せ
ぬ
か
ぎ
り
、
賊
の
根
絶
は
な
り
ま
せ
ぬ
ぞ
」

保
昌

「
そ
れ
故
、
こ
れ
ま
で
に
も
幾
度
び
と
な
く
、
心
利
き
た
る
者
に
大
江
山
の
様
子
を
探
り
に
や
っ
た
が
一
人
と
し
て
戻
っ
て
来
た
者
が
な
い
の
だ
。」

菊
王

「
（
愕
い
て
）
で
は
未
だ
に
、
誰
一
人
と
し
て
？
」

保
昌

「
酒
天
童
子
を
鬼
と
い
う
が
、
童
子
は
鬼
よ
り
も
手
強
い
相
手
だ
ぞ
」

頼
光

「
（
呟
く
如
く
言
う
）
童
子
の
正
体
を
知
り
た
い
、
大
江
山
の
様
子
を
知
り
た
い
、
何
と
し
て
も
敵
状
を
知
ら
ず
し
て
征
討
の
兵
は
進
め
ら
れ
ぬ
」

次
の
間
か
ら
、
こ
つ
ま
、
進
み
出
る
。

「
そ
の
お
役
目
、
私
に
仰
せ
付
け
下
さ
い
ま
せ
」

頼
光

「
こ
つ
ま
？
な
に
を
申
す
」（14

）
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「
こ
つ
ま
」
が
大
江
山
の
様
子
を
探
り
に
い
く
役
目
を
自
ら
買
っ
て
出
た
理
由
は
、
ふ
た
つ
あ
っ
た
。

第
一
に
、
渡
辺
綱
の
妹
で
あ
る
「
こ
つ
ま
」
は
、
「
一
条
の
戻
り
橋
」
で
渡
辺
綱
が
切
り
落
と
し
た
茨
木
童
子
の
腕
が
、
茨
木
に
取
り
戻
さ
れ
た
こ
と
を
「
兄
の
不
首

尾
」
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
つ
ま
「
兄
の
不
首
尾
を
償
い
と
う
ご
ざ
り
ま
す
」

頼
光

「
な
ら
ぬ
、
女
を
密
偵
に
放
つ
な
ど
、
源
氏
の
侍
の
名
に
か
ゝ
わ
る
」（15

）

つ
ま
り
、「
こ
つ
ま
」
は
兄
・
渡
辺
綱
の
「
不
首
尾
」
を
挽
回
す
る
た
め
、
妹
と
し
て
の
使
命
感
か
ら
大
江
山
に
密
偵
に
赴
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、「
こ
つ
ま
」
は
、
女
の
身
な
ら
、
男
は
入
れ
ぬ
大
江
山
の
陣
の
内
に
入
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
つ
ま
「
で
も
、
大
江
山
の
陣
の
内
に
は
、
男
は
入
れ
ぬ
と
聞
き
ま
し
た
。
女
な
ら
で
は
此
の
役
目
は
成
ら
ぬ
も
の
と
存
じ
ま
す
」

頼
光

「
（
じ
っ
、
と
見
る
）」

こ
つ
ま
「
（
も
必
死
に
見
返
す
）」(16)

か
よ
わ
い
女
性
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
を
生
か
す
こ
と
で
、
大
江
山
酒
呑
童
子
退
治
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
「
こ
つ
ま
」
は
、
古
典
的
な
酒
呑
童

子
説
話
に
は
け
っ
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
主
体
的
・
自
律
的
な
女
性
像
で
あ
る
。

一
方
、『
大
江
山
花
伝
』
で
も
、
大
江
山
鬼
退
治
の
勅
命
を
頼
光
か
ら
受
け
取
っ
た
綱
に
対
し
て
、
綱
の
館
の
下
女
で
あ
る
「
藤
の
葉
」
が
お
供
を
申
し
出
る
。

渡
辺
綱
「
お
れ
が
こ
れ
か
ら

ど
こ
に
い
く
の
か

知
っ
て
い
る
の
か
？
」

藤
の
葉
「
は
い
」

「
わ
た
し
も
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大
江
山
に

用
が

ご
ざ
い
ま
す
」（17

）

「
藤
の
葉
」
は
綱
に
自
分
の
名
前
を
明
か
し
、「
大
江
山
に
用
が
」
あ
る
た
め
、
綱
に
同
行
し
た
い
と
申
し
出
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
「
用
」
が
何
で
あ
る
か

は
語
ら
れ
な
い
。「
藤
の
葉
」
は
恋
の
相
手
「
茨
木
」
に
会
う
た
め
に
、
大
江
山
に
行
こ
う
と
す
る
。

「
こ
つ
ま
」
も
「
藤
の
葉
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
内
在
す
る
動
機
は
異
な
る
も
の
の
、
か
よ
わ
い
女
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
意
志
で
危
険
な
大
江
山
に
赴
こ
う
と
す

る
の
で
あ
っ
た
。

第
五
に
、
酒
呑
童
子
の
館
で
、
武
将
と
下
女
が
鬼
に
囚
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
両
作
品
と
も
に
、
武
将
が
先
に
鬼
に
捕
ら
え
ら
れ
る
。『
大
江
山
酒
天
童
子
』
で
は
、

坂
田
金
時
が
岩
場
で
つ
か
ま
る
。『
大
江
山
花
伝
』
で
は
、
渡
辺
綱
が
鬼
の
岩
屋
の
御
殿
で
捕
ら
わ
れ
て
縛
り
あ
げ
ら
れ
る
。

第
六
に
、
酒
呑
童
子
の
一
味
「
鬼
童
丸
」「
鬼
丸
」
で
あ
る
。
数
多
く
の
酒
呑
童
子
の
手
下
の
な
か
で
、
唯
一
、
個
性
が
描
き
出
さ
れ
た
脇
役
の
筆
頭
は
、『
大
江
山
酒

天
童
子
』
で
は
「
鬼
童
丸
」、
略
称
「
鬼
丸
」
と
い
う
名
で
登
場
す
る
。

武
者
溜

こ
つ
ま
達
の
前
に
不
意
に
容
貌
魁
偉
の
巨
漢
が
現
わ
れ
る
、
袴
垂
で
あ
る
。

袴
垂
「
鬼
丸
、
そ
の
得
物
は
何
だ
」

鬼
童
「
坂
田
ノ
金
時
の
女
房
だ
」

袴
垂
「
（
目
を
光
ら
し
て
）
何
、
金
時
の
女
房
だ
と
…
…
。
よ
う
し
、
金
時
め
は
俺
の
家
来
の
荒
熊
達
を
搦
め
捕
っ
た
奴
だ
、
そ
の
女
房
と
あ
れ
ば
存
分
に
可
愛
が

っ
て
や
る
ぞ
」

舌
䑛
め
ず
り
し
て
寄
っ
て
来
る
。
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こ
つ
ま
、
驚
い
て
一
歩
、
退
る
。

袴
垂
「
来
い
、
今
夜
は
死
ぬ
ま
で
責
め
抜
い
て
や
る
ぞ
」

と
、
手
を
摑
む
。

鬼
童
「
（
押
し
隔
て
ゝ
）
待
て
、
袴
垂
！
ま
だ
童
子
様
の
御
見
分
に
入
れ
て
お
ら
ぬ
、
お
の
れ
の
事
は
そ
れ
か
ら
の
こ
と
だ
」

袴
垂
「
（
残
念
そ
う
に
）
仕
方
が
な
い
、
連
れ
て
行
け
！
」

鬼
童
丸
、
こ
つ
ま
を
促
し
、
歩
み
去
る
。

袴
垂
「
（
見
送
っ
て
）
他
の
奴
に
は
渡
さ
ぬ
ぞ
、
お
前
は
俺
が
頂
戴
す
る
」（19

）

第
七
は
、
鬼
が
女
を
囲
ん
で
捕
ら
え
る
場
面
で
あ
る
。
図
３
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
と
図
４
『
大
江
山
花
伝
』
の
ア
ン
グ
ル
は
、
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
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図
３
・
図
４
・
鬼
ヶ
女
性
を
囲
ん
で
捕
ら
え
る

図
３

田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』

図
４

木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』
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第
八
に
、「
こ
つ
ま
」
は
、
酒
呑
童
子
の
入
浴
を
垣
間
見
て
、
酒
呑
童
子
が
ほ
ん
と
う
は
人
間
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
一
方
、「
藤
の
葉
」
は
、
茨
木
の
入
浴
の
下
働
き

を
し
な
が
ら
語
り
合
い
、
茨
木
の
ほ
ん
と
う
の
心
を
知
り
、
お
互
い
が
「
ふ
じ
こ
」
と
「
茨
木
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
あ
う
。

茨
木

「
紫
都
の

館
を
知
っ
て
い
る
か
な
？
」

藤
の
葉
「
さ
あ

…
…
」

茨
木

「
も
と

紀
の
国
守
の

屋
敷
じ
ゃ
」

茨
木

「
藤
の
す
き
な

一
家
で
な

…
…

花
ど
き
に
は

領
地
中

う
す
紫
に

そ
ま
る
よ
う
で

あ
っ
た
」
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藤
の
葉
「
こ
こ
も

…
…

こ
こ
の
よ
う
に
？
」

茨
木

「
…美

し
い

姫
が
い
た
」

（
藤
波
の

藤
波
の
）

茨
木

「
み
せ
ろ
」

藤
の
葉
「
な
に
を

す
…
…
」

「
か
…

火
事
で
」

茨
木

「
ふ
じ
こ
」

（
夢
の
は
ざ
ま
に
）

藤
の
葉
「
…
…

だ
れ
の

こ
と
じ
ゃ
」

茨
木

「
わ
た
し
が

こ
わ
く
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な
い
か
？
」

藤
の
葉
「
露
ほ
ど
も
！

こ
こ
で

と
っ
て
く
わ
れ
る

な
ら
本
望
じ
ゃ
」

茨
木

「
ふ
ふ

…
…

き
か
ぬ

娘
じ
ゃ
」

（
し
ば
し
な
ぐ
さ
む

う
す
む
ら
さ
き
の
花
の
面
の
）

「
よ
い
…

ゆ
け
」

藤
の
葉
「
茨
木
」

「
お
ぼ
え
て
い
た

…
…

お
ぼ
え
て
い
た

こ
の
腕
の
こ
と

茨
木
」（20

）
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以
上
の
こ
と
か
ら
、『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
「
こ
つ
ま
」
は
、『
大
江
山
花
伝
』
の
「
藤
の
葉
」
の
原
型
と
し
て
、『
大
江
山
花
伝
』
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。「
藤
の
葉
」
は
、「
こ
つ
ま
」
の
八
部
分
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
「
渚
」
か
ら
「
ふ
じ
こ
」
へ

両
作
品
は
と
も
に
、
鬼
と
女
の
過
去
の
恋
愛
関
係
を
軸
と
し
、
こ
れ
を
回
想
と
し
て
描
く
。
し
た
が
っ
て
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
鬼
の
作
品
で
は
あ
る
も
の
の
、
両
者

の
本
質
は
、
鬼
と
人
間
と
の
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

第
一
に
、
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
で
は
、「
渚
」
は
酒
天
童
子
の
妻
で
あ
っ
た
。
酒
天
童
子
は
、
実
は
、
備
前
介
橘
致
忠
で
あ
り
、
藤
原
道
長
に
妻
を
奪
わ
れ
た

た
め
、
大
江
山
の
鬼
に
な
っ
た
。
そ
の
事
情
は
、
藤
原
道
長
に
奪
わ
れ
た
、
か
つ
て
の
備
前
介
橘
致
忠
の
妻
「
渚
」
の
口
か
ら
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

渚

「
夫
は
私
を
呪
い
、
関
白
を
仇
と
狙
い
、
復
讐
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
夫
は
昔
の
優
し
い
、
愛
し
い
人
で
は
な
く
て
、
恐
し
い
復
讐
の
鬼
と
な
り

果
て
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

頼
光
「
そ
の
夫
は
…
…
そ
な
た
の
夫
は
、
何
者
な
の
だ
？

渚

「
私
の
夫
は
…
…
大
江
山
の
…
…
酒
天
童
子
帝
で
ご
ざ
い
ま
す
」

頼
光
「
（
愕
然
！
）
何
と
ッ
？
」

そ
の
時
、
刀
架
の
鬚
切
丸
が
、
烈
し
い
鍔
音
を
立
て
る
。

妖
し
い
音
楽
が
突
如
、
わ
き
起
る
。



- 176 -

頼
光
、
毘
切
丸
む
取
っ
て
、
キ
ッ
と
な
る
。

渚
「
（
そ
の
頼
光
に
寄
添
っ
て
）
夫
は
大
江
の
山
に
こ
も
り
、
多
勢
の
一
味
を
募
っ
て
都
を
荒
し
、
関
白
を
狙
い
、
妖
術
師
を
使
っ
て
私
を
奪
い
取
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
」（21

）

こ
の
物
語
の
構
想
は
、
川
口
松
太
郎
の
原
作
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、『
大
江
山
花
伝
』
で
は
、「
藤
の
葉
」
の
幼
少
期
、「
ふ
じ
こ
」
と
「
茨
木
」
の
幼
い
恋
が
底
流
に
流
れ
る
。

ふ
た
つ
の
作
品
に
お
け
る
過
去
の
恋
は
、
そ
れ
そ
れ
に
異
質
な
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
の
「
渚
」
と
「
酒
呑
童
子
」
の
恋
愛
関
係
が
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
、『
大
江
山
花
伝
』
の
「
ふ
じ
こ
」
と
「
茨
木
」
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
渚
」
と
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
は
、
こ
の
愛
の
た
め
に
死
を
え
ら
ぶ
。

「
渚
」
は
、
自
殺
す
る
。
そ
の
場
面
は
、
映
画
で
は
描
か
れ
な
い
が
、
終
幕
、
酒
天
童
子
と
対
面
し
た
頼
光
は
、
酒
呑
童
子
に
黒
髪
を
渡
す
。

頼
光
「
待
た
れ
よ
、
備
前
介
」

酒
天
「
伺
？
」

頼
光
「
そ
な
た
に
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
」

酒
天
「
何
と
？
」

頼
光
「
そ
の
身
は
関
白
に
犯
さ
れ
て
も
、
そ
の
心
は
何
人
に
も
犯
さ
る
ゝ
事
の
な
か
っ
た
、
或
る
い
た
ま
し
い
女
の
か
た
み
だ
」

と
紙
に
包
ん
だ
渚
の
黒
髪
を
捜
す
。

酒
天
「
（
破
き
見
て
）
で
は
、
渚
は
ッ
？
」

頼
光
「
恋
す
る
人
の
死
を
見
る
よ
り
は
と
、
お
の
れ
の
命
を
絶
っ
た
の
じ
ゃ
」

酒
天
「
渚
が
…
…
、
頼
光
、
そ
れ
は
ま
こ
と
か
」
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頼
光
「
備
前
介
、
渚
の
前
は
…
…
そ
な
た
の
妻
は
、
死
ぬ
る
際
ま
で
只
一
筋
に
、
そ
な
た
を
慕
い
、
恋
い
焦
れ
て
お
っ
た
の
だ
ぞ
」

洒
天
「
（
い
じ
ら
し
さ
に
黒
髪
を
頬
に
当
て
ゝ
呼
ぶ
）
渚
！
可
哀
想
な
奴
！
」（22

）

そ
の
黒
髪
は
、
恋
の
た
め
に
殉
じ
た
「
渚
」
の
遺
髪
で
あ
る
。

一
方
、『
大
江
山
花
伝
』
で
は
、「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
は
、「
茨
木
」
を
守
る
た
め
、
矢
を
受
け
て
死
ぬ
の
で
あ
る
。

藤
の
葉
「
茨
木

死
ぬ
ま
え
に

今
ひ
と
た
び

会
い
た
い

…
…
…
」

あ
る
日

都
を
あ
ら
す

鬼
ど
も
の
噂
を
聞
き

も
し
や

も
し
や
と

山
を
こ
え

綱
ど
の
の
家
の

下
女
を

つ
と
め
な
が
ら
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機
会
を

う
か
が
い

恥
も
ほ
こ
り
も

な
げ
す
て
て

…
…

と
う
と
う

茨
木
に
あ
っ
た
」

綱

「
藤
の
葉
」

藤
の
葉
「
昔
と
か
わ
ら
ず

美
し
い
茨
木

そ
れ
に
ひ
き
か
え

ば
け
も
の
の
よ
う
な

わ
が
姿

茨
木
の
心
に
は

い
つ
ま
で
も

美
し
か
っ
た

ふ
じ
こ
の
姿
を

と
ど
め
て
お
い
て
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も
ら
い
た
い
と
」

綱

「
い
か
ん
！
藤
の
葉
」

藤
の
葉
「
そ
ば
に
い
ら
れ
れ
ば
よ
い

こ
の
よ
う
な

ふ
ざ
ま
な
姿
を

知
ら
れ
ま
い

口
が
さ
け
て
も

名
の
る
も
の
か
と

思
う
て
き
た
け
れ
ど
」

四
天
王
「
な
ん
だ

こ
の
女
」

「
ば
け
も
の
じ
ゃ
」

「
か
ま
わ
ぬ

と
も
に

殺
せ

殺
せ
」

「
お
の
れ

鬼
の
仲
間
か
」
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綱

「
み
ん
な
帰
れ
！

ば
か
！
！

も
ど
れ

藤
の
葉

ち
が
う

か
た
が
た

そ
れ
は
人
間
じ
ゃ

お
れ
の
妻
じ
ゃ

―
っ
」

藤
の
葉
「
鬼
で
も
よ
い

ふ
じ
こ
の
茨
木
に

手
だ
し

す
る
も
の
は

ゆ
る
さ

…
…
」

綱

「
や
め
て
く
れ

藤
の
葉

藤
…
…
」
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藤
の
葉
「
ぬ
」

茨
木

「
…
…

ば
か
な

な
ぜ

…
…

ふ
じ
こ
」

藤
の
葉
「
だ
れ
の

…
…

こ
と
じ
ゃ
」

茨
木

「
昔
と
か
わ
ら
ず

ほ
こ
り
高
い

ふ
じ
こ
」

藤
の
葉
「
ち
が
…
う

わ
た
し
は

い
や
し
い
」

茨
木

「
は
げ
し
く

美
し
い

わ
た
し
の
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ふ
じ
こ
」

藤
の
葉
「
わ
…
」

茨
木

「
一
生

そ
な
た

だ
け
じ
ゃ
」（23

）

死
の
間
際
、「
茨
木
」
の
胸
に
抱
か
れ
た
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
は
、
あ
く
ま
で
も
、
自
分
が
「
藤
の
葉
」
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
の
「
ふ
じ
こ
」
と
は
別
人
で
あ
り
、

何
の
関
係
も
無
い
こ
と
を
主
張
し
た
ま
ま
死
の
う
と
す
る
。
け
れ
ど
も
、「
茨
木
」
に
は
、「
藤
の
葉
」
が
「
ふ
じ
こ
」
で
あ
る
こ
と
は
、
と
う
に
わ
か
っ
て
い
る
。「
ふ

じ
こ
」
を
そ
の
胸
に
看
取
っ
た
「
茨
木
」
は
、「
ふ
じ
こ
」
を
抱
い
て
滝
壺
の
な
か
に
落
ち
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

五
、
む
す
び

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
大
江
山
花
伝
』
の
女
主
人
公
「
藤
の
葉
（
ふ
じ
こ
）」
は
、
川
口
松
太
郎
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
を
原
作
と
し
て
製
作
さ
れ
た
八
尋
不
二
脚
本

・
田
中
徳
三
監
督
の
大
映
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
、『
大
江
山
花
伝
』
の
女
主
人
公
「
藤
の
葉
」
は
、
映
画
の
登
場
人
物
「
こ
つ
ま
」
と
「
渚
」

の
ふ
た
り
の
女
性
を
原
型
と
し
て
、
ま
っ
た
く
新
た
な
構
想
の
も
と
に
、
主
体
的
・
自
律
的
な
「
き
か
ぬ
女
」
と
し
て
造
型
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「
藤
の
葉
」
が
「
藤
の
葉
」「
ふ
じ
こ
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
名
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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注（
１
）
川
口
松
太
郎
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』（
初
出
『
小
説
新
潮
』
一
九
六
〇
年
四
月
号
。『
サ
ロ
メ
の
白
粉
』
所
収
、
講
談
社
、
一
九
六
〇
年
五
月
）。

（
２
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
、
二
四
三
頁
。

（
３
）
田
中
徳
三
監
督
『
大
江
山
酒
天
童
子
』（
大
映
京
都
、
一
九
六
〇
年
四
月
。D

V
D

、
角
川
映
画
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝
』（
初
出
、
週
刊
『
少
女
コ
ミ
ッ
ク
』
第
二
七
号
、
一
九
七
八
年
六
月
二
五
日
号
。
再
刊
『
大
江
山
花
伝

夢
の
碑

番
外
編
』
小
学

館
、
一
九
八
六
年
五
月
。
小
学
館
文
庫
、
一
九
九
七
年
六
月
）

（
５
）
宝
塚
歌
劇
『
大
江
山
花
伝
―
燃
え
つ
き
て
こ
そ
―
』（
初
演
一
九
八
六
年
。
再
演
一
九
八
八
年
。
再
々
演
二
〇
〇
九
年
）。

（
６
）
注(

２)

を
参
照
。

（
７
）
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』（
『
時
代
映
画
』
第
六
巻
第
四
号
、
昭
和
三
五
年
四
月
一
日)

。

（
８
）
木
原
敏
江
『
大
江
山
花
伝

夢
の
碑

番
外
編
』
小
学
館
、
一
九
八
六
年
五
月
。

（
９
）
注
（
８
）
の
前
掲
書
、
四
四
頁

。

（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
三
二
頁

。

10
（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
三
二
頁

。

11
（

）
注
（
８
）
の
前
掲
書
、
一
二
頁

。

12
（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
三
二
頁

。

13
（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
三
八
頁

。

14
（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
三
八
頁

。

15
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（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
三
八
頁

。

16
（

）
注
（
８
）
の
前
掲
書
、
一
二
頁

。

17
（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
四
二
頁

。

18
（

）
注
（
８
）
の
前
掲
書
、
二
四
頁

。

19
（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
四
三
頁

。

20
（

）
注
（
７
）
の
前
掲
書
、
六
〇
頁

。

21
（

）
注
（
８
）
の
前
掲
書
、
四
七
頁

。

22
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終
章

本
論
文
で
は
、
南
北
朝
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
の
様
相
を
み
せ
る
大
江
山
酒
呑
童
子
説
話
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

特
に
、
御
伽
草
子
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
古
典
文
学
、
近
代
の
英
訳
ち
り
め
ん
本
、
さ
ら
に
は
現
代
の
映
画
・
演
劇
・
ま
ん
が
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
み

ら
れ
る
酒
呑
童
子
説
話
の
多
様
な
表
現
を
通
時
的
に
た
ど
り
、
そ
の
変
遷
の
様
相
を
整
理
し
、
出
典
論
の
立
場
か
ら
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
か
と
い
う

問
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

ま
た
、
五
章
に
渡
り
、
酒
吞
童
子
説
話
の
多
様
な
表
現
に
つ
い
て
、
そ
の
意
図
、
構
想
を
実
証
主
義
的
な
文
献
学
の
立
場
か
ら
あ
き
ら
か
に
し
た
。

第
一
に
、
明
治
初
期
に
長
谷
川
武
次
郎
が
刊
行
し
た
ち
り
め
ん
本
『JA

PA
N

ESE
FA

IR
Y

TA
LE

SER
IES

（
日
本
昔
噺
シ
リ
ー
ズ
）』
に
収
録
さ
れ
た
、
ジ
ェ
イ
ム

ス
夫
人
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
大
江
山
酒
吞
童
子
説
話
『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

（
邦
題
『
大
江
山
』
）』
を
と
り
あ
げ
た
。
従
来
、
ち
り
め
ん
本
は
、
御
伽
草

子
な
ど
の
日
本
語
版
か
ら
直
接
翻
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
ち
り
め
ん
本
以
前
に
も
、
酒
吞
童
子

説
話
の
英
訳
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
ウ
イ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る
英
語
版
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』（
頼
光
と
シ-

テ
ン
童
子
）

の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。『The

O
G

R
ES

of
O

Y
EY

A
M

A

』
と
『R

aiko
and

the
Shi-Ten

D
oji

』
の
両
作
品
の
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
間
に
は
共
通
す
る

表
現
が
数
多
く
み
ら
れ
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
は
グ
リ
フ
ィ
ス
訳
を
参
看
し
つ
つ
、
ち
り
め
ん
本
を
英
訳
し
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
夫
人
と
グ
リ

フ
ィ
ス
の
の
翻
訳
の
意
図
と
構
想
、
手
法
を
検
討
し
た
。

第
二
に
、
歌
舞
伎
『
戻
橋
』、
五
都
宮
章
人
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
を
比
較
し
た
。
川
口
松
太
郎
の
原
作
に
は
見
ら
れ
な
い
映
画
の
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箇
所
に
つ
い
て
、
そ
の
原
拠
を
遡
っ
た
と
こ
ろ
、
歌
舞
伎
に
依
拠
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
時
代
劇
映
画
に
お
け
る
酒
吞
童
子
の
変
貌
の
背

後
に
は
、
当
時
の
日
本
映
画
界
に
お
け
る
「
歌
舞
伎
」
か
ら
「
時
代
劇
」
へ
の
転
換
、
ま
た
、
当
時
の
シ
ナ
リ
オ
文
化
の
複
雑
な
事
情
が
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。

第
二
に
、
八
尋
不
二
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
は
川
口
松
太
郎
の
原
作
に
は
な
い
河
竹
黙
阿
弥
の
歌
舞
伎
舞
踊
『
戻
橋
』『
茨
木
』
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
ま
た
、
八
尋

不
二
は
、
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
五
都
宮
章
人
の
『
羅
生
門
の
妖
鬼
』
を
参
看
し
て
い
た
。

第
三
に
、
川
口
の
小
説
『
大
江
山
酒
天
童
子
記
』
の
着
想
が
、
田
中
徳
三
の
映
画
『
大
江
山
酒
天
童
子
』
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
、
川
口
と
田
中
の
ふ
た
り
の
協
力
体
制

の
も
と
で
映
像
化
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
、
木
原
敏
江
の
『
大
江
山
花
伝
』
に
お
い
て
ま
ん
が
化
さ
れ
た
。

以
上
の
論
証
に
よ
り
、
近
代
の
英
訳
ち
り
め
ん
本
、
演
劇
、
ま
た
は
、
昭
和
の
小
説
・
映
画
・
漫
画
と
い
う
い
く
つ
も
の
メ
デ
ィ
ア
が
ク
ロ
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

酒
呑
童
子
説
話
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
達
成
し
え
た
と
い
う
こ
と
を
本
稿
で
は
あ
き
ら
か
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
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